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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『オーラバトラー戦記』あとがき　　富野　由悠季









　序







　戦争は政治の手段であると言ったカール・フォン・クラウゼヴィッツの時代はおわり、われわれは戦争を行使できない世紀にいる。

　むろん、戦争が日常であった記き憶おくにしばられて、資本主義的発想からくる政治的な思おも惑わくから、世界が震しん撼かんとしているといいつのる者も、いましばらくはいるだろうが、国家間の原因を起因とする戦争は絶無になるだろう。

　だからといって、現在のわれわれには想像できにくい新たな戦争の萌ほう芽がはあり、戦争そのものがなくなることは、もうしばらく時代ときを待たなければならない。

　戦争によって、いやおうなく外界の存在を知らされた歴史をもつ人類であるのだが、生物であるための宿命、死があるかぎり、われわれはじゅうぶんに不幸であり、悲劇を生み、切なく、絶望をも感じる。なにも、戦争でそれを補強する必要などはない。

　しかし、その死の恐きよう怖ふから自立しようとする衝しよう動どうが、人を成長させ、己を新しい世代に刻印したいという心と、それによって醸じよう成せいされた知が、文明を構築してきた。

　先せん駆く者たちのシステムによって、そう信じさせられたというほど、われわれは受動的ではなく、われわれ自身の内なる衝動によって、そうしてきたとも自覚する。

　その成果として、われわれは、目がくらむほど輝かがやかしい道具にあふれ、とりあえずはじゅうぶんすぎる伝達の手段と自己防衛のロジックをつかう術を身につけてきた。

　それだけを見れば、人類は他者に勝利したようにみえるのだが、その結果、われわれが手にいれようとしているのは、とんでもなく脆もろい心性であると気づきはじめている。

　これは、言葉と知ち恵えを浪ろう費ひしすぎた所為しわざかもしれない。

　思いやりの行為をボランティアという言葉にすりかえて、ボランティアでなければ思いやりをしめさなくても良いと錯さつ覚かくでき、資源のリサイクル運動にのらなければ、ゴミはゴミとして処理して良いという状じよう況きよう、他文明を知る人ほどナショナリストになるという事実、それらは、いったいわれわれになにを教えているのだろうか？

　知は細分化され、認識は矮わい小しように収しゆう斂れんするとは!?




　文明を有する種が進化して、道具が改良されていくにつれて、その前の歴史の規き範はんをのりこえ、いつしか、道具そのものが、その種の意識に影えい響きようをあたえて、つぎの規範を生んでいくというのが、われわれ人類の歴史であるようだ。

　ながいあいだ、狩しゆ猟りようと素そ朴ぼくな有機農業で生存してきた人類の歴史が、近代化という美名にまどわされて、気づけば、その道具の延長上にある物質文化に翻ほん弄ろうされて、かつての規範をおきわすれて、自ら住むべき大地と大気を破は壊かいする。

　モンゴルの広こう漠ばくたる大平原にも、放射能に汚お染せんされた風が吹ふき、太平洋のまんなかにもビニール袋ぶくろがただよい、深海魚の体内にも化学物質が吸収されて、北極でも南極でも、その氷のなかに煤ばい煙えんがふくまれ、厳冬のラップランドに群をなすトナカイたちの食べる苔こけもおなじで、宇宙にさえも廃はい棄き物ぶつの帯が浮ふ遊ゆうして、それが流れ星になっているのである。

　それでいて、経済は拡大させなければならず、人口は増えつづけることを善とするなら、一度設定された規範など、厳守する必要などはなかったと思えてくるし、道具を駆く使しした種のいきつく先は、終局でしかないと思える。

　それでも、道具の進化は、究極的には地球規模の破壊を阻そ止しする技術を手にいれることができる、という望みにすがりたい。

　人は、明日死ぬかもしれないという未来を背負っているからこそ、喜き怒ど哀あい楽らくの輪りん廻ねのなかで生きて、過去と現在、そして、未来をつないできたのだが、死を従容として受け入れられなくなったのは、つぎが見えなくなったからだろう。

　自分を受け継ついでくれるものがいなければ、種は死にきれるものではないのに、人は、生と死を考える知性をあたえられたにもかかわらず、その知で道具を発明しただけで、つぎがなくても死をむかえられる胆たん力りよくと思し惟いを発明することはなかった。

　これは業ごう火かである。

　この苦く衷ちゆうを想像して、鍛きたえる思惟を見つけだせないなら、自らが生み出した文明の冷れい徹てつさに埋まい没ぼつして死するしかない。

　しかし、それでは、生きたまま狂くるうしかないだろう。

　そのような心に、このオーラバトラー戦記を捧ささげたのは、つぎのない死などは回かい避ひしたいという魂たましいたちの物語であるからだ。

　しかし、ここもまた、生あるものにとっては練れん獄ごくであろうから、生命のマスカレイドと詠うたうのである。







　１　戦場をおおうもの







　ウィル・ウィプスから釈しやく放ほうされたミハン・カームの操縦するドウミーロックは、山並みを舐なめるように飛行をして、ゴラオンの戦せん闘とう空域にはいりはじめていた。

　それを追うザナド・ボジョンとレッグス・グロの六機編隊も、それを承知しているのは、この追つい尾び飛行が聖戦士ジョクのカットグラをおびき出すものだからだ。

　この作戦はザナドの発案ではなく、ドレイク・ルフトが飼うようにして育てたアイリン・ツーが企き画かく、提言したもので、カットグラ撃げき滅めつが目的の追尾行である。

　そのアイリンは、ザナドの編隊の高空に、ガルガンチュア一機で随ずい伴はんしていた。

「もう出てくる」

　するどく切れ上がった黒い瞳ひとみをもつアイリンが、かすかに緊きん張ちようをおぼえるのは、アの国のパイロットで、カットグラに痛手を負わせたものがないという噂うわさと、先の艦かん隊たい戦でカットグラ一機の働きで、一挙に数隻せきのオーラシップが沈しずめられたからである。

「フム……」

　ドレイクの信しん託たくをうけたアイリンには、眼下に展開する断雲の波と、その下にひろがるカラカラの峨が々がたる山並は、静せい謐ひつに感じる。

「スィーウィドーのある方位は、この左だが……？」

　天にまでいたるというスィーウィドーの森のあたりは、霞かすみの色がかすかに濁にごっているように見えるだけである。

「あそこか……ドレイクさまも甘あまいな」

　はじめてカラカラ山さん塊かいの上空からスィーウィドーの方位を観察して、アイリンは、戦局を動かすものの胎たい動どうが認められると感じられて、ドレイクがこの方面の動きを、自分の都合が良いように理解していたと知って、鼻先で笑った。

　大国ラウの巨きよ大だい戦せん艦かんゴラオンがひそんでいるらしいと噂されている一角は見えもしないし、どことも特定できないのだが、戦気を胎動させている〝気〟の色づいている厚みを明快に感じるのである。

「しかし、無理だ……」

　いまは、ミハン機に誘ゆう導どうされて出てくるカットグラを待たなければならないのだ。

　ここまで追尾飛行をしてきて、さらに、スィーウィドーまで距きよ離りをのばす自信はないとわかるのは、自分の能力に真実自信をもっているパイロットだからこそである。

　いまは、聖戦士を見ることに集中したいのだから、余計なことに気を奪うばわれるつもりはなかった。

　が……、

「……チッ！……あの光は……トモヨ・アッシュかい？」

　ザナドの編隊をトレースしたその下に、ザナド以上に強力に感じられる〝気〟の流れを知覚した。

　アイリンの視覚には、その存在は、鋭えい利りなピンク色にちかい筋で見えた。アイリンのオーラが、トモヨのオーラを特定したときに色がついて見えるのだが、現実の光景には、そんな光などあるはずもない。

「…………!!」

　しかし、その直後、アイリンが見たピンクの筋すら弱々しいものに感じられるような鮮せん烈れつな色を、ザナドの編隊が飛行するカラカラの地形上全体に見たような気がした。

　それは、前方の空域、アイリンが滞たい空くうするより数百メートル低い高度に、線から面になって浮うき出たのである。

「なに……？」

　が、面と思えたのも第一印象だけで、それは線になって、彼女が俯ふ瞰かんして見ている地形へと一直線にのびてきた。その色は、ピンクとも赤とも感じられる色で、スィーウィドーの方位から西にながれた。その印象は、まばたきひとつかふたつという間である。

　それを感知した瞬しゆん間かん、背骨の芯しんに冷気が針のように刺ささったように感じて、全身を身み震ぶるいさせた。

「戦気をみちびく者がきたのか……？」

　これほどに存在を誇こ示じするものは、カットグラをあやつる聖戦士しかいない。

「そういうことか……また、力をたくわえて出てきたということかい？」

　その確信は、聖戦士の存在を、戦力として見なしていないふうに見えるドレイク・ルフトはまちがっていると直感でき、ジョクとともに地上界に行き来したバーン・バニングスが、アイリンにどこか曖あい昧まいな態度をみせていた理由もわかった。

　これほど鋭利に〝気〟をしめすことができる者がいるとすれば、そのちかくにいる者が感化されないはずはなく、バーンはアイリンに会った時点で、すでに聖戦士に敗北していると認めていたのであり、ドレイクは、聖戦士の意欲のバリアーに封ふうじられて、聖戦士の存在を見ることを拒きよ否ひされているのだ。

「人が秀すぐれているのかどうかは知らんが、世界が、聖戦士に荷か担たんをしているというデマは……デマではないな」

　世界の秘密などはどこにもなく、すべて現れているものだ。現象の意味が正確によめれば、世界が行き着く先もわかるというものである。

　そのように理解するのが、アイリン・ツーという少女である。

　彼女自身、自身の出生は知らない。

　おぼえているのは、ドレイクの生れ故郷であるマラケーシュの田舎町に二軒けんしかない洗せん濯たく屋で、明るいうちは手の皮をすりむくようにして、洗濯をしている頃ころからである。

　しかし、十代の出生不明の少女は、背筋が伸のびた気位の高い雰ふん囲い気きがあると誉ほめられるような少女であった。そのようなものは、貧しい恰かつ好こうをしていても、見る者が見れば知れるものである。

　ウィル・ウィプスの建造を視察しながら、地方産業の振しん興こうを奨しよう励れいするために、各地を視察していたドレイクが、オーラマシンのドメーロでその町にきたとき、アイリンは洗濯女の仲間たちとその機械を見にいって、群衆のなかからオーラマシンに乗るドレイクを見上げた。

　そのドレイクと視線があった。

『機械は好きか？』

『はじめて見たものですから、わかりません。でも、機械のまわりの空気の気が張りすぎていて、ひきこまれそうになりました。でも、王よ。この機械は気が乱れています。動けなくなりましょう』

　言葉で交かわしたのではなく、目と目があって、そのような会話をしたと覚えている。

　アイリンのその予言は、翌日に証明され、ドレイクはアイリンをラース・ワウによんで、躾しつけをしこませながら、彼女の適性をチェックさせたのである。

　彼女のオーラマシンと適合する感性はすばらしく、アイリンもまた、オーラマシンに馴な染じめば、その背景にあるものを嗅かぎわけられる力を身につけていった。

　そうすれば、ドレイクが自分を呼んだ意味も、騎き士しの時代には考えられないような速度で戦場が拡大するのも、オーラマシンが増ぞう殖しよくするのも、その根にあるものは生体オーラ力ちからでしかなく、そのエナジーが混こん沌とんを生んでいるのだ、と想像できるパイロットに育ったのである。

『そうでなければ、あたしが王のそばに来れるわけがなかった』

　この戦場が、自分のような女にとって面おも白しろいものになるかもしれないと思っても、それが自分のかってな空想であることもわかっているのだが、いまは面白い、という感かん触しよくが、彼女の全身全ぜん霊れいを、この刻ときに投入させていた。

「聖戦士ジョクというが、すぐに手合わせできる。それですむことだ……」

　王ひとりを弄もてあそぶより、このように空を飛んでいるだけで、地上で経験した嫌いやなことや、幼かった頃のうっとうしい記き憶おくを忘れることができるのだから、不足はなかった。

『騎士の時代の感覚なら、武器であるオーラマシンの技術を周辺国に売って、それで稼かせいだ金でさらに軍備をととのえるという発想は、できるものではない。けど、そんなことをやった王が、あたしを呼んだ。この異常さはぜんぶつながっている』

　そう考えるアイリンは、先の戦せん闘とうで、聖戦士のたった一機のカットグラによって、ドレイク麾き下かの数隻せきの艦かん艇ていが一いつ瞬しゆんに殲せん滅めつさせられたのも、おなじような理由からだろうと想像できる。

『敵のオーラが強かったのだろうよ。その力を発現させないで落とすにはどうするか？』

　それには、おなじように生体オーラ力ちからの強いものをぶつけるしかなく、それは自分であろうと確信するのだが、賤せん民みんの出であるアイリンは軽率ではない。

　騎士の時代の尻尾しつぽをひきずった将兵たちが、オーラシップをあやつりながらも、カットグラに対応する戦術を生みだすことができず、オロオロとしているのを見て、ザナド・ボジョンを貸してくれればいいだけのことだ、とドレイクに提言したのである。

　ドレイクは、アイリンの申し出を聞いて、そんなに簡単に聖戦士が出てくることはない、と笑ったのだが、アイリンは生体オーラ力ちからのありようを信じていたから、

『騎士に昇しよう格かくしたザナドとあたしのオーラ力が合ごう力りきすれば、聖戦士が感知してくれます』

　と、簡潔に断定したものだ。

『バーンでは、お前が下になるから嫌なのか？』

『騎士バーン・バニングスは、格が自分より上すぎます。万一のたとえですが、騎士バーンに変事があれば、艦隊にあたえる影えい響きようは、面白くありますまい』

　それは表面の理由で、アイリンは、バーンの意識がひとつ揺ゆらいでいるとみて、共同戦線を張るには、ジョクとの白兵戦で優位に痛みわけをしたザナドのほうが確実だ、と踏ふんだのである。

　ドレイクにすれば、たった一機のカットグラによって腰こしがひけた艦隊に活をいれるためには、アイリンのような者を起用してみせる作戦が有効に作用するだろうと踏んで、ザナドとアイリンの合同作戦を許可した。

　ドレイクが、アイリンのセックスに吞のみ込まれて、彼女の思うままを許しているという俗ぞく説せつは、まったく当たっていない。

　セックスについては、ドレイクが使い分けができるだけのことで、彼女に手ほどきはしてやっても、遊ぶためには、そのための女性を選べばいいだけのことで、そのていどの使い分けができなくて、なんの老境かと考える王であった。

　下世話な噂うわさにしか反応できない下々は、下々のやりようで楽しめばよいのであるから、噂に戸を立てるような無ぶ粋すいなことはしないだけなのだ。

　そんなドレイクであるからこそ、アイリンは王のやり方をうけいれて、パイロットとして遊べるのである。




「ザナドは、捨てるしかないようだ」

　アイリンはひとりごちると、ガルガンチュアの機体を大きくあおるようにして、さらに高度をとった。空気が稀き薄はくになって、すさまじい冷気が襲おそいはじめたが、そのことで彼女の気力が萎なえることはない。




「やはり、来たかよ！」

　ザナド・ボジョンは、アイリンとおなじように、トモヨの接近に気づいてニタリとした。

　山やま肌はだスレスレに自分たちの編隊を追うものがあるなら、ジョク打だ倒とうにもえるトモヨ・アッシュでしかないのだし、ミハン機追つい尾び作戦は、アイリンの個人的な作戦にちかく、そんなものを察知して興味をしめす者といえば、ザナドのフォローを忘れていないトモヨぐらいである。

『いい女だからな……』

　それは、ザナドの勘かん違ちがいかもしれないのだが、彼の男をふるいたたせるには、いい刺し激げきになった。

「見えなくなった!?」

　ミハン機が雲に隠かくれても、ザナドの神経はノイズを発するヘッドフォンに集中していた。

「……ン……!!」

　ザナドは機速を落として、上空のゴミのような点を凝ぎよう視しした。

　自分の眼球や網もう膜まくにキズがあったら、その障害のためかもしれないと思えるようなちいさなシミを、ザナドはあまり透とう明めい度のよくないハッチごしに見つけたのだ。

「ジョクとかいう奴やつ。ノコノコ出てきたとなれば、ここはやらせてもらうぞ。トモヨ、邪じや魔まはしないでくれよ」

　ザナドは、自分が動けば、トモヨは手て柄がら欲しさに前に出るだろうと考えたのだ。

「……アイリンは、おれをひっかけにするつもりなのだろうが、ジョクを倒たおせば、アトをとれる。そのときは、おまえの偉えらそうなガルガンチュアとかを潰つぶしてみせるぜ」

　ザナドの思いは、その部分にむけて突とつ出しゆつした。

　ドレイクが期待するほど、ザナドはアイリンの股また座ぐらをのぞこうとは思っていない。彼は、アイリンより肉づきがよく、ベッド・マナーがラフなトモヨのほうが好みなのだ。

「あんな偉ぶった女の股などは、腐くさって捨てろってものだ」

　アイリンがドレイクの前で、ザナドの額ひたいにキスをしてみせたことは、この作戦の信しん憑ぴよう性をザナドに確信させるだけのものにすぎなかったのである。




　ザナドは、自機のガベットゲンガーの腕うでの動きで、僚りよう機きに初動の目標をしめすと、追尾するレッグス・グロの編隊は高度をあげていった。

「ミハンがどういう奴かは知らんが、楯たてになってもらうぜ。こちらは、図にのってみえようが、聖戦士を舐なめるほどバカじゃあない」

　ザナドは、上空から接近するカットグラにたいして、ミハン機をあいだにおくという位置につけていった。これは、トモヨから聞いたジョクの威い力りよくにたいする戦術である。

「聖戦士とか！　おれが、このあいだ、貴様と戦った相手だということ、わかるな！」

　そう呼ばわったものの、さすがにその声を無線にとおす勇気はなかった。が、相手が聖戦士であれば、この自分の動きは読んでくれるだろうと確信する。

　カラカラの山肌にころがっている岩のひとつひとつが見えるほどに高度をさげれば、追尾しているはずのトモヨの編隊の正面に出たことになるはずだった。

　ザナドの左右の随ずい伴はん機は、峰みねひとつをおく位置に散開した。

　ミハン機は、ザナドの前方の山ふたつむこうで、さらに低空にはいるような気配をみせた。

「そうはさせん！」

　ドバウッ！　バフッ！

　ザナド機の楯にしこんだロケット弾だんが数発、峰を越こえてミハン機を脅おどかせば、ミハン機が、フッと高度をあげる。

「無む駄だな動きと見ないでくれよ。聖戦士殿どの！　おれは、貴公に雪せつ辱じよく戦はさせん。ここで貴様を叩たたいて、あのバーンの鼻もあかさなけりゃならないんだ。せっかくいい連れ合いを見つけられたんだからな」

　ザナドは、高度をあげたミハン機の下から、ザナドの随伴機が、もぐりこむようにするのを見つめながら、カットグラはこちらの作戦を読むだろうと思う。

『……低空を侵しん攻こうしてくる編隊が、どこから出てくる？』

　ザナドは一いつ瞬しゆん、そのことを思う。

　ザナドの随伴機の追いあげに、低空を堅けん持じしていたミハン機が雲ひとつ高度をとって、断雲を楯にすれば、そこで、直線にすすんだザナド機がミハン機を捕ほ捉そくする。

　問題は、上空のジョクのカットグラが、ザナドたちの思おも惑わくのとおり、距きよ離りをつけてくれるかどうかにかかった。

　しかし、戦せん闘とうは、一方のつごうで動くものではない。

「クソッ！」

　ミハン機をザナドが追尾するかたちになったとき、前方の山やま陰かげから、突とつ然ぜんオーラバトラーの編隊が出現した。

　ミィゼナーから発した騎き士しソトロウ・レストラーマとマーベル・フローズン、それに、七竜りゆう旗き隊の四機だ。ザナド小隊の二機が、これに対たい抗こうした。

　レッグス・グロの小隊は、あくまでも上空でカットグラをターゲットする以外、動く予定はない。

　薄うす褐かつ色しよくの爆ばく煙えんの柱が、つぎつぎに山肌に屹きつ立りつして、その隙すき間まを数機のオーラバトラーが交差し、ミハン機はそれを無視するようにして上じよう昇しようをつづけた。

「チッ！」

　ミハン機の思いきりのよい動きに、ザナドは舌打ちをして、つぎに間があけば、カットグラの長大なオーラの光があふれて、レッグス・グロの戦隊をなぎはらうかもしれない、と恐おそれた。

　ザナドは、断雲をひとつ突つき抜ぬけた。

　と、ドウミーロックとガベットゲンガーの性能差だけではなく、逃とう亡ぼうするコースを迷ったようなミハン機が、意外と間近な距離にいた。

　ガブーンッ！

　オーラバトラー同士の楯が激げき突とつして、ガベットゲンガーの楯側の手が、ミハン機の肩かたを嚙かんだ。

「ウワッ！」

　ミハン機のコックピットの声がオーバー・ボリュームで、ザナドのヘッドフォンに聞こえる。

「抵てい抗こうすれば撃げき破はする。しかし、カットグラを撃破できれば、解放してやる」

　ザナドは、視界を上空に固定したままミハンに吠ほえて、カットグラの機き影えいが、戦闘空域に接近してくるのを認める。

「聖戦士！　ここに貴公の部下がいる。抵抗するなら、これを血祭にあげるぞっ！」

　ザナドは、ミハンともうひとつのかん高い子供の声をヘッドフォンに聞きながら、カットグラに呼びかけた。




　その呼びかけは、交戦にはいった各オーラバトラーのパイロットも聞くことができたが、トモヨ・アッシュのピンクのガウベドは後方に位置して、まだミィゼナーから発したオーラバトラー隊と接せつ触しよくする距離ではなかった。

「……ザナドがいうほど、脆もろくはあるまい」

　痛い目にあっているトモヨは、ザナドの体験した戦闘感覚のすべてを信用することはない。

　ザナドとはベッドでの性しようがあったからといって、気にいったわけではない。気晴らしで遊んだだけなのだ。

　トモヨには、レッグスの戦闘小隊が、上空から落下するカットグラを包囲するように見えたのだが、

「そう簡単じゃあないだろう……？」

　ミハン機を助けるために、カットグラが標的になる位置に飛びこんだといっても、カットグラが、むざむざ標的になるとは思えないのだ。







　２　オーラ域の錯さく綜そう







「冗じよう談だんじゃねえっ！」

　ザナド機に肩をつかまれた瞬しゆん間かん、ミハンは、機体の上体をふって敵機の腕うでを払はらおうとしたが、ザナドのガベットゲンガーも巧こう妙みように動いた。

　ミハン機の腕と楯たての抵抗をよけながら、両方の脚あしの爪つめで両りよう肩かたをつかんで、それを左右にひらくようにした。空中でこれをやられると、オーラバトラーの腕は完全に死んでしまう。

「くそおーっ！」

　機体の足で蹴けり上げることもできず、いつフレイ・ランチャーをぶちこまれても仕方がない状態になる。しかし、チャム・ファウは、ミハンがパニックから持ち直してくれたとわかったので、マイクに絶ぜつ叫きようする。

「ジョク、ザナドのいうことなんか構わないでいいよ！　射って！　あたしたちは逃にげる！」

「チャム!?」

　ミハンは仰ぎよう天てんしながらも機体を自転させて、ガベットゲンガーに遠心力をくわえて攻こう撃げきをさせないようにする。

「ハッチを開けるんだ！」

　回転するコックピットのなかで、チャムは自分の身長とおなじ大きさのハッチのハンドルを押おしあげようと、鬼おにのような顔になる。

「正気かよ！」

　ミハンは計器板を横に押しやって、チャムにしたがう気になったが、どうしてミ・フェラリオの言うことを聞く気になったのか、自分でもわからないまま、風圧で重くなった扉とびらを押し開こうとする。

　グズッ！　機体の肩が引き裂さかれる湿しめった切断音が聞こえ出した。

「こいつをジョクにやっつけさせちゃえば……うわっ！」

　チャムは、コックピットの壁かべにぶつかって跳はねとんで、ミハンの肩に舞まい戻もどり、

「ミハン、飛びなさい！」

「わかっているけど……！」

　ミハンは、風圧で押し戻される扉に全身をかけるのだが、外に滑すべり出すまでにはならない。

「開くよ！　絶対！　ジョクは見てくれてるっ！」

　チャムはミハンの覚かく悟ごに感動すれば、ジョクがうまくやってくれると信じる。視界は、空と山がグルグルと回転して、バッ！　とオレンジ色の光の塊かたまりも見えたりした。その閃せん光こうは、攻撃をためらったカットグラを、レッグス・グロの編隊が集中攻撃をしたときのものだ。

「そのまま、カットグラに攻撃をつづけろ！」

　ザナドの声が無線機からひびいたと聞こえたときに、ザナド機が、カットグラの攻撃にくわわろうとして、ミハン機を足場にして姿勢をたてなおした。

　そのために、ハッチの扉が風圧に吸われて、一気に開いた。

「うわっ！」

「うおーっ！」

　チャムはミハンの首にかじりついたまま、ふたりはひとつになってコックピットの外に吸い出されていた。




　ジョクこと、聖戦士城じよう毅たけしは、三つの気配を探知したときに、それらが自分を誘さそい出すために集結していると理解できたが、ここでは、ミハン機を迎むかえ入れるだけ、と決めていた。

「どうする？」

　ジョクの感受性の発現は、アイリン・ツーほど鮮せん明めいではないので、三人の色合いのちがいを峻しゆん別べつするというていどにしかわからない。

　高空から見下ろしている存在は、キンとした硬こう質しつなもので、下から迫せまってくる存在は、海岸に打ち寄せる波のような波動に感じられ、中央のミハン機に接せつ触しよくしたものは、抜ぬき身の刃やいばそのものという冷気に感じられた。

　願うのは、三つのものが同時に迫って、自分を狂きよう騒そうの極に追い込まないで欲しい、という一点である。そうでなければ、先の戦せん闘とうとおなじに、カットグラがもつジャコバ・アオンの剣けんが強大な力を拡散させて、この戦場を凶きよう悪あくなものにしてしまうからだ。

　しかし、この三つの存在は、自分を倒たおすだけではなく、もっと何かを企たくらんでいる、とも感じる。

『それはダメだ』

　その認識がひらめきながらも、抜き身の刃と感じさせたものの冷気が明確になった。

『構わないであたしたちを撃うって！　あたしたちは、飛ぶから！』

　チャムの無線の声を受けた。いや、生の声だったかもしれない。

「なら、うけてやろう……」

　そう感じた瞬間、ザナド機の前に出ていたレッグス・グロの三機編隊が山やま端はたから躍おどり上ってきたので、ジョクはカットグラを下に回かい避ひさせた。

　その頭上を十数条と見えるフレイ・ボンムが筋をつくり、カットグラの足は、山の斜しや面めんのガレ場を蹴っていた。

　正面の敵を右に流そうとするカットグラに、ジョクは牽けん制せいの弾だん幕まくのフレイ・ボンムを張らせながらも、その編隊の攻撃が、自分の意志が呼んだと思える呼吸に後こう悔かいをした。

　〝うけてやる〟という意志も戦闘的すぎるのだ。

　恬てん淡たんと在る、という心境でなければ、事態は見えないし、制圧もできないと感じる。

　そのためには、目の前の三機の編隊とその後方に位置する存在との関係を吞のみこんで……とまでは考えて、

『チャムのような子までが、自分を撃ってくれてもいいとまで言う事態。それでも、自分にできることを教えてくれている』

　身長三十センチのパートナーの断定を信しん頼らいした。

『チャムなら、おれにもカットグラにも人殺しをさせはしない』

　その断定の対象は、チャムでありミハンだ。

　それでも撃てというのなら、チャムにはなんとかできるという目算があるのだ。ならば、それを絶対的なよりどころにして、カットグラにさせることはただひとつだった。

　が、冷たい刃の存在を狙そ撃げきするだけでは、この戦場を制圧することにはならない。

　上下に在るもっと怖こわい存在も黙だまらせなければならないのである。そうしなければ、すでにマーベルと七竜りゆう旗き隊のオーラバトラーたちも接敵して戦場を形成している空域を、あの強大なオーラの刃で焼くことになる。

　そうしなければ、チャムもミハンも焼かれるだろうし、そんな事態を呼ぶために、チャムが自分たちを撃てとは言わないと、ジョクは認識したのだ。

『来た!?』とも感じない。

　刃がヒラリと舞まったと感じた。その感かん触しよくが、ツンと額ひたいにはりついた。同時に、ジョクは息を吐はいただけだったが、上下の存在も動いたと感知した。

　カットグラがジャコバの剣をつかった、ら、し、か、っ、た。

「なに……!?」

　気づいて、目を瞬まばたいたときには、数個の爆ばく煙えんが虚こ空くうに咲さいて、正面の刃が存在したらしいポイントからは、光輪が消えていきながら、その周囲には茶色のきのこ雲が湧わき上がっていた。

　その手前に咲いていた爆煙は、大きな輪になって浮うき上がっていく……。

　ガチッ！

　カットグラの右手に持った剣が、背中のオーラエンジンの排はい気き孔こうの横のアタッチメントに収まる音が聞こえた。

「殲せん滅めつしたのか……!?」




　その直前、ザナド・ボジョンは、カットグラを視界にいれていた。

「来たかよ!?」

　気がはいり、放出される。が、それが、カットグラから発した光を自分に誘ゆう導どうした、とわかった。

　光は、ザナドには、白から赤に変わったと見えた。

　直撃は、ドックンという鼓こ動どうの雄お叫たけびに吸収されて、ザナドの感覚器官と肉体器官は太古の記き憶おくに逆流していた。一いつ瞬しゆんで五万億年を回かい顧こして、放散する。

　ドックン!!　！　！　！

　ああ、いのちを、たのしませない、でぇぇ……！

　ドックン！




　ジョクの網もう膜まくに記録された残像には、カットグラのオーラ剣けんが、正面に向かってまっすぐにレーザーのような細い光を放ったらしいと確認できたが、その残像は、一呼吸もおかないで見えなくなっていた。

「そういうことか……しかし、ミハン機も巻き込んでしまったようだが……？」

　とはいえ、チャムのテレパシーが聞こえるわけではない。ジョクの遠感知能力はそれほど便利には作動しない。

　あの冷たい刃やいばの感触がなくなったので、正面の敵はいなくなったはずなのだが、先の艦かん隊たいを殲滅したときのような、怨おん霊りようの声に相当するものも聞こえなかった。

「上と下の敵の気配も消えた……？」

　疑ってみたが、その感触はまちがいがないようだ。そう思えれば、ジョクはチャムとミハンのことが思い出せる。なんの感触もなかった攻こう撃げきなら、ふたりは巻き込まれていないはずなのだ。

　ジョクの身体からだが動き、叫さけんでいた。

「マーベル、騎き士しソトロウ！　ミハンとチャムが落下しているはずだ！」




　トモヨ・アッシュとアイリン・ツーは、カットグラがザナド機のガベットゲンガーを狙撃したときに、両者のあいだに位置していたレッグス・グロの三機も同時に狙撃されたのを目撃していた。

　トモヨの視覚からは、それら四機のオーラバトラーが一直線上にならんでいるように見えたので、同時狙撃も不思議には感じられなかったが、四機を貫かん通つうしたらしい糸のように細い光などは、はじめて見るものだった。

「もどれ！　敵は巨きよ大だいだ！　天をおおうぞっ！」

　トモヨは、援えん護ごにだした僚りよう機きにそう命じるや、本能的に上空のアイリンの機体をさがしながらも、

『カットグラとは、そういう力を持っているのか!?』

　トモヨも自分の感性と力量を自負するパイロットである。

　糸のような光などで、オーラバトラーがあんなにも簡単に破は壊かいされるのか、という点を見過ごすことはなく、そんな威い力りよくがあるなら、まずそれについて考察する必要があるという想像ぐらいはついた。とりあえずは、強固な包囲網戦でも仕し掛かけるしかないと感じるのだ。

「……アイリン・ツーは、どう考える？」

　ザナドとアイリンを追撃してきたトモヨは、アイリンの機き影えいが反転するのを見み逃のがすわけがなかった。

　ドレイクの愛あい妾しようも尻しつ尾ぽを巻いて逃にげるのなら、自分が撤てつ退たいしても恥はじにもなるまいと感じると、カットグラの攻撃を目撃した恐おそろしさを反はん芻すうしながら、自機のガウベドをその戦場から撤退させた。




　上空から、カットグラの動きを俯ふ瞰かんすることができたアイリン・ツーは、カットグラのフレイ・ランチャーではなく、剣から発射されたように見えた光が、瞬しゆん時じに四機の味方機と追放したオーラバトラーも巻き添ぞえにした爆ばく発はつを観測することができた。

「光は、枝になった……!?」

　剣の刀身から沿うようにして発した光は、稲いな妻ずまのように散ったとも見えたのだが、曲がったとも見えた。

　そのとき、アイリンは、身体中の体液が股こ間かんという底から抜ぬけた、と感じたのだ。

「……!?」

　その光がどのような狙そ撃げき能力をもっているのか測はかれなければ、うかつにかかることなどはできない。艦隊を殲滅した強大なオーラ光というのもすさまじいのだが、このようにピン・ポイントで敵機を撃うつ能力をもっていれば、どうする、と考えたのだ。

『聖戦士のオーラ力が拡大していると見る！　とすれば、そうでないときを狙ねらうか、消しよう耗もうしているときを狙うしかない！』

　そんなことを考えたのだろう。アイリン・ツーのガルガンチュアは、空戦が行なわれた空域を凝ぎよう視しする姿勢をくずさず、後退をしていった。

　しかし、アイリンとトモヨが、この一瞬の戦せん闘とうの本当の結末を体験するのは、もうすこし後のことである。




　そのほんの直前、ドウミーロックから放り出されたミハンとチャムは、落下していた。

「ああーっ！」

　チャムには、ミハンの絶ぜつ叫きようよりも、風切り音の方が大きく聞こえる。

「両手と両足をいっぱいに開くのっ！　そうすれば、おちる速度が遅おそくなる！」

　ビガッ！

　その閃せん光こうが頭上に咲さいたときザナド機が撃げき墜ついされ、その爆発にミハン機も巻き込まれていた。

　が、落下するほうは、そんな爆圧に巻き込まれなければ、あとは破片にぶつからないように気をつけるしかないのだが、気をつけようはなかった。

　縦にまわっているミハンの首にかじりついているチャムは、自分ひとりで飛んだほうがよほど楽だと思っても、その腕うでをはずすことは思いつかない。

「手と脚あしを開いてっ！」

「うっ、クウーッ！」

　ミハンはチャムの叱しつ責せきに気をとりもどして、手足をひろげようとしても、ちいさな独楽こまになって落下する恐きよう怖ふに、意識は真まつ白しろになって手足がジタバタするだけで、ミハンの首にかじりついたチャムは、羽根を震ふるわせてミハンの耳まで這はい上がって、叱しかった。

「手足をひろげるんでしょ！」

　意識が飽ほう和わしているミハンでも、人ひと型がたの機体をあつかうパイロットではある。ともかく、手足をひろげられるようになった。

　と、突とつ然ぜん、身体の回転がとまって、水平姿勢で落下することになる。

「うっ!?　ど、どうなる!?」

　ミハンは、自分の姿勢が安定したので、ギョッとした。

「どうなるったってぇー、飛べっ飛べ、飛べーっ！　羽根で飛べえっ!!」

　スカイダイビングの姿勢をとるミハンの髪かみの毛を抱だいたチャムの羽根が、全力をかけて羽ばたいても、落下速度を遅くすることはできない。落下速度は、チャムがひとりで飛ぶより早いのだ。

「うわっ！」

　チャムの羽ばたきが弱くなれば、羽根がそっくりかえって痙けい攣れんするように震えるだけになる。

「だめだーっ！」

「どうしたっ！」

　ミハンはチャムを見返ることもできない。カラカラの山やま肌はだが急速に拡大してくるのが、はっきりと見えてしまって、恐怖も拡大する大地のディテールとおなじ速度でせまってくる。

「くそおーっ！　チャムよおォー！」

　ミハンは、無念さに絶叫するしかない。死ぬまでの時間、狂くるわないですむという自信は消し飛んでしまう。

　バッ、と視界にきらめくものがあったが、それも、せまる山肌の陰いん影えいをクッキリさせた、とわかるだけで、ミハンにとっては、恐怖にすくんだ自分の視覚が、異常になったと感じるだけだ。

　真まつ白しろになった意識のなかに、両親の顔と妹の顔と、ひどく角つのの長かった驢ろ馬ばのコンドラムが、麦畑の畦あぜ道みちで足をすべらせてもがいているのが見えた。

　その驢馬の背中には、驢馬の体温で湯気が上がっていた。『そうだったのか!?』と、ミハンの深層記き憶おくが喚かん声せいをあげる。

　妹のテルラーマがひどい熱をだして、母と父がコンドラムに妹をのせて、雪のなかを出で掛かけようとした。小屋を暖くして待っていろ、という父はやせ細っていた。

　母は妹よりも熱があるようだったが、その雪の夜いらい、三人はミハンの待っている小屋に帰ってくることはなかった。

　三人とも伝染病であったというのは、のちに近きん隣りんの大人おとなたちから聞いた話である。

『おしまいだ!!』

　過去の記憶が走れば、それはお迎むかえの証しよう拠こだ。昔、聞かされた民話でも物語でも、戦争から帰ってきた傷病兵たちの話も、みんなそう語っていた。

「こんちくしょーっ！」

　チャムのその怒ど声せいがなければ、ミハンは山肌に激げき突とつしていたはずだ。

「…………!!」

　ミハンは、肌はだをさす風圧にクワッと目を開いてしまって、眼球が頭の中心にめりこみそうな圧力に、あわてて目を細くした。

　そのとき、数機のドウミーロックが、眼下に走って見えたので、反射的に呼びかけてみたが、眼下をいったドウミーロックは、無情に左右に散っていた。

「チャム、お前は離はなれろ！　おれにつきあわなくっていいっ！」

　それは、血ヘドを吐はく前の者が、生きているあいだにみせる最後の善意だ。

「え!?　ええー!?」

　チャムの驚おどろきは、そう言われて、はじめて自分だけなら助かるということに気づいたが、

「そんなことできないよっ！」

　チャムは、左右を見る。ひとりで落下する以上の高速でも、チャムは飛ぶ者である。ミハンより観察眼は利いた。

「マーベル！」

　チャムは、左の下を飛ぶドウミーロックを認めた。ミハンの髪の毛から腕をはなすと、チャムはその方位に全力で飛んだ。

　チリーン！　一いつ瞬しゆん間だったが、チャムの航こう跡せきに閃せん光こうが残った。




「あ……!?」

　昼のオーラ光の満ちたカラカラの山さん塊かいの空に、そのチャムの閃光は、流れ星のように尾おをひいて、マーベルの視覚をうったのは、偶ぐう然ぜんではなかった。その直前に、ジョクからミハンが落ちたという通信はうけていたのだ。

　その光は、地上界の東京のちかくの街、田た無なしのジョクの実家の庭で、中なか臣おみ杏あ耶や子こが見たものとおなじ光で、それがあのとき以上に強力にきらめいて、マーベルの注意を喚起したのだ。

　その光のむこうに、現代的なスカイダイビングのスタイルをみせるミハンを、マーベルは認めれば、なにも考えずに自機を加速して、ミハンの落下点との距きよ離りをはかっていく。

「クッ!?」

　むずかしい距離だと感じながらも、マーベルはやれることはやってみることにしたのだが、オーラ・エンジンの一方が急激に推力を減じた。いましがたの戦せん闘とうで、被ひ弾だんしたせいらしかった。

「冗じよう談だんでしょ！」

　マーベルは、フット・バーを力いっぱい蹴けり込みながら、ミハンにむかって自機がもっていた楯たてを投げていた。

　当りどころが悪ければ、それがミハンの致ち命めい傷しようになるものだ。楯は、ななめに弧こをえがくように上じよう昇しようして、スカイダイビングをするミハンの身体からだをその陰かげにかくしたと見えた。

　ミハンが、そこからいなくなっていた。

　楯は高度をあげるように、クルクルと舞まったので、マーベルはそれを追おうとしたが、機体は飛行の中心軸じくを狂わせていて、マーベルの意思に反して左にカーブをきってしまった。

「チャム！　ご免めん！」

　マーベルは、昼の流れ星のような閃光の意味がわかっていたので、泣くように叫さけんだ。

　右手にみえる楯の速度が遅おそくなって、落下する気配をみせたので、マーベルは、機体をその方向に捩ねじっていこうとした。

「曲って！　ちょっとだけ、飛んでっ！」

　涙なみだでにごる目で、マーベルは落下をはじめた楯の上に、ミハンらしい人ひと影かげが貼はりついているのが見えたが、マーベル機の足では、その楯の落下点に間にあわない。

　と、

「……ジョク!?」

　落下をはじめた楯の下に、ザウッと光の渦うずがかたまって見えて、その光の渦のなかにカットグラの実体がながれこんできた。

　マーベル機の放った楯が、カットグラの手に摑つかまれたようだ。

　カットグラの機体は、ややうしろにそるようにして、楯の落下速度を減速させるようにした。

　ズワッ！　ズズッ……。

　カットグラの足が着地し、よろけながらも片かた膝ひざをついて、手にした楯を前にさしだすような姿勢になった。

　それらの動きは、あと一呼吸半、というところで岩場になる上でおこなわれた。

　その間に、マーベル機はカットグラの間近に着地する姿勢をとることができた。

　カットグラが前にさしだした楯が、ゆっくりと地におろされていって、その上に、ミハンの身体は、平らになっているのが見えた。

「ジョク、よくも……!?」

「ミハンは大だい丈じよう夫ぶだ。周囲の警けい戒かい。後方につけていた編隊が、もどってくるかもしれないぞ」

「ソトロウ、ダッサ、トリプース。ミハンを収容！　周囲を警戒しつつカットグラに集結！」

　地においた楯の上で身をおこしたミハンに、カットグラの機体がかがみこむようにするのを確認すると、マーベルは自機にフレイ・ランチャーを構えさせて、目の前の斜しや面めんを登らせた。

「……チャムは？」

　あの娘むすめのことである。マーベルの位置から確認できなくても、いまごろは、ジョクの胸に飛びこんで、どなり散らしていることだろうと思うことにした。

　マーベル機が立った尾お根ねは、それほど高くはなかったのだが、それでも、カットグラが戦闘した空域が見晴らせて、大きな輪になった爆ばく煙えんが、風で横になびくようなかたちになっているのが遠望された。

「……ソトロウ……!?」

　上空を監かん視しするように大きく旋せん回かいをする機き影えいを認め、つづいて、カットグラが着地した反対の山並上に、トリプース機を確認した。

「騎き士しダッサは……？」

　その機影は、正面からマーベルに接近して、いったん彼女の視界から見えなくなってから、眼前にヒョイと浮ふ上じようするようにしてきた。

「……騎士ミハンは、ご無事か？」

　ダッサは、白面の青年でありながら、やることには茶ちや目めっ気けがあった。

「あれに……」

　マーベルはハッチを開いて、眼下にあるカットグラをしめした。

「ここで待機のまま、監視です」

「了りよう解かいです」

　マーベルは、ハッチ前に位置させた自機の掌てのひらの上にのりだして、ハッチを開いたダッサと視線をかわしてから、機体をダッサ機の背後にもっていって、反対の空域を監視するようにした。

　革かわ兜かぶとははずしてもよいだろう、と、命びろいをした感かん慨がいがそんなことを思わせてくれる。

　自機の掌のうえに立てば、右にカットグラが見え、正面から左にかけて断雲によって寸断された陽光ともいうべきオーラの光をうけたカラカラの山並が見晴らせた。

「フッ……」

　水すい筒とうにいれてあるレモンよりもちょっと辛から味みのある水の味は、いまという刻ときを生きていられることを実感させてくれる。

「けど、このあとのことまで、この山々は許してくれるかどうか……」

　ふつうの感性しかもっていないマーベルは、彼女の五感で感じられる限りの警戒をするしかない、と自分の息いき遣づかいのできる胸の厚みを実感するしかないのだった。

「騎士マーベル！　カットグラが離り陸りくするようです。ここを離り脱だつします」

　背後に立っていたダッサ・コランザンの、どこか甘あまい感じのする声に、

「あ、はい！」

　マーベルはあわてて応こたえると、コックピットにもぐりこんでいった。

　そのようにして、ミハンとチャムを収容したカットグラの編隊は、一機の損傷も出すこともなく、ミィゼナーへもどることができた。







　３　ふたりの女







　トモヨ・アッシュは、ザナド機がカットグラの直ちよく撃げきにあって、ミハン機とともに爆ばく発はつしたのを目撃したが、どうして糸のような光で、あんなにも簡単に四機ものオーラバトラーが撃げき墜ついされたのかはわからなかった。そのうえ、

『もどれ！　敵は巨きよ大だいだ！　天をおおうぞっ！』

　なんでそんなふうに叫さけべたのか、自身にもわからないのである。

　強いていえば、目の前の戦せん闘とう空域を満たしているバイストン・ウェルのオーラがなくなってしまうのではないか、というような感覚があったのだ。現代の地上人の感覚でいえば、ブラック・ホールが生まれたように感じた、というような表現になるだろう。

　あの直後、アイリン・ツーが踵きびすを返したので、自分も回頭したのだが、遁とん走そうしたといわれても仕方がないという感かん触しよくが胸の底に澱おりのようにのこっていることも、納得がいかないことで、気持ち悪い。

　ザナドの戦闘小隊の二機が、ミィゼナーのオーラバトラー部隊と遭そう遇ぐうしたとき、トモヨは、自分の編隊の五機を助すけっ人とに出したおかげで、彼ひ我がに損害はなかったのだが、先の艦かん隊たい戦で、オーラ光の壁かべのようなものに跳はね飛ばされた体験をしている彼女には、この情じよう況きようからは逃にげだしたほうがいいという感触に支配されているのがおもしろくないのだ。

「……ザナドは、バーンたちのことがあって、軍功をあせった」

　そんな現実的な理解はあったのだが、カットグラの手にした武器が放った閃せん光こうが、フレイ・ボンムではないことは明らかなのだ。

「しかし……」

　トモヨは、ザナドが爆死した瞬しゆん間かんに、彼の気を正面にうけ、それを吸収したように覚えていた。

「ザナドは、あたしにはいい精気をもっていた……」

　トモヨは、体内に別のなにかがもぐりこんで、細さい胞ぼうのひとつひとつが沸ふつ々ふつと肥大してゆくような感触に身をまかせられ、トモヨが生来もっている別の力を思い出させてくれたのだから、ザナドにとってもトモヨにとっても、おたがいが華はなだったのである。

「ザナドを……っ！」

　彼をとりかえしたいとは思わないが、直進すべき目標は、カットグラの閃光ではなく、ザナドだと理解できるのは誘ゆう惑わくであった。

　が、それが認識に立ち上がりかけたときに、

『……バカがっ！』

　そんな叱しつ責せきのようなものがあって、トモヨの前かがみの姿勢を、うしろからはがいじめにするような印象を受けた。

「……!?」

　トモヨにすれば、子宮から満ちてくるものに身をゆだねていたつもりだったのだが、その感触がトモヨを制した。その〝気〟には女の同質性があった。

　トモヨ機にブレーキがかかり、機体が降下して、交こう錯さくする味方の無線のなかに、おびえる獣けもののような呻うめきを聞きつけていた。

「アガ、グハハハ……!?」

「なんだ!?　はっきりいえ！　言葉にしろ！」

　その獣が涎よだれを振ふりまく息いき遣づかいのようなものに、怒ど鳴なりつけるよゆうが生まれた。

「カ、カ、カットグラが……オーラ光をあやつって……！」

　恐おそれおののく獣が、袋ふくろ小路になっている巣のなかから、最後の呻きを発する声に似ていた。

「誰だれだ!?　官姓せい名めいをいえっ！」

　山並に自機の腹部をこするように飛行させながら、トモヨはその呻き声に叱しかりつけた。

「レッグス・グロだ……レッグス……」

　幻げん聴ちようだと思いたかった。が、その声が、

「どこなんだ！　ここは!?……わからんぞっ!?」

　最後のその一声は、性能の悪い無線から生の声になって聞こえた。

「……騎き士しレッグス!!　こちらトモヨだ。しっかりしろ！　状じよう況きようを報せっ！」

　応答するつもりになって、トモヨは機体を回転させて周囲を警けい戒かいしたが、機体は山やま肌はだに接触して、大きくバウンドした。

　楯たてが岩にぶつかって、腕うでとの接続部を破は壊かいして、トモヨ機の上に舞まい飛んだ。

　そのとき、ガウンッ！　と、楯が空で跳ねて、その空間に、レッグス・グロ機があらわれて楯を下に跳ね飛ばした、とわかった。

「……チッ!!」

　楯が飛んで機体がひねられたために、トモヨはその光景を直視していた。

　なにものかに押おされるように落下したレッグス機は、それでも楯がぶつかったおかげで、自意識がはたらいて減速をかけようとしているように見えた。そりかえった羽根がふるえて、機体の足が地をかむようにしてから、ジャンプしたのだ。

　レッグス機がトモヨ機にぶつかるのを回かい避ひしようとしてくれたので、トモヨは、それを下にするようにした。そして、レッグス機が水平になって前方の山並をこえたので、そのやや上、背後につけることができた。

「空くうからあらわれた……!?」

　レッグスの機体に異状がないかと観察するのは、パイロットの習性である。が、その間も、レッグスからはなんの反応もなかった。

「騎士レッグス！」

「……あ？　ああ……誰だ!?　ここはどこなんだ!?」

　虚うつろなレッグスの声がこだまになった。その声を聞いたトモヨは、レッグスのうけた打だ撃げきのことなどは心配せず、カットグラがやったことを想像していた。

「ジョクとか！　貴様の力、世界を狂くるわせるぞ！」

　トモヨは絶ぜつ叫きようしながらも、つぎに聖戦士に出会ったときには、自分はレッグスのようにはなるものか、と覚かく悟ごした。

『……この戦せん闘とう空域にあらわれた聖戦士のオーラ力……あたしは、これを吸い込んででも、自分の力を拡大してみせる……あたしはそれくらい汚きたないんだ。ザナドの精気だって吸ってみせたんだからな！』

　あるていどの能力をもつ武芸者は、対戦するごとに力をあげるものだ。いまのトモヨの精神状態はそういうものだったのだろう。ちがうことは、それが個人の武芸の技に限定される地上界とはちがって、このバイストン・ウェルのコモン界では、それが世界をささえる力に還かん元げんされて、存在を震しん撼かんさせるものになるということらしいのだ。

　トモヨは、そう理解していたのだ。

　トモヨの機体は、不安定な飛行を見せるレッグス機の手首の一方を足の爪つめで固定するようにして、曳えい航こうする姿勢をとった。

「帰き艦かんする。騎士レッグス、聞こえるか!?　自分は、クの国のパイロット、トモヨ・アッシュである」

「了りよう解かい……了解していますぞ……」

　言葉とは裏腹に、その言葉には生気はない。にもかかわらず、耳のそばに絡からみつくように聞こえた。

　トモヨは、随ずい伴はんする僚りよう機きに左右を警戒させながら、ともかく母艦に帰投するコースにはいっていいと考えたが、巡じゆん航こう速度しか出せないのが苛いら立だちの原因になりそうだった。

「しかし、あれは気のせいではなかった……なんだ？」

　レッグスの機体が空間から出現する直前、トモヨを制止したものは、女のような感かん触しよくがあった、と思い出した。

　思い出せれば、それは高々度で戦場を俯ふ瞰かんしていたアイリン・ツーのものであろうと、トモヨは断定する。

　ということは、アイリンは、レッグス・グロの機体が、虚こ空くうからはじけとんで現れる瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていたのかもしれないと想像した。

『そういうことがあるのかい？』

　トモヨは、自分たちのすべてが、監かん視しされていると感じ、反へ吐どが出た。

『あたしの勘かんはまちがっていない。ここは、オーラが乱れている。それで、アイリンごときに、あたしたちのことを見せちまっている！』




　カットグラの発した光の筋が、ザナド機を貫かん通つうしたときに、アイリン・ツーのオーラ力が視覚を拡大させたのだろう。だから、その直後のレッグス・グロの小隊への直ちよく撃げきを目撃することができた。しかし、レッグス機が虚空に消えた瞬間は、さすがに見てはいない。

　が、その空域全体の変事に、

『……あんなものには、対たい抗こうできるわけがない……』と、直感した。

　そんな光を発する武器をあやつる敵に、吸い込まれるような精神状態で仕し掛かければ、撃げき墜ついされるだけなのだ。

「……すこしだけだが、聖戦士、あんたの実態をみせてもらった……つぎには、あんたのそのオーラ力をあたしがいただいて、その力であんたを自己崩ほう壊かいさせてやる……」

　カットグラのいた戦闘空域が雲のむこうにかくれたとき、アイリンは、つぎの戦闘は、オーラ力そのものによる戦いであるとわかり、それは、自分の力で相手をねじ伏ふせるという質たちのものではないとも理解できた。

　そうでなければ、敵にたいして、自己崩壊をさせてやる、と叫さけぶことはない。

　アイリンは、あのとき、感覚器官と神経のすべて、精神と認識をつかさどるものまでが、肉体から引き抜ぬかれたのではないかという感覚に、革かわ鎧よろいの下を汗あせでグッショリと濡ぬらしていた。

　あれから、一分とはたっていない。

『……カットグラ、聖戦士のもの……ジョク……ジョータケシ。ラウの艦かん隊たいは、ミィゼナーを中心にしたオーラバトラー部隊が核かくである。ほかのものは、すべてダミーだ。しかしなぁ……戦闘報告には、生体オーラ力ちからをこうも刺し激げきするものだとは書かれていなかった』

　認識が喚かん起きされれば、味方の騎き士したちのセンスのいいかげんさに腹をたて、ドレイクだけが、聖戦士の威い力りよくを洞どう察さつしていたらしいと感じるのだが、ドレイクは実戦で聖戦士のカットグラを見ていないのである。

　しかし、蓋がい然ぜん的に聖戦士の脅きよう威いを語るだけでは、いましがた見せられたカットグラの威力は突とつ破ぱできないと感じる。

「騎士などと奉たてまつられても、このザマだ！」

　アイリンは言葉を吐はきだすことで息がつけたので、ベンチレーターの風力を強くして、革鎧の前をはだけて下着に風をあてた。

　そんなときに、レッグス・グロの機体が、ピンクの機体を中心にする編隊にぶつかるように、虚空から出る瞬間を目撃したのである。

　それは、湧わき出る、という表現が正しいように見えた。

　それをトモヨのピンクの機体が抱だきかかえるような挙動に見えたので、レッグスをクの国のパイロットに預けるのは筋すじ違ちがいだと感じた。

　レッグスのように実戦経験をもつパイロットが、カットグラの攻こう撃げきを受けながらも、生せい還かんしたのなら、アイリンは、自分のうけた感触が正しいものかどうか、彼から聴ちよう取しゆすべきことがあるのではないかと思いついたのだ。

　オーラバトラーを操縦することは、アイリンにとっては外界の気を吸って、それを自分の力に転てん嫁かするシステムだという認識であり、その機は、彼女の第六感とか、それ以上の感覚を醸じよう成せいするものとしてはたらいていると認識していける道具なのである。

　そのように感じられる感性がなければ、ザナドのように表面的な理解のなかで、自己の立場を強固なものにするために突とつ出しゆつして、簡単に敗北していただろう。

　審しん美び眼がんがなければ、どんなに美しいものや秀すぐれたものをみても、その美しさは理解できないのとおなじで、人の能力と感性のある高みを理解するためには、その高みにいたらなければ、理解できないものだ。

　それができるのは、もともと天性がある者か、その能力を獲かく得とくする努力をしている者である。

　アイリンは、ガルガンチュアを降下させて、トモヨの機体に接せつ触しよくさせていった。

「鮮あざやかピンクは、トモヨ・アッシュのものであろう。このような前線にまで進出してきた勇気に感かん嘆たんしている。アイリン・ツーである。レッグス・グロをよく受け止めてくれた。当方で帰投させたい。機体を渡わたしていただこうか」

　そのアイリンの問いかけに、トモヨは、先の感触はまちがっていなかった、という自信を得ることになったが、アイリンの物言いに、多少の皮肉も感じた。

「われわれが、援えん護ごしきれなかったのを笑いにきたのか？」

「立場がちがうのは了りよう解かいしている。あなどれない敵だと確認した。カットグラの力を、貴公もそう見たのではないのか？」

　率直な物言いに、トモヨは、噂うわさのような女ではないのではないかと感じて、コックピットから乗り出すようにして、強こわらしい風ふう貌ぼうをもつガルガンチュアを見上げた。

「……カットグラが放った閃せん光こうは、オーラの稲いな妻ずまと見た……」

　無線からは、ガルガンチュアの風貌に似合わない女らしい甘あまったるい声がはじける。

「稲妻か？」

　トモヨは、自分の印象とまったくちがう表現に、戸と惑まどいはしたが、そのことは伏せて、

「騎士レッグス・グロ、アイリン・ツーというパイロットが、曳えい航こうしたいと言ってきている。どうする」

　無線といっても、周波数は連合軍共通である。レッグスも聞いているはずだったが、トモヨの問いかけに返答はなかった。

「騎士レッグスの応答がない」

「そちらの都合を……」

　アイリンが全部を言わないうちに、

「アイリン・ツーか、ドレイクの女のアイリン・ツーか!?」

　レッグスの怒ど声せいがひびいて、同時に、トモヨ機の足の爪つめが摑つかんでいた手首が振ふり払はらわれて、レッグス機が浮ふ上じようしていった。

「許せねえな、そういう女が、オーラバトラーをあやつるのはっ!?」

　トモヨにも、そのレッグスの声は酔よっているように感じられて、連れ帰ってもなにも聞き出せない、と踏ふんだ。

「任せるよ。アイリン・ツーとか！　騎士レッグスは気の毒なようだ」

「ご苦労だった。受領するよ」

　そう応こたえる強らしいガルガンチュアは、レッグス機の手を簡単に両手で捕つかまえると、

「言われるとおりの女だ。騎士の好きにしてもらっていいから、母ぼ艦かんに帰投しよう」

　無線から聞こえるアイリンの声にも、トモヨが聞かされているわがままで凶きよう悪あくなパイロットという印象はなかった。

「オーラの変調がこういうところにも現れているのかい？」

　トモヨは、かすかにアイリン・ツーというパイロットを卑ひ下げできるような相手ではないかもしれないと感じながらも、カットグラが、一機のオーラバトラーを虚こ空くうに飛ばしたかもしれないという意味について、考える必要があるとも思った。







　４　ショットのいる処ところ







「こちらの発進がおわってから、バーン機を着艦させろ！」

　ウィル・ウィプスのブリッジの隅すみで、怒声をあげる下士官の声には、ドレイク・ルフトが直接指揮をしている艦にいるという自負にあふれていた。

「なんだ？」

　艦長のラバン・ドレトが眉まゆをよせて、その下士官のほうにむく。

「……騎き士しバーンのガベットゲンガーの着艦を、第三デッキが許可しているのです」

「やらせろ。バーンなら失敗もすまい。発進計器、よみとり続行！」

　艦長はうっとうしそうに命令すると、手順にしたがったよみとり作業が、左右の計器の前にすわった下士官たちからはじまっていった。

　ドレイクは、発進間際で緊きん張ちようしているブリッジのそんなやりとりに気を配ることはなく、左に所在なげに立っているショット・ウェポンのほうにむいて、

「いいのだな？　ショット？」

「ハ？　ハァ……。ウィル・ウィプスは、万全以上であります」

　ドレイクの声に、ショットは胸をそらすようにして、軽い目礼でかえした。

「発進は予定どおりである。以後、戦隊を組むまでの手順も、予定どおりである」

　ドレイクはブリッジの椅子いすからおりると、戦場にいるときに着るきらびやかな総大将の衣装のマントをあおって、背後にあるハッチに消えていった。

　ショットは、ドレイクの声が耳に絡からみつくのは、自分の気力が萎なえているからで、態度にも虚きよ勢せいをはるようなものがあった、と自覚していた。

　ブリッジの主動機関の計器板の前にすわる下士官たちの背中の動きを見ているだけで、ショットは、ウィル・ウィプスのオーラ・ノズルの状態が良好だとわかっていたから、面おも白しろくないのだ。

　ショットは、ウィル・ウィプスの基本設計には手を貸したのだが、建造以来、具体的な相談などはいっさいされず進水をむかえたのである。ウィル・ウィプスもオーラシップであるなら、オーラマシーンである。なら、その建造についての仔し細さいな相談というものが自分にあってしかるべきだと信じていたのだが、進水までその経けい緯いはいっさい知らされないまま、今回の作戦にいたって、乗船して監かん督とくしてくれといわれたのである。

　であれば、オーラマシーン開発者の自負心が、ふつうの人々によって無視されたという実感を思い知らされる船体でしかないのが、ウィル・ウィプスなのである。

　しかし、クッタウラーガの村の奥おくの渓けい谷こくに鎮ちん座ざするウィル・ウィプスを視察すれば、よくも建造したものだと感心させられ、大出力のオーラ・エンジンなるものを機関室で見たときには、なんで、コモン人がこんなものを建造できたのかと驚きよう嘆たんもした。

　なのに、ドレイクは、ショットの顔色をうかがうようなおべっかを使ってみせたのである。

　世辞であるのはわかっていたが、こういう事態になるのも想定すれば、建造時にもショットをつきあわせておくべきだったのだ。

　ショットは、ドレイクの隣となりの席に身をしずめると、

『……ドレイク奴め、おれをここで飼い殺しにするつもりだ……』

　そんな思いがあっても、それを頭のなかで言葉にすることもしない。テレパシーで誰だれかが感知しているかもしれないからで、ショットは、意識して左右の士官たちのやることを観察するようにした。

　後方で兵器生産の指揮をとっていたショットの権利を剝はく奪だつするように、ドレイクがウィル・ウィプスの機関のチェックをするように命令してきたのは、ドレイクも不安だからだと思わないではない。

　クの国のビショットにも、お宝の巨きよ大だい戦せん艦かんを出させて、〝ゴラオン〟という暗号名で巨大戦艦の建造をしていたらしいラウと大国の艦ゲア・隊ガリングと決戦をしようというのである。

　ゴラオンの情報は確たるものではないのだし、よしんば、ラウが巨大戦艦を建造しえたにしても、ゲア・ガリングとウィル・ウィプスの連合艦隊であれば、戦勝はまちがいない。

　問題なのは、最後の勝利が得られるのか、という点で、それについては、ドレイクにも確信がもてなかったので、ショットの保証を欲しがっているのではないかと想像した。

　ドレイクの腹は、ラウとの決戦の最後の最後で、クの国のビショットのゲア・ガリングを楯たてにしてゴラオンを沈しずめて、ウィル・ウィプスは無傷のまま、故国に凱がい旋せんすることであろう。

　戦後の問題を考えれば、それが必ひつ須す条件であるのは、ショットにもわかる。

　となれば、この艦隊戦では、コモン界よりも数百年すすんだ歴史をもつ地上界の人間が、ちかくにいて欲しいと願うのは、考えられないでもない。

「トレンまで召しよう喚かんされなくてよかった……」

　ショットの率直な感想である。

　トレン・アスベアは、すでにク国に出しゆつ奔ぽんさせていたので、呼ばれたら万事休すというところだったのである。

　ショットが、オーラシップの建造を建議したころは、この異世界から脱だつ出しゆつする方法が発見できなくなって、その焦しよう燥そう感から、コモン界のいっかくに自分の名前を刻むことを決心したからである。

　オーラマシンの技術を周囲の国々に流出させて、技術的にも政治的にも国同士の覇は権けん主義をあおり、それを裏から操作していくところに身をおくことで、将来の絶対的な立場を築こうと考えたのである。

　政治や経済、技術にたいする認識が数段おくれている世界でなら、地上の歴史をなぞっていくだけで、コモン人をどうにでもコントロールできるという感かん触しよくは、愉ゆ快かいであった。

　しかし、巨大戦艦などの建造が信じられない速度で伝でん播ぱしていくのを知って、

『技術の拡大が早すぎる……』

　その一点の疑問が、ショットに、オーラそのものがもつ波は及きゆう効力を、機器の問題だけではなく、人心の問題から社会現象まで関連づけて考察するようになり、それに、ジョクとバーンが、地上界に行ってもどってきたという事実まで重ねると、

『オーラマシンは、世界の存在にかかわって、バイストン・ウェルだけのものではない』という認識まで行き着いた。

　オーラマシーンが、次元をこえる道具であると知れば、ショットの郷里さと心ごころを刺し激げきする魅み力りよく的な道具になったのだが、個的な発想からはじまったオーラマシンが、世界の存在と隣りん接せつするものになっているという認識は、アメリカの西海岸にもどれるかもしれないという郷きよう愁しゆうを吹ふきとばすものがあった。

『オーラの発現が、ここにきてドレイクの心性をも揺ゆるがすほどに捻ねじれてきたのか？』

　そう仮定すれば、それはすでに、ショットの理解と想像をも超こえることなのだ。

　ショット自身、なんで自分がオーラマシーンを開発できたのか理解ができない部分があったのだが、それが、よりいっそう、大規模な形で不可解な次元にたどり着いたとすれば、オーラ・システムといったような体系のなかでの歯車でしかないひとりの人間に、解答が引き出せるわけなどはない。

　自然の摂せつ理りであるという同意語である、「オーラの摂理に取り込まれているのだ」、としか言いようがない事態なのであるから。

　そうなれば、ショットは、騎き士し魂だましいの権化を機械の時代にも誇こ示じしてみせようとしている艦かん長ちようの首筋を見つめて、「いいな？」と確認するだけになった。

「ハッ！」

　ブリッジ要員たちの仕事ぶりを見ながらも、ドレイクとショットの短いやりとりに耳を貸していた艦長のラバン・ドレトは、明めい瞭りようにショットに応じてくれた。

　やはり、とショットは了りよう解かいする。

　乗員の気配が刺とげ々とげしく感じるのは、戦せん闘とう艦かんの常なのだが、それにしても、士気があがっているのとはすこし違ちがう雰ふん囲い気きが、このブリッジにはあった。オーラシップの巨きよ大だいなエンジンが、周囲のオーラ・エナジーを攪かく乱らんさせるために、乗員たちの気が荒あら々あらしくなっている、と、ショットは感じないでもない。

「離り陸りくしろ」

　ラバン・ドレト艦長がみじかく左右に命令をすると、かすかな震しん動どうがあってから、ウィル・ウィプスは浮ふ上じようを開始した。このような静かな離陸であれば、いつ着艦するオーラバトラーがいても問題はない。

「……バーン殿どのも、行ったり来たり、多た忙ぼうなことだな？」

「ああ、編成が面めん倒どうでな。同情はするがな……」

「しかし、こちらもおなじようなものだものな？」

「そう……」

　答えながらも艦長がショットに顔をむけることがなかったのは、生き真ま面じ目めな老将軍らしく、若い副艦長たちのやることを注視していたからである。

　コモン界のユーロ地域の政治的な抗こう争そうなどは、しょせん、額にはいった一いつ幅ぷくの絵物語である。

　しかし、オーラマシンが、額をささえる釘くぎがささっている場所そのものに関かん与よする性質の機械なら、オーラマシンの存在は、未知の事態を招来する危険があるのではないか、と直感したのだ。ウィル・ウィプスの機関の調整をするにつれて、その直感は実感となって、ショットにせまった。

　巨大オーラ・ノズルがもつ能力は、どこかで、ショットの手を離はなれていると感じられるからでもある。

『地上に出たときには、ビショットのほうが対応能力があろうと夢想したことも、おれを狂くるわせたな……いくつもの巨大オーラシップが、ひとつの場でそのエネルギーを放出したら、コモン界は、歪ゆがんでしまうのではないのか？』

　原げん爆ばくや水爆は、単純に破は壊かい能力が強大であるにすぎない。もちろん、放射能汚お染せんは、物理的に破壊の性格を変えたものではあった。その意味では、原水爆も旧来の破壊兵器とは、性格を異にするものではある。

　しかし、オーラマシンのエネルギーの供給と放出作用は、それ以上に、存在そのものと関与するのではないかというのが、ショットの推論である。

「……カットグラが異常に強力であるという戦せん闘とう報告も、それを証明している……」

　ショットは、下士官の機関員たちの肩かたごしに、計器の針の動きを観察して、全身に感じられる艦体の振しん動どうから、ウィル・ウィプスが正常な運航を開始していることに安心しながらも、階下にいるはずのドレイクの考えを追ってしまう。

　しかし、オーラマシーンの発明者でありながら、ウィル・ウィプスの発するオーラのテリトリーにいても、ショットの生体力が拡大することはないのである。

『……おれは、どこにいても能力のギリギリをつかっていたのに、オーラマシーンを発明したときに、最大限以上の力を放出していたか……』

　他人の気を読めないショットには、それは、心底無念な慨がい嘆たんであった。







　５　ドレイクとアリサの間







　エレベーターで、直接ドレイクの居室のあるデッキに行くことはできず、その下のデッキから上は、タラップをつかうようにしているのは、戦闘中にうける構造的ダメージをすくなくするためである。

　だから、バーン・バニングスは、ドレイクの居室に上がるために、下のデッキで当番兵の案内を請こう必要があった。

「……お待ちです。ああ、もうこんな高度ですか？」

　タラップをおりた当番兵は、バーンに上にあがるように案内してから、通路の丸窓から外をのぞいた。

「ウィル・ウィプス、巨大だけあってたいしたものだ」

　バーンは、当番兵を見下しながらタラップをあがって、絨じゆう毯たんがしいてある通路に歩をすすめた。一方が各種の収納庫になっていて、反対の壁かべは居室の隔かく壁へきで、その殺風景な通路の左右には、上下のデッキにいけるタラップのハンドレールが変化をつけていた。

　ドッ！

　バーンがドアの前に立とうとしたとき、突然アリサの背中におされて音をたてて開いたのだが、そのドアが開ききらないうちに、アリサのキュロットとスーツ姿が、ひきこまれるように部屋にもどって、「あうっ！」というアリサの声が、居室にこもった。

「…………!?」

　バーンがドアにとりついたときに、もう一度、アリサの身体からだがバーンの胸元にはじけるようによろけてきたので、それを受けとめてやる。アリサの口から、赤い色の唾つばが飛んだように見えた。

「……王っ……!?」

　アリサの肩かたを抱だいたバーンは、居室の中央に立つドレイクが、手にした短たん剣けんを返したのを見ていた。

「…………!?」

　バーンは、怒いかりに変型したドレイクの形相が狂くるったものではないと直感して、アリサの身体を抱いたまま背後にドアを閉じてから、アリサを背中でかばうようにしたが、その息は上がっていた。

「……王よ……！」

　こんどは、はっきりと制する。

「フッ……フーンム！」

　ドレイクの胸が波打ち、マントにくるまれた利きき腕うでが短剣を空におよがせてから、床ゆかに放り投げた。短剣の柄えが震ふるえて傾かたむきはしたが、厚い絨毯に刺ささって倒たおれもしない。

　ウィル・ウィプスの飛行する音おん響きようが、ふっくらと居室の空間を満たしていったが、カチ、カチ、カカッ……と、バーンの耳にアリサの歯があたる音が大きくなる。

「すんでのところで、娘むすめを殺すところであった。バーン、兵に見られずにすんだな？」

　音をたてて息を吐はいたドレイクは、バーンが閉じたドアを顎あごでしゃくったので、バーンは頷うなずいて返す。

　ドレイクには傷があるとは見えなかったが、彼の巨きよ体たいがソファのほうにながれた仕草で、脇わき腹ばらに傷をうけた、とわかった。

「医者をよびます」

「ウム……ギンゲ・ムアゥだ」

「アリサさま、出てはなりません。よろしいか!?」

　全身を硬こう直ちよくさせて、ドアに貼はりついているアリサの肩から手を離はなしながらも、バーンは、ウラッと見開かれたアリサの瞳ひとみには、なにもうつってはいないのを認めて、ドアに差し込まれたままの鍵かぎをかける。

　バーンは床の絨毯にささって傾いている短剣をぬきとると、艦かん内ない電話の受話器をとりあげて、医師のギンゲ・ムアゥを呼び出し、ドレイクはソファにくつろぐ姿勢をとって、衣服の前を開いていった。

「バーンである。気分が悪くなったので、救急道具一式をもって至急あがってきて欲しい。吐と血けつもあって嫌いやな気分なのだ」

　バーンは、そんなふうに伝えてから、受話器をおさめると、

「この部屋には、救急箱はございませんか？」

「その棚たなにある」

　ドレイクはシャツの前をはだけながら、眉まゆをしかめた。シャツの脇腹部分に、かなり血の色がひろがっていた。

「シャツは破きます」

「そうしてくれ」

　ドレイクは上着を脱ぬぐと、身体をソファに横たえる。

「……我が娘にしては、気合いが不足しておった。かすり傷だ」

　口ではそういったものの、すぐに口をつぐんだ。

「ヒッ……!?」

　アリサは、ドレイクのシャッの血の色を見て咽喉のどを鳴らすと、ドアの前から壁をつたうようにしたが、膝ひざがいうことをきかないようで、上体がくずれていって、床に尻しり餅もちをついてしまった。

　バーンは、ドレイクとアリサの反応で、この部屋で行なわれていたことのすべてを了りよう解かいした。

　しょせん、この王と娘は、折り合わないのである。

　ミハンをあおりたててウィル・ウィプスまで帰ってきたアリサが、ここまでの覚かく悟ごがあったのは納得できることであったし、アリサていどの攻こう撃げきをドレイクがかわすのも容易である。

　シャツを鋏はさみで切り裂さいて、胸のすこし下の脇にある数センチの傷口は深いが、致ち命めい傷しようではなく、その下はかすり傷ていどのものだと知って、バーンは、ドレイクは本気でアリサの攻撃をよけたのではないとも感じる。

「ハァ……アァ……」

　床を凝ぎよう視ししたままのアリサが、壁にもたれたまま肩かたで息をするしかないのは、バーンには哀あわれに見えた。

「しかし、もうすこしボンヤリした父親なら、やれたかもしれんな？　アリサ」

「……は、はい………？」

　ドレイクの父親らしい言葉に、ようやく気を取り直したアリサが応こたえる唇くちびるから、血の糸が一本、筋になっていた。

「ごめん」

　バーンは、消毒液をふくませた柔やわらかい布で、傷口の周囲の血をぬぐってから、

「これを押おさえていて下さい。止血剤ざいを用意いたします」

「うむ……」

　ドレイクは、バーンが用意してくれた布で傷口をおさえてから、

「……アリサ、まだまだチャンスだとは考えんのか？　このバーンの力を借りれば、儂わしは討てるぞ」

　バーンは、その比ひ喩ゆにギョッとしたものの、救急箱にかがみこんでいたので、顔を見られずにすんだので安心をした。

「……いまは、いまは、もう……」

　しわがれたアリサの声が呻うめきになり、バーンは、肩ごしにそのアリサを一いち瞥べつして、ドレイクの手がおさえていた布をはずさせると、黄色の止血剤をふりかけた布を傷口にあてがっていった。

「傷は深いとは見えません」

「ああ……」

「お力を抜ぬいて……」

　バーンは、止血剤をふりかけた傷口をのぞいて、あふれる血がおさまると見たが、傷口にめりこんでいる下着の繊せん維いのほうが気になった。

「すこし痛みます。こらえて下さい」

　バーンはピンセットを手にして、傷口の繊維と布片をとりのぞき、ドレイクが言った比喩が、自分の深層心理を突ついていることに納得もしていた。

「……貴公は……目の前の事態にひどく生き真ま面じ目めに対処するのだな？……それが騎き士しか」

「はい、こうしなければ、殺されるのは、自分でありますから」

「それでは、政治はできんぞ？」

　そのドレイクの言葉のほうが、バーンの癇かんに障さわった。

「……!?」

「怒おこるな。バカにしたわけではない」

　そのとき、ドアがノックされたので、傷口に止血剤の布をあてがったバーンは、ドアの鍵かぎをあけて、小こ柄がらな老人を招き入れた。

「…………!?」

「アリサにな、護身術をおしえていたら、まちがってしまった。歳としをとったものだ」

　ドレイクは、ピシャリとギンゲ・ムアゥの口を封ふうじた。

　とうぜん、お抱かかえ医師のギンゲはアリサとバーンを見やり、バーンも微笑には頷うなずいて見せる。

「血をみて、アリサさまが動転されてな……」

　老主治医は、バーンが当てがった布をとって傷口を診みると、安あん堵どの表情をみせてから、ソファのかたわらにすわりこんで、

「はやく血をとめるためには、糸一本、縫ほう合ごういたしましょう。王にあらせられては、寝ねているわけにはまいらないでありましょうからな？」

「痛むか？」

「痛みがあるからこそ、王は傷を気にしてくださいます。それがよろしいのです」

「ここでできるな？」

「無論」

　その間に、バーンはアリサの前にひざまずくようにしてから、ドレイクに聞いた。

「アリサさまは、お部屋にお送りいたしましょうか？」

「いや、すこし待て」

　ドレイクは、主治医がいったん退出するのを待ってから、バーンを手で招いた。その表情に、ひどく曖あい昧まいな戸と惑まどいに似たものがあるのをバーンは見み逃のがさない。

「……アリサを貴公に任せる」

　意外ではなかったが、即そく答とうするわけにはいかない申し出である。

「……姫ひめさまをお守りするのは、やぶさかではありませんが、すぐに姫さまを安全な場所に移動することはできかねます」

「貴公なら、作戦に支障がない隙すきを見つけだせよう。その件は、艦かん隊たいにつたえておく」

　視線を天てん井じようにむけたドレイクの物言いは、いつもの王として、決定的な命令をくだすときのものになっていた。

「ハッ、そこまでのおおせであれば……」

「あとは予定どおりである。オーラバトラーの移動の指揮をとりつつ、アリサを同道せい」

「ハーッ！」

　バーンはドレイクに礼をすると、床ゆかを凝ぎよう視ししたまますわりこんでいるアリサに寄って、ハンカチを差し出す。

「アリサさま、お立ちを」

　覚かく悟ごを決めているアリサは顔をあげもせず、かすかに間をとってから、両手を背後の壁かべにはりつくようにさせて上体をもちあげていった。

「アリサ、バーンを困らすようなことはするでない」

　霞かすみをとおして人ひと影かげを見るようなドレイクの声は、くぐもっていた。

　アリサは、瞳ひとみを大きく見開いて、ソファに横になっているドレイクを見やったが、ハンカチをつかう唇が歪ゆがんでも、そこの痙けい攣れんは隠かくすことはできなかった。

「……は、はい……」

　その声は、ドレイクに届いたとは思えないほどのものだったので、バーンは、ドレイクがアリサの返事を了りよう解かいしたのではないか、という間合いをとってから、ドアを開いた。

「ハッ……!!」

　アリサの溜ため息いきが返事になって、アリサの身体からだがドレイクの居室を出る。

「お大事に」

「ン、当番兵はいれるなよ」

「ハァーッ！」

　バーンは、いつも隊内でするように明快な返事をしてみせて、ドアをうしろ手に閉じると、タラップのわきにたつ兵に、

「王はご不興であらせられる。こんど主治医が来たらとおして、以後は、主治医の指令にしたがえ」

「ハッ…！」

　その返答を待って、バーンはアリサを先にして、タラップをおりていった。

　バーンは、アリサの少女の薫かおりがぬけきらないちいさな肩かたときゃしゃな背中を見守って、とんでもない荷物が背負わされたと感じてしまうのは、この戦場でまだやることがあるような気がしているからだ。

『ジョク奴め、ここまで追いやったか……』

　そうは感じるが、同時にバーンは、おなじ界フイールドの住人であるからこそ、このような局面に出会えたのだとも思い直した。

　ドレイクとは、なんの言もかわしてはいない。しかし、会話をした、とも感じていた。

『……親殺し、子殺し、前妻のアリシアさまが知ったら、悲しみましょう』

『死んだ者が、生者の苦く衷ちゆうを知るものか！』

『死すれば、魂たましいは迎げい合ごうしあうと申します。そのとき、アリシアさまになんと申されます？　ドレイクは偉い大だいな王、いくつもの意思をつつむ人格者でありましょうに』

『世辞だよ。でなければ、目下の者のへつらい言葉だ』

『王は人格者であらねばならない。天と地の精せい霊れいの名代として、コモン界をたばねる者でなければならない。これは、目下の者の、王への要求であります。このお話、おわかりかと拝察いたします。ゆえに、アリサさまは、自分がお守りいたします』

『アリサの父殺しは、許すか？』

『許しは致いたしません。いまは、アリサさまを収しゆう監かんし、戦争終了ののちに、審しん議ぎなさればよろしい』

　そういう認識のやりとりはあった、とバーンは信じた。




　ウィル・ウィプスは、すでに巡じゆん航こう速度にはいっていた。

　一機のドメーロがアリサのために用意されて、アリサは、これでバーンの指揮するオーラバトラー隊を追わなければならないのである。

「こんな戦争をつづけ、オーラマシンをコモン界にひろめることは……」

「ハ……？」

　バーンが、アリサの最後の鞄かばんをドメーロの兵にわたしたとき、アリサがそう口にした。

「……オーラマシンをひろめることは、母が悲しむだろうと申しましたら、父は狂くるったように怒おこりました」

「……ああ……」

　バーンは、アリサのマントの頭ず巾きんを左右から整えるようにしながら、視線を中空にただよわせる。

「王には王としての義務がある。アリシアの名前をだして親を脅おどすなど、娘むすめではないと申されたのです」

「それで、剣けんをお使いか？」

　はい、という風にアリサは視線をあげた。その上下で、数本の髪かみの毛が激しくなびいていた。

「……でも、ご覧のとおりの醜しゆう態たいでした」

「ご心中、お察しいたします」

　バーンは、アリサの背中を抱だくようにして、ドメーロにあげてやってから、

「艦かん隊たいは展開中ですから、機をみて安全な基地にお下しいたします」

「戦場にいるのは慣れております。見知った方がいらっしゃるほうが楽でありますから、ご迷めい惑わくでなければ…………迷惑でしょうな。どこかでおろして下さい」

「すこしは考える間はあるようですから……」

　そして、バーンとアリサは、巡航速度にのって展開する主力艦隊をこえて、バーンの母艦にむかった。







　６　ガンルーム







　傷口のなおりが順調以上なのは、ゴラオンにいたときのことから考えれば、驚おどろくことはなかった。ジョクが包帯を巻くのも、すでに傷のためというよりは、サポーターかテーピングのつもりである。

「いいわね？」

　ころあいをみはからって、ガンルームの外からマーベルが声をかけてくれてから、入ってきてくれる。

「……妙みようなんだよね。傷と生体オーラ力ちからの関係って、肉体的に衰すい弱じやくしているときのほうが、オーラは強くなるというが……本当らしいんだ」

「そうなの？……包帯をとめるのは、やってあげるわ」

　マーベル・フローズンは、ジョクが腹巻きをするように包帯をしてゆくのをおもしろそうに眺ながめながらも、結局は手を貸してくれる。

「足のほうは？」

「テーピングは、自分でやるほうがうまくいくんでね」

「チャムは、どこなの？」

「ここにいる」

　ジョクが、ベンチの隅すみのタオルの山を指差せば、

「ああ……！　ミハンもよく眠ねむっているわ」

　マーベルは、入口の壁かべぎわのベンチシートで隠かくれるように眠っているミハン・カームを見やってから、救急箱から鋏はさみをとりだす。この艦の救急箱には、左右に金具の留め爪づめがついた包帯止めがないのが、欠点といえば欠点だった。

「あ、やるわ」

　マーベルはジョクのかたわらにしゃがみこんで、鋏で包帯の端はしを縦に半分にきって、それをねじってから、その紐ひもをジョクの腹部にまわしてくれる。その上で、粘ねん着ちやく液がぶあつく塗ぬってある絆ばん創そう膏こうで、包帯のケバ立っている部分を固定するのだ。

「……ゼンとかヨーガの行ぎようで無我になるということは、肉体的な働きを極度に低下させることよね？　それで精神統一をするんだけど、怪け我がをしているときのほうがオーラが強いと感じるのは、そういうのと同じなんじゃないの？」

「うん……仮死状態の人が、自分の肉体を俯ふ瞰かんして見られるっていうのがあるよね？」

「それって、オーラ力が独自に発現している結果でしょうね。座ざ禅ぜんにしても、ヨーガのポージングにしても、肉体は活発に働いている証しよう拠こなのよ。仮死状態ではないのよ？」

「本当の瞑めい想そうにはいったら、なにが一番邪じや魔まになるか、座禅をやっていたマーベルには想像がつくだろう？」

「まわりの騒そう音おんもそうだけど、自分の心配事や欲望……自分の心臓と呼吸の音に、内臓の活動がいちばん気になってしまうわね」

　マーベルは、絆創膏を切ったりしながら、答えてくれる。

「それは、生体が活発に活動しているってことだろう？　禅ぜんやヨーガの修行者は、肉体的な活動を極度にひくくして、脈みやく搏はくだって一分間に四、五回にすることもできて、それが悟さとりの境地というけど、そうすれば、肉体の運動にとられていたエネルギーを意識に集中したり、オーラの発現に転化されているということだから、より強い力になって発射されるんだよ」

「発射するほどに、ね？……そうなんでしょうね。人間の身体からだが、外界と意識をつなげる機関だと考えれば、そういうこともあり、ということになるわね。あたしたちは、ふだんは悟りのレベルでとまってしまって善し、としているだけなんだ」

「だと思うよ。意識にオーラ力を集中できれば、誰だれだって、外界の光の渦うずを見たり、地球の反対側のことがわかったりできるのさ……未来が見えるというのは、眉まゆ唾つばだけどね？」

「どうしてよ」

「それは、それぞれの人がオーラ力によって創作された夢を見るんだ。でなければ、うっすらと考えていたことが、あるとき集中する瞬しゆん間かんに、意識に光現象として知覚されるんだよ」

「なるほどね。でも、実際の操縦では、操縦するために、オーラは肉体にもかかわっているから、すべてがオーラバトラーに流れ込むことはないわよ？」

　マーベルは腹部の包帯を固定するための絆創膏を貼はりおわると、ジョクの大だい腿たい部ぶの包帯をはずしにかかる。つまり、ジョクは、負傷兵の特権で、パンツひとつという格好をマーベルの前に晒さらすことになるわけだ。

「……コックピットにいるときって、肉体的にも最高に緊きん張ちようして活発じゃない？　アスリート以上にスポーツしているのよ。だから、肉体とオーラバトラーを同時的に駆く動どうしているエネルギーが、オーラバトラーだけに流れることがないのだから、パワーアップにはつながらないということよ」

「そうも思ったけど……。くすぐったくって、ムズムズする……」

「……傷口は茶色っぽくなってふさがっているわね」

　マーベルは、消毒液で大腿部の傷きず跡あとをぬぐってくれた。

「そうも思ったけど、パイロットが死に体たいにちかければ、オーラ力は、機体のほうに流れるだろう」

「そうね。瞑目している、殺気を発しないということは、死に体ではないのよね」

「そうなんだ……だから、レーザーのような光を撃うてたのか……」

　ジョクは、マーベルのつかうガーゼが、大腿部の体毛を毛が生えている方向にそろえるように、傷口だったところをぬぐうのを見つめていた。

　マーベルは、絆創膏とガーゼを組合わせたものをつくりながら、

「でも、地上界の機械だって、石油があったからそれをつかう道具ができたんだし、電気があったから、それをつかう道具ができたんであって、電気が脳波を構成するものだったり、植物や魚に電磁波を発生させるものがあったりすることから、電気や磁力が生物とどういう関係をもつかなんて、電気自動車の構造を調べたってわからないわよ」

「あ……」

　マーベルは、とても難しいことを言ったらしい。ジョクには理解できない。

「いまのは冗じよう談だん……！」

　マーベルは、大腿部の傷跡には、ガーゼをした絆創膏をはるだけにした。

「だけどさ……オーラバトラーがパイロットのプロテクターになっていることは、たしかだ」

「そうだけど、だとすれば、結局のところ、どうなるの？」

「プロテクターがなくなれば、ぼくらの肉体は一挙に老ろう衰すいするかもしれないし、消えちまうかもしれない」

「冗談……。はい、おわったわ。絆創膏をはがすときには、毛の生えている方向にひっぱるのよ？」

「わかっている」

　ジョクが仏頂面をしてみせたのは、とんでもない格好をマーベルにさらしていたことが恥はずかしくなったからだ。

「でも、大だい丈じよう夫ぶよ。今日も敵機を一いつ閃せんで撃げき破はできる威い力りよくをもっているカットグラを操った聖戦士殿どのは、こうして傷もなおって肉体も勇ゆう気き凜りん々りん！」

　マーベルは、救急箱をかたづけながら、そこに不足したものを補ほ充じゆうする気になったので、

「……ああ、ミハンの足のあたりの上の棚たなに、補充品があるはずだ」

　ジョクは、そんなことを口にしたとき、マーベルのうしろ姿にアリサの影かげをかさねていた。きのうまでは、そんな仕事はアリサがしていたのだ、と……。

　そんなことを思い出してしまうのは、自分のなかに切なさを積み上げるだけで、ジョクは、あわててまた汗あせ臭くさい革かわ鎧よろいを着込んでいった。

　感傷におぼれては、カットグラまで切なさに染まってしまうだろう。それでは、この戦場では生き延びられない。そう思うのはジョクの我が執しゆうかもしれないのだが、いまのジョクにとっては、そうしなければならないのが、正しい道だろうとは思う。

「…………!?　勇気凜々はいいんだ。けどね……ジャコバ・アオンがくれた剣けんが威力を発揮しても、これからの戦せん闘とう、ドレイクとビショットの艦かん隊たいがくるんだ。こちらの好きにはできないよ」

「そう……？」

「いちばん怖こわいのは、剣の威力が突とつ然ぜん出たということで、それは、その逆もあるということだからさ」

「それは考えないで。そのときは、みんなで協力しあえばいいのよ。ドウミーロック、結構いい機体よ？　あたし、逃にげ切れたもの……」

　そのマーベルの励はげましはジョクにはありがたかった。息がつけるという感じがする。だから、革鎧の格好で、ゴロッとベンチ・シートに横になった。

『……でも、カットグラが困るようなときに、あのふたりが現れるのが、バイストン・ウェルだ』

　あのふたりとは、先刻のミハン機を追つい尾びしてきた敵の上と下に存在していた敵のことだ。

　その存在をジョクは、あのふたり、と認識することができていたのだ。

　マーベルの身体からだがいる空間にいっしょにいられるというのは、嬉うれしい。それで、ジョクは甘あまえるように言う。

「剣の威力のままにドレイク軍は殲せん滅めつするさ……そのとき、アリサやリムルが、ノコノコ現れたりしないことを祈いのるけどね……」

「フフフ……ドレイクは、アリサとリムルみたいなお邪じや魔ま虫を戦場に置くことなどしないわよ」

「ふたりは、ラース・ワウに帰っているか……」

　ジョクは、ガンルームの天てん井じようが、本物の樫かしの木でつくられているのに気づいて、不思議なものを見るようにした。

「輪りん廻ね転生という考え方といっしょに、因果応報という言葉があってね。世界のすべての存在は、因果関係で成立していると考えると、マーベルがいうようにつごうよく、アリサとリムルが動くことはないな。むしろ、こちらの意思に連動して、ちかづいてくると考えるほうが自然のように思うけど？」

「ドレイクの意思は、どうなるの？」

「それは、個人主義という思想があると信じているアメリカ人の考え方だね。そんなわがままは、事態を混乱させるだけで、世界がすすもうとしている根幹を揺ゆるがすことにはならないよ。地球が人類に蹂じゆう躙りんされていることも、世界の存在にとっては、一局面で、行き着く先は決っている」

「ブーッ、だわ。世界のつごうで人の運命も決っているなんて……だったら、なんで今日まで生きてきたの？」

「その発想が、我執なんだよ。ゆったりと世界を大観すれば、世界の真意が見えて、いま自分がやることも見つかる……いや、見つけたいと思うからこそ、事態の推移をマイナス要因もふくめて考える必要はある」

　マーベルが眉み間けんに皺しわをよせて、ベンチ・シートに横になっているジョクの顔をのぞきこんできた。

「……聖戦士殿？　ひとつだけいわせてね？」

「どうぞ？」

「世界世界って、宇宙のビックバンがあって存在がはじまったときから、存在っていうのが、マイナス思考のものだったら、もともと、物が生成することなんかなかったんじゃないの？　バイストン・ウェルがオーラ力によってできたものなら、これは存在するものが、存在を継けい続ぞくさせるために生み出した方法でしょう？」

「そうだ」

　あおむけになっているジョクにとって、そのマーベルの言葉は、天からふりそそぐもので、マーベルの瞳ひとみは銀河そのものになった。

「あたしたちは、オーラバトラーのなかで急激に老成して消えるかもしれないわ……だからって、その行き着く先が、なにもかもなくなることではないわよ」

「生体オーラ力ちからが、つぎの存在を生み出すためのステップになるために、この世界があるのかい？」

「それが聖戦士のいうべきことよ。人を絶望させないでね」

「ああ……マーベル、ありがとう」

　ジョクは、天に位置するものの髪かみに手をのばして、それをひきよせようとしたが、マーベルのほうから唇くちびるを寄せてくれた。

　それは、ジョクを慰なぐさめるためだ。

　マーベルの口紅をつけていない唇は、ひどく肉感的で、生命を喚かん起きすると思える。

　これが、オーラ力を顕けん現げんしないものであるなら、それはそれでいいと思わせるほど、ジョクにとっては、慕したわしく、生理を刺し激げきするものだった。

　唇を吸い、舌をからませて、グッグッと力をますジョクの男性自身が、革鎧の表皮を突つき抜ぬけるのではないかと思えた。

　膨ぼう脹ちようする肉がおさえつけられて痛みを感じるから、わずかに自制心がわきたつのだが、マーベルの唇もはなれなかった。ジョクの手は、知れずマーベルの股こ間かんに泳いでいた。

　むろん、マーベルのそれは、そのジョクの手を拒こばむことはなかったが、革鎧につつまれたそれは、肉の熱を発はつ振しんしながらも、それ以上に肉をあたえることもなかった。

　それは、ジョクもそうなのだ。

　粘ねん液えき質の音が唇のあいだでおこって、それが刺激になって、マーベルの手もジョクの膨脹するものを革鎧の上からつつんで愛あい撫ぶしてくれたので、ジョクはそのまま射精していた。

「……アフゥ……!!」

　マーベルの息は熱く、ジョクのものもおなじように熱をもっていたのだろう。

　その熱気がふたりをつなぐものであるという認識は、このときのふたりにとっては、甘かん美びだった。

「……ごめん……」

　マーベルの銀河がふたたびジョクの視界のなかにいっぱいになったときに、その声が鈴すずのようにジョクの耳に達した。

「いや、ぼくこそ、みっともないことをしたらしい……恥はずかしいな……聖戦士というのは、毅き然ぜんとしていなければならないのにさ……」

　ジョクは、股間の吐はき出したものが発する熱気を気持ちの悪いものとは感じない。むしろ、そう話しながら唇が乾かわいていて、きちんと言葉にできなかったのではないかというほうが気になった。

　そのジョクの不都合を感じてくれたのか、マーベルの唇のあいだのはさまれた舌が、ジョクの唇を舐なめてくれる。

「…………!!　約束してくれる？　地上界にもどれたら、浮うわ気きする友達でいてくれないだろうか？」

「それは、とんでもないハッピーエンドよね？」

「ハリウッド映画は嫌きらい？」

「それは……わからないのよ」

　マーベルは身をひくと、もっこりしたお尻しりをジョクの顔の横にして、ちょっと間をおいてから、その革鎧に包まれたお尻を、グィッとジョクの頰ほおに押おしつけてきた。

「……!?」

　その圧力に負けまいとジョクは口を開いて、はてしない広がりをもつマーベルのお尻に歯を立てようとした。

　上空でマーベルが笑ったようだ。そして、マーベルの尻の革鎧の圧力が容よう赦しやなくジョクの口を割るように押し付けられたので、口を閉じてしまった。マーベルの尻が、ジョクの顔にすわったのだ。

　目のところにそのお尻の谷間がきてしまったので、その谷間のあいだから鼻び腔こうが息を吸った。

「…………!!」

　かなりの時間があったのではないだろうか？　息が詰つまるという深刻さはなかったが、口元が歪ゆがんでいただろうし、額は、はっきりとマーベルの重力をうけてきしんだ。

　ジョクの手がマーベルのお尻と大だい腿たい部ぶのあいだをまさぐれたのが、わずかな時間にしか感じられなかったのが、口くち惜おしかった。

　尻を離はなしたマーベルの顔が、彼女の腰こしのむこうの天のほうで微び笑しようをしたのは見えた。

「ありがと……！」

　そう言えたはずだった。

「…………!!」

　マーベルはなにも言わず、その大きなお尻はあっけなくガンルームを出ていった。

『……ヤバイナ……なんか、ヤバイな……』

　ジョクは、足元に位置するベンチ・シートで眠ねむっているチャムが、この光景を見ていたのではないかと顔を上げてみた。脇わき腹ばらの鈍どん痛つうはまだあった。

　自分の股間のふくらみのむこうに、タオルに巻かれて死んだように眠るチャムが眺ながめられる。

「……チャムにヒステリーをおこされないようにしないといけないな……」

　ジョクは、精液の臭においのことを気にして、ゴソリッと上半身を上げ、それから、立った。

　下着ぐらいはとりかえないとまずいのだが、新しい包帯にしたばかりでシャワーをつかうことはできない。

　身体からだをふくという口実で、シャワー室にはいるしかないと思う。なんでそのようなことを気にかけなければならないのかと、煩わずらわしいことだと思わないでもない。







　７　アリサとアイリンたる者







　どこを押してもはじけるのではないかという革鎧でかためた肢し体たいのアイリン・ッーの目は、上体を酔よったように前後左右に揺ゆらして、言葉にならない呪じゆ文もんのようなものを唱えている騎き士しレッグス・グロの姿を凝ぎよう視ししていたが、冷厳ではない。

　カットグラのオーラの攻こう撃げきをうけて虚こ空くうにはじかれ、次元トリップしたのかもしれない騎士が、その衝しよう撃げきで狂くるったのかもしれないことに、哀あわれみさえ感じているという色があった。

　その騎士レッグスの言葉を聞き取ろうとしていた戦せん艦かんゼミガルの士官が、ようやく立ち上がり、

「ザナドを見殺しにした、助けられなかった、そうは言っています」

　その士官は、うさん臭くさいものを見下すようにしてから、アイリンに目をむけたが、自分がなんでこんなことをやらなければならないのかという不満をあらわにしていた。アイリン・ッーという稀き代たいのオーラバトラー乗りを相手にしているという緊きん張ちようはない。

「騎士レッグスはよくやった。そういう顔を見せるな。丁重に後方に送ってやれ」

　アイリンの命令にも、その士官はうさん臭そうな敬礼でかえしたので、アイリンの左手が走った。

　細身のアイリンのその挙動は、全身が鞭むちのようにしなったと見え、その士官は、口から唾つばと血の筋を空に描えがいて、棒のように倒たおれる。

「騎士アイリン!?」

　倒れた士官の背後にひかえていた将兵たちが、パッと殺気をみせると、腰に剣けんをさげた者は、それに手をかけ、小しよう銃じゆうをもつ者はそれを彼女にむけた。

「騎士レッグス・グロを、丁重に後方に搬はん送そうしろと命令したのだぞ!?」

　と、アイリンは重ねた。

　アイリンは、軍律に縛しばられて、現実を見ない愚ぐ鈍どんなふつう以下の人々などは、いま倒した士官とおなじにしか考えていない。

「なら、なんで騎士アレッハルを倒すかっ！」

「あたしを軽けい蔑べつした。勇ゆう敢かんに戦った騎士レッグスを騎士としても見なかった。それは貴様たちも見たはずだ。ドレイクさまに目をかけられて、好きをやっている女と思ってもらってもいい！　しかしな、貴様たちは……十一人！　銃じゆうをもつのは三人か？　あたしを倒せると思うならかかってきて良い。罰ばつしはしない。上の者！　ドレイク王にいっておけっ、あたしを倒した者がいても、懲ちよう罰ばつしてはならないと言上しろ！」

　挑ちよう発はつした。

　アイリンの足元には、倒れている士官の額の中央から吹ふき出た鮮せん血けつが、顔に数条の血の川を描いていた。アイリンの攻撃は、ただ頰ほおを叩たたいたとしか見えなかったのに、額が陥かん没ぼつしているのだ。しかし、アイリンを取り囲んだ集団は、そんなことに気をとめる暇ひまはないほどに殺気だっていた。

　充じゆう分ぶんに煽あおり立てられたので、下士官のふたりの銃口がゆれ、剣を抜ぬいた男たちは、華きや奢しやな女ひとり、押おし潰つぶすつもりになってジリと距きよ離りをつめる。

「やっていいんだよ！」

　アイリンの誘さそいにのって銃が発はつ砲ぽうされ、剣が走った。が、アイリンの身体も沈しずみ、つぎに、兵の手から空に剣が跳はねていた。

「ゲッ!!」

　いくつかの呻うめきがはじけ、銃をもつ兵の口こう腔くうから、鮮血をほとばしらせて、隣となりの兵にぶつかり、シャッ！　と、堅かたいものが飛んで壁かべにあたり、それがアイリンの利手に引き込まれたときには、アイリンも壁を背にして、再度、兵たちの集団にもぐりこむ。

　またくぐもった銃声があり、三人ほどの兵がぶつかりあったが、その二度の交戦で、八人ほどの将兵が床ゆかにうずくまっていた。

「このワイヤーがからめば、束にして首をくくることもできる！」

　アイリンの腕うでがふられると独楽こまのようなものが放たれて、それが彼女の革手て袋ぶくろにもどったときには、九人目の兵が、仲間の身体の上に倒れこんでいた。

「騎士レッグスは、後方に丁重に搬送だ！」

　スパイといわれる種類の者がつかう〝トッカ〟といわれる怪あやしい武器を、アイリンはつかったのである。

　ヨーヨーのような形状なのだが、三倍ほど長いテグスをつかい、丸い胴どうには鉄の棘とげをしこませて、投げた勢いで棘をだして、引くときの反力で引き込ませる細工がしてある。

「騎士アイリンのことは、われわれは聞かされておりません。無礼であったでしょうが、軍律を維い持じするためには……」

　のこった士官が、オープン・デッキを背にして言い訳をする。

「レッグスから聞きたいことがあったから、このゼミガルまで曳えい航こうしてやったんだ。あたしは出るぞ！」

　アイリンは、こんな連中といっしょに戦争をしなければならない面めん倒どうさに反へ吐どがでるのだ。

「お、王には、よしなに！」

「構っていられるか！　戦争をやっている！」

　アイリンは、額を割られた士官のながす血の筋をまたぐと、将兵を割っていく。

　レッグスの状態を知れば、つぎは、ピンクの機体のパイロットに会う必要を感じるのだ。舷げん側そくから巻き込む風にさからうようにして、コックピットに上がるタラップを駆かけ上る。

「ディーモッシュの名前は存ぞんじておりましたが、この機体が、それとは存じませんでしたので……！」

　アイリンを追った士官が悲鳴のような声をあげたが、そんな言葉も聞く気はない。

「出るぞ！」

「ハッ！」

　タラップの左右にいた甲かん板ぱん要員が散開するのもかまわず、ディーモッシュのエンジンを始動する。

「……ザナドにミハンを追わせたのは、とんでもないミスだったのかもしれない」

　アイリンは、バーンの経歴から、ジョクにちかい関係にあるという懸け念ねんを抱いだいていたから、ザナドを使ったのだが、戦場の人々の動静を知れば、バーンは、ドレイク側にひきよせておかなければならない、と思いついたのだ。

　タラップが外されて、甲板要員がかたちどおりに誘ゆう導どうしてくれれば、アイリンは、デッキ管制官に呼びかけることもなく離り艦かんする。

「うわっ！」

「このバカがっ！　場所をわきまえろっ！」

　ディーモッシュのノズルと羽根がまきおこす風圧に、左右に立った兵士の何人かがなぎ倒され、ハンドレールにつかまりそこねた兵は、甲板から飛ばされて虚こ空くうに舞まい落ちていった。

　が、すでにそんなふつうの人々のことなど、アイリンの意識に感知されることはない。




「動き出したか……」

　アイリンがクッタウラーガの村の奥おくの渓けい谷こくから、その巨きよ体たいを空に浮うかべたウィル・ウィプスを捕ほ捉そくするのに、時間はかからなかった。

　ウィル・ウィプスに接近すれば、その巨体を空におしあげたオーラ力の律動が、アイリンの身体からだの芯しんをふるわせたが、それがアイリンの身をすくませることはない。

　アイリンには、その律動が生命力の躍やく動どうのように感じられて、全身の細さい胞ぼうと体液が共きよう振しんして、毛根がザワザワッとさかだつように感じるのだが、それは、彼女の快感になっていくのだ。

　アイリンのディーモッシュは、ウィル・ウィプスのいくつかあるオーラバトラー・デッキのうちの中央、最上部の発着艦デッキに飛びこんでいった。

「騎き士しバーンの動きはわかるか!?」

「自艦のゼイエガに、帰投いたしました」

　ディーモッシュにつけるタラップに駆けあがってきた近衛このえ士官が答えてくれた。

　バーンとすれちがったのかもしれないという局面に、アイリンは、すべてのことが好きにいかない現実に唇くちびるをかんだ。

「……!?」

　アイリンは、ウィル・ウィプスの艦橋にあたる構造物の壁を見上げて、そのどこかに立つドレイクの気をさぐろうとして、戸と惑まどった。

『気は、やれんぞ……』

　問いかけるより先に、閨けい房ぼうでときにドレイクが見せる気けだるい呻きが、ふんわりと頭をつつんだのだ。

「王は……？」

　アイリンは、目の前にいる士官に王の安否を問おうとしてやめるが、「はい？」と、近衛士官が、さしのべた手をどうしたものかというふうにした。

「……ン？　わたしの戦せん闘とう小隊の編成はどうなっている？」

「精せい鋭えい六機を選せん抜ばついたしました」

　タラップに立つ士官の怪け訝げんそうな顔に唾つばを吐はくのを我が慢まんして、アイリンは言葉をついだ。

「顔合わせは、あとだ。バーンの母艦を追いたいから、新しい水すい筒とうをくれ」

「ハッ！」

　タラップ上の士官は、ディーモッシュの外観のチェックをするように、足元の整備兵に命じながら、アイリンの要求するものの手配も命じる。

　アイリンは無線でプリッジの作戦司令室によびかけて、バーンの母艦の位置の確認をする。

　その間に、

「……ドレイクである。どうした？」

　士官との交信がおわる直前に、ドレイクの声がわりこんできた。その声はいつものようだったが、アイリンには、気のよどみが嗅かぎ分けられた。

「ハッ、レッグス・グロの状じよう況きようもふくめて、戦況については、先に報告したとおりでありますが、戦況について、騎士バーン・バニングスの意見を直接聞いておきたいと考えます」

「……？　トモヨ・アッシュの戦闘報告も受理しているが？」

「聖戦士ジョクにちかい騎士の意見は、必要であります」

「……そうか……」

　ドレイクの声に感情はなく、アイリンの意図する意味を感じとっているように正確だった。

　アイリンは、タラップから投げあげられた水筒と携けい行こう食料のつつみをうけとると、再度、ウィル・ウィプスを離はなれた。




『なんでだ……？』

　その若い女の姿を艦かん長ちよう室に見たとき、アイリンは絶句した。

　艦長が提供してくれた部屋は、刺し繡しゆうをほどこしたベッド・カバーや、椅子いすの背もたれにも手のこんだレース編みのカバーがされていた。ベッドわきには、三段積みにされたルフト家の紋もん章しようがついている漆うるし塗ぬりの行こう李りが華はなをそえて、それらのものが戦せん塵じんが吹ふき込む艦長室を婦人がつかう部屋にしていた。

「……騎士バーン・バニングスは、ただいまいらっしゃるという伝言ことづてがございました。おすわり下さい」

　アリサ・ルフトは、キュロットとブラウスの上に、近代的なデザインのスーツをはおっていたが、王女にふさわしい気品をただよわせる年ねん齢れいに見えた。

　アイリンは、不ふ馴なれな雰ふん囲い気きの部屋のドアを閉じるのがいやだったが、目の前にいるドレイクの娘むすめのすすめを拒きよ絶ぜつすることもできないで、そこに立ち尽つくした。

「なんで、こんな先せん鋒ぽうをとる軍艦にいらっしゃるのか？」

「父に嫌きらわれるようなことをしましたし、自分の希望でもあります」

　アリサは、自分の椅子にすわったまま、小机のわきのポットをとって茶の用意をはじめたのを見て、アイリンは、世事になれた女という風ふ情ぜいに、覚かく悟ごしてソファにすわった。かすかに手ごわい姫ひめと感じて、はっきりと口に出した。

「聖戦士のところに、おもどりのおつもりか？」

「疑い深い性格のようですね。あなたは……。こんど聖戦士殿どのがこのゼイエガに接せつ触しよくするようなことがあれば、わたくしは、カットグラのオーラ光のなかに消えていましょう」

　ひどくよどみがない言葉だったが、アイリンは、そのコツンとした手ごたえに、

「フフ……聖戦士という者は、この艦ふねを沈しずめながらも、アリサさまおひとりなど、造作なくお救いするという豪ごうの者ものでありましょう？」

「誉ほめすぎです。それほど出来のよい戦士ではありません。それとも、わたしに気をつかって、誉めてくださるのか？　アイ、リンツー？」

「アイリンです」

　アリサは、そんなアイリンの訂てい正せいを無視してカップを差し出しながら、アイリンを正面から見つめて、

「聖戦士の敵には、あなたのような戦士もバーンもいるのです。それにピンクのオーラバトラーの女騎き士しも……洞どう察さつ力にすぐれた人々は、ときに夢物語と同一の物語を語りたがりますが、ラウとアとクの国の戦いは、わたしたちが考えるようなものにはなりません」

　その言葉は恫どう喝かつではないのは、アイリンにもわかる。アリサは冷静なのだ。アイリンはカップを口にして考える間をとったものの、

「……この艦に姫さまが乗ったということは、ドレイクさまにすれば、聖戦士にたいする楯たてにしたつもりなので？」

「肉親は、それほど冷静に身内を動かすことは考えられないでしょう。夫婦のあいだでも、そうでありましょう」

「…………？」

　それは、アイリンには想像できる問題ではなかったので、あからさまな戸と惑まどいが表情にでた。アリサは、それを冷めた瞳ひとみでうけて、

「……戦争に勝つために人をつかうときは、王には、あなたのような方が便利なのです」

「便利ですか？」

「はい。オーラマシンの一部になる人ですからね？　地上人である聖戦士もそうであります」

　アイリンは、アリサの最後の言葉はウソだと感じた。それこそが自分にたいする世辞だと感じた。

「……アリサさまは、ラウの国に逃とう亡ぼうするおつもりで、先鋒になるこの艦にいるほうがよいとお考えでか……騎士バーンなら守ってくれると計算して……」

「なりゆきでこうなっただけです。けど、人というものは、本人が思う以上にひろい可能性に賭かけられるものだという信心はありますね」

　アイリンの推測を否定しなかったので、確認したくなる。

「精せい霊れいたち、地の霊、天の霊にたいしての信心でありますか？」

「ちがいます。事態がどのように変化しようとも、心を広くもてば、どのような事態にも対処できて、その人がもっている以上の可能性がひらけることがある……そういう信心です」

　アリサの言葉に確かに洞察力というようなものを感じたので、アイリンは、はじめて自分の直感力がすぐれて、オーラマシンにたいする適応能力があることは、特別な能力ではないのではないかと思えた。しかし、アリサが言うとおりの信念をもっているのなら、どのような事態であっても、簡単に敗北することはないだろうが、本当にそれほど広い心をもてるのかとは思う。姫様の戯たわ言ごと、夢の話ではないか、という感かん触しよくは抱いだかないではない。

　とはいえ、先ほど経験したレッグス・グロのゼミガルの将兵たちの反応を知っていれば、ふつうの人々の頑がん迷めいさこそ障害になると実感できるのだから、可能性を拓ひらくには、アリサのように考えるほうが心地はよい。

「それに騎士バーンの思おも惑わくも重なれば、可能性は拡大いたしましょう？」

　それはアイリンに言わずもがなの自じ嘲ちように聞こえて、なら、アリサも俗ぞく物ぶつかと失望する。

「……!?」

「けど、他人がなにを考えているかはわかりませんから、可能性の広さはわかりません。ですから、期待はしません」

「ああ！……そうですか……」

　アイリンは、アリサの弱気が言わせることではなく、周囲がそうなのだから、いつでも自分のなかに瞬しゆん発ぱつ力りよくをたくわえているのだ、という力を感じた。

「……アリサさまは、自分の道の前にたつ女王のようです」

　世辞ではない。父親との閨けい事じを知っているのに、その娘は、その父親の老ろう婆ば心しんをも突つき抜ぬけてみせよう、というような覇は気きを感じたのだ。

「それは、アイリンに信念がありすぎるからでしょうね」

　アイリンは、いなされたと感じる。

　が、アリサはドレイクとおなじような呼び方をしたので、アリサはアイリンに、自分を敵と感じるなら殺してもよい、というふうに全身にガラリと隙すきを見せた。

「…………!?」

「わたしは、あなたを殺すつもりでした」

　アイリンが息をつめたので、アリサが言った。

「は？」

　アリサは、テーブルの下にやっていた手をテーブルの上において、その指にからんだ麻あさの紐ひもを見せてくれた。

「これで、鉄てつ砲ぽうの引き金をひけるのです。その椅子いすにすわっている方に……」

「ああ……!!」

　アイリンは、テーブルの下を覗のぞきもしなかった。アリサの前の椅子にすわりたくないと感じたことは、これだったのか、という納得があったから、それで充じゆう分ぶんである。

「……で、なぜ？」

「そうですね。わたしはあなたが、ガロウ・ランの片割れかもしれないと想像していたのですが、この部屋にはいってきたときのあなたはコモン人のふつうの女性だと感じたのです。それで、やめたのです」

「ただのコモンの女ですか……」

「それでいいではないですか。コモン人としての才能など、しょせんは、それだけのこと。王は王なりに、もろもろの軋あつ轢れきのなかで、大望を実じつ践せんするしかないと信じてしまう我欲の塊かたまりでしかありません。あなたも、その才能をもってして、父に認められて、望みを果せるかどうかやるだけのことでしょう？」

「……その料りよう簡けんがせまいとおっしゃるか？」

「とんでもなく大きな成果を手にいれることだってある、といいましたよ」

「ああ……コモン人には、みんなガロウ・ラン的要素がありましょう？　自分は、ドレイク王が下さった可能性がどれほどのものか、それを確かめるために命を捧ささげるだけで、おもしろいのです。それに、姫ひめさまのいいようにしたがえば、騎き士しバーンも、王たる輝かがやきをもつ男であろうと思います」

「そうでしょうな……それには、期待もします」

　そのアリサの言葉はとても優しく、アイリンを愛あい撫ぶするような感触があった。それはちょっと癪しやくには障さわるのだが、アイリンは、背後のドアのノックする音に意識をとめた。

「どうぞ」

「失礼いたします。騎士アイリン、待たせた」

　バーンのうながす声に、アイリンは立つ。

「整備デッキの待機室をあけた」

　バーンの目には、アイリンがアリサに呼ばれたことで不審がるようなようすはなかった。

「手間をかけましたか？」

「わたくしがアイリンを呼んだのですから、おふたりのご都合が悪くなければ、ここをおつかい下さい」

「いえ、下々や軍のやることなど、アリサさまのような高貴な方が、お知りになる必要はございません。ご無礼……」

　バーンは、アリサに礼をかえすとドアを閉じた。




「……聖戦士が、地上から新兵器をもってきたとは考えられない。アイリン・ツーの見た攻こう撃げきは、オーラ・ノズルを極度に細くして、数十倍のオーラの流れを噴ふん出しゆつさせれば、可能なことだが……」

「カットグラは、それをつかったんだ」

「しかし、カットグラだって、フレイ・ランチャーと剣けんしかもっていない。ランチャーの改造は考えられる……気にいらんようだな？」

「……わたしの感覚器官が振しん動どうしたとすれば、オーラの兵器だよ」

　アイリンが視線をはずしたので、バーンは、彼女に感かん嘆たんする。

　会いざまバーンをひっぱたこうとしたような女が、じつは、戦せん況きようを精密に観察して、その対策のためには、誰だれからでも意見をもとめる姿勢を見せているからである。

「理解できるかどうか……」

　バーンは、再度、切り出す。

「理解する。話せ」

「……地上界からこちらの界にもどるときに、自分は夢をみていたのではないかと感じられた記き憶おくがあった。それはな、実在する界とか、聖人たちの界があるとするなら、聖戦士がフェラリオの界に接せつ触しよくして、このコモン界を支配するような、秘密の力を手にいれたということだ」

「フェラリオが、オーラ兵器をつくったか？」

「もともと世界があたえたものがあったのではないかな」

「魔ま法ほう、魔術、妖よう術じゆつともいうな……!?」

「バイストン・ウェルの世界は、オーラで満たされている。このオーラのエナジーを一点に集中できる道具を手にいれれば……ジョクだって、実在するインテランとワーラー・カーレンに立ち寄ったということは、あり得るのだからな」

「そういう当て推量は、事実関係を説明することにはならんだろうが？」

　アイリンは、革かわ兜かぶとを手に立ち上ったが、バーンの話を否定はしてはいない。

「最後の質問だが……なんでアリサをひきうけたのだ？　あれと寝ねるつもりか？」

「想像したこともない」

「ホウ？　聖戦士の内妻だった姫だからか？」

　アイリンは、革兜をかぶった。

「聖戦士とご一いつ緒しよだったからこそ、姫さまは、今日まで生きのびてこられたのだ。その力は無視することはできんし、ルフト家の直系であれば、お守りする意味はある」

「政治を考えているのか？」

「まあ、そうだ……」

　アイリンには、戦後の政治まで考えることなどはできないし、考えたくもなかったが、〝ふつうの人はあなどれない〟という動どう揺ようを見み透すかされたくなかったので、

「そんな大切な姫さまを、こんな艦かんにのせておくのは危険であろう？」

「すべて急なことなので、対処のしようがなかった。考えてはいるが……」

「ン、邪じや魔まをしたな。参考になった」

　アイリンが、待機室のくぐり戸のようなドアのノブに手をかけたときだ。

「こちらから聞くことがある。アイリン、カットグラの攻撃を目もく撃げきしたとき、気力を吸われたのか？」

「震ふるえはしても、このわたしが、それほどのヤワなものか」

　肩かたごしにアイリンは、冷笑をふくんでみえるバーンを見返したものだ。

「ではなぜ、カットグラと刃やいばをまじえなかったのだ？」

「戦争が、技とオーラ力の優ゆう劣れつだけできまると考えるほどバカではない」

「すごいな……」

「そう思うよ」

　その声が、隣となり合あわせの整備デッキの喧けん騒そうと艦の風切り音のなかに、ドウッと吹ふき飛んだ。バーンの目は、キュッと締しまって上にあがっているアイリンの小さくも精力的な尻しりが、左右にキュッと動いて、視界から消えていくのを見ていた。

『……あの肉をドレイクが愛めでないことはあるまいが、彼女は、戦士以上であろうとしている……それではアイリン、自分の欲で身を滅ほろぼすぞ……』

　それでは、身につけている技は発揮されず、よしんば発揮されても、その技は己れにむかうのである。バーンは、それを体験的に熟知していると信じている。




「バーンは、戦後のことを考えているか……」

　自機にとってかえすアイリンは、道具としてしか扱あつかわれていない自分は、戦後は、金にもならない勲くん章しようと、英えい雄ゆうとよばれる名めい誉よだけで生きるのか、と思いつく。

　ドレイクの愛あい妾しようになれば、多少は政治まで手が出せるだろうが、なにより、アイリンの気性は、ハーレムに埋まい没ぼつする生活などできるはずもない。

「……アリサがいったとおり、わたしはオーラマシーンの道具の一部なら、それでいいのだ。このマシンは、世界をゆるがす力を秘めているというなら、このマシンの力を最大に発揮させたらどうなるか？……それを見極めたいと感じたのは、はじめてオーラマシーンを見たときから感じていたことだ……それを知るためには、ドレイクに股また座ぐらを舐なめられながら、ここまできた。だからだよ、カットグラとも対決してみせて見極めたいのだ。戦後もへちまもない」

　あと調べなければならないのは、ピンクのオーラバトラーのトモヨ・アッシュの経験したことなのだが、

「……あれはもういい。あれこそ、あたし以上に、マシンになっているだけの騎き士しだ」

　バーンと会ったことで、それは実感できた。

　ドウッ！　アイリンひとりがこもるオーラマシーン、ガルガンチュアは、その黒光りする巨きよ体たいを痙けい攣れんさせると、空に一線をひくようにゼイエガを離はなれた。







　８　結界を抜ぬける







「どうだ？」

「はい……よろしいです」

　フォイゾンの問いに、エレ・ゴウは肯こう定てい的な返事をして、沈しずむ気持ちを隠かくすようにする。

「発進を許す」

　フォイゾン・ゴウはそう命じてから、あらためて、ブリッジにいる将兵たちには胸を張ってみせる孫まご娘むすめのエレに、胸を熱くしていた。

　その態度は、フォイゾンの娘のパットフットが、ミの国の王ピネガン・ハンムと結けつ婚こんすると言い出したときを彷ほう彿ふつとさせるものがあったからで、フォイゾンが立ち入ることができない母娘の血の深さを感じさせて、無念でもある。

『男というものに、どうしてもはいれない女の部分がある……が、それもこれも儂わしの血かもしれんな……』

　そうとでも思わなければ、男の立つ瀬せがないと思い、微び苦く笑しようにまぎらわせるしかない。

　ザヴザヴと足元が揺ゆれると、つぎに、いままで聞いたこともないような内臓のひとつひとつを腑ふ分けするような音おん響きようが、ブリッジの空気をゆるがせて人々を不安にさせた。

　ゴラオンのオーラ・ノズルの吐はき出す膨ぼう大だいな排はい気きガスが、スィーウィドーを構成する海草に似た巨きよ大だいな植物を揺るがし、その海かい藻そうの音響とゴラオンの排気音が、奇き妙みような倍音になって生理を刺し激げきする。

「スィーウィドーが荒あれているようであります！」

　広いブリッジの前方から、悲鳴のような声があがるのを叱しかることはできない心境なのだが、

「動ずるな！　ブリッジの屋根に、一本や二本の茎くきが落ちたからといって、どうということはない」

　艦かん長ちようトラドムト・ロゴの怒ど声せいも、自らの恐きよう怖ふを払はらうものであるとわかるのだが、だいたい、艦長の言うことは正しくはない。

　天と地をつなぐといわれるスィーウィドーの茎が落ちてくれば、それだけで、コモン人が誇ほこる巨大戦艦でも大破して身動きができなくなるはずなのだが、植物学者や建築工学の学者たちに調査研究をさせた結果、スィーウィドーの茎の十数本を束にして切断しても、それが落ちてくるようなことはないという結論を得ているのである。

　茎をささえている気き囊のうをすべて破は壊かいすることはできないからであり、茎と茎はかなり複雑にからみあって、よほどのことがないかぎり、落下することがないと観測されたのである。むしろ、小さく切断されたものが落下するほうが、危険なのである。

　それでも、ゴラオン発進という日であれば、スィーウィドーの植物群のあいだに建設されたドックからは、すべての人員が撤てつ退たいして、万一の場合の備えもできていた。

　始動のときとはちがった横揺れがブリッジを襲おそい出すと、

「……茎が三十四区に落下！」

「二十二、二十三区に葉が激げき突とつ！」

　艦長席のわきにならんだいくつもの伝声管や艦内電話機から、そんな報告がつぎつぎにあがってきた。

　それらの茎や葉といっても、直径が数メートルする茎であったり、葉一枚でも数十メートルもするものもあるのだ。装そう甲こうに、まったく問題がないというものではない。

「……気にならんか？」

　フォイゾンは、かたわらに青ざめた顔をみせている近衛兵を見やってから、エレに聞く。

「いえ……結界というものは、そのなかにいるかぎりは、人をおびやかすものではありませんから」

「そうだな……エレはよく知っている」

　表層的な現象におびえている将兵こそ哀あわれだと思うのだが、同情をみせれば甘あまえてくるのも、ふつうの人々である。

　人を戦場に駆かり立てるのもおなじで、叱しつ咤た激げき励れいするしかないのだ。

「エレ・ゴウも動どう揺ようは見せておらん。艦長、総員に、静せい粛しゆく冷静に操艦せいと叱るのだ！」

「ハハーッ！」

　艦長とふたりの副官だけがフォイゾンの声に呼応するのが、ブリッジのやり方である。

　それでも、数人の士官たちは、エレの顔色をうかがうようにして、また自分たちが担当している計器板にかじりついていった。

「主しゆ砲ほう、前部フレイ・ランチャー、全門、発射用意！」

　艦長は、船体がドックから完全に抜ぬき出たことを確認するとそう命令した。進路を確保するための試射もまた重要な任務で、それによって起こる事態にも対処しなければならない。

「いいな？」

　フォイゾンは、またエレに確認をする。

「どうぞ……」

　その間に、各砲座からの応答を担当士官が確認をして、艦長につたえ、艦長はエレとフォイゾンにふりむき、フォイゾンの了りよう解かいを得ると、

「……照準水平……発射、テーッ！」

　正面の窓いっぱいが閃せん光こうでうまり、さすがのエレも肩かたをすくめて顔を胸に埋うめれば、スィーウィドーの海藻の群が悶もだえているのではないかという轟ごう音おんが、ブリッジを襲う。

「…………!!」

　エレは、巨大な植物の波動を全身にうけながら心のなかで、『ご容よう赦しや！　ご容赦っ！』と、世界にたいして謝罪をする。

　ゴラオンの行こう為いは、祖父のフォイゾンの意志で行なわれたものであり、その決定をうながしたのは、エレなのである。

　世界の存在とのかかわりあいのなかで、自分をふくめた人の存在位置を理解できる少女は、この破は天てん荒こうな武器を創造したコモン人の行為を、存在するものすべてにたいして、謝罪しないではいられないのだ。

　と、再度激げき震しんがブリッジを襲った。

「ああー!!」

　一度、周辺に拡散した巨大フレイ・ボンムの斉せい射しやの波動が反射して、ブリッジに第二次衝しよう撃げき波はとなってとおりすぎたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶであります！　ご心配なく。大丈夫であります」

　ブリッジの激震が収まる間にも、エレは激しくかぶりをふって、自分を抱だこうとするフォイゾンの手を制する。

「どういうことか？」

「……道が見えました。ゴラオンの前に道が見えましたゆえに……これほど、見事にゴラオンの道が、スィーウィドーに拓ひらかれるとは思ってもいませんでした！」

　しゃべるうちに、エレの口調は落ち着きを見せて、前方の窓の列を眺ながめていく。

「……しかし……!?」

　ブリッジの窓には、砂さ塵じんと飛沫しぶきが嵐あらしのように吹ふき荒れて、エレのいうような光景ではなかったので、フォイゾンのほうが狼ろう狽ばいをした。

「聞いたか！　者共っ！　エレの語ることは天の声、地の霊れいの声である！　前方を注視しつつも、確固として前進せいっ！」

「オオーッ！」

　ブリッジから歓かん声せいがあがり、将兵たちは自分たちにあたえられた任務に熱ねつ狂きよう的に没ぼつ頭とうした。

　それからの展開は、風のない日にヨットを引き出すような静せい寂じやくが、ブリッジを支配したのではないかと思えるように、ただ、オーラエンジンの低い音おん響きようだけがブリッジを支配して、ゴラオンは前進をつづけた。

「…………!!」

　フォイゾンは、チラとエレのようすをうかがって、平静にもどった姿に、エレを本物だと確信した。とすれば、あとは、この孫まご娘むすめをどこでゴラオンから降ろすかだけである。

　それほど無定見に、フォイゾンは、エレを飾かざりとしてつかうことは考えていない。

　むしろ、最悪の場合を考えると、エレは本国にかえして、パットフットとともにしておけば、ラウは永続させることができると思えるのである。

　いましがたの現象にたいするエレの号令だけでも、十分ひとつの物語になった。これだけで、エレは、ラウの宝として人心を収しゆう斂れんするだけの求心力をもっている、と証明できるのだ。

「針路このままっ！」

「オーラバトラー隊、上空を観測しつつ、掃そう討とう！」

　ブリッジからゴラオンの針路を確保するための指示がつぎつぎに発令されて、ブリッジは活気づく。

「先せん鋒ぽう部隊よりの受信！　第二射の必要を認む！」

「前方主砲、機き銃じゆう座、斉射用意！　エレさま、いかがいたしましょうか!?」

　艦かん長ちようのトラドムトは、うかつにフォイゾンを無視して、直接エレに聞いてしまって、あわててフォイゾンに謝れば、フォイゾンは苦笑をみせて頷うなずいてやる。

　砂塵が吹き荒れ、スィーウィドーのまきちらす葉や茎くきの破片が、雨のように降りそそいでいる前方空域を、第二射の閃光が切り裂さくと、落下するものが雨になり、そのなかをゴラオンの巨きよ体たいがズルッと前進して、オーラの残照のなかに身を晒さらしていった。




　オーラが空を赤く染めるなか、ゴラオンの船体が、雑草の繁しげみを抜けてきたもののように、全身にスィーウィドーの葉と茎と気き囊のうなどをからめて、コモンの大気のなかにその巨体をさらしていけば、スィーウィドーの外で出で迎むかえる二艦の艦かん艇ていが、ひれ伏ふすように後退をした。

　ゴラオンの発進は、味方にも秘ひ匿とくされていたので、出迎えはその二艦のみで、その一艦も補給艦である。

　それに乗船する出迎えの艦の将兵たちも、ゴラオンの巨大で尖せん鋭えい的な建造物に驚きよう嘆たんしている間はなかった。

「ゴラオンの船体チェック！　新しい事態にたいしては、迅じん速そくな対処をすることっ！　各員、気を締しめろっ！」

　そんな号令が両艦で発せられて、数機のオーラバトラーが、ゴラオン所属のオーラバトラーとともに船体のチェックにはいり、その結果を待つまでもなく、ゴラオンは、スィーウィドーの外がい縁えん部の渓けい谷こくに着陸をして、船体の点検作業にはいった。

　デッキにひっかかった巨大な海かい藻そうのような破片などは、数機のオーラバトラーが協同してとりのぞき、先せん端たん部のよごれは、補給艦の放水で洗せん浄じようするのだ。

「……総員がかりは順調です。装そう甲こうの多大な損傷はないようであります。まさしく、エレさまのおっしゃったとおりであります」

「ン……エンジンの稼か動どうによる影えい響きようはどうか？」

　フォイゾンは、艦長の報告をうけてから、そう尋たずねる。

「異常は認められません。予定のプログラムのとおりに、今一昼夜、慣熟飛行をすれば、あす早朝にも実働できます」

「いや、スィーウィドーとこの周辺の気配に影響はないか、ということだ。オーラ・エンジンの性格は知っているな？」

「はい、オーラを吸引する……ああ……観測班はすでに各地域で、観測作業にはいっております。しかし、この報告は時間がかかります。なにしろ、デリケートな現象の観測でありますから」

「それはわかっているが、瑣さ末まつなことではないかもしれん、というのがエレの懸け念ねんである。どんなにつまらないことでも、逐ちく一いち、報告書は出させるように。いいな？」

「ハッ！」

　フォイゾンはそう言いつけると、作戦参さん謀ぼうのタッタムート・ハビランのあとを追うようにして、作戦指揮所にうつっていった。




「どうかな？」

「はい……しばらく休みましたから、疲つかれはとれました」

「結構だ」

　フォイゾンは、エレのテーブルにのっているカップと皿をみて、夕食のデザートもきちんと食べたと知って安心をする。

「……相談がある」

「どうぞ」

　丸窓から外をのぞいていたエレは、カウチから飛びおりるようにして、フォイゾンにベッドのわきにあるソファをしめした。

「すまないな……なにを見ていた」

「スィーウィドーの音は耳障りでしたが、こうして遠くになってしまいますと、すこし淋さびしいものです。それに、久しぶりの空でしたから……」

「ブリッジの屋根の上のデッキなら、掃そう除じはおわっている。あがるか？」

「いえ……このあたりでは、まだスィーウィドーのゴミが降ってまいりましょう」

「ハハハッ……そろそろ城に帰ってもらいたいと思ってな？　母上も寂さびしがっていよう」

　惜おしいものを手から放すことが、フォイゾンに作り笑いをさせたのだが、エレは、そっけないほど簡単に返事をした。

「それは、お爺じいさまのご予定ではないはずです」

「いうなよ。お前の戦場での任務はおわったと感じるのは、ゴラオンがドックから離はなれたことでわかったであろう」

「…………」

　こんどは、エレが視線を膝ひざにおとしてしまう。

「……じつをいうと、爺にもわからんのだが……」

　しばらくしてフォイゾンは、エレの逡しゆん巡じゆんする心がわかるから、観念的すぎることでも、エレなら理解してくれようと、口をきろうとした。

「……海が……」

　顔をあげたエレは、言った。

「海が見たいのです。ですから、ゴラオンに乗っていたいのです」

「海、といったか？」

「はい。わたくしはずっと以前に、海を見に行ったことがございますが、はっきりとした記き憶おくがありません。ですから、海という世界の半分をしめるものを知らないというのは、なんといいますか……それは考え落ちをしてしまうのではないかと……」

「ゴラオンで海を見るというか？」

「…………!?」

　エレの瞳ひとみに驚おどろきの色がたたえられ、その瞳が、フォイゾンを正面から見上げた。

「……あ、そういう意味ではありません。希望を申しただけで、その、いまにも戦場になろうかという場所にいながら、子供じみたことをいってしまって、申し訳ございません。お城にかえります」

「戦場は、かなり拡大すると考えるのだな？」

「……!?　そうは……そう考えていったことではございません」

「エレの意識はそうであろうが……エレ、すまないな。もうしばらくゴラオンにいてもらえまいか？」

「それは、予定の行動でございますから……」

「戦争というものは怖こわいものだ。お前をそんな目にはあわせたくないが、この艦かんの中央深くには、戦せん闘とう指揮所がある。そこにいれば、よほどのことがない限りは、身は安全であろうから、危険な目にはあわせんつもりだ」

「はい……」

　エレは、コックリすると本当に肩かたをすくめて、うなだれるのだった。

「すまなんだな。アリサ殿どのなりリムル殿をおいておくべきだったか……？」

「いいえ……」

　うつむいたままのエレだったが、フォイゾンの言葉をうち消すその声には力があった。







　９　遠い敵、ちかく







　その翌朝、誰だれもが主力艦隊がぶつかりあうのも間近だと感じられる戦せん端たんが、カラカラ山さん塊かいの東寄りのガルロマン山塊一帯でひらかれた。

　ラウの艦隊の意図は、アとクの連合艦隊の目を、スィーウィドーを出たゴラオンから逸そらすための陽動作戦である。

　しかし、カラカラの東端からぬけてレンの海へ出ようとするアとクの第一連合艦隊の動きにたいして、ラウの六隻せきの艦隊がしかけたのだから、陽動作戦以上の意味をもってしまうのは、その作戦も必ひつ須すのものであると見えるからだった。

　そのために、ラウの陽動を任せた六隻の艦かん艇ていは、過大なオーラバトラー部隊を搭とう載さいして、三次にわたってオーラバトラー戦を敢かん行こうしながら、艦隊の存在を誇こ示じして見せたので、アとクの連合艦隊は、そのラウの小規模な艦隊を、その倍の戦力と見なしてしまったのである。

　その経けい緯いは、ウィル・ウィプスも無線通信によって把は握あくして、ラウの戦力を過大評価してしまうという効果を発揮した。

　オーラバトラー戦の後、ラウの陽動部隊は、自分たちの倍する艦隊にたいして、果か敢かんに戦いを挑いどんだのだったが、艦隊戦においては、実戦の練度の高いアとクの第一連合艦隊が優勢に戦いをすすめて、ラウの三隻の艦艇を沈しずめて、レンの海から直接ラウの本国にいたる侵しん攻こうルートを確保した。

　撃げき沈ちんされなかったラウの艦艇でも、その後の戦闘に投入できる艦艇は一隻もなかったのだが、すくなくとも、ゴラオンからアとクの連合艦隊の目をそらす効果をあげることはできた。
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「……いいのか？」

「そんなことわかるものか。先に見つければ、こちらのものなんだ」

　ニー・ギブンの険しい表情を見下したジョクは、わざと苦笑いをしてみせた。

　ミィゼナーのブリッジには、操そう舵だ輪をにぎるキーン・キッスと彼女の補ほ佐さのナーム・メルスン、それに無線担当のメトー・ライランがいるだけだった。

　全員の目は、周囲の監かん視しに全神経を集中していて、いちばん堪こらえ性しようがないのが艦長のニーなのだ。

「絶対に、このルートは放ほう棄きしない」

「戦場に絶対ということはないよ。ニー。ドレイクは、カラカラを北上して、ラウの王都タータラへ侵攻するルートと、海上からのルートのふたつをみせて、こちらの戦力を二分にするつもりなんだ……がね、こんなみえすいた作戦にのっていいのか？」

　言いながらも、ジョクは、頭の周囲のガラスが曇くもってきたのを気にした。

「みえすいてはいるが、クの国の巨きよ大だい戦せん艦かんの動きがはっきりしてきたとなれば、そのゲア・ガリングか？　それが一隻で北上してきてくれるなら、ミィゼナーはここに貼はりついている価値はあるんだよ」

　ニーの声が、ジョクの足元からあがってくるのは、ジョクが、ブリッジのキャノピーの屋根の部分に増設された丸窓に頭をつっこんで周囲の監視をつづけているからだ。

「だいたい、聖戦士といわれている貴様が、どっちが主力なのか絞しぼれないのが、一番いけないんだよ」

　ジョクの股こ間かんの下に、本気で怒おこっているニーの目が見下ろせる。

　ジョクは、聖戦士になんでもできると思うな、と言いたい心境をかなぐり捨てるように、

「メトー！　無線を受信をしていても、うしろの監視は忘れないでくれよ。こちらのガラスのうしろに霜しもがついていて、なにも見えないんだ」

「了りよう解かい！」

　メトーはウィンクをしてみせて、左手で周波数を追うダイヤルを操作しながら、視線を背後に固定してくれたが、そのわざとらしい生き真ま面じ目めには見える姿に、ジョクは口をへの字にした。

「聖戦士殿……!?」

　こんどは、ニーの前の立ち位置から操舵輪を握にぎるキーン・キッスが、左手の親指を立てて微び笑しようを見せてくれたので、ジョクは、自分が八つ当たりをしているのだと気づいて、キーンに頷うなずいてしまう。

　キーンにしてもメトーにしても、昔の言い方でいえば、騎き士しの下働き、つまり、轡くつわ取りでしかないような少女なのだが、若いだけに、オーラシップに搭載されている機械の取り扱あつかいについては、二十代の青年たちよりもよほど簡単に覚えてくれたのである。

　ジョクにすれば、キムッチやミハンたちのつぎに当てになる仲間に思えたし、彼女たちもそれを理解してくれていたので、ニーのようにできあがっている騎士の言うことに腹を立てるな、と言ってくれるのだ。

「ハッ……ハウッ……」

　意識して深呼吸をするニーの肩かたが、外を観察する目のはじに見えてしまえば、ジョクは、マーベルと密通をしたような気分におちいった昨日のことを思い出してしまう。

　彼を裏切るつもりなどはないのだが、あのような状じよう況きようになってしまえば、またああなるのかもしれない、という疑ぎ惑わくが自分のなかにないではない。

『いや、そうはなるまい……ああまで気が緩ゆるむことはないんだ……』

　ジョクはガロウ・ランがつかった麻ま薬やくで、錯さく乱らん状態におちいって、ゴミのようになったニーを献けん身しん的に看護したマーベルが、情事に身をまかせることなどはないと確信していた。

　自分のほうがだらしがないという自覚があったから、白人女に憧あこがれつづけているようなヤワな自分は、自制しなければならないと思うだけなのだ。

『アリサと結けつ婚こん同然の生活をしたことで、そんなコンプレックスは解消しているはずだ。いまは、杏あ耶や子この体たい臭しゆうのほうが好きだ。そういうことだって、ちゃんと思い出せている……』

　そう思うのは、現在の高度では、まだ酸素ボンベをつかう必要はないという自分を意識するためなのだが、結局、頭は杏耶子のことにいってしまう。

『そのときやりたいという女のことしか考えていないのかよ、おれは……』

　ともかく、聖戦士というファンタジィ映画のヒーローになど絶対なれない自分を想像して、しかも、そんなリアルな想像を認識できるのだから、酸欠ではないと確信するのである。

　そうすれば、空を飛ぶ夢を現実にしてしまったジョクが考えることは、空戦のことしかないのは、当然だろう。

『第二次大戦のゼロ戦の撃げき墜つい王だった坂さか井い三さぶ郎ろうだって言っていた。空戦は、先に敵を発見したほうが圧あつ倒とう的に有利だと……それが、空での艦隊戦の場合にもまったくおなじで、むしろ、機動速度がおそいぶん、先手必勝というのが鉄則になっていく……爆ばく撃げき機の編隊同士が対戦するようなものだから、一秒でも先に敵を見つける必要がある……鉱石ラジオじゃあ、まだ電波兵器というほどのものじゃないから、あんなものは役にたたないし……』

　監視しながらも、そんなことを頭のなかでグルグルと考えてしまうことになった。




　ミィゼナーは、ラウの一方の旗き艦かんハンラウゴ麾き下かの先せん鋒ぽうとして、〝望ぼう楼ろうの布団〟の位置まで後退していた。いまは高度四千メートルを維い持じして、その背後には、旗艦をふくめて五隻せきの艦が菱ひし形がたに展開して、敵艦かん影えいを待っていた。

　ガルロマンでの戦せん闘とうから、半日経過していたので、いつ、アとクの第二連合艦隊が姿をあらわしてもいい頃ころなのである。

　そうなれば、艦隊のオーラバトラーを展開することなく、敵編隊の襲しゆう来らいを待つだけという、パイロットたちにとってはもっとも忍にん耐たいのいる時間になった。

「……戦闘食を配布させろ」

　ニーが声をひっかからせてキーンに告げれば、キーンは、いくつもの伝声管にその命令を怒ど鳴なっていった。艦長命令を下につたえるのは副官の役目なのだが、この艦には、そんな気の利いた士官などはいない。

「もう千メートルあがりたいな」

「寒いぞ？」

　ミィゼナーの船体の弱点は、ブリッジ部だけが上部構造物上に突とつ出しゆつしているために、暖だん房ぼうが完全ではなく、その上、艦全体でいえば、酸素ボンベの数が不足していることである。長時間の滞たい空くうとなれば、この高度が限界で、それでも少ない酸素ボンベがいつの間にかなくなっているのが現実なのだ。

「高度をあげる！　空飛び人びとの六割頭あたまだぞっ！　おたがいに声をかけあって、景気のいい歌があれば、唄うたいながら監かん視し続行っ！」

　ニーは、次々に伝声管におなじことを怒鳴りちらして、応答が弱ければ、さらに怒鳴りつけていた。

　空飛び人の六割頭というのは、ジョクがアレンジした言い方で、もともとは、〝飛行機乗りの六割頭〟という。

　高空にあがると、判断力は六割ほど低下するということで、地上界では、八千メートルに上ってしまうと一＋一の計算もできなくなるという話を、大学のグライダー部の先せん輩ぱいから聞き知ってつくった訓くん戒かいである。

　ジョクは、ニーの命令がすんだところで、

「キーン、たいした時間じゃないから心配するな。そろそろ来そうだから、ちょっとの間だ」

「了りよう解かい！」

　ブリッジだけは、ひとり一本の酸素ボンベが用意されているのだが、ジョクは、六千五百メートルまでは酸素ボンベをつかわないようにした。ラウの国の酸素ボンベのマスクは、操縦の邪じや魔まになるという大おお仰ぎような代しろ物ものだからだ。

「……いた!?」

　ミィゼナーが仰ぎよう角かくをとってしばらくしてから、ジョクは、移動する物体を感じた。

　その感かん触しよくは、アイリン・ツーたちがイメージしたのとおなじピンクの色で、ジョクの脳裏に感知されて、それがジョクの視覚する光景のうえに重なる。

　一本ではないのだが、かといって、大編隊を感じさせる物量でもなかった。

　ミィゼナーの数百メートルほど上だろう。

　ピンクの感触という鮮せん明めいな意志の印象がなければ、その数機の機影を見つけることはむずかしいという距きよ離りだ。総員監視下でも、兵員たちの目は性能の悪いガラスごしであったから、見つけることはできない。

「右う舷げん九十五度！　五度上！　対空戦闘用意！」

　ジョクの発見したものをブリッジの四人に確認させたときには、その影かげはミィゼナーの前に移動していた。

　それが実機なら、敵のほうが先にミィゼナーを発見していた、と考えていいタイミングである。

「確認！　対空戦闘用意！」

　ニーが艦内拡声電話に一いつ斉せいにコールし、ジョクは直ちよく撃げきがこないことを祈いのりながら、ブリッジから整備デッキまでタラップのハンドレールをすべりおりていった。

　床ゆかにつくごとに感じる鈍どん痛つうはかるく、前のめりになることもなかったので、やれると確信する。

　整備デッキからはすでに、オーラバトラーの各機が離り艦かんして、ミィゼナーの周囲を固かためる位置に散開していた。

「出撃機はそのまま固定だ！　おれはマーベルと敵影を追撃する」

　階下のデッキに立つメイザーム・エイたちに怒鳴りながら、ジョクはロープをつかって、整備デッキに面したキャット・デッキから、カットグラのハッチに飛びこんでいく。

　その動きで、自分の体調をさぐり、方向感覚も確かめていくのだ。それで、身体からだも感覚も万全とはいえないまでも、意識してコントロールできる状態になっていると思えた。

『なぜ、射ってこない？』

　平地とおなじ感覚でそう思考して、意識も低下していないと自覚するのだが、コックピットの酸素ボンベはひらいてから始動動作をする、という用心はした。

　人間というのは、肉体的に完かん璧ぺきにちかづけば、オーラ力が減殺されるかもしれないとマーベルと話したことも思い出せる。

「……回かい避ひ運動にはいりました」

　キムッチ・マハが、背中に酸素ボンベを背負った恰かつ好こうで、コックピット前にあがってきた。

「ミハンには予備のカットグラをつかわせろ。出すんじゃない。ミィゼナー上で、対空攻こう撃げきの体勢で待機だ」

「ハッ！」

「チャムはどうした!?」

「ガンルームです。ボンベを一本占せん領りようして、寝ねているんですぜ！」

「文句をいうなよ。ごほうびに、そのくらいのことをさせていい」

　その間に、ジョクは、自機を舷側にのりだすようにさせ、ミハン・カームが、整備デッキの奥おくの予備機のカットグラのほうに走っていくのが見えたので、疲つかれはとれたらしいとわかる。

　ミィゼナーは戦闘速度にはいるために水平飛行にはいって、大きく蛇だ行こうコースにはいる。

　ジョクは、コックピットに濃のう密みつな空気を感じるのは悪くないと実感し、計器類の読み取り能力も減退していないと感じると、

「よし……」

　ジョクの発進を確認してくれる陸戦隊のムーラン・ソーが、達だる磨まのような恰好で舷側のハンドレールに取り付いてくれているのを、頼たのもしいと感じる。高空の吹ふきっさらしといった場所で、そんなことをしてまで、カットグラの機体の状態を観察してくれるというのは、よほどの肝力がいるものだ。

　どこにでも、自分を見つめてくれる者がいるということは、それだけで、戦う意欲がわく。

　ジョクは、カットグラの楯たてを装備する腕うでをあげて、ムーラン・ソーに挨あい拶さつをすると、ミィゼナーの甲かん板ぱんを蹴けって、マーベルのドウミーロックの前に出ると、楯同士を接せつ触しよくさせて機体を安定させて、同行するようにカットグラの手て振ぶりで命じる。

　そして、ジョク機とマーベル機はからみあうようにして、ソトロウ機からトリプース機の鼻面をパスして、ミィゼナーを周回してから離り脱だつしていった。




「不思議だ……」

　こちらを見つけられてもいいはずなのが、敵影は直進したままだった。

　その線上を延長すれば、ゴラオンが建造されていたスィーウィドーである。それを知れば、彼らの意図は明確なのだが、先発隊にしては数がすくなく、偵てい察さつにしては数が多い。しかも、いまだにミィゼナーを発見したという気配をみせないのである。

「…………？」

　マーベル機の飛行も安定しているのを確認すると、ジョクは加速した。薄うすい刷は毛けではいたような雲が、つぎつぎに頭上を扇おうぎ状じように横切っていった。

「来た!!」

　その瞬しゆん間かんに、ジョクはマーベルのことを忘れた。これは、飛行機乗りとしては失格である。

　まして、二機とはいえ、一方の指揮官の立場にいるジョクは、どこまでも僚りよう機きの動きを頭にいれて、場合によっては補ほ佐さしなければならないのだが、この瞬間、そんなことは、ジョクの頭からすっぽ抜ぬけた。

　この場合は、特にそうしなければ、ジョクもマーベルも撃げき墜ついされると予測していた、というのはウソである。が、ジョクが、マーベルを忘れることで、前面の七つの敵機の動きをイメージ全体のなかに捉とらえることができたのも、事実だった。

「バーン!?」

　彼は、もっともはずれた位置にいた。その正面にあったのは、鮮せん烈れつなピンクの線。それが投と網あみが顔にかかるようにひろがって、ジョクの意識をふさいだ。

　ドヴツ！　その音と同時に、コックピットが揺ゆれて、ジョクの全身が上下左右に揺すられたと感じた。

　錯さつ覚かくなのだが、そう感じたのだ。

　意識が額の側の細さい胞ぼうからはがれるようにして、後頭部の隙すき間まからぬけていった、という感じだった。誰だれかの手足が、ヘナヘナと舞まうイメージがゆがんで、後方にながれたと見えた。

「ケヘーッ！」

　息い吹ぶき、青あお臭くさい強きよう獣じゆうの息に似た腐くさった臭におい。そして、あのオスとメスの交合のときの香かおりがしたから、ジョクの視覚は振ふり向くことができた。

　女がいた。

　女そのものだ。

　肉にく襞ひだが左右上下から、女じよ陰いんそのものと知らせるように開いた。ザウッ、と視覚の左右にその肉襞の面がながれ、

『チーッ!!』

　肉体のどこかにひそむ〝気〟が、これだけは危険だと絶ぜつ叫きようしようとしたときだった。

　ジョクは、無になったようだ。

　そして、つぎに明るさを感じた。

「……なにーぃっ!?」

　ジョクは、一いつ瞬しゆんの夢から覚めたように、全身をシートにうずめていた。

　左下方からマーベル機の羽根が震ふるえるようにあがって、そのむこうにバーン機が一機、フワッとその黒い機体をあげていたのだ。

『奴やつかっ……酸欠だったか!?』

　意識が吠ほえて、覚かく醒せいしようとする。手足が痺しびれたようになっていて、つぎの一いち撃げきで、マーベル機もろともに撃破されると覚かく悟ごした。

　マーベル機の動きが、なぜかひどく緩かん慢まんに見えたからだ。







　10　カットグラの技







　ジョクが意識を消失する直前、ジョクとマーベルが接触しようとした編隊は、アイリン・ツーのものだった。彼女がウィル・ウィプスで編成させた戦せん闘とう小隊をひきつれて、スィーウィドーに偵てい察さつをかけたのは、彼女なりに最後の学習のつもりだった。

　しかし、それは、ウィル・ウィプスを中心とする艦かん隊たいにとっては、よけいな行動であったし、主力の連合艦隊とは別方向から、ガルロマンの東をつぎの戦場に想定して移動をしていたゼイエガ麾き下かの第一連合艦隊にとっては、許しがたい行動であった。

　しかも、その機数は偵察の数ではなかったので、集団で戦場放ほう棄きしたようにも見えるものだった。

　バーンは、このとんでもない動きをする小隊の制止にはいって、回頭をさせようとしたのだが、アイリンは、スィーウィドーに感じた気配について説明する気はなかったので、ちょっとしたいさかいとなったために、彼らはミィゼナーを発見できなかったのである。

「ムザと見殺しにすることになるが、知らんぞ」

「誰が、死ぬのが好きになるものかっ！」

　アイリンが、理解しあったと感じられたバーンが、頑がん固こ一いつ徹てつ、軍律一いつ辺ぺん倒とうの騎き士しに豹ひよう変へんしたと感じられたときに、バーンは、ジョクとマーベル機を視界にいれたのである。

「…………!?」

　即そく席せきの自分の小隊などあてにしていないアイリンは、口論をしたバーンヘのあてつけもあって、ジョクとマーベル機にたいして迎げい撃げきする態勢にはいった。

　バーンをひっぱたこうとした気性が、性能のすぐれたガルガンチュアを操縦していれば、アイリンの小隊は追つい尾びできない。

「ケッ!!」

　アイリンは、ジョク機の正面に横ざまにはいって、フレイ・ランチャーをつかった。

　つぎに、どちらかが相手の照準上で、直線行動にはいったら狙そ撃げきされる、と見えた。

　が、バーンは、自機をカットグラに対させながら、カットグラの動きがひるんでいるように見えた。

　一瞬のその感覚の直後、ガルガンチュアにたいして静止したように見えたカットグラが、バッ！　と、光った。

　バーンが、話に聞いていたオーラ光!?　と思ったときには、バーンは殺されたと思えたが、そうはならなかった。

「なんだ……!?」

　バラッ、ラッ！

　光に見えたものは、実態以上にくっきりとしたものに見えて、幾いく重えにも意識と感情が重なったと感知しながら、自分が生きているという感覚に驚きよう嘆たんしていた。このとき、バーンはカットグラに敵対するものではなかったために、光のつくる〝形〟を見ることができたのだ。

「カットグラが割れた!?」

　そう視覚したときには、その数機か十機以上かもしれないカットグラが、一機のアイリン機を包囲してフレイ・ランチャーを斉せい射しやしていた。

　ブホーン！

　フレイ・ボンムの閃せん光こうはカットグラの列を外輪にして、渦うず巻まきになってアイリン機をつつんだのだ。

「アギァゥ!!」

　獣けものの声がバーンの耳をうったが、女とはわかっていた。無線機をとおしてというより、直接、耳元でアイリンが断だん末まつ魔まを発したように聞こえた。

　塊かたまりにした臓物はらわたをつぶすような生々しい絶叫には、聞くものを地じ獄ごくに引きずり込む力があった。

「…………!!」

　しかし、カットグラのフレイ・ボンムの筋がガルガンチュアに集中しながらも、まさに、ガルガンチュアの物理的な性能のよさがその直撃をかわし、空で音をたてるように飛びすさると、驚おどろくべき速度で上じよう昇しようして、雲の上で、横に後退した。

「ウッ……!?」

　アイリンの小隊のえらばれたパイロットたちは、隊長機の挙動を見み逃のがすことなく追尾しようとしたが、とうてい、追いつけるようなものではなかった。

「直撃はさけた……!?　カットグラは!?」

　カットグラが分身したように見えたのは、光がつくった擬ぎ態たいであろう、と、バーンは断定する。

　その輪をつくったカットグラから発した光が拡散していくにつれて、影かげは消失して、その光は、直進するカットグラに吸引されるように見えた。

　カットグラの本体は、光を発する直前の勢いのまま直進していたために、身を堅かたくした前かがみの者、に見えた。

　バーンは、この一いつ瞬しゆんの接せつ触しよくを、下方からながめるようにしていたので、カットグラに追尾するドウミーロックを視界にいれたとき、マーベル機は左横手にいた。

　彼女のフレイ・ランチャーの火線が数条きたが、その火線をバーンがよけられたのも、マーベルもカットグラの異変に動どう揺ようしていたからで、そのために、バーンは、マーベルとカットグラを前にする位置にまわりこむことができた。

「…………!?」

　バーンはカットグラに生気を感じた。と、ディーモッシュが両りよう腕うでをあげた。

『……なんだと!?』

　バーンは、自機の挙動を見て息を吞のんだ。投降するつもりなどはなかったのに、バーン機が戦意がないことをしめしてしまったのだ。

　ドウミーロックが、いったんカットグラをかばう挙動をみせたものの、カットグラがそれを乗り越こえるようにして、バーン機に接近してきた。

「……ジョク!?」

「バーンかっ!?」

　バーンがハッチの扉とびらをひらけば、ジョクも応じてその姿を空に晒さらしてくれた。

「……話したい」

「来るか？」

「よし」

　ほかの言葉はなかった。バーンは、マーベル機とカットグラのあいだに位置した。




　　＊　＊　＊




　ディーモッシュをミィゼナーの整備デッキに立たせると、ドウミーロック二機分の容積を占せん領りようするように見えた。そのために、ソトロウ機とトリプース機は、ミィゼナーの左右で対空監かん視しをするように、飛行するしかなかった。

　敵であっても、騎士が武器をふせて対話の意志をしめせば、それに礼をもって応じるのが作法である。

　その気分は、ニー・ギブンには充じゆう分ぶんにあったし、ラウのふたりのパイロットも了りよう解かいするところだった。

「……すまない」

　バーンは、ジョクの案内で整備デッキに面した待機室にもぐりこんできたので、ニーは、バーンを正面に迎むかえて、椅子いすにすわってもらった。

　ジョクが、待機室のドアを後ろ手に閉じて、一息ついた。

「ガラリアには、気の毒なことであった……」

　革かわ兜かぶとを脱ぬいで総そう髪はつをゆすったバーンは、ジョクを振ふり仰あおいでそう言ってきた。予想できなかった言葉に、ジョクは、つまずくような感じに襲おそわれ、

「それは、ぼくのほうから騎き士しにいう台せり詞ふじゃないのかな？」

「ともに知る者だが、ガラリアはジョクに心を寄せていたのであろう？　哀あい悼とうの念にかられるのは、ジョクとおなじではあるが……どこかで肩かたをならべて、ガラリアの霊れいに祈いのりたかった」

　最後は、ニーにむいてしまったので、ジョクには、バーンの表情は読み取れなかった。

「……バーンがそう感じてくれているのなら、すこしは気が楽になるというものだ。ぼくとバーンがもっと強者であれば、ガラリアを守れたかもしれない」

「そうだが、そのときは、どちらかが死んでいただろう。ガラリアのおかげで、われわれはまたこうして会うことができたのだ」

「なんのためにだ？　戦せん闘とう中だ。時間はない。手みじかに頼たのむ」

　ニーが、急せかした。

「……どうもな。それがわからんので、ノコノコとジョクについてきてしまった」

「冗じよう談だんだとは思いたくないが、ウィル・ウィプスの動静、ドレイク艦かん隊たいとビショットの艦隊の展開でも教えてくれる気になったのではないのか？　われわれがアの国を離り反はんしたことの意味がわかって……」

　率直すぎるニーの言葉に、バーンは肩をゆすって笑ったようだ。

「それほど、騎士魂だましいは腐くさってはおらん」

「では、どういうことだ？」

「ジョクが不思議な技をつかってみせてくれた。感動した。オーラバトラーを駆かってともに戦っていた頃ころのことを思い出して、懐なつかしくなった」

「…………!!」

　なにか言い出しそうになったニーを制して、ジョクはバーンの言葉をつづけさせた。

「……でな、ジョクに教えておいたほうがいいだろう、ということを思い出してな」

　見下すジョクの視線を、バーンが下から受けて、

「ウィル・ウィプスで、アリサさまがドレイク・ルフト王を殺そうとしたが、失敗した。目もく撃げき者は、自分だけだ」

「……で？」

　予測していたことだったので、ジョクはそう促うながすだけにした。

「ドレイクは、その事件を不問に付して、アリサさまを自分に預ける処分をなさった」

　意外でもあるのだが、聞かされれば、そのようにもなろうと納得する展開である。

「どうするつもりなのだ？」

　ほかに言いようがないのは、敵味方に分かれているからで、こういうときに、ここにしか身の置きどころがないということは、寂せき寞ばく感にとりつかれる。ジョクには、テレポーテーションなどはできないのであるから……。

「そんなことは、戦いが終ってからでなければわからん。茶の一いつ杯ぱいも接待してくれんのか？　咽喉のどがカラカラだ」

「そうか……」

　ニーが疑わしそうな目をバーンにむけてポットに手をやるのを見て、ジョクはようやくバーンに礼が言えた。

「……ありがとう。アリサのことは心強い報告だ。安心できる」

「ン……」

　バーンは、またジョクを見上げてくれた。そのバーンの目にも、どこか安あん堵どの色というものが感じられ、ジョクは、そこから、アリサを楯たてにするようなことはない、と言うバーンの意思を読み取っていた。

　バーンには、ジョクと心理的にはイーブンになれたという色があったのだが、ジョクにはそこまでのことがわからないのは、アイリン・ツーではないからである。

「……バーンも今回の戦争を恐おそれているから、こうして、わざわざアリサのことも伝えにきてくれたと思っている。なんとか、あの勢力を駆く逐ちくできないものだろうか？」

「あ……？」

　ニーからカップを受け取ったバーンは、上体をそらすようにしてジョクを見上げてきた。意味がわからないというのは、擬ぎ態たいだと読んだ。

「……バーンは地上界にも行って、地上人が機械を過大に評価して、その結果、大地そのものまで破は壊かいしようとしているのを知ったはずだ。そんなことを、このバイストン・ウェル、コモン界でもやろうとしていると感じているはずだろう？　オーラマシンは、地上界の機械以上に世界と密接な関係をもっているものなんだぞ？　世界の存在も、われわれコモン人の精神も一体にさせているかもしれないオーラマシン。巨きよ大だい戦せん艦かんの存在など怪あやしすぎる……」

　バーンは、カップにのこった茶を見つめるだけで、肩で応じることもしない。

「……機械が肥大しすぎて戦場まで攪かく乱らんしているのだ。こんな戦場では、騎士魂も発揮できない。そういう戦場だから、ステラもバーンに接近できたんだ。人のオーラ力が、機械に蹂じゆう躙りんされるのに抵てい抗こうしているんだよ。アリサのことだって、そうだろう？」

「いましがたカットグラが見せた分身の技というのも、オーラ力がさせたことだろう？」

「そうだろうが、ぼくには、まるでわからなかったんだ。自覚症しよう状じようもなかった。ぼくもオーラバトラーにつかわれているんだよ……あのときは、アイリンとかの気の直撃をうけて、一時的に気絶していたらしいというのが、ぼくの全部なんだ……」

「……ディーモッシュには、それはないな……」

「その機体での経験不足だろう？　究極的には、オーラバトラーのコントロールは不可能なんだ」

「考えようだ……が、な、ジョクの視点からの話を認めれば、オーラ力が巨大戦艦を建造させるまでになったとしても、カットグラの新しい技で、ウィル・ウィプスを撃げき沈ちんし、ゲア・ガリングも葬ほうむり、ゴラオンも沈しずめれば、バランスはとれるのではないか？　それで、世界は静かになるということだ」

「………ゲア・ガリングとゴラオンもだと？」

　バーンはわざと口をすべらせたのだ。ゴラオンの名前を出したのは、アの国の諜ちよう報ほう機関の能力を告げたつもりである。

「人をささえたオーラ力が、機械を創出させたのなら、ゴラオンまで黙だまらせなければ、ジョクの心配はなくならんよ。ビショットは自分の艦がウィル・ウィプスよりもすぐれていると信じているだろうし、フォイゾンだってそうだろう」

　バーンの論ろん旨しにふくまれている意味は、ジョクにもわかる。

　しかし、ゴラオンまで排はい斥せきする対象には考えてはいなかったというのが、ジョクの決定的なミスといえた。

「……フォイゾンはていどがいいと判断するのは、身勝手だろうな……」

　ジョクはそう言いながらも、ムッとした顔をみせたニーをまた手で制止しなければならなかった。

「地上人は、客観的であってほしいな……わたしに関していえば、コモン界、アの国の騎き士しだ。家の存続を願うのを第一義とするわたしにとっては、地上人という輩やからにも、国家にも、ましてコモン界などという形けい而じ上じよう的な考え方から発するものによっても、わたしの行く道を左右されるわけにはいかんのだ。わたしは、国家のために、アリサさまを擁ようしておかなければならないと考える騎士だ」

「政治家になるつもりか？」

「可能性をいっただけだ。つぎの会戦では、アイリンとトモヨを前に出すだろう。そうすればカットグラも撃げき滅めつできると読んだ。だから、その前に、旧友であったニー、ジョクに挨あい拶さつにきたつもりだ。チャム・ファウにもな？　そういう心づもりだったということだ」

「ハハハ……いい話だ」

　ニーが、つくり笑いとも思えない声をたてた。

「アリサさまをラース・ワウに帰す手立てはつくしている。戦場は、パイロットという新時代の者が覇はをきそうものだ。オーラマシンに、ジョクの懸け念ねんするような力があるのなら、それを統合して、今度は地上界まで切り裂さくような艦隊を創設したい。オーラマシンには、そういう力があるという夢を発見しているのが、わたしだ……。馳ち走そうになった」

　バーンは、カップをニーにもどすと、立ち上る。

「そりゃ、筋ちがいだ」

「立場のちがいだ。良い思い出をくれた聖戦士殿どのには、感謝している。ニー艦かん長ちようにも！」

　バーンのさしだす手をジョクとニーは交こう互ごに握にぎりかえすと、バーンは、ふたりの前で革かわ兜かぶとをかぶって見せた。

「バーン！」

　待機室の整備デッキに面したガラス窓に、チャムがとりついてガラス窓をうってきた。

「あの娘むすめにも礼をいいたいが、また殴なぐられそうだな。なんとか押おさえておいてくれんか？」

「ああ、そうだな。ひっぱたいたんだって？」

「蹴けられたんだよ」

　バーンが一方の頰ほおを指さしたので、ジョクは、待機室のドアをひらくと、

「チャム！　騎士バーンがお帰りだ。黙っていろ！」

「だってさ、バーンの機体に、ダガを仕し掛かけて爆ばく発はつさせちゃえ！」

「やってあるからよ、チャムは黙ってんの！」

　キムッチのそんな言葉も、バーンは冗じよう談だんとして聞きながすだけの度量をみせて、ミィゼナーから離はなれていった。

「……バーンよ……巨大戦艦すべてを葬ったあと、カットグラはどうなる？　ぼくだって、無事ではないはずだ……」

　ジョクは、不安そうなマーベルたちの視線をさけるようにして、もう一度、待機室にもどっていったが、そんな行動になんの意味もないことは知っていた。







　11　訣けつ別べつの薫かおり







　アイリン・ツーの戦せん闘とう小隊の六機が、ウィル・ウィプスの正面の着艦デッキに帰投しても、彼ら六人が背負う重苦しい空気に、出で迎むかえの甲かん板ぱん士官たちは、ただ黙もくして見送るだけだった。

　ガベットゲンガーの楯たての半分ほどが溶よう解かいして崩くずれ、機体の左ひだり肩かたから腕うでにかけての装そう甲こうが焼かれているのを見れば、この戦闘小隊になにがおこったか容易に知れる。

「ドレイクの女が、いけシャアシャアと隊長になったりするからあれだ。髭ひげ面づら騎士アンジェにも、どうすることもできなかったんだろ」

　下士官たちはそうささやきあって、アイリンにしたがうパイロットたちに同情した。

　小こ柄がらなアイリンにしたがう五人のパイロットは、すべてドレイクの目にかなった歴戦パイロットたちである。




　アイリン・ツーは、自分より頭ひとつ以上高いパイロットたちを、眺ながめるようにしてから口をきった。

「わたしは、貴公らが想像するように、下げ賤せんの出だ。どんなに舐なめて、バカにするのもかまわない。ドレイク・ルフト王を、色仕じ掛かけでたぶらかした女だという理解もかまわん」

「……よろしいか？」

　五人のパイロットのなかで、もっとも腕がたつといわれているアンジェ・トブロニッツが上半身を乗り出して、髭面全体を活発に動かした。

「……いわれるとおりに想像をしていたことをお許し願いたい。しかし、いまはちがう。あの分身をしたらしいカットグラの攻こう撃げきを正面からうけて、撃げき墜ついされなかったことに、我らは驚きよう嘆たんしております。だから、貴公が初うい陣じんであるということを信じていない、というほうが正しい。どこかで、オーラバトラーの実戦を重ねた者か、地上人でないかと想像するくらいだ」

「世辞に聞こえるが……ちがうな？」

　そのアイリンの問いに、アンジェがうなずけば、

「自分の素性については、自分でも知らないのだ」

「真実、そうであるなら、コモン人としては、オーラバトラーという兵器が我らがものであって、地上人から遣つかわされたものではないと信じることができる。僥ぎよう倖こうと承うけたまわる」

「いまは、そんなことはどうでもいいだろう」

　さすがに、騎士アンジェの誉ほめ言葉に苦笑してみせたアイリンは、「直接作戦に関係することで、命令しておきたいことがある」とつづけた。

「どうぞ？」

　整備デッキに面したせまい待機室で、肩かたをよせあったパイロットたち、アンジェとおなじでアイリンを認めるという視線をむけた。

「カットグラのあの性能のことを口にすれば、我が艦隊の戦意は減退する。それを恐おそれているから口くち封ふうじを命令する。もし漏もれたら、このなかの誰だれかがしゃべったということで、全員を即そつ刻こく始末する」

「……あんたもかな？」

　一番若いパイロットが、アイリンの実力を認めたからこそ、仲間うちでつかうような冗談を口にしてしまった。

　シャッ！　と、アイリンの手からあのトッカが伸のびて、それをヨーヨーのようにつかって見せながら、

「こんどそのような口を聞いたら、この球たまが額にあたっていると思え」

「アイリン……!?」

　そのパイロット、サンザロ・オカタは、ブッと額に脂あぶら汗あせを吹ふき出させて、頰ほおをそげさせる。

「わたしを好いてくれる必要はない……わたしを舐めている気分のままにしゃべるんだ。ドレイク風を吹かせる女が、ラウのドウミーロック一機の偵てい察さつ機を見つけたら、雀すずめのようにチュンチュンと飛びだしやがって、おれたちの援えん護ごも無視しやがった。だから、連れて帰ってくるのがやっとで、おれたちも全ぜん滅めつするところだった……ほかの将兵たちには、そういうんだ」

　サンザロは、蒼そう白はくな顔に脂汗をうきたたせて、アイリンに何度もうなずいてみせた。

「……申し訳ないが、周囲には、それがもっとも順当な口実になります。われわれがここにはいったのも、貴公がそういう噂うわさをたてないように、われわれに命令をしたということですな」

「信じられません。本当に初陣なのですか？　ガルガンチュアのテストをしながら、いろいろ学んだとは聞くが、実戦をあのようにやったというのは、これは物事の埒らち外がいのことです」

　クワッターサ・ロウという次じ鋒ほうのパイロットが呻うめく。

「そういうことでいえば、地上人のジョクが聖戦士だということも、もともと埒外のことだったという噂だってある」

「……オーラマシンの時代は、騎き士しの時代の規き範はんで語れないことがありすぎるが、いまは、事実を認めて、それにたいして、いかに勝ち抜ぬくかということに徹てつするしかない」

「そうだ。わたしは……!?　なんだ？」

　待機室のドアがノックされたので、全身を硬こう直ちよくさせていたクワッターサが、ドアの前から身をずらす。

　このデッキ担当の整備隊長が、パイロットたちの顔をうかがうようにして、

「ガルガンチュアでありますが、左肩の装甲と二の腕の外の装甲を交こう換かんします。マッスルは、四本ほど焼き切れていますが、これを交換すると半日かかりますが、どういたしましょう？」

「腕は動くのか？」

「稼か働どう範はん囲いが狭せまくなります。反応速度も減退します」

「……そのままでいいから……」

「いや、隊長、マッスルは交換させるべきです。その間に出しゆつ撃げきしなければならなくなったら、隊のほかの機体をお使い下さい」

　アンジェが割ってはいり、「作戦……すぐには始まりますまい？」と、アンジェの髭ひげ面づらの奥おくの瞳ひとみが、率直にアイリンに問いかける。

「……ふむ……交換しろ。頼たのむ」

「ハーッ！」

　整備隊長がひっこむと、

「では、解散。戦せん闘とう体勢のまま待機かどうかは、オーラバトラー大隊長と協議の上、頼む」

「ハッ！」

　アイリンは、アンジェ以下の部下の敬礼をうけると、待機室を出ていった。




「……心配したぞ？」

　ドレイクは、作戦司令室につづいているドアからあらわれて、マントをはずした。

「バーンが心配してくれたというのは、僭せん越えつというものです」

　革かわ鎧よろいのアイリンは、バーンと会ったときとおなじで、窓際に立って見せる。

「そういうな。ゼイエガにすれば、自分たちの前に出るオーラバトラー隊などはないと信じていたのだから、神経質にはなるだろうよ」

「自分は、つくづく戦場というものを知らなかったと痛感しました」

「……スィーウィドーの偵察は失敗したのか？」

「ゴラオンが移動を開始した気配は感知しましたが、その前にカットグラと接せつ触しよくして被ひ弾だん。ゴラオンがどちらにむくか見極めることもできず、後退しました」

「それで、そんなことをいうのか？」

「カットグラの技に、ガルガンチュアがやられるわけはない。それはいいのです……」

「……なんだ？」

　ソファにすわったドレイクが、だるそうに顎あごをあげた。

「……騎士バーンは、ゼイエガ麾き下かの艦かん隊たいと第一連合艦隊が、フットラムトの盆ぼん地ちふきんで、ゴラオンを捕ほ捉そくするといっています。そうすれば、ビショットが出てくるのだから、わたしの偵察は無用だといいました」

「そうだ。ゲア・ガリングは、我がウィル・ウィプスと第二連合艦隊が主戦場にはいる前に、ゴラオンを沈しずめるつもりである。ビショットとはそういう男だ。……しかし、ゴラオンがその盆地にはいる前に、儂わしは、ゼイエガの艦隊と第一連合艦隊をいれかえるつもりだ」

「…………？」

「ゼイエガ麾下は、子こ飼がいの艦隊だからな？」

　アイリンは、やはり、自分ひとりの直感だけでは、戦場を俯ふ瞰かんすることはできないと思い、かすかにスィーウィドーへの偵察行は、はしゃぎすぎだったと反省した。

　だいたい、ラウの新造の巨きよ大だい戦艦がゴラオンという名前コードであるぐらいは察知できる組織を、ドレイクももっているのである。

「ガルロマンの戦闘結果から、ビショットは、儂が第二連合艦隊の七隻せきをひきつれて、海上からラウに侵しん攻こうするかもしれんと想像するだろう。しかし、連合艦隊には、クの艦かん艇ていが四隻も所属している。儂は、ビショットが考えるほど、自由に動くことはできん」

「はい……」

「お前がカットグラに敗れたというのもひとつの要因でな？　ビショットは、当初の予定よりはやく、ゴラオンを仕留めたくなるだろうな」

「クの国の女パイロット、トモヨ・アッシュに存分に戦わせるようにさせれば、ビショットは、ゴラオンを潰つぶして、カラカラを北上しようとする、ということですか？」

「そうだ……」

「ゴラオンは、なかなかの気をもった艦です。ウィル・ウィプスが出なければならなくなるのは明白です」

　ドレイクは、そのアイリンの意見を聞く間、さすがに上体を背もたれにもたせかけるようにして、目を閉じていた。

「……おぐあいが悪いようで？」

「腹痛でな。食べ合わせが悪かったようだ」

「……？　気力は、より勝れていると感じます」

「そうでなければならんという意思は、気を養う。それだけで、儂は、ガロウ・ランの戦いをきりぬけてきた男だ。それによって、ユーロ地域は機械の時代に突とつ入にゆうして、つぎなるステップを獲かく得とくする刻ときがきたのだ。しかし、この意味をわかっている連中は、どこにもいない」

「…………」

　アイリンが黙だまってしまったのは、このあとのドレイクの話は果てしがなく、それを制止することもできないからである。

　ドレイクは、機械は人の意識を拡大して時代を飛ひ躍やくさせ、戦乱にあけくれるコモン界を粛しゆく正せいして、人のすべてを救済するが、これは人の意識を変革させることであって、この意識の変革の力は、コモン界と地上界をも接近させるだろう、とつづくのである。

　はんぶんは、ショット・ウェポンのうけ売りなのだが、ドレイクの言葉になれば、そこにはユーロ地域全域の覇は権けんを制するかもしれない新興国家をひらいた王の理想も語られるから、話は長くなった。

　アイリンにすれば、十数カ国を擁ようするユーロ地域をつつむ理念を聞くことは、上質な音楽を聞くようなもので、自分の精神まで高くなるように錯さつ覚かくできたが、だからといって、わかる話ではないし、好きになれるものでもなかった。

　しかし、衣類の布の種類のちがいや縫ほう製せいのちがいによって、サイカチかムクロジの果皮さやをつかうのか、新式の石せつ鹼けんでいいのかとか、洗うものの数を仲間ときそったりするのよりは、はるかにおもしろい。

　だが、自分自身が、時代の寵ちよう児じであるオーラバトラーのパイロットになれるという充じゆう足そく感は、彼女にほかのものを要求させはしない。

「……地上界への夢をみるのはな、それだけ高い目標をかかげておけば、このユーロ地区ぐらいの制覇はとるにたらないものと考えられて、自己抑よく制せいになるのだ」

「お飲みもの、用意させましょうか？」

　覚かく悟ごしたほどドレイクの話は長くなかったので、アイリンは、革かわ鎧よろいを脱ぬいだときのやさしい気持ちになれた。

「いや、いまは、飲むものにも気をつけている」

「…………？」

「どうだ。悔くやしさは忘れられたか？」

「はい……冷静になれました」

「なら、もどれ。お前がどれほどの能力をみせてくれるか、実験させてもらっているが、恨うらむなよ。成功すれば、それはすべてお前のためになることだ」

「感謝するから、戦場で学んだことを披ひ瀝れきさせていただいて、ご批評もいただくのです」

「よい配はい慮りよだ。トモヨ・アッシュといったか……それほどの者か？」

「戦力としては、騎き士しバーン・バニングスを凌しのぐでしょう」

「そうか……」

　その言葉にはかすかに疑問符ふがついたが、ドレイクが言葉を継つがなかったので、アイリンは踵かかとをあわせると、

「では！」

「ン……気力は戦場にな……」

　そのドレイクの目は笑っていた。

　アイリンは、ドレイクが彼女の身体からだをもとめることもなかったのは、戦場の緊きん張ちようの真まつ直ただ中なかにいるからだろうと理解してしまったのは、アイリンも、戦せん塵じんのなかで意識を濁にごらせていたからだろう。




　ウィル・ウィプスのわずかな進路の変へん更こうでも、ショット・ウェポンの部屋で知ることができるのは、艦の飛行状態を報せる最小限度の計器が装備されているからである。

　オーラマシン開発者である彼の特権でもある。

　その個室は、ドレイクの居室から数階下にある士官ブロックの最前部にあった。

「……東にすべるか……」

　ショットは、ウィル・ウィプスのかすかな進路変更をよんで、彼独自の空路図にそれを記入してみた。

　気になることは、ゲア・ガリングに逃にげ出したトレン・アスベアが、このウィル・ウィプスの動きを察知してくれるかどうかなのだ。

　むろん、トレンそのものの動きがどうであれ、それで痛つう痒ようを感じることもなければ、困ることもなかったのだが、どうせなら、事はうまくすすむに越こしたことはない。

　ゲア・ガリングとウィル・ウィプスは、覇をきそうようにして生きのこってくれることが、ショットにとってもっとも好ましいのである。

　むろん、ドレイクとビショットが、ショットのその思おも惑わくをよんで、胆きもをあわせてショットを追い落とそうとするなら、ショットは絶体絶命になる。

　その場合は、コモン界のもうひとつの世界、蛮ばん族ぞくが住む神秘の世界アシアンと呼ばれる東方に逃げるしかなくなるのである。

「……でなければ、地上界だ。巨きよ大だい戦せん艦かん三隻せきが発するオーラの力が、この界を狂くるわしてオーラのブラック・ホールともいうべきものができれば、オーラ・ロードが拓ひらかれる……オーラ力が激げき突とつする局面にうまく出会えればの話だが……」

　だから、戦局が混迷して乱戦になることを望むのだが、それは、あまりにも確率の低いことであることも、ショットは知っていた。

「夢か……。ジョクであれ、バーンであれ、渦か中ちゆうにいるものには、その現象のメカニズムを洞どう察さつすることなどはできはせんが、図にのることはできる……しかし、わたしには、夢は夢でしかなく、この胸をかきむしる……」

　ショットは望郷の念が湧わき上がってしまって、どうすることもできなくなっていたのである。

　それも、すべて、ジョクとバーンが地上界にあがり、無事に帰き還かんを果たして、ショットに報告をしたからである。







　12　ビショットのぬめり







　ゼイエガの艦隊を先せん鋒ぽうにしたアとクの国の第一連合艦隊が、〝望ぼう楼ろうの布団〟を突とつ破ぱしたとき、ミィゼナーを先鋒とするハンラウゴ麾き下かの艦隊は、地上砲ほう火かと連れん携けいをして倍する戦力にたいしてよく奮戦した。

　オーラバトラーは、ともに三分の一ずつが撃げき墜ついされたものの、機数でいえば、連合軍のオーラバトラーは、ラウの倍ちかくを消失したのである。

　しかし、このときの戦域を支配するオーラの力によってか、バーンの作さく為いによってか知れないのだが、ジョクは、直接バーンの戦せん闘とう小隊と接せつ触しよくすることはなかった。

　ミィゼナー麾下の艦隊は、このオーラバトラー戦のあいだに、ゴラオンと接触すべく後退をかけるという行動に出たのだが、それでも、ハンラウゴの艦隊の一隻が撃げき沈ちんされ、連合艦隊も一隻を大破した。

　ミィゼナーもオーラバトラーの対空攻こう撃げきと、連合艦隊からの対たい艦かん砲ほう弾だんも一発うけたが、その後の戦闘に支障をきたすものではなかった。

　ミィゼナーのオーラバトラー部隊は、トリプース機が撃墜され、ソトロウ以下の全機が被ひ弾だんしたものの、東に後退するミィゼナーに合流することができた。

　もともと望楼の布団を死守することは不可能とみられていたので、この艦隊行動に、非難されることはないのだが、いくつかの砲台を見殺しにすることを余よ儀ぎなくされたのは事実であった。

　望楼の布団のムラソバ隊にいたっては、全ぜん滅めつである。

　補給のために寄り、ニーやマーベルたちともなんらかの係わり合いをもつと思えた部隊に、ミィゼナーはなにもしてやれなかったのである。

　ジョクは望楼の布団に駐ちゆう留りゆうさせられた部隊の詳しよう細さいなど知らないのだから、心情的痛痒は感じなくてもいいとはいえた。

　しかし、もっとも砲火を浴びるのではないかと予想された砲台であれば、ジョクはカットグラの力を借りて防ぼう御ぎよすべきであっただろう。

　ジョクについて冷れい酷こくにいえば、彼が期待どおりの働きをしていれば、敵の第一連合艦隊を全滅させることもできたはずなのだ。

　しかし、カットグラは分身とみえる動きもみせなければ、その剣けんが長大なオーラの閃せん光こうを放つこともなく、ジョクはひたすら実戦でつちかった技量で空戦をつづけた。

　それが勇ゆう猛もう果か敢かんであっても、しょせん、ひとりの優れたパイロットの働きという範はん疇ちゆうをでなければ、ハンラウゴ麾下の将兵の期待を裏切るものになるしかなく、アとクの連合艦隊側をホッとさせることになった。




「なにもしてやれなかったのか……」

　ニー・ギブンにすれば、一度顔を会わせた部隊をムザムザ全滅させるしかない戦いをしてしまったことが、己の非になった。

「戦争というのは、そういうものでしょう？　だからといって、はじめから無む駄だを承知で砲台を構築することもない。みんな、生き延びられると信じているから、補給もするし、少しでも持ちこたえれば、援えん軍ぐんがきて助けてくれる、勝利の祝しゆく杯はいがあげられると信じているから、軍隊にはいるのでしょ？」

「そうだが、ジョクのあまりにも当たり前すぎる戦果には、怒いかりをおぼえる！」

「ジョクを叱しからないで。聖戦士など、もともとなかったぐらいに思わなければ、戦争などはしてはいけないのよ？　ミィゼナーやあなただって、アの国を離り反はんしたのは、聖戦士の力をあてにしてのこと？」

　マーベルの意外にきつい批判に直面して、ニーは動どう揺ようしながらも、地上人だからジョクをかばうのではないか、という反発もマーベルに感じた。

「なにを言いたいんだ!?」

「はじめから、ジョクのような聖戦士を味方につけて、最後まで物事がうまくいくと思っていたのなら、甘あまいわね。ニーはなにもするつもりはなかったようじゃない？」

「甘えているというのか？　おれは、騎き士し道どうをとおすだけで、聖戦士をあてには……」

「そう、あてにはしていない。ニーはそうあってほしいのよ」

「ああ……」

　マーベルが先にニーの言葉を取ってしまったのは、脅おどしにも似ていた。

　マーベルは父親の顔を知らないから、母親と自分を放り出した男はだらしがない、と信じているのだ。

　現代アメリカ人には、ニーのような騎士の生き様などは、アナクロに見えて当たり前なのだが、そういう気骨が愚ぐ鈍どんに理解できればできるほど、男というものはそうであっていいのではないかと思っていたし、そう思いたかったのである。

　そうでなければ、ジョクていどの東洋人の青年にも、心を惹ひかれてしまうかもしれない。それでは、無念だという感触もどこかにあった。人種差別かもしれないのだが、アングロ・サクソンの血を意識しないではないのである。

　となれば、その血を背負っているように見えるニー・ギブンのほうが間尺にあっていると妥だ協きようしている部分を、ニーには補強してもらいたいという気分は疑いようがなくあるのだった。

「わたしは、まちがってはいないわよね？」

「ああ、まちがってはいないが……いや、君は正しい」

　それを潮に、マーベルは、冷たいかもしれないと感じながら、艦長室からブリッジに上がった。薄うす暗ぐらい無線機の前で、ジョクが電信用紙に目をとおしていた。

「ラウの艦隊からの総評では、五分五分、合格だといっていますよ」

　キーン・キッスのクルッとして黒い瞳ひとみが、ジョクの背後から首を伸のばして報告してくれる。

「そうなの？」

「ああ、ハンラウゴからの電信じゃ、連中は、自分たちを全滅させるかもしれなかった敵の第一連合艦かん隊たいを駆く逐ちくしてくれたんで、ありがとうといってくれている」

　電信用紙を差し出すジョクの表情が複雑なのは、自分の立場をわきまえているからだ。

「そういうものを無線でよこすの!?」

　マーベルは電信用紙に目をはしらせたが、半分も読めないのは、コモン界の言葉をよく読み書きできないからだ。

「そのうえ、第一連合艦隊は、合流したはずのゼイエガ麾き下かの艦隊ともわかれてしまって、別行動だ。そうなれば、ラウのハンラウゴの艦隊を追つい撃げきするはずの第一の連合艦隊は、カラカラの北部に侵しん攻こうしながらも、ウィル・ウィプスの前に展開している第二連合艦隊と合流できる東方面にむかうことになるだろうな」

　無線機の隣となりにある海図机をのぞきこんで、ジョクが説明してくれる。

「それが……？」

「うん……第一艦隊とドレイクが乗っているらしいウィル・ウィプスという巨大戦艦といっしょになるんだから、全艦隊をもってゴラオンを討ちにくるかもしれない。すごいよ」

「一気に決戦というわけ？」

「そう見える……ちょっと簡単すぎるけどね？」

「簡単すぎる……？」

　ジョクは海図机の地図をのぞいて、うん、と唸うなる。

　たしかに、四つほどの艦隊が展開している戦場は、かなり長期にわたる空戦が展開するだろうと考えられていたのだが、じつは、これは海戦ではないのである。

　戦せん闘とうにおおきな影えい響きようをおよぼす海流もなければ、地形もない。そのうえ、艦かん艇ていとはいいながらも、機動力は、爆ばく撃げき機なみなのである。その質量をもつものが、艦隊戦を空中で展開するとなれば、戦闘も激しく、決着も早いであろう。

　そのうえ、この戦いは、コモン界ではじめての大規模な艦隊空中戦となるのだから、まともにぶつかりあう公算のほうが強いのである。

　事態はいつも眼前に明白である、という真理が、ここでも通用するのだ。

　ジョクが言うとおりであれば、そのときのゼイエガの動きは、ドレイクがアイリンに言っていたとおりで、ゴラオンの動きに呼応する第一連合艦隊の動きがあれば、それを前に出しておいて、ゴラオンを殲せん滅めつする、と信じさせる展開ではあるのだ。

　が、

「もしそういう展開になれば、クの国のビショットのゲア・ガリングも、ゴラオンにとどめを刺さしにくるだろうから、勝敗は一挙につくよ」

「そうか……敵の第一連合艦隊は、望ぼう楼ろうの布団の線を壊かい滅めつさせて、カラカラの中央に橋きよう頭とう堡ほともいうべき穴をあけたんだものね」

「望楼の布団を抜ぬかれたのは、いかにも痛いな……」

「ええ……いい人たちがいっぱいいた砲ほう台だいだったのよ」

「…………!?」

「ごめんなさい」

「いいんだよ。ぼくにだって、どうしたらオーラの剣けんを意識してつかえないのか、分身の技ぐらいはつかって見せたいとは思っている。けどね、戦闘中に脱だつ力りよくしたり、瞑めい想そうをするなんて、できるものじゃない」

「そういうことはいっていないわ。ジョク……」

　キーンとメトー・ライランが聞き耳をたてているのではないかと気になって、マーベルは、ジョクの口を封ふうじたいのだ。

「……そうか……ゲア・ガリングがはいってくれば、こちらのラウの艦隊は、いやでも二つにわかれてしまうぞ？」

「でも、むこうだって、カラカラに進しん攻こうする前から、もともと二手にわかれるようにして、来た連合艦隊だから、簡単にゴラオンを挟きよう撃げきできる布ふ陣じんにもなるんじゃない？」

「そうだろうね……」

「圧あつ倒とう的ね……アとクの連合艦隊……」

「それが、こちらのつけいる隙すきになる、そう思いたいな」

「楽観論？」

「そう考えなければ、敵前逃とう亡ぼうをしたくなる」

「…………」

「いや、隙はあるぞ。こうも一方的な展開なら、ドレイクとビショットは、なにを考える？」

「なにって、艦隊戦なんか、みんなはじめてなんだから、いまは、いかにゴラオンを沈しずめるか考えるので精せい一いつ杯ぱいのはずでしょ？」

「アメリカ人らしくないな。マーベルは……。前線の戦せん艦かんに乗っていても、王という者は王だよ。戦後の主導権をとるためにどう戦ってみせるか、と考えるな。それは……こちらの付け入る隙をつくってくれることになる」

「そうか……そういう王たちよね。ドレイクとビショット……」

「会ったことないけど、ビショットという王は、若いんだろう？　日本でいえば、オダノブナガだろうな」

　成算を感じたわけではなかったが、ジョクは、注意深く考えるべき点だと感じられた。

『……戦いのときは、戦い以外は考えない。それが鉄則だ。ビショットが、織田信長ほど戦争に鋭えい利りだとは感じられないけどな……』

　そう考えるジョクだって、織田信長のことなどは、小説で読んだことだってないのだ。




　　＊　＊　＊




「チッ……バーンの隊がいて、艦隊を殱滅できなかったとは、なんたることだ」

　ビショットは、予定よりも早く戦せん塵じんをあびなければならない気配を感じて、舌打ちをしたのだが、ウィル・ウィプスが思ったより東に移動しているようで、及および腰ごしにみえないでもないと感じて、罵ののしってみたのである。

「ここで、ラウの噂うわさの巨きよ大だい戦艦がくれば、一いつ騎き打ちになってしまいます」

　作戦参さん謀ぼうのひとり騎き士しハベットが、ビショットに耳打ちするように提言する。

「そんなバカなことができるか？　トモヨたちは、聖戦士にもゴラオンにも接せつ触しよくしていないのだぞ？」

「第二連合艦かん隊たいに統合されていますので、ここまでは出てこられないのです」

　ブリッジでの会話である。頰ほお一杯が剛毛でおおわれたハベットの声は、ともかく低い。

「ドレイク奴め、この艦を楯たてにするつもりだな。ウィル・ウィプスをひきよせて、後方にまわりこむことを考えておけ」

「どうやってでありますか？」

「ショットがウィル・ウィプスにいるのだろう？　機関が不都合だと打電して、ショットを合流させるぐらいの芝しば居いはうってみせろ」

「それは、卑ひ劣れつかと……」

「貴公はっ！」

　ビショットは手を上げずに、ハベットの厚い胸板に自分の胸を押おしつけるようにして、

「勝てばよい。手段はえらぶな」

「ひとつだけ、いわせていただきたい」

　飾かざり物ものの武将そのものといったハベットは、眼まなじりを決して、

「……我がゲア・ガリングが現在の線上を移動するということは、これだけで、戦線の一いち翼よくを構築していることを意味いたします。騎兵十個師団に匹ひつ敵てきする軍団があるとおぼしめせ。それが後退をしてみせる。どうなります？」

　きのうまで騎士の時代だったのである。この比ひ喩ゆはビショットにも直感的にわかる。

「……どうしろというか!?」

「すくなくとも後退はいけません。ウィル・ウィプスをひきよせる芝居はできますが……」

「フン！　ただちにそれをやれといっている」

「ドレイクがのりますか？　第一連合艦隊は、ゴラオンとの接触をはかる挙動をみせております。彼らがゴラオンと遭そう遇ぐうすると見えましたら、率先してゴラオンと対決することで、戦場の主導権をとるほうが得策かと……」

「なるほど……」

「そのとき、我が方とゴラオンとどちらが強力かが問題ですが、第一連合艦隊とて、我がゲア・ガリングがゴラオンとたいすれば、無視できますまい。あそこには、我が艦かん艇ていも二隻せき、健在でありますから」

「そのほうが、ドレイクを黙だまらせられるな？　わかった。政治向きのことはまかせろ。しかし、ショットをこちらに移動させることを口実に、トモヨの部隊も移動させるように要よう請せいしろ。ゴラオンが攻せめ入りそうだという情報をながしてでもだ！」

「偵てい察さつ部隊の報告からも、その気配は感じられます」

「わたしは、もうひとつやることを思い出した」

　ビショットは、言いざまアタフタとブリッジを出ていった。

　彼にすれば、ウィル・ウィプスを支し援えんするかたちを堅けん持じして、ゴラオンが出てくるまでは、なんとしても前に出たくはなかった。思いは、ドレイクとおなじなのである。

　しかし、戦場で果か敢かんであれ、という哲てつ学がくを否定する王でもないから、ルーザ・ルフトの居室にむかうあいだ、何度となく舌打ちをした。

「わたしは、ドレイクの口車にのって、オーラマシーン、オーラシップという現代的な機械に有頂天になりすぎた。戦場で優位にたつためには、性能差というものが必要だったんだ。なぜそれを配はい慮りよすることができなかったのかっ！」

　技術者たちが、そのような問題に関心をしめす暇ひまもないほどに、ただ建造させることを督とく促そくした自分の采さい配はいなどは忘れていた。

　よしんば、覚えていたにしても、そのような部分については、それぞれの専門家がいるのであるから、彼らがよろしく配慮しなければならない点であって、王たるものが配慮すべき問題ではない。

　王は、ほかにやることが山ほどあるのである。ルーザのところにいくのもそういうことなのである。




「おお、王よ！」

　作戦指令室にあがろうとする地上人トレン・アスベアが、タラップの下に顔を見せた。

　肌はだの色が、ビショットとそっくりな白さであれば、憎にくからず感じてしまう地上人ではある。が、いまは、それが癇かんに障さわった。

「ショットに、こちらに来るように要請せい。事情は、作戦司令のハベット・レッドレに任せてある」

「……!?　しかし……自分は、アの国から逃とう亡ぼうした身であります」

　唐とう突とつなビショットの命令は、トレンを配下の技師と考えているので、トレンは抵てい抗こうするつもりになる。

「そのお前が要請すれば、真実味が増すのだよ。あとは悪いようにせん。ここで、ゲア・ガリングの動きをまちがえたら、そちの身の処断などない。ともに死ぬるだけだからな？」

　その論理は飛ひ躍やくしていたが、トレンは、その瘦やせぎすで神経質な王の言葉を反はん芻すうして、考えてみれば、自分の立場に選せん択たくの余地がない、と思い知らされる。

「全ぜん滅めつを想定しているということでありましょうか？」

「そうだ。そうしたくないから、ショットのアドバイスを受けなければならない。おまえの能力も認めるが、ゲア・ガリングの威い力りよくは、まだお前ほど出ていないのだ」

「ああ……!?　なんとか……」

「そうだ。ともに死するには、まだまだ遣やり残したことがあるからな……ハッ、ハハハ……」

　ビショットが、長身のトレンの尻しりをたたいてタラップに追いやるようにするのは、トレンのどこか優ゆう柔じゆう不断な側面に、唾つばしたい思いにかられるからだ。

　が、トレンの技術的な指導がゲア・ガリングの竣しゆん工こうに有益であったことは、ビショットは認めてはいる。

　まだまだ、地上人がいるだけで、周囲の職人や工員たちの励はげみになるのだから、利用はするのだ。が、その後のことは、やってみてから考えればいいとするのが、現在のビショットの立場である。




「おお、直々のおでまし……なんと？」

　ルーザは、ビショットの姿に腰こしをうかせ、ルーザの相手をしていた婦人たちも、スカートの裾すそをはらって立ちあがる。

　ルーザ・ルフトは、数人の将官たちの妻といわれる者たちと、クの国の博物史について談話をしているところだった。

「お前たちは、退さがれ……お客人と話がある」

「は、はい……では、女王さま……」

　将官たちが戦場にひきつれる女たちが、正妻でないことは当然でも、妻とよばれるからには、彼女たちは無力ではない。ときに、人事についてなにかと面めん倒どうをおこすのが、この種の女たちである。

　ルーザは、この女たちと馬があうのか、ちょっと間があると、こうして何人かと、クの国の貴族社会の機き微びについて講こう釈しやくをうけたりしていた。

　ビショットが、それについて口を出さなかったのは、艦かん隊たいの中央にこのような社交の場があることを将兵たちにみせることで、ゲア・ガリングの威力を宣伝したいからである。

　五人の女たちは戦艦内であるにもかかわらず、ながいスカートで床ゆかの塵ちりをはくようにして退出していった。

「……姫ひめさまは？」

「さて……いましがたまで、トレン・アスベアという地上人となにやら話を……」

「そのことでな。彼にも具体的な働きをしてもらうことになった。これで、ようやく、トレンも己れの立つべき足場を得られましょう」

「お心こころ遣づかいに感謝いたします。トレンについては、ショットのしたで、ひとつ働き場を見み出いだせず呻しん吟ぎんいたしている様子でありましたので、この艦でトレンを見ましたときには、王のお心のひろさに感かん銘めいいたしました。オーラマシンの技術をふくらませてゆく時代には、新しい血が革新を生むものと信じておりますゆえに……」

「……いやいや、どれもこれも御おん身みの目の前で、敵を打だ倒とうしてからのこと。それについて、ルーザさまには、早々にウィル・ウィプスにお帰りいただいて、我がゲア・ガリングに、よい働き場をあたえていただきたいと考えましてな」

　慇いん懃ぎんであるが、ビショットの瞳ひとみには、狡こう猾かつな色が宿る。

「ハテ……？」

　この戦いがおわるまでここに居座るつもりでいたルーザは、そのビショットの物言いに、わずかに身を引いてみせた。

「ウィル・ウィプスと深く連れん携けいすることが、ラウの巨きよ大だい戦艦を駆く逐ちくする要かなめでありましょう……しかし、通信もならず困りはてております。そのことで、トレン殿どのにも働いてもらっております」

「ウィル・ウィプスとは、この地で合流する手て筈はずであったと？」

「……ラウも玩具おもちやをならべて戦争をしているのではござりません。聖戦士の働きで、ドレイク艦隊も萎い縮しゆくしているように見えましてな」

「女の身では作戦のことは、かいもく想像の埒らち外がいで……」

「……ハハハッ……なに、ゲア・ガリングがウィル・ウィプスの楯たてになってみせれば、見事、ドレイク殿がゴラオンを殱せん滅めつして、タータラまで抜ぬいてくれましょう。さすれば、クの国とアの国の連合は、ますます強化されるという道理であります。しかし、それがどこまでできるかと、当方の艦かん艇ていの不調ゆえ、別の手立てを行使するしかないと考えましてな……我が非力、お笑いください……。で、ルーザさまとリムルさまがお帰りになると知れば、ウィル・ウィプスもお出で迎むかえに出て、連合の絆きずなが深くなるではないか、と、そう愚ぐ考こういたしましてな？」

　ビショットのいつにない饒じよう舌ぜつの重さから、ルーザも、なにを要求されているのか想像はついた。

「……!?　わたしが帰ると申せば、ウィル・ウィプスは、オーラマシンの航こう続ぞく距きよ離りを無視してでも、戦場の第一線まで進出するとお考えなのでありましょうか？」

「ハハハッ……なんとも、ルーザさま。そのときには、我れらは、ゴラオンと交戦をいたしておりましょうから、ウィル・ウィプスの楯になれるかと……」

「フム……自信はおありか？」

「もちろん、戦場では初しよ手てが功名……。そして、あとは、ウィル・ウィプスに任せましょう」

「先妻を忘れられない王でありますぞ？」

　ルーザは、主語のない言葉をビショットに吐はくことによって、戦機がどのように動いても、自分の意思がビショットにちかいことを伝えようとした。

「御ぎよ意い……いざというときは、ルーザさまは、姫さまともどもゲア・ガリングにおもどり下さる手立てをこうずるも国のためかと……」

　さすが、ビショットは最後の言葉は、ひっそりと口にして、ルーザの機き嫌げんをとるようにした。真意は感づかれたくないからである。

　が、このビショットの要よう請せいに、その裏になにかあるらしいと感じられてしまうのは、やむを得ないことではある。

　ビショットは、自分がディベートの達人だと信じていたのだが、そんなこともできない自分に嫌いや気けがささないでもない。

「……ご配はい慮りよ、ほとほと感心いたします。やってみせましょう。よしなにな？　ビショット王……」

　ルーザもまた、そんな言葉を吐はきながら、自分はなんと口下べ手たなのだろう、と感じている。

　交こう渉しよう事をするっとやってみせるのが、自分の才能ではなかったのか、と自負していたからである。

　若い王と年増女の駆かけ引きがおわり、ふたりは、たがいにやってみてからのお楽しみにしようという合意の視線をかわす。

　と、

「……失礼いたします」

　リムルが、大人おとなたちの会話を待っていて、入室してくれた。

「おお！　リムルさまにあらせられましては、戦場の華はな々ばなしい光景をご覧になれず、飽あきてしまわれたのでしょうかな？」

「…………!?」

　リムルにとっては、このふたりがどのような話をしていても興味はない。ただ、ルーザのちょっと緊きん張ちようした気配に、なにか企たくらんでいたと感じるだけなのだが、それも、昔から知っている母の態度である。

「いえ、カラカラのような壮そう絶ぜつな山並を、オーラバトラーでよく飛んだものと感かん慨がいにふけっておりました」

「お父上のウィル・ウィプスとも接せつ触しよくできましょうから、戦いの前に、帰き還かんしていただくことになりまして、そのことをお母上にお伝えにきたところです……ハハハハッ……」

　いつ戦せん端たんがひらかれてもよいはずのときに、なんという発言であろうかと思いながらも、リムルは、大人の賢さかしさを了りよう解かいできるから、

『エレさまのゴラオンもちかいから、ビショット王は、あたしたちをこの艦かんから退たい避ひさせるおつもりか……』

　そう考えたときに、リムルはその言葉とはまったく別の視点から、この戦場をとらえることができた。

『ゴラオンが近いのなら、あたしを楯にすることも考えるはずだ。それを思いつかないということは、ビショット王にしても、母にしても、オーラシップのことをまるで知らないということだ。エレさまをゴラオンに呼ばなければならなくなったフォイゾン王とは、なんという違ちがいか……』

　リムルは、この大人たちに心底絶望して、母殺しなどは考える必要もないと思えた。

『……気の塊かたまり、どう働くかわからない。カットグラを恐おそれていたトレンのほうが、まだオーラマシンのことを知っていた』

　リムルは、ゲア・ガリングでショットの直属の部下であるはずのトレンと出会って、大人たちの行動様式の不気味さに驚おどろきながらも、その一点については、異い邦ほう人じんのほうが親しい存在に感じられたことが悲しかった。

　ビショットは、ルーザの手をとって挨あい拶さつのキスをしながら、

「……ルーザさまが、いつもどこにいらっしゃるかは存じていたいという思いを……おくみいただきたいのであります」

「厚いご口上、いたみいります」

　ビショットは、これでルーザがウィル・ウィプスに行っても、うしろから射たれるようなことはないだろうと思いながら、リムルにむき直って、

「姫ひめさまにあらせられましても、新時代の息い吹ぶきを全身に体験して、我れら周辺国家の安あん泰たいの絆きずなとなられますように、陰かげながらお祈いのりいたします」

「父と臣民のために、広いお心をいただき、ありがたく思います。ご武運を天と地の精せい霊れいとともに祈ります」

「ハッ……!!　おすこやかで」

　ビショットはおなじように、リムルの手の甲こうにも、挨拶のための形ばかりのキスをする。

　リムルは、ビショットの高いベルベットの帽ぼう子しをよけるために上体をかたむけて、そんなわずらわしいものを頭にいただかなければ、権けん威いを誇こ示じできない青白い王に眉まゆをひそめてしまう。

　そんなリムルに、母ルーザは、おや？　という表情を見せた。

　内向的だと信じていたリムルが、いつの間にか、大人の世界に足を踏ふみ入れていたのを意識したのである。
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「……わたしはこのように愚ぐにもつかない存在です。わたしのオーラ力がバリアーになっていたとおっしゃるなど、騎き士しバーンもお疲つかれのようですね？」

　アリサは、べつに自己卑ひ下げをしたつもりはなく、事実関係を言ったつもりだったが、バーンは、

「国家の民を思うアリサさまのオーラ力が、アの国の艦かん隊たいを守ることができたのです。そうとでも考えなければ、カットグラが、我が艦隊を殱せん滅めつできなかった理由など考えられません。アリサさまがご自身をそう評価なさるなら、別の力がバリアーになったのかもしれませんが……そうか、ジョクがアリサさまを感じなくても、カットグラが感じたということは考えられます……オーラマシーンでありますからな？」

「オーラマシン？」

「はい。ショット・ウェポンは、オーラマシーンの生体オーラ力ちからが原動力になっていると説明いたしますし、自分もそう感じますから、オーラバトラーが独自にアリサさまの存在を感じて、攻こう撃げきを手て控びかえたということはありましょう」

「それもまた大おお仰ぎような……。事物の関係性などは、その時々の因果関係でどのようにも変るもの……」

「変りますから……このお話はやめましょう。果てしがないようです……我が軍が占せん領りようした砲ほう台だいは各所にございますので、そのひとつに避ひ難なんしていただきます」

「それは任せますが、わたくしはここでもいいんですよ？」

　身近に大砲の弾たまの風切り音を聞き、直撃の猛もう威いも知ったので、アリサは、もうどうなってもよいと感じていたから、退避することに積極的ではない。

　ジョクが助けに来てくれたとしても、それを受け入れることなどはできないと思え、ふとバーンに聞きたいことを思いつく。

「……騎士バーンは、なぜジョクと戦うのでしょう？」

「……!?　ジョクとの戦いは望んではおりません。自分にとっては、戦いは家のためであり、オーラバトラーをつかうのがおもしろかっただけのことです。ジョクとの戦いなどは望むだけでも危険で、戦う意味もございません」

　バーンはそう言ってみて、自分が本当に感じていることをしゃべっていると思えて、言葉を継ついだ。

「……そうです。オーラマシンに魅み了りようされているのです。結局は、そのために戦場にいるのです。そして、オーラマシンを駆く使しして地上界に行くことができるなら、姫さまを地上界にお連れしたいとも欲望いたします」

　言葉のいきおいで、そう言ってしまった。

「どういう意味でおっしゃるのか？」

　アリサが、眉をしかめる。

「……ご無礼……。世界は広大である。僭せん越えつながら、それを学習していただきたいと考えるだけです」

「……ジョクの国、ショットの国でありますからな」

　アリサは、牽けん制せいのつもりでそう言ってみせた。

「いや、自分は、意図的に地上界に行ける方法が見つかれば、新たな生計をたてる道が見えるかもしれないと考えるのです」

「生計ですか？」

　アリサは騎士のバーンから想像のつかない生なま臭ぐさい話がでたと感じる。

「失礼、下世話な戯たわ言ごとをお話ししてしまいました」

「とんでもない。現実的な配はい慮りよ。すばらしいと感じます。退避の件、よしなに……」

「ハッ！」

　アリサの言葉をバーンは自じ嘲ちよう的に聞いたのではないかと感じる。退出する態度がひどくせわしかったからだ。それでも、アリサは、バーンに全部の感想を言えたと思えて、気持ちはサッパリした。
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　ゴラオンとラウの主力艦かん隊たいは、カラカラの北ほく端たんで合流しながら東に移動をはじめて、連合艦隊を横から衝つく進路をとりはじめた。

　そのブリッジで、可愛かわいらしい武者人形そのままに歩むのが、革かわ鎧よろいに身をつつんだエレ・ゴウである。

　子供なりの気品が威い厳げんになっているその挙きよ措そは、ブリッジの将兵たちに、この姫ひめを守れば国は安あん泰たいで、ひいては自分たちの家族も安心を手にいれられると思わせるものがあった。

「すまないな」

　ブリッジのフォイゾンも、思いは将兵たちとおなじである。自分の席の小机の書類から目をはなすと、城に帰してやれなかったことをまた謝っていた。

「とんでもないことです。わたくしひとりのためにオーラバトラー一機の戦力を割くことは、はばかられます」

　こ憎らしい口のききようであるが、そんな言葉がエレのはずむ声音にのってブリッジにひびけば、それがまた、将兵たちに守るべきものの確かさを教えた。

「戦争のことがわかりませんから、お教えください。望ぼう楼ろうの布団からハンラウゴの艦隊が、東に流れたというお話ですが、その後の展開はどうなるのでしょう？」

「ン……ゲア・ガリングがカラカラにはいった。儂わしは、これはウィル・ウィプスを追って東に移動するとみた」

　フォイゾンは、書類の束の上の紙に簡単な略図をえがいて、エレに説明する。

「はい……ハンラウゴは、ウィル・ウィプスと合流するのですな？」

「そうさせては、いけないかな？」

「……わかりません。まとまれば敵の力が強力になりましょうが、逆に、お爺じい様さまが叩たたくのも一度の戦いですむわけですから、いいのか悪いのかは、わかりません」

　エレは、フォイゾンの手元をのぞくために爪つま先さき立っていて、その光景は、祖父が孫まご娘むすめに単語のスペルを教えている光景そのものに見えた。

「ビショットという王は、オーラマシン建設とか内政の手しゆ腕わんをみるとなかなかでな、一ひと筋すじ縄なわではいかんということだ」

「ドレイク王とは、仲良しなのでしょうか？」

「連合はするが、どこまで手をとりあうかは知れんような王ではあるな」

「ああ、ならば、お爺さまとも手を組むような方でありますのか？」

　聞き耳を立てていた将兵たちから、失笑にちかい複雑な笑いがおこった。子供が推量するような話ではないからなのだが、それだけではない。常識をもった大人おとななら絶対想像ができないようなことをエレが口にしたからである。それは、事態に対処するうえでは重要な視点になる。

　ビショットがひたすら軍事同盟を堅けん持じするような王であれば、現在目の前にしている敵艦隊は強大な敵に見えるのだが、エレが指し摘てきするような王がひきいる艦隊であるなら、戦うにもよゆうがもてる。

　どこかを衝けば瓦が解かいするかもしれないと思える艦隊と、一枚板の艦隊との違ちがいは、対するものにとっては、雲うん泥でいの差になってうつるものだ。

「ハハハ……。そうであれば、苦労はしないが、それはないだろう。ビショット王は、ユーロ地帯の南に野心はもっても、ラウのような北に目をむける気はない王である」

　フォイゾンは、エレにわかるように概がい略りやくを話しながらも、ブリッジ全体の雰ふん囲い気きがなごんでいくので、満足である。こうでなければ、前代未聞の空中での艦隊戦は、戦い抜ぬけまいと感じる。

　肉体の力押おしや素人しろうと集団の歩兵大隊を駆く使しするかつての戦争であれば、恫どう喝かつで兵を采さい配はいしてすんだろうが、空中での機械戦という様相は、ただ恫喝だけでは、将兵は萎い縮しゆくしてどんなミスを犯すか知れたものではないのだ。かつての戦争でのミスは、一戦せん闘とう大隊の殲せん滅めつですんだかもしれないものが、ここでは艦かん艇てい一隻せきが沈しずむのである。

　その戦力とそれをささえた経済力は、歩兵と騎き馬ば大隊の比ではない。

　冷静沈ちん着ちやくに臨機応変であるべきで、あらゆる因習に縛しばられた判断では、まちがうと感じている。

　フォイゾンは、それをミィゼナーのクルーから教えられたという実感があった。ニーのような古典的な騎士気質を持ったものと、わけのわからない地上人との連れん携けいに、である。

　フォイゾン自身、物事を簡略に総そう括かつすることが、新しい視点を手に入れることになり、物事の核かく心しんを知る手段にもなると感じていたので、エレを相手に話をすることが、無む駄だではないのだ。

「ビショット・ハッタがそのような王なら、ドレイク王を抜くことを考えるのですね？」

　その一言は、前の言葉以上に、ブリッジの将兵を湧わかせることになった。それは、空想にしても、現実的で、フォイゾンの考えを一点に固定する力があった。

「そうだ。連合をしているが、ビショットにとっての本当の邪じや魔ま者は、ドレイク・ルフトであるな。ラウは地政学的にもクの国の障害になっていることは一切ないのだからな……ゲア・ガリングの動きが見えた……作戦参さん謀ぼうをよべ」

　その決断によって、参謀本部と作戦指令室の反対をおしきって、フォイゾンは、望楼の布団の線上に、二艦の艦艇とそのオーラバトラー隊をのこすだけにして、のこりの七隻の艦艇のすべてをゴラオンに追従させて、東に移動を開始した。




　そのおなじ頃ころ。

　アリサの短たん剣けんをうけたあとも、平静をよそおっていたドレイクが、はじめて将兵の前に苦虫をつぶした顔をみせていた。

　ドレイクの眼前では、オーラバトラーの十機あまりの編隊が、いましも西の空にむかって舞まい上っていったからだ。その戦闘集団には、ピンクの機体もあった。

「……ルーザさまとリムルさまのマシンは、まもなく……」

「アイリンを第二連合艦隊の前に出せ」

「ハッ……」

　ドレイクはそれだけ命令すると、作戦指令室におりていった。

　ビショットがルーザとリムルを送り届けるという通信を、いくつかの艦を中ちゆう継けいした無線でうければ、ウィル・ウィプスは、その位置をゲア・ガリングに報しらせるしかなかったのである。

　そのために、ウィル・ウィプスは急きゆう遽きよ、第二連合艦隊のうしろにつけて、ルーザを待つことにした。

　となれば、ドレイクは、クの艦隊が擁ようしているオーラバトラー部隊をゲア・ガリングにもどすことに同意しながらも、ショットを送ることは拒きよ否ひして、クの二隻の艦艇にはそれぞれ二機の直ちよく援えん機きをのこすだけにさせて、質しちにするかたちにしたのである。

　ショットの召しよう喚かん依い頼らいについては、無線を中継する間に、トレン・アスベアが要よう請せいしていたという最後の一行が消えてしまって、ウィル・ウィプスでは、トレンの存在は認識されることがなかったのだが、どのみち、これらのことは余分なことではある。

　それでも、ドレイクは、ラウの主力艦隊にたいして、いかにゲア・ガリングを楯たてにする位置にたてるか検討させるのである。

「……ビショットが調子にのって、第一艦隊とともにゴラオンと戦う保証はない。しかし、我が艦が、ゴラオンの前に出ることは、万が一にもしてはならん」

　しかし、ウィル・ウィプスが不時着をよそおうというような姑こ息そくな手段をつかう時期でもなかった。

「高々度で待機しかありますまい。四千五百メートルまでが限度ですが、そうすれば、どうにでも対処できます」

　若い作戦士官たちは、そう進言してくれた。

「そうか……士気に影えい響きようをあたえたくない。高度をとるポイントは研究するように……」

　ドレイクにとって有利なことがあるとすれば、アイリンの偵てい察さつ飛行のおかげで、ゴラオンの発進位置を特定できていたことである。

「女王さまとリムルさまが、帰き艦かんなされました」

「よし……」




　ルーザとリムルのオーラマシンがウィル・ウィプスにもどると、ドレイクは、ふたりの労をねぎらって、

「……ゲア・ガリングは素す晴ばらしいものだろう？」

「ウィル・ウィプスほどではございませんが、横よこ幅はばのある二層になった船体が空を浮うきすすむというのは、奇き妙みようにおどろおどろしいものです。オーラマシンの数十倍もするというオーラシップの威い力りよくには、人々は頭を垂れてしまうものであります」

「そうだろうな。リムルはどういう印象をもったのか？」

「はい、横長のものが前進する。オーラマシーンの攻こう撃げきを考えて、横幅をとったのでしょうが、運動性が良いとはとうてい思えませんでした。が、母のいうとおりです。人々を恫どう喝かつする力をもっていると感じました」

　リムルは、ウソをつかないていどの話をするだけだったが、それでも、戦いを身近に感じた姫ひめの口から、戦術的な観点の意見が聞かれて、ドレイクは、リムルは苦労をした姫で、オーラマシーン時代の世代が主権を握にぎる日もちかいと実感した。

「性能などはわかりませんが、ま、いつもながらのビショットさまのやりようというところでございますな」

　ルーザはシラッとこたえたのだが、その反応こそ、ドレイクに、ルーザの腹の怪あやしさを感じる。

「ま、詳しよう細さいは武官からきいているが、ふたりがいうとおりの艦であるようだ。心強いものだ」

「あの……」

「なにか？」

「お義姉ねえさまは、ラース・ワウにお帰りになったのでしょうか？」

　リムルは、擬ぎ態たいを演じる夫婦のあいだにはいることが辛つらくなったので、場をとりつくろうつもりで、そう口にした。

「その予定で、バーンに預けた」

「騎き士しバーンに……？」

「ほう、それは心強いご采さい配はいで……」

　ドレイクは、そんなルーザの世辞には耳を貸さずに、

「戦気が熟している。お前たちも、ラース・ワウか生まれ故郷のウルにひきとるがいい」

「とんでもございません。わたくしは、おそばにおつかえいたします」

　ルーザにかすかに気色ばむ気配があったが、それ以上の意志をひけらかすことをしないのは、ビショットにあしらわれたのかもしれない、という意識があるからだろう。

「戦せん艦かんに奥おくと娘むすめがいつまでも同乗しての戦いでは、世の物笑いの種になる」

「……家臣が厚いのが、ラース・ワウの宝でございます。後こう顧この憂うれいはございません。なにより、ウィル・ウィプスからわたくしと娘が、いっしょに出ていったとなれば、将兵へのしめしがつかないのではありませんか？　ウィル・ウィプスは、不ふ沈ちん艦ゆえに王家の家族までが同乗いたしているということが、将兵に安心をあたえることになっているのですから。国民にも王の自信をしめす善き宣伝になっているのではありませんか？」

「機械の手配はさせておく。戦争はどうなるかわからんものなのだ」

　ドレイクは、ルーザの長舌につきあう気はなかった。バサッとマントをひるがえすと背をむけた。

『ツゥッ……!!』

　アリサの短たん剣けんをうけたときの傷の鈍どん痛つうが、ルーザとリムルと話をしたからだ、と言っているようだった。その痛みが恨うらみからであろうとも、直接肉親の意志をうけたものであるから、ドレイクには、ルーザのように口先を弄ろうするものより確かな激げき励れいに思えた。

　痛みでさえもそう思わせるのは、切ないことだ。だからこそ、その痛みは、怒いかりにも転化するのである。

『……権勢をもってして、我が身の覇はをかざるしかない……』

　こういう言葉で表現するしかないのが、ドレイクの胸中である。




「戦場の渦か中ちゆう……王も緊きん張ちようしておりますなぁ……」

　ドレイクを見送ったルーザは、ドレイクの孤こ独どくなどは想像もせずに、リムルに帰城のしたくをしておくようにと言いつける。

「はい、お母さま……でも……」

　そのリムルの逡しゆん巡じゆんに、

「なにか？」

　なにか言おうとするリムルに、ルーザはめずらしいものを見るようにした。

　ラース・ワウにきて以来、リムルは、自分の意見らしいことを口にすることのない姫になっていたからである。

「……王はあのようにおおせられましたが、できることなら、お母さまもこの戦争、新時代の息い吹ぶきを象しよう徴ちようしている戦争を、お身体からだで体験なさることは、ビショット王もおっしゃるように大切なことだと感じます」

「リムル……お前もそのように己れの考えを口にできるようになったとは、母は知りませんでした。ドレイク王もそなたの成長を知れば、納得なさるであろう。お伺うかがいいたしてみましょう」

「はい、お母さま。どのようになってもよいよう、したくはいたしておきます」

「そうなされ……」

　ルーザは、侍じ女じよとともに退出するリムルを送りながら、

『ま、帰き還かん用のドメーロにのせられても、将兵たちを威おどして、ウィル・ウィプスを視界にいれる空域にいれば良いことよ』

　ルーザは、ビショットの最後の言葉を、忘れかけた乙女おとめ心の思いをかりたてる言葉として受けとめていたのである。

『賢さかしいだけでは、人に愛されることはない……』

　リムルは、ルーザの言動から、母は、人民を苦しめる政策をとるような種類の女王と感じるだけだった。

『……わたしと母のまわりは戦場になれ！　そのなかで、母は死ね！　あの女の血を受け継つぐわたしも死ねばいいっ！』

　いまのリムルにとっては、ジョクが荷担し、エレが乗るゴラオンの勝利こそ正義であり、義理の父であるドレイクに、敵のゴラオンの概がい要ようをかたらない罪を軽くしておきたいために、ルーザ殺しを念じ、自分を殺すことも心底願った。







　14　チャムが飛ぶ







　ドレイクの第二連合艦かん隊たいは、ゴラオンと並進する第一連合艦隊と接せつ触しよくしようとして、カラカラの北東のフットラムト盆ぼん地ちに侵しん入にゆうしていた。

　そのころ、第一艦隊におくれだしたゼイエガと二隻せきの艦かん艇ていは、その盆地のはるか西南に高度を低くして飛行していた。

　ゼイエガのバーンは、アリサを退たい避ひさせる場所をフットラムト盆地を遠望する砲ほう台だいに見つけたのである。

『……ジョクから離れてしまう……』

　そんな思いにかられながらも、アリサは、ゴラオンから抜ぬけ出した意味もなくなってしまった今、カラカラの山さん塊かいで人知れず暮すのもよいと覚かく悟ごした。

　山頂がたいらなために、〝クグラスの皿〟とよばれる砲台は、二日前まではラウの軍がつかっていたもので、敵兵の死体のかたづけがおわったばかりだった。その砲台の南側のドレイク艦隊が侵しん攻こうしてきた方位は、補給物資の堆たい積せき場に化していた。

「ここは、もう戦場になることはありますまい」

「……フットラムトの盆地でオーラバトラー戦がはじまるというのが、もっぱらの噂うわさでありますが？」

　山並ひとつを楯たてにするようにしたクグラスの皿の破は壊かいされた砲台のトーチカからは、アリサのいう盆地が遠望できた。

　集落ひとつない平へい坦たんな岩地の半分は霞かすみのなかにあって、自然の驚きよう異いといった景観を見せていた。

「戦場は流動的でありますから、ないとは申せません。しかし、最悪、ラウの軍が押おしかえすようなことがあったにしても、この方面からということはありますまい」

「ありがとうございます。騎き士しバーンのお心こころ遣づかいには感謝いたします」

「いや……前ぜん哨しよう戦は盆地でありましょう。艦隊戦は、盆地をぬけたレンの海側でおこなわれるというのが、作戦指令の見方です」

　バーンは、ちょっと饒じよう舌ぜつになっていた。気持ちが高こう揚ようしているなか、アリサがあまりに柔じゆう順じゆんで、人妻の匂においを感じさせないからだ。

「では、おちつきましたら、お迎むかえに上ります」

「ご武運を」

　砲台の警備についた部隊の兵に左右を守らせたアリサに背をむけてから、バーンは、どこか浮うき立つ自分の気持ちに戸と惑まどっていた。

『……なんだ？』

　頭のなかであえて疑問符ふを設定しながら、瓦が礫れきのあいだに突つき立っている敵兵の脚あしの一本を目にして、冷静になろうとした。

『そうか……』

　バーンは思い立つと、この砲台跡あとを補給基地にすることを任されている部隊の隊長のもとに行った。

「……騎士バーン、ゼイエガに弾だん薬やくは補ほ充じゆうさせたが、装そう甲こうの補修は無理だぞ」

　ゼイエガの作戦司令のストラド・スケンソンが、ゼイエガの船腹を背にして、砂さ塵じんが吹ふきあがるなかで、しわぶき声を出した。

「やむをえんでしょう。騎士ストラドは、アリサさまのことをどうご覧になりましょう？」

「あン？　貴公とのことか？」

　バーンを見上げるようにしたストラドは、生き真ま面じ目め一方の頑がん固こそうな目をむける。

「そういうことではありません。どちらかといえば、アリサさまは質しち、人質であります」

「ま、そうだ」

　ストラドは、そのバーンの言葉に納得しながらも、足元の傾けい斜しや地で、崩くずれたトーチカをかたづけているために上がる砂塵に、口をふさいだ。

「……恬てん淡たんすぎると感じませんか？」

「フム、なにがあったかしれんが、まあ、そうだな。しかし、あんなものだろう？」

「姫ひめは……ルフト家の直系であります」

「……なにを考えているんだよ。バーン？」

　ストラドの顎あごが、バーンの腕うでを叩たたいてきた。

「なにも考えておりません。ただ漠ばく然ぜんと大事にしなければならないお方ではないか、と……そう感じるのです」

「その懸け念ねんを抱いだけば、恬淡すぎるのは気になるか……騎士ドラワド！　ドラワド隊長！」

　ストラドは驚おどろくように声で、一方に呼ばわる。

「なにか？」

「ちと頼たのみ事がある」

　マントも煤すすけさせた騎士ドラワドに、ストラドは肩かたをよせると、

「内密である。他言無用……いいか？」

　そのストラドの低い声に中年の盛りという騎士ドラワドが、バーンの目の色もうかがうようにする。

「……ともに領地を接し、この戦いで年代をこえて絆きずなを深めている騎士である」

　バーンのこのような言い方こそ、共きよう謀ぼう者をもとめるという常じよう套とう句である。

「……ご遠えん慮りよできないものか？」

　当然、ドラワドはそう言う。

「アリサさまご本人に、ご本人のことと知られずに為なさなければならんことだ」

　ストラドのその巧こう妙みような言い廻まわしは、まさに、どうなるか知れないバーンの意図にも、場合によってはのるという意志表示である。

「アリサさまご本人のこと？　それで……？」

「アリサさまにはいろいろあったことは、御おん身みも知ってのとおりだ。なにがあるやもしれん。通常の警備というのでは心もとない。そこのことを心得てな？」

「ハア……聖戦士が奪だつ還かんにくるとか……？」

「そうではない。アリサさまとて見み栄えも外聞もある。護身用のものだって持っていらっしゃるかもしれん。それを取り上げる手立をつくせということだ」

「ああ……！」

　隊長はようやく納得して、ひとつの秘密を託たくされたことに、より生気ある顔をストラドとバーンにむけて、

「女共がおりますゆえ、甲か斐い々が々いしくお守りいたさせましょう」

「頼む」
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　ビューン！

　それは一本のフレイ・ボンムの火か炎えんの音に聞こえたが、もっと重く厚かった。それが、束から拡散して、十数をこえる筋になる。

　ザウッ、ザザザ!!

　飛散するように回かい避ひ運動をとるオーラバトラー部隊もまた、束になったフレイ・ボンムにおとらず整然とした運動を見せた。

　しかし、ドブッ！　ボウッ！　と、フレイ・ボンムの筋に触ふれたオーラバトラーが一いつ瞬しゆんにして、火球を膨ふくらませ、その爆ばく煙えんはフレイ・ボンムの火勢で四方に散る筋になった。

　と、拡散して飛ひ翔しようしたと見えたオーラバトラー部隊に、頭上から襲おそいかかるオーラバトラー部隊があって、つぎの瞬間、オーラバトラー同士の空中でのフレイ・ボンムの射うち合いになった。

　無数とはいえないまでも、空域のそこここに短くするどい火線がきらめき、ときにして、落下する物体が長く黒い煙けむりの尾を虚こ空くうにえがいていく。

　二分と時間はかからなかった。

　十をこえる煙の筋が、乾かん燥そうした鋸のこぎり状の岩といった大地につきささり、それが煙の柱になりながらも、その煙もまたわずかな風で幕状にひろがっていく。

　ケントッドの鋸のこぎり岩いわと呼ばれる一帯は、地名のとおりギザギザの岩をならべたてたような特異な一帯である。

　その鋸岩からたちのぼった煙柱が拡散するころには、その空域のオーラバトラーの姿は、四方にきえて、静せい寂じやくが支配するかに見えたのだが、しかし、一方の稜りよう線せんからオーラシップの轟ごう音おんがわきたつと、ラウの艦かん隊たいがその実体を虚空に晒さらした。

　この五隻せきほどの艦隊こそ、ゴラオンの前に位置する主力艦隊である。

　しかも、この空戦によって、アとクの連合軍は、ラウの主力艦隊の数が予想以上であることに驚きよう愕がくをした。

　さいわいなことがあるとすれば、この空戦は、バーンが予想したとおり、フットラムト盆ぼん地ちより北のケントッドの鋸岩地帯で行なわれたことで、強力な艦隊であっても、クグラスの皿に接せつ触しよくすることはないだろうということである。




　ミィゼナー麾き下かの陽動と先せん鋒ぽうをつかさどる四艦は、この主力艦よりは南寄り、すなわち、クグラスの皿をかすめるようにして、この主力艦隊と共同戦線をはる位置につけようとしていた。

　クグラスの皿を発進したバーンのゼイエガは一艦のみで、その四隻を追うようにして、第一連合艦隊と第二連合艦隊のあいだにはいろうとしていた。
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　鋸状にみえる岩山のあいだをぬうように飛行するミィゼナーは、艦形がちいさいだけに機き敏びんで、後続のラウの三隻はおくれがちだった。

　そのため、ハンラウゴとグッタム、ヘグタムは、ミィゼナーより高度をとって、槍やりのような岩山の頂きを回避しながら艦形を維い持じしていた。

　あと一息で、グラナダスの斜しや地ちとよばれる広大な傾斜地にたどりつくはずである。

　傾斜地とはいっても、山頂が平らにみえる山さん岳がく地帯の全体的な印象が、レンの海の方向に傾斜して見えることから、そう呼ばれているだけである。

「左さ舷げんに、閃せん光こう確認！」

　ブリッジのドームから顔をつきだしているのは、対空砲ほう台だいの部隊をまかされているムーラン・ソーである。

　彼の部下は、対空砲火の修理にかかりっきりで、ジョク以下のパイロットも発進前の最後の用意にいそがしくて、ブリッジにあがってはこれないのだ。

　操そう舵だ輪をにぎるキーン・キッスは、監かん視しどころではなく、ひたすら、グラナダスに急行することに専念して、船体を岩にぶつけない操船に集中していた。

「……船首部の損傷のおかげで、首が振ふられているようだな」

　ニー・ギブンは、メトーから新しいメモをうけとりながらも、キーンを慰なぐさめるような言葉をかける。

「癖くせはのみこみましたから、大だい丈じよう夫ぶです」

「さすがだ……ジョク！　オーラバトラー部隊へ！　ハンラウゴのほうは、オーラバトラーを出すぞ！　そっちはどうだ!?」

　ニーは、伝声管に怒ど鳴なりつけるようにする。

「……もうすこしまってくれ。全機が被ひ弾だんして、手間がかかっている」

「それをなんとかさせるのが、ジョクの仕事だろうが！」

　艦長らしい怒鳴り声もこれで最後かもしれないと思うと、ニーは腹がたった。

「艦長！……オーラバトラーを出すまで、下に降りていてもいいですぜ？」

「あ……!?　キーンやメトーがいる」

　ニーはムーランの声に、メトーを振りあおいで、まったくちがう心配をした。

「いいですよ。あの娘むすめたちは、まだ生娘でしょうが？」

　そういうときのムーランは、さすが、上体をかがめて囁ささやくようにする。

「そうか……？　そうだな……頼たのむ。すぐに呼びかえしてくれてもいいぞ」

　ニーは、キーンとメトーを見やりながら、椅子いすから飛びおりていた。

「……嫌いやな言い方！」

　メトーが背後の監視をしながらも、ムーランに言った。ちゃんと聞いているのだ。

「いまにわかるさ。戦争はな……こういうオーラシップの戦争というのは、まだよくわからんが、ひとつだけ覚えおけ。キーンもな！」

「はい！　なんです？　おじさん」

　キーンは前方を注視したまま、またひとつの岩山をすり抜ぬけさせるように、操舵輪をつかう。

「若い奴やつらは、騎き士しにたいする口のききかたも知らんのか！……いいか!?　戦争というのは、最後までつきあうことはないんだ。どこかで、自分たちの部隊の戦いがケリがついたらしいとわかったら、さっさと逃にげるんだ。どこでもいいから、まっすぐにな！　そして、とりあえず気があった男を見つけたら咥くわえこむことだ」

「そんなタイミング、わかるわけないじゃないですか！」

「とりあえずの男っていうのは、嫌ですよ！」

　ふたりの女は、別のことで同時に文句を言った。

「たしかにタイミングを見るのは、オーラシップでは難しいんだがな。ともかく、そうするんだ。軍全体の勝敗がどうのと気にしていたら、そこで死んじまう。それでは、せっかく女に生れてきた意味がないだろうが!?」

「ムーランの話を聞いていると、いつも男と女のことばっかり！」

「わたしはこれでも二、三人の男とは、気持ちいいことしていますからね！」

　キーンとメトーが、キャンキャンと吠ほえる。

「まだまだなんだよ。お前たちは……キーン、ちょい上じよう昇しよう！　下に岩だ！」

「わかっていますって！」

　ミィゼナーは、また岩山のひとつを越こえて、後続との距きよ離りをあけてしまった。




「どうしたんだ？」

　オープン・デッキにおりたニーは、南ナン京キン袋ぶくろを手にしたマーベル・フローズンが、整備兵のあいだを勢いよく走りまわっている姿に、啞あ然ぜんとしたが、マーベルもオーラバトラーの機体の陰かげにとびこんでいき、その陰にいるだろう兵と怒鳴りあっていた。

「どうしたんだ」

　カットグラの足まわりを飛びこえて、マーベルを追おうとしたニーは、カットグラの足の装そう甲こうをチェックしていたキムッチ・マハに聞く。

「ホラ、嚙かみつかれちゃったんです」

　キムッチは、油で真まつ黒くろになった左指を、ニーの前につきだしてきた。

「チャムがか？」

　その間にも、マーベルの声が、奥おくの予備のカットグラのほうに移っていった。

「身体からだの調子がよくなったと思ったら、こんどはヒステリーで、殴なぐったり蹴けったりしてっ！」

「マーベル！　放っておけっ！」

「この大事なときに、みんなの邪じや魔まをするのを放っておけますか！」

　南京袋の口を手にしたマーベルが、ニーの前に飛び出してきて、

「ジョク！　そちらにっ！」

　マーベルの視線を追ったニーは、オープン・デッキの天てん井じようスレスレに飛ぶチャム・ファウの飛行速度の早さに、あれ？　と思う。酒に酔よった人が、勢いにまかせて走っているような雰ふん囲い気きがあった。

「ジョクはどうしたんだ？」

「ソトロウ機のコックピットです」

　マーベルが、ソトロウ機の足元に走りこんできた。

「どういうんだ？」

「だから、異常だと……」

　ダッサ・コランザンに声をかけようとして、ニーは、マーベルのあわてぶりと、自分の機体の掌てのひらの上で、チャムのほうに身構えているソトロウ・レストラーマの姿に、口をつぐむ。

　チャムは、吹ふきこむ強風に負けるようには見えなかったが、ヒョイとターンをすると、また整備デッキに飛びこんできた。

「……カッ!!」

　ソトロウの背後で、硬こう質しつな気合がはじけると、チャムの身体がクチャッとなって、ソトロウのほうによろけた。それをソトロウが受け止めはしたのだが、こんどは、ソトロウの身体が吹きこむ風にあおられて、ドウミーロックの掌の上で大きくよろけてしまう。

「ウワーッ、とと……！」

　コックピットから飛びだしたジョクが、ソトロウのベルトをつかんで、コックピットのほうにひきこんで、事なきを得る。

「どうしたの!?」

「気合をつかった。気合術で、チャムをとめた」

　説明しながらジョクは、チャムの身体をソトロウからうけとると、そのままコックピットにもぐりこんでいく。

「どういうことなんだ？」

　ニーは、マーベルの腰こしを押おし上げるようにして、タラップをあがることができた。

「……気配、つまり戦場の気を感じたんでしょうね。チャム……」

「そうなのか？」

　ニーは、コックピットにすわってチャムを抱だいているジョクを覗のぞき込む。

「……チャム、大だい丈じよう夫ぶだ……みんながここにいるんだぞ？」

　腕うでのなかにチャムを抱いてあやすようにしながら、顔をあげたジョクは、

「どうもな……戦場全体に物ものの怪けがいると感じているらしい……ぼくには、チャムの感覚が伝染しているらしくって、それで、気合で制止できたようだ」

「そういうこともありましょう。このフェラリオと聖戦士殿どのの生理は、同調しているようだ」

「おれとだって、そういう部分はあった」

　ニーのうしろから上ってきたミハン・カームが、ソトロウの言葉をうける。

「フェラリオに、そういうことがあるのでありますか？」

　ダッサの怪け訝げんそうな顔が、ミハンの下から覗きこんでくる。

「あの子は、感知能力というのがあるんだ。俺おれの第二の目になってくれて、助かったんだぜ」

　アリサとリムルとの逃とう避ひ行こうをしたミハン・カームの説明は、フェラリオに偏へん見けんのあるコモン人には、まだ受け入れられるものではない。

「……なに……？　もう怖こわくない……？」

　ジョクが、チャムを抱きあげたので、コックピット前にいる一同も、クタッとしたチャムを覗き込む。

「いろんなのがいるみたいだけど、行きたいな……ここにいたいんだけど、行きたいな……」

「クスタンガにか？　ひとりで帰れるなら、そうしてもいい……でも、ミィゼナーで送ることはできないぞ？」

「そういうことじゃないよ。みんなとこうしていたいけど……姫ひめさまに会いたいんだ」

　ジョクは息をついて、ソトロウから、ニー、マーベル、ミハンまで見やって、

「騎き士しダッサ、このフェラリオには、戦場にいる人々の動きが見えるようです。巨きよ大だい戦せん艦かんが動き出して、この戦場は、オーラのゆらめきのなかでの戦いになるようです」

「フム……？　フェラリオまでが関係しているのか？」

「そうです。そうでなければ、カットグラがつかう剣けんが、あのような性能を発揮するわけはなかった……」

　ジョクは、そのあと推測論をいうのをさけるために、チャムを覗き込んで、

「だったら、チャム、みんなに会いに行けばいい……お前の好きにするのが、一等いいことなんだ」

「でも、その身体で、そんなことできるわけないんじゃない？」

「そうだ。チャムには、ミィゼナーが結界のように働いていたんだぞ？」

　怪訝そうなマーベルに、ミハンがチャムに言いきかせる。

「……わかるが……チャム、どうする？」

「ちょっと行ってくるわ。行けるよ」

　チャムは、ジョクの腕につかまるようにして上体を起こすと、革かわ兜かぶとの上を両手でたたいてみせた。

「水は飲んでいけ……みんなが、この戦場にいるんだな？」

　ジョクは、ソトロウのつかう水すい筒とうから水を用意してもらいながら、訊きいていた。

「ここにいる……ちかくにいるみたい……エレ、元気……アリサもいる……リムルも……」

　言いかけながら、チャムは水筒のキャップの水を口にした。

「そうか……」

　そういうジョクの目に悲ひ壮そうな色が一いつ閃せんしたのを、マーベルもニーも見み逃のがさなかったが、

「みんなが上手にいくといいのにね……！」

　と、チャムは口を拭ぬぐえば、

「うまくいくさ！」

　と、ジョクは応じてみせたので、チャムは、羽根をピンと左右にひろげてみせたので、ニーとマーベルは、ホッと息をついた。

　チャムは、深呼吸をしてから、「へへへ……」と声にならない笑い顔をみせて、フワッと浮ういた。







　15　天てん秤びんの錘おもり







　作戦室で、ビショット・ハッタがすわる中央のテーブルには、現在の艦位置ポイントを中心にした地図があり、それぞれの艦かん艇ていの位置が数種類に色分けされた玉をつけた針でしめされて、数個の電球の光のなかで、鮮あざやかにうきでていた。

　テーブルの周囲には、十数人の士官たちが、いざというときのためにつかう懐かい中ちゆう電灯をならべて、手元のメモから読み取った情報を針の頭にはりつけたりしていた。

　テーブル上の地図と対照できるように、正面の壁かべには東西のユーロ地区の全体図がかかげられて、そこからは何本かの染め上げた紐ひもが、テーブル上のポイントにつながったりしている。

　その紐のむこうから、

「トモヨ・アッシュ、参りました！」

　その声にビショットが顔を上げると、地図のむこうの暗がりのなかから現われた長身のトモヨが、壁の地図とテーブルをつなぐ紐の下をくぐってきた。

　テーブルを凝ぎよう視しし、背後の通信兵たちのメモを届ける兵士たちが、いっせいにトモヨの姿に見み惚とれてしまう。

　上首しゆ尾びの戦果をあげる女騎士、ではなく、女パイロット。アの国のガラリア・ニャムヒーを凌しのぐパイロットの登場となれば、作戦室という密室から出られずフラストレーションに陥おちいっている将兵にとっては、一服の清せい涼りよう剤ざいになる。

　だいたい、この部屋にパイロットがはいることはなかったし、作戦展開図を見て、名うてのパイロットがどういう反応をみせるのか、というひそかな期待とともに、反感もないまぜになって、王とトモヨの会話には聞き耳をたててしまうのだ。

「ハッ、ハハハッ……戦場がまとまってきたと見るので、嬉うれしいな？」

「御ぎよ意い……」

「ン……なんだ？　なにが問題なのだ？」

　テーブルの地図を睨にらみつけたトモヨが話にのってこないので、ビショット・ハッタは首をのばして、しゃくり上げるようにした。

「ラウの主力艦隊とゴラオンを二分にすることができなかったのが、残念です」

「そのとおりだが、これはこれで良いではないか？」

　パイロットごときに、ドレイクとの駆かけ引きのことなど説明する気はないビショットは、ただ上機き嫌げんにしてみせて、将兵たちの士気を阻そ喪そうさせないようにしているのである。

「ゴラオンは、あれですか？」

　トモヨは、テーブル上の針金の輪をぶらさげた小旗のひとつを顎あごでしめした。

「そうだ。あの表示と現実との誤差は、どのくらいと思うか？」

「旗の竿さおにつけた糸がぶらさげている針金の円が、誤差をしめしているなら、甘あまいようです。もっとうしろでしょう」

「そうか……とすると、ゲア・ガリングが前に出すぎて、おまえは怒おこっているのか？」

「これでは、すぐに、聖戦士に捕ほ捉そくされます」

「怖こわいのか？」

「パイロットは生き死にをかけています。巨きよ大だいな戦艦のこの部屋は、暑くもなく涼すずしくもない。しかも、すわりっぱなしで、戦場の空気がないところで作戦の指令をする。反へ吐どがでます」

「だから、お前の意見を聞こうというのだろう？　ハッハハハ……」

　ビショットにすれば、こういう無ぶ頼らいな言葉を貴族出身の士官たちに聞かせておきたいのだ。

「王ひとりのお心こころ遣づかいが、すべてに行き渡わたらないのです。それが人の集りであるということは学びましたが……もうひとつ怖いものがあります」

「おだやかでないな？」

「……アイリンという女戦士です」

　トモヨが、あえて女戦士といったのは、彼女の時代感覚である。

「お前とおなじパイロットだろうが？」

「騎き士しバーンも一目おいています。自分が第二連合艦隊にいたとき、いつも背中から押おされるような感じがしていました。それが、その女の存在のためだったのです」

「アイリン……？　ディーモッシュのバーンをも脅おびやかしているのか？」

　ビショットは、かたわらの士官に訊く。

「ディーモッシュ・タイプは一機だけです」

「ガルガンチュアだよ。脳天気なことをいうんじゃない」

「ファイルにはない呼こ称しようです」

　トモヨの叱しつ責せきに、作戦地図の前の士官は戸と惑まどったような顔をみせて、手元のファイリング・ノートをバタバタとめくってみせた。

「手元の資料にない現実は認めようとしない士官など、温室の草木同然。それが作戦を計画して、われわれを戦わせる。この現実は無残すぎます。この格差を埋うめていただきたいものです」

「すまない、すまん！　だからこそ、ここに呼んだといったろう？」

「王のお心遣いには、感謝いたします」

「イャー、ハッハハハ……そういってくれると嬉しい。トモヨ」

「……!!　前に出すぎなら、それで結構です。ドレイク艦隊がかかる前に、ゴラオンにかかります」

「それでいい……！　トモヨにも大隊をあずける。が、だ。ここでかかるタイミングだけは、計らなければ意味がない。それだけは、こちらの指令にしたがってくれ」

「はい」

「偵てい察さつはどうした。偵察の結果はっ！」

「督とく促そくいたしております」

　無線室との境目のドアにたった士官が、怒ど鳴なり返してくる。

「正確な情報があれば、いたずらにパイロットたちを無む駄だな恐きよう怖ふにさらさずにすむのだ。それが勝利を容易にするということを忘れるなっ！　偵察こそ勝利の要かなめであるのだから、待機しているオーラバトラーがあれば、一機でも多く偵察に出せ！」

「それでは、戦せん闘とう部隊としてのオーラバトラーの展開をどのように考えたら……」

「それは一線の現場に任せればいい。艦かん隊たいを丸まる裸はだかにしろとはいっていないぞ。しかし、敵を捕捉しないかぎり、戦いようがないではないか！」

　ビショットがそう叫さけぶとき、その唾つばが電球の光をうけてキラキラとかがやいて見えたが、その発想は慧けい眼がんである。

　空中機動の速度が速くなり、遠えん距きよ離りをカバーするようになれば、まずは、敵の配置と捕捉が絶対的優位を手にいれる要因になった。

　レーダーの存在以前、たとえば、太平洋戦争で、航空部隊の威い力りよくを日本軍から教えられたアメリカ軍は、戦中に航空機の運用を改革して、戦闘機の三分の一までを偵察に投入することをやってみせた。しかし、日本軍は、専門の偵察機をつかうことにこだわり、数が少ないことを不思議に感じることがなく、面をカバーする必要を認めなかったのである。

　ビショットは、とっさの思いつきであったのだろうが、それを実行させる命令を出したのである。

　トモヨも、戦力を割かれるのは痛いとは感じる。

　しかし、艦隊行動を守るようにして、偵察行動をすることは無駄ではないし、敵を捕捉してから、対戦用意にもどる部隊、迎げい撃げきに先発する部隊に分ければいいだけのことなのだ。こんな戦闘が一週間もつづくわけはないのだから、臨戦体制のあいだの二十四時間勤務は、それでいいのだ。

　それが、下々などは使い捨ててもいいのだというビショットの傲ごう岸がんな発想からでも、戦争という実務を知っていると本能的に共感できた。

「……では、王よ。御おん身みに栄光がありますよう」

「おうよ！　ドレイクに仕えるのではない。ともに、クの国の威力を天下にみせてくれ」

「ハッ……！」

　ビショットはこれを言いたかったのである。ビショットは、トモヨのしっかりとした両りよう肩かたを抱だくようにしてやって、送り出した。

　そのあまりに親しげなビショットの態度に、作戦司令のハベットが立ち上がり、眉まゆをひそめて、王のかたわらに立って、

「監かん視しをつけましょうか？」

「トモヨにか？　なぜだ？」

「増長いたしますぞ？　前線で兵どもに無理難題を吹ふきかけられたりすれば、統制の問題があります」

「フン……！　机の仕事しか知らぬから、下げ賤せんの者をそのような目で見るのだ。賤民の出だからこそ、嬉うれしがらせてやるのだ。そうすれば、数倍働いてくれる。貴公ら、身分が高い者がいかんのは、命令をだせば下々はなんでもやってくれると思っていることだ。しかしな、下層階級といえども、自尊心をもっている。それをくすぐってやれば、戦果は大きいぞ？」

「ハッ、王の奨しよう励れいする政策の手しゆ腕わんには、つねづね感服いたしております」

「将軍よ、口先だけの返答では、了りよう解かいできん。わたしのようにやってみせろ。戦果が上れば、それは己れのものだろうがっ」

「ワハッ……！」

　そこまでいわれて頭をさげれば、作戦司令はそれを実行すると思える。しかし、そのようなことはまず起こらないものだ。

　心底、必要性を感じなければ、人は行動することなどはないからであるし、その必要性という認識のレベルは、各人によって天と地ほどのちがいがある。まして、それに階級意識が重なるのだから、作戦司令の将軍がビショットのようにできるわけはない。

　好色で野心もあるビショットは、その性せい癖へきゆえにたえず外界にたいして、意識をひらいてきた。そのために、身分制度に守られていると信じてしまって、どこか安あん穏のんとした思考と感性で暮らしてきてしまった騎き士し階級の人々に、真ま似ねができることではない。そのうえ、打だ倒とうドレイクという野望がのれば、ルーザでさえも道具につかってみせようということにもなるのである。遊び人は幅はばが広いといえるのだが、そう一面的なものではない。
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「コッフロの海岸上です」

「直視できます。数は三隻せき！」

　ブリッジの測量士官も興奮した声をあげてきたので、「……海上にまわりこんで、その艦隊を迎撃する位置につけよ！」と、ドレイクは令した。

「ハ？　我が艦の威力をもってすれば、たかが三隻の艦かん艇ていなどは、この線上で接近して……」

　艦長のラバン・ドレトの声を聞きながらも、ドレイクはブリッジの前方に出て、みずから距離計をのぞいて、

「よく見るがいい。夕方のオーラの光をうけて、十三隻ほどの艦隊がかがやいておる」

「ハ……!?」

　ドレイクは、怪け訝げんそうな顔をみせる観測士官の肩をたたいて、艦長を見やり、

「前面の大規模艦隊にたいしては、迎撃態勢が十分にととのうまでは、発はつ砲ぽうしてはならん。ゲア・ガリングと我が艦で、ラウの主力艦隊を挟きよう撃げきする位置につける」

「王よ……？」

　艦長は、ドレイクが、主戦場になるはずのグラナダスの斜しや地ちにはいるのを遅おくらせる口実をつくろうとしているのではないかと気づいた。

「……気にいらんか？」

「いや、いまのいままで、敵艦を見なかったために、気がはやっておりましてな」

「そういうことだ。艦長……」

　ドレイクは、これで、ゲア・ガリングにラウの主力艦隊と砲火をまじえさせ、そのあとで、ウィル・ウィプスが主導権をとる位置が確保できたと感じた。

「捕ほ捉そくした敵艦隊、グラサイアの山さん列れつに退たい避ひ！」

「観測つづけ。オーラバトラー隊が出てくるぞ！」

　艦長は、ドレイクの考えにしたがって、敵艦隊が攻こう撃げきしてくると判断してみせて、そんな号令をあげた。

　ウィル・ウィプスは、視界にいれた三隻の艦艇を海上から迎撃するように移動して見せながらも、さらに、つぎの主戦場からは距離をとるようにしていったのである。

　しかし、いまだオーラバトラーを放っていないらしい敵艦隊を視界に入れば、ブリッジの緊きん張ちようはつづいた。

「直ちよく援えんオーラバトラー隊、半個師団、放せ！」

　艦長と作戦司令は短いやりとりをして、その命令を出す。

　ドレイクはやれやれと席について、サンドイッチをもってこさせるように、従卒に命じた。




　そのブリッジより、数階下の部屋の丸窓から、夕焼けにそまるグラサイアの山列の光景をぼんやりとながめるリムルがいた。

「…………」

　侍じ女じよがもってきてくれた薬草を煎せんじた飲みものの苦にがみが、すこしだけ身体からだの芯しんを暖めてくれて、丹たん田でんに力をよびこんでくれるのは快いものだったが、そういう小さな変化を楽しむことぐらいしかできない自分の立場を、無残なものだと痛感する。

　冗じよう談だんで、自分に遺言をのこせるような相手がいるのだろうか、と考えてもみたが、いまだにウルに暮らしている乳母うば以外に思いつく人などはなかった。

「アリサさまには、まだおやりになることもあろうに……」

　その想像は刺し激げきになったが、それにしても、アリサがバーンと再さい婚こんするのだろうか、という以上の想像はできないのだ。

「…………!?」

　山並ふたつほどむこうというところに、まるで定規をあてて描えがいたような一直線の筋を目にして、リムルは窓に顔を押おしあててみた。

「……あれは、海……？」

　夕方のオーラ光で真赤まつかに焼けた空に断雲がうかび、その下のレンの海は、断雲が織りなす光の陰いん影えいで、微び妙みように複雑な影かげをえがいた海面をひろがらせていた。

　その水平線だけが、明るい一本の線で、天との境を描いていた。はじめて見る水平線のあざやかな直線である。

「……世の中には、こんなにもすこやかに存在するものがあるんだ……！」

　その率直すぎる感想が、リムルに、エレというもうひとつの健すこやかな存在を思い出させる。

「……ふつうの感覚で感じられることを、的確に口にできる姫ひめさま」

　リムルとは頭ひとつ小さい姫の利発さについて、リムルは、天才とか賢かしこいという形容詞を思いつけない。

「……おっしゃっていらっしゃったなぁ……エレさまは、王族とはそこにいるだけで、国を正し、人を正せるような徳を体現するものだと……それにくらべると、王たちがこのような巨きよ大だい戦せん艦かんをもって覇はをきそうことは、エレさまにとっても悲しいことであろう……なのに、こうなってしまえば、エレさまでも戦場にでるお覚かく悟ごになられた。なのにわたしは、母のルーザがいぎたなくなるのを黙だまって見上げているだけ……。!?……」

　糸をひくような細い雲を空にえがくものが視界にはいり、その数が次々に増えていくのが見えた。オーラバトラーがつくる飛行機雲の筋だ。

　その雲の人工的な造型は、自然を汚よごすもの、たとえれば、人の我が執しゆうが踊おどるように見えた。

「これが現実で、このわたしも、お城にいる以上に快適に空を飛んでいる。でも、これは、世界をささえる力をエナジーにする機械。エレさまは、この機械こそ世界を揺ゆするものとおっしゃっていた」

　リムルは、アリサのように、みずからの手で母を殺害しようというところまでは、たどりつけなければ、この景け色しきの夕焼けのように、戦場で母も自分も燃え尽つきてほしいと願うだけの自分が無念なのである。

　が、そのために、身ぎれいにしておかなければならないということを思いついて、隣となりの部屋に控ひかえている侍女たちに、その支度を頼たのみにいった。




　ウィル・ウィプスがレンの海上に出たという報告をうけたとき、ビショットは、ウィル・ウィプスの動きが大きすぎることが気になった。

「海岸線上には、どのていどの敵艦隊が展開しているのだ？」

「グラナダス方面に出現したラウの艦の数をみれば、それほど大規模な艦隊が展開しているとは考えられません」

　作戦地図を前にした数人の作戦士官が、不安そうな顔をみせた。

「……考えられんという判断が、正しいのか、と訊きいているのだ」

　ビショットは、トモヨが指し摘てきするような士官たちの反応に腹がたった。

「ラウは、というより、フォイゾンは、ナの国に合力を要よう請せいするような王ではありませんがな」

　作戦司令のハベットは、この情報については自信があるという顔をした。

　ドレイクにしても、ビショットにしても、もっとも恐おそれている事態が、このナの国の参入という問題なのだ。

　ハベットのような伝統ある貴族の家いえ柄がらの者にとっては、この種の高貴な家同士の情報こそ、生き延のびるための必ひつ須すアイテムで、収集している情報がたしかであるという自負があった。

「ラウは、手持ちの艦をすべて出したとみるのだな？」

「数字的にはそうです。ゴラオンに随ずい伴はんする艦の二隻せきほどは予定外でしたが、あれが新造戦艦と補給艦の改装とわかりましたから、のこっている数は、数隻です」

「我が艦とちがって、ウィル・ウィプスは初うい陣じんではありません」

「……!?　それだけ聞けばよい」

　ビショットは、作戦室からブリッジにあがる間に、ウィル・ウィプスの動きは、ドレイクの腹黒さから出たものだと断定していた。

　ルーザとリムルを送り帰すことを口実にして、ウィル・ウィプスの距きよ離りを一戦せん闘とう単位の距離にまでつめさせた。

　が、そのために、ドレイクは、ゲア・ガリングとの距離をとろうとして、海上にあらわれた敵艦隊を口実にして、自分たちの艦隊との距離をとったのだと考えたのだ。

『あとで、漁夫の利を得るつもりなのだろうが、そうはさせん』

「……ゴラオン、ちかいぞ！」

「オーラバトラー部隊、空戦、開始！」

　そんな呼応が飛びかうブリッジにあがると、ビショットは、

「艦長、ウィル・ウィプスの進行方位には注視しろよ。メイン・マストの監かん視し兵には厳命だ」

「……はい、了りよう解かいです。偵てい察さつ部隊も出しますか？」

「数はないはずだろう？」

「整備中のものを動員します。二、三機ではありますが、高空に貼はりつかせましょう」

「ゲア・ガリングの直ちよく援えん艦隊は、竿さおにします」

「それでいい！」

　ビショットは、艦長と作戦司令にうなずくと、自分の席についた。

『……深刻になれば勝てるというなら、そうもしようが、フン……！　我が艦隊を全ぜん滅めつさせてもゴラオンをしとめられれば、このゲア・ガリング一隻をもって、ドレイクを黙らせてみせるさ……クッククク……』

　そのためのルーザでもある、と、ビショットは算段するのだ。

　声をたてずに笑うビショットの姿を目の端はしにとらえた将官たちは、あわてて正面の窓にひろがるケントッドの鋸のこぎり岩いわのむこうにひろがるグラナダスの斜しや地ちの観測をする。

　戦後のことを考えているらしい王を前にすれば、生き延びればいいことがあると信じられ、夕焼けの下に影かげを長く濃こくする光景に、敵てき影えいを求めようとする目にも力がはいった。

　ゲア・ガリングの左方には、キラキラとかがやくものが見えはじめていたが、それは、夜空にかがやく星である燐りん光こうではない。

　双そう方ほうのオーラバトラーの部隊が、激げき突とつを開始した閃せん光こうだった。

　しかし、まだ、戦争の天てん秤びんがどちらに傾かたむくのか、誰だれひとり想像することはできない。







　16　オーラの糸







　チャムは矢のように飛んでいた。ミハン・カームを助けようとしたときより、ずっと早くはばたけて、力もあった。チャム自身、どうしてこのように飛べるかわからなかったが、気が急せいていたので、この飛び方ができることに、嬉うれしくなっていた。

　酸素ボンベ一本分の酸素は、チャムには、気力以前に、とんでもなくいっぱい夢をみるための道具になっていたのだ。

　夢がどういうものかは知れなかったが、チャムにとっては、首が切断される直前のようなヒヤリとした冷気を感じ、つぎに意識が切断する記き憶おくであったりしたし、かぐわしい女性らしい肉体に左右からはさまれていることでもあった。

　自分の子供が生まれる慶よろこびに、出産の準備をしていることであったり、野イチゴを採集する労働が一日中つづく、奴ど隷れいのような生活の記憶の復活であったりもした。

　天をつくような人間が、自分を踏ふみつけていって、意識がなくなる光景でもあったし、そうではなく、父親らしい男が、ほかの男たちに惨ざん殺さつされているのを、目を見張っていることでもあった。

　石せつ斧びをふるって、巨きよ大だいな象の大だい腿たい部ぶに襲おそいかかることであったりもしたし、あたたかい潮目から冷たい潮に飛び込んでしまって、全身が痺しびれて、あわてて仲間たちの群に飛び込んで、死ななくて良かった、と思う記憶のこともあった。それは、いっぱい、としかいいようがない光景がつぎつぎに折り重なったのだ。

　それで、酸素がきれたときに、そんな夢の群から逃にげだすために必死になったのだが、気がついたら、ジョクの腕うでのなかにいた。

　そして、息がつけたので、ミィゼナーにばかりいたら、もっともっと怖こわい夢をいっぱいにみることになると思いついて、飛んでみたのだった。

　それでも、一度、前世の記憶がよみがえってしまった頭のどこかに、いや、身体からだのどこかからかもしれない、つぎつぎと遠いところから楽しい夢、恐おそろしい夢が飛びこんでくるように感じられて、それを振ふり払はらいたいので飛んでいるのだ。

　たいていの夢が恐ろしいのは、記憶が遮しや断だんされるときがあるからで、それは、いくつもの死の体験を記憶しているからだろう。それでも、ときおり、閃光のようにまざる楽しい体感が、それら死の記憶を洗せん浄じようしてくれた。

　けど、気持ちは良くない！

　だから、今は、必死に飛ぶ。

　飛んでいるチャムの視覚には、なにか知れない流れるものがボンヤリと見えていて、それがスウーッと頭の芯しんにまで糸をひいているので、それにむかっている。

　それは、なんだろうとは考えない。

　自分のなかにまでつながっているものだから、それでいいのだと感じている。

　刻々と変化する空の色、刻々と変る大気の温度。一日のうちで、いちばん刻ときがみえる時間だから、そのようなものが視覚されて、それは、チャムの実在を確かなものにしているのだから、疑う必要はないのだ。

　その刻の変化が感じられることが、チャムにとって、変にいっぱい夢をみてしまう煩わずらわしさから解放されることになるから、チャムは一等はやく飛んでいく。

　だからといって、この速さはなんだろう！




　オーラバトラーの白兵戦が、かなりの規模であるのは、ラウの主力艦かん隊たいにも視認されていた。

　その空戦と対艦戦の渦か中ちゆうには、ハンラウゴ麾き下かのミィゼナーの艦隊と、ジョクの戦せん闘とう小隊と七竜りゆう旗き隊の指揮するオーラバトラー部隊もいるはずだった。

　ゴラオンの前に位置するラウの主力艦隊は、その戦場を支援するために、手持ちのオーラバトラー部隊の半分ちかくを出していた。

　直援の一隻せきを随ずい伴はんして、北西側からフットラムト盆ぼん地ちにはいろうとするゴラオンのブリッジで、フォイゾン王が確認する。

「……海から来るほうが怖いと見たが、それでいいのだな？」

「はい、クの国の主力には気の乱れもありますが、ゲア・ガリングと思える二階建ての積木細工のようなものの意思が、ゴラオンを見つめております」

「聖戦士殿どのがいるから、敵の気が乱れるか？」

「そう思いますが、それほど明めい瞭りように言い切れますまい」

「ン……」

　フォイゾンは、エレ・ゴウの目がすこし吊つりあがっていて、ひどく緊きん張ちようしていると見た。

　この状態がどこまでもつのか、と心配になっても、ここで、将兵たちの信任を一身にうけているエレを背後にひっこめさせることはできなかった。

『……そもそも、ゴラオンというオーラマシンは、犠ぎ牲せいをもとめているのだ』

　フォイゾンのような騎き士しの時代の英えい雄ゆうは、そのようにあっけらかんと運命論として理解してしまう癖くせがあった。

　が、現実に巨きよ大だい艦かん艇ていに乗船してみれば、そのような言辞で将兵を束ねるのには、躊ちゆう躇ちよがあった。

　それに、効率的に大気中のオーラを推力に転化できるショットのオーラ・エンジン論にしたがえば、オーラ・エンジンが大型であればあるほど、ちかくにいる人の数が多いほど機関がよりよく潤じゆん滑かつすると説明されていた。すなわち、オーラバトラーのマッスルに相当するものが、オーラ・エンジンのオーラを推力に転化させるとき──細さい胞ぼうが水素と酸素を吸収して、二酸化炭素を排はい出しゆつしたりする作用に似ている──その転てん換かん作用を活発にさせて、より効果的に有機転換させるというのである。

　その機関の効率感覚をフォイゾンも実感すれば、オーラを漠ばく然ぜんと供給する乗組員たちよりは、エレのように洞どう察さつ力がすぐれた者がいるほうが、よい刺し激げきをあたえるのではないか、と考えてしまうのである。

　その感覚が、フォイゾンにエレを手放せなくさせていたのだが、その思いこそフォイゾンに忸じく怩じたるものを抱いだかせるのである。

　エレにしても、そんなフォイゾンの考えや感情の揺ゆれを感じてしまうから、フォイゾンからもとめられなくても、自分の感じたことは正確につたえようと努めるのである。

　血統がそうだから、とは言いがたい。

『……わたしの感じていることが、どういうことかは知れないけれど、お爺じいさまのお役にたち、ひいては、人々のためになるのなら……』

　ちいさな胸にひめられたその覚かく悟ごと、ブリッジにすわってからの経験から、エレは、もうひとつ心こころ掛がけていることがあった。

　窓からみえる光景には、意味がないらしい、ということである。

　だから、頭のなかの地図に、ゴラオンの位置するポイントを重ねあわせておいて、自分の感覚を四方に張りめぐらせるようにして、事態というものが人々にどのように作用するのか、と考えるだけにした。

　一いつ瞬しゆんのひらめきを待つのではなく、瞑めい目もくして、頭をカラにする。両手は軽くあわせるようにして、掌てのひらを上にむけて、膝ひざの上におく。そのために、膝が九十度よりすこしだけ深く曲るようにするために、エレの椅子いすの足乗せは、微び妙みような高さに調整してもらっていた。

　エレの左右にふくらんだ髪かみのはじがかすかに揺れて、振しん動どう計とおなじようにゴラオンの飛行状態をしめしてくれたので、それがエレに便利だった。

『……飛んでる。飛んでいる……空気とオーラの層をすべっている……』

　その肉感する感かん触しよくのなかに、外からのものを微細な光を見るように感知して、閉じた瞳の部分に、ぼんやりと浮うき出てくる光景を見つめる。

　その見えるものが、エレに説明できないものであれば、映像のぼんやりさは、より不ふ鮮せん明めいになったりして、それはもどかしい知覚として感知される。

「暗い部屋から飛びたってからのジョクはしなやかのようです……ああ、でも、ジョクは迷っています。チャムがいないので心配しているようです……」

「チャム・ファウというフェラリオか？　なぜそんなものを心配しているのだ？」

「聖戦士の目でありますから。ジョクとチャムは、ズッとそうしてきました」

　フォイゾンは、その話は何度となく聞いていたのだが、この切せつ迫ぱくしている戦場で、あらためてその名前を聞かされれば、呻うめくしかない。

　フォイゾンには、北の国の伝説の妖よう精せいトロルのように、エレの語るチャムの可愛かわいい肢し体たいに、尻しつ尾ぽのある騒そう々ぞうしい妖精を思おもい描えがいてしまうのである。

「ああ……戦場の後方で、ほそい光が走っています。チャムが……」

「そうか……」

　頷うなずきながらもフォイゾンは、エレの語る断片的な印象から、戦場の趨すう勢せいを読み取ろうとはしなかった。戦場とは、物理的なもののせめぎあいである。

　どの位置にあるかしれない事象をもって、目の前の物理的な動きを推量することは、危険なのだ。しかし、森の声を聞くことができると信じているフォイゾンは、エレの言葉がウソであるとも思っていない。

　どこかでエレの言葉と目の前の戦せん況きようが重複して、エレの言葉を判断材料にしなければならない瞬しゆん間かんがあるだろうことは、予測していた。

「艦かん長ちよう、ゲア・ガリングにたいして砲ほう門もんをひらくときは、正面から迎むかえ撃うつ。片かた舷げんだけの対艦砲ほう撃げきでは、破れる」

「ハッ、それは……。我が艦のオーラバトラー部隊の散開時は、そろそろでしょうな？」

「そのはずだ……」

　ふたりの老人は、ブリッジ後方の椅子にしずかにすわるエレの姿を見やり、エレが羅ら針しん盤ばんになってくれることを期待した。

　正面の窓には、稜りよう線せんの上にきらめく光の輪が、そのかたちを大きくしていった。




　チャム・ファウは、二隻せきの艦艇が正面に見えてきたので、それを避さけるために高度をさげた。

　被ひ弾だんして煙けむりをたなびかせている艦でも、その甲かん板ぱんでも兵員の動きは活発で、まだ充じゆう分ぶんに戦意があるように見えた。

「……なんでこんなに無我夢中になって、戦争をやるんだ！」

　見つけられないように飛びながらも、チャムはそう叫さけぶ。

　応こたえるものではなく、また、チャムの言動も整然としたものではない。

「…………!?」

　前方の平らな山頂に、オーラの残照を横にうけて、そのシルエットをくっきりと浮き上がらせた一隻の補給艦が隠かくれていった。

「あそこか!?」

　チャムは、そこここに砲撃跡あとが生々しくのこる皿状の山に、一直線にむかう。その断だん崖がい状の山腹にもトーチカがあって、そのあいだに、チラチラと見える松たい明まつの光も活発だった。

「……ドレイクは勝つつもりなんだ」

　緊きん張ちようしたが、この砲台のどこかで、チャムを呼んでいるものがいるのだ。怖こわかったが、チャムは、皿状の頂の爆ばく撃げき跡へと降下していた。

　監かん視し兵の何人かをはぐらかすようにして、ある爆撃跡の窪くぼ地ちに、トンネルらしいものを見つけた。空が真暗になるには間があったから、トンネルの奥おくにすべりこめた。

「ええっ……!?」

　チャムはトンネルに飛びこんでしまって、下から上ってくる兵員の気配に狼ろう狽ばいして、トンネルの天てん井じように貼はりついて、身を隠かくすつもりになる。

　松明の光が下から近づいて、その光でつくられた影かげが、地から湧わき出る物ものの怪けのように大きくなり、その兵がチャムの真下を通りすぎたときに、松明の炎ほのおがチャムをあぶるように持ちあがる。

「火を消せ！　外だ」

「ハアーッ」

　火あぶりになるという寸前、その松明の光が、兵の足元におりていって、松明の炎は壁かべにこすりつけられて、消えた。そのために、こんどは脂やに臭くさい黒こく煙えんが、天井に貼りついたチャムを襲おそうのだ。

「ウップ……」

　目をとじて息をつめて、煙けむりをやりすごす時間は短くはない。頭がクラッとするほど我が慢まんをしたが、その瞬間、チャムは、自分を呼んでいるものが、アリサだとわかった。

「ブハーッ！」

　息をつくと、チャムはパッと天井から飛んで、もう一度、別の兵にぶつかってしまったが、それから逃にげられたのは、チャムが飛びこんだトーチカ内は、補給物資の山になっていて、それを運び出す兵員や、逆に荷積みをする兵員たちで混乱する洞どう窟くつだったからだ。

　闇やみがつくる迷路のような倉庫を無我夢中で飛び迷ったおかげで、チャムは、倉庫らしい部分から、洞窟の枝道を区切った一角に、アリサの気配を感じることができた。

　このとき、なまじっかの思考をもっていたら、チャムは、呼ぶ者に近づくことはできなかっただろう。

　懐かい中ちゆう電灯をぶらさげたドアの前の通路にも、荷物をはこぶトロッコが左右に走っていて、ドアの前の当番兵は、そのトロッコの通行の整理をやっていた。

　その隙すきをついて、チャムは、懐中電灯をぶらさげたドアの隙間から、奥に忍しのびこんでいった。




「アリサか……！」

　その姿を見るまでは、チャムもアリサと確認できない気分だった。

「どうしてここがわかったの!?」

「どうって、ここに来いって、アリサが呼んだんだろう？　なんの用だ？」

　急せいた気持ちと緊きん張ちよう感が、見知った顔をみてほぐれてしまったので、チャムは怒おこってしまう。

「用なんて……呼んだおぼえはないけれど、そうなの……!?」

　こういうこともあるかもしれない、とアリサは思いつき、

「疲つかれているのね……なにがあったか知れないけど、ご苦労さま……こんなところで会えるなんて、とてもうれしいわ」

　アリサは、ドアのほうを気にしながら、水すい筒とうの水と蜂はち蜜みつのビンをとりだして、蜂蜜のほうはスプーンにすくいとって、水を飲むチャムに差し出してやった。

「フウッ……怖かったんだ。ジョクも怖くなっている……アハ！　これ、おいしいや！」

　チャムは、スプーン半分ほどの蜂蜜を全部なめてしまってから、アリサを見上げて、

「ジョクのこと、聞きたいんだろ？」

「いえ、いいの……もう忘れました」

「なんだ!?　冷たいじゃないか。バーンのほうがいいのか!?」

「え……!?　なに……？」

　そういうチャムの言い方は、アリサにミ・フェラリオはもともと下げ卑びたものだという思いをよぎらせる。

「そりゃね、バーンのような騎き士しに国をまかせるのは、あんたのおやじさんにやらせるよりは、ユーロ地域のためにもなるかもしれないけどさ……でも、いやだ、アリサって、そんなこと考えてさ！　なんて不潔なんだ！」

「かってに決めつけないで。あなた、そんなことをいうために、わざわざここにきたの？」

「知らないよ。モアイがアリサに会ってみろっていったような気がしたんだけど、そうじゃないな。アリサが呼んだんだ」

「知らないってば……」

「アリサ!?　バーンを説得して、ミィゼナーと手を組むなんてこと、させられないの？」

「チャム、あなたって……」

「ガッカリしたよ」

　アリサのちょっとした迷う気配に、チャムは、帰る気になった。

　無む駄だをさせられたという怒いかりに、全身が震ふるえる気分なのだが、チャム自身、どうして、ここに来られたのかわからないために、その怒りをどこにぶつけていいのか困ってもいるのだ。

「騎士バーンも、あなたが考えているように、いろいろ考えていることがあるようです。わたくしからみれば、バーンは、騎士になることを厭いやがっているようです。あなたたちといっしょに地上界に行ったあと、バーンは変りましたよ」

「そんなの知っているよ」

「ですから、バーンは、ジョクと対決することはないと思うけど、父のドレイクは、一度はじめてしまった戦争は、自分でさえもやめさせられないといっているのよ？　ですから、勝つためには、どんな手段をつかってでも、勝たなければならないって」

「だからなんなのっ!?」

「戦争の勝敗を待つしかないんです。わたくしだって、父を殺そうとして失敗して……」

「やった？　ほんとうに？」

「できなかったから……」

　アリサが言いかけたときに、ドアが開いた。

「姫ひめさま！　どうした……？　なんだ、そのフェラリオは!?」

　チャムは本能的に羽根をひるがえすと、その兵士に一いち撃げきの蹴けりをいれ、その兵の頭上を飛びこえて、二人目の兵の槍やりをかいくぐっていた。

「フェラリオだ!!　ラウの間かん者じやだっ！」

　そんな声やトロッコのきしむ音と兵員たちの怒ど声せいのなかに、アリサの制止する声もした。

　しかし、チャムはまたも来たときとおなじように、網あみの目のような洞窟のなかを、外気にむかって突とつ進しんした。

『アリサが、ドレイクを殺そうとした……！』

　そのことが、アリサをこんな辺へん鄙ぴな砲ほう台だいに押おし込められたのだ、とチャムは理解した。
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　ゴラオンの前のラウの艦かん隊たいは八隻せきで、それを五と三にわけて、クの国の艦隊に対決させようとしていた。

　ゴラオンの直ちよく援えん艦は、一隻である。

　それにたいするゲア・ガリング麾き下かの艦かん艇ていは五隻。それに七隻の第一連合艦隊が合流しつつあったから、ゴラオン側は劣れつ勢せいである。

　ハンラウゴ麾下のミィゼナーとグッタム、ヘグタムは、両艦隊の激げき突とつする横、西方向から空戦空域に接せつ触しよくしようとしていた。

　のこりのラウの戦力は、ウィル・ウィプスがみた三艦が最後の艦隊であったが、連合軍には、ウィル・ウィプスの前に七艦の艦艇がのこり、ゼイエガは、ミィゼナーの艦隊とおなじように、西寄りから主戦場に接近していた。

　この艦艇の比率とちがって多少劣勢なのが、連合軍のオーラバトラー部隊だったので、トモヨを先せん鋒ぽうにして、その比率を艦艇とおなじにもちこむことが、ビショットのもくろみである。

　トモヨの所属する大隊は、トモヨという急進的なパイロットのおかげで、グラナダスの斜しや地ち上空の緒しよ戦せんでは圧あつ倒とう的に見えた。

　しかし、そのバランスを崩くずしたのが、ミィゼナー部隊の二機のカットグラと、ドウミーロック三機の参入である。




「…………!?」

　トモヨ・アッシュは、会戦二、三分後には、敵の三分の一以上を撃げき墜ついしたらしい戦せん況きように快かい哉さいを叫さけぼうとしたとき、

「西だ！」

　と感じた。そして、左右の僚りよう機きに手真ま似ねをして、グラナダスの斜地の西方を凝ぎよう視しして、慄りつ然ぜんとした。

　爆ばく光こうの輪が直線上にならんで、その光の輪が、グラナダスの中ちゆう枢すうにむかって伸のびる光景が見えた。その光の輪は、空のオレンジ色のオーラの空の下に、黒く沈しずみはじめた斜地を背景にして咲さいた光の輪の列は整然としていて、奇き妙みような圧あつ迫ぱく感があった。

「聖戦士だ……」

　トモヨは、まだカットグラ・パニックともいうべきものに囚とらわれている。いましがた得たばかりの勝利感を、ザワッという感かん触しよくのなかに忘ぼう却きやくした。

『……どうする!?』

　自問しながらも、その異変を確認した僚機には、降下運動にはいらせ、トモヨはその後こう尾びにつけた。

『どうするよ!?　ザナド！』

　弱気になったという意識はなかったが、ザナドの報復をふくめてケリをつける覚かく悟ごであれば、ザナドの名前を呼ぶのは、悪いものではないと感じる。

「いいかっ！　強力な敵だが、教えられたとおりにやれば、撃墜できる」

　トモヨが、禁断の無線をひらいて、五機の戦せん闘とう集団に命じれば、僚機のパイロットたちの応答から、彼らも相手がカットグラと承知しているとわかって安心する。

　パニックを忘れられると意識するのだが、しかし、

「……ウッ!?」

　トモヨは自分の戦闘小隊が急降下攻こう撃げきをかける射線上の編隊に、二機のカットグラを見ていた。

「どちらのカットグラが、本物なんだ!!」

　先頭機のパイロットの悲鳴に、トモヨは当て推量をするしかない。が、なんで、こうもカットグラとわかるのだ!?　とトモヨは内心で絶ぜつ叫きようした。

「カットグラといえども予備機はある！　前を狙ねらえ！　波状攻撃！　一撃離り脱だつだ！」

　トモヨをふくめた六機のオーラバトラーは、ハンラウゴの艦隊から発する対空砲ほう火かをかいくぐるようにして、カットグラの編隊にたいして、一撃離脱の波状攻撃をかけていった。




「ミハン！　前、上っ！」

　そのときのジョクの部隊は、左右上下の攻撃を駆く逐ちくする運動をもっとも大きくやっていたジョク機を中心にして、ミハンが先鋒につけ、マーベルとソトロウが左右。殿しんがりにダッサ・コランザンである。

　ジョク機のオーラの剣けんは、艦隊戦で長大になったときほどではないにしても、数十メートルに伸びる光の刃はを旗指物のようにきらめかせていた。

　ミハンは、その前方、上、に位置して、トモヨの編隊が降下をはじめたときは、ミハン機のフレイ・ボンムは、その編隊を蹴け散ちらしていた。

　しかも、ジョクの気を平静にたもたせてカットグラの力を発揮させるために、ジョク機をまもるように配置した各機は、すでに、二十を越こえるオーラバトラーを撃墜していたのである。

　そこには、一いつ致ち団結した力が、オーラの輪をゆらめかせたとしても当然だろう。

　しかも、二機のカットグラは、随ずい伴はんする他機にくらべると、機体そのものもホンノリと発光しているように見えた。

　蛍ほたるの光にちかいという色だが、それほど強い光ではない。

　トモヨたちは、それに魅ひかれたのだ。

「ケッ……!!」

　竿さおになって急降下するトモヨの戦闘小隊の戦法は、その先鋒機が降下したミハン機によって撃げき破はされ、次鋒もミハン機に激突するようにして、四散した。

「クソオーッ！」

　つづく三機の波状攻撃がミハン機に集中したときには、殿しんがりのトモヨ機は、グラナダスの斜地の渓けい谷こくのなかに退たい避ひするように落下していた。

「なに!?」

　ジョクは、それを見み逃のがさない。

　ドッバウッ！

　ミハン機が爆発する間に、竿さおになったトモヨ編隊のなかにいた二機も撃破されて、そのふたつの爆光が、ソトロウとマーベル、ダッサ機を浮うきあがらせた。

　その二機を狙そ撃げきしたのは、マーベルとソトロウであったのだが、その爆発が煙えん幕まくになって、トモヨはジョクの戦隊から逃れられたのである。

「……奴やつ等らっ！」

　マーベルとソトロウは、トモヨのピンクの機体を見たという印象はなかった。

　が、トモヨ機を見たジョクは、ミハン機の陽動をうけおっていたために、リアクションが遅おくれて、討ちもらしたのだ。

　その攻撃に、殿のダッサは、後方の機体に牽けん制せい攻撃をかけながら、ジョク機の背後に接近して、

「敵艦隊、きます！」

　その合図が、ダッサ機から送られれば、ミハン・カームが爆死したらしいことを悲しんでいる暇ひまはなくなる。

「迎げい撃げきする！　ミィゼナー、ハンラウゴに打電！」

　ジョクは、せっかくの僥ぎよう倖こうで一度は救ったミハンの生命いのちが、一いつ瞬しゆんの激げき突とつで消失してしまった無念さを払はらうしかない。

　打電させながらも、ジョクとマーベルとダッサは、四散した敵オーラバトラーの動静をさぐらなければならないのは、艦かん砲ぽう射しや撃げきの間合いをはかる必要もあるからだ。

『気は静かに、怒いかりを滅めつしなければならない。悲しむな、怒るな、人の心よ……！』

　ジョクはそう念じ、ゆっくりとした口調で、「竜りゆう旗き隊は、見つからないのか!?」と訊きいてみる。

　声に乱れをふくませてはならないと意識しなければ、カットグラのオーラの剣は、顕けん現げんしないのだ。

「ハッ……対艦隊戦のために、引いたとみます」

「高度はさげよう。騎き士しソトロウ」

「はいっ！」

　しかし、手短に言いあった四機が、高度をさげる間もなく、その空域一帯は、双そう方ほうの艦かん艇ていの艦砲射撃の火線の帯に彩いろどられた。




　ゴラオンの前部窓の右方には、艦砲射撃による火線の筋が、山々の稜りよう線せんをうきたたせていた。

　主力艦隊が、ゲア・ガリングの前に出ている艦隊と砲撃戦を開始したのである。

「エレの見込みどおりだったな。ゴラオンの船首をもう三十度回頭、横移動しながら、ゲア・ガリングを射線上にとらえる」

　フォイゾンは、逡しゆん巡じゆんするのをやめて、冷厳に事態と対決する覚かく悟ごを見せる。

「直接的な力ですね」

「そのようだな。観測機の報告も一致している。間合いをみて、ゴラオンの対空砲火もひらかなければならなくなりそうだ。一、二隻せきの味方の撃げき墜ついはやむをえんが、識別にはくれぐれも注意するように、各砲ほう塔とうに再確認しておけ」

　そのフォイゾンに、エレはおっかぶせるように言った。

「前にまわりこむものがおります。こちらのほうが怖こわいと思います」

「間合いはもらえんか？　エレ？」

　そのフォイゾンの問いに、エレのピンと張った少女の額に縦たて皺じわがよって、エレの唇くちびるが喘あえぐようになった。

　エレの尖とがった顎あごがわずかにあがったので、フォイゾンは、それをエレの合意ととった。

「艦長……いいか？」

　フォイゾンの目が、艦長から砲撃指揮士官へと走る。

「…………!!」

　ゴラオンの四門の巨きよ大だいなフレイ・ボンムの大砲と十数のフレイ・ボンムが、帯になって放出された。




　ウィル・ウィプスの前には、あの三隻の艦隊の姿はそれっきり見えなくなっていた。

　そのために、ウィル・ウィプスは、レンの海を視界にいれながらも、ゴラオンの想定進行方向に船首をむけていた。

　ゴラオンが、レンの海に抜ぬけようとする鼻先をおさえる位置から、主戦場に押おし入ろうという作戦である。

「第一連合艦隊のバーンが、まもなくゴラオンの艦隊の横に、穴をあけてくれるかもしれません」

　艦長の言葉に、ドレイクは、

「予定通りであるよ」

　バーンたちの活かつ躍やくに愁しゆう眉びをひらきながらも、ドレイクは、このためにディーモッシュをあたえたという意識があった。

『すこしは活躍してくれなければ、ショットとふたりして内密に開発していたらしい機体のことで、譴けん責せき処分にしていたぞ？』

　微び苦く笑しようをしながらも、昔のことを考えてみるのは、自ら冷静をたもちたいとするからだ。

「このままでは、ウィル・ウィプスがゴラオンの前に出てしまうのではないか？　ビショットの動きは、遅おそくないのか!?」

「例の敵艦隊は、ゴラオンに合流したようです。このまま、背後からゴラオンに取りつくという戦術でも正当性はあります」

　作戦司令のマタバ・カタガンが言葉を切ったので、ドレイクは「なんだ？」という顔をみせた。

「……ハッ、アイリンがあいだにはいってくれれば、時間は稼かせげます。彼女の力なら万全でしょう」

「アイリンはどこだ？」

「打電してみます」

　作戦司令は、すべるように無線室に飛び込んでいった。

「……船首はグラナダスにむけたままで、進行方位は、真北。タータラに直進のコースをとるようにみせてから、ゴラオンの背後を撃うつ」

「ハーッ！」

「そうだ。バーンが地上から持ち帰ったビデオ・カメラを用意しろ。歴史的な光景は、ぜひ、撮さつ影えいしなければならん」

　ドレイクは、もうひとつこんなバカなことを思い出せた自分のよゆうに苦笑した。

「……担当士官の話では、テープの残量がすくないということであります」

「記録できるだけ撮影させればよい。いまならショットが暇ひまであろう。彼にやらせい」




「ビデオ・カメラをまわせだと？」

「ハッ、担当士官には、トレン殿どのから手習いをさせたのでありますが、テープがすくないということで、緊きん張ちよういたしておりますと王に申し上げましたところ、ショット殿に撮影していただけということであります」

　その命令は子供じみているからショットには苛か酷こくなのではない。ドレイクとは距きよ離りをおいて、この戦場にも縛しばられないようにしていたかったのが、そのようなことでつながりをもってしまうのが面おも白しろくないのだ。

「……わかった。この部屋の窓から撮影しようか……」

「ブリッジで王のお姿も撮影いたすのが、礼れい儀ぎかと」

「礼儀？」

　なんだ、と思った。

「ドレイク王が、従軍絵師を陣じん中ちゆうの天幕にもお入れになっているのは、ショットさまもご存ぞん知じのはずでありましょう？」

　ショットは、なにも言えなかった。

　いまは、戦場である。技術者などは、たしかに、カメラをまわすぐらいしかやることはないのだ。

　しかも、ビデオ・カメラなら、この世界では革新的な機械であって、ショットのような身分のものが扱あつかうのにふさわしいのである。その気風を承知すれば、ショットは拒きよ否ひできるものではない。
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　グラナダスの斜しや地ちに網あみの目のようにひろがる渓けい谷こくから、艦かん隊たい戦の砲ほう火かを見上げるトモヨ・アッシュは、ひとりだった。一機は生存しているはずだったが、合流してくれなかったのだ。

　山の稜りよう線せんちかくに自機を隠かくすようにしながら、

「あれは本物ではなかった……」

　先頭のカットグラが強力にフレイ・ボンムを発射していたので、それに目が奪うばわれたという感かん触しよくを思い出せた。撃げき破はしたかもしれないという手て応ごたえも稀き薄はくだった、と思い出せる。

　オーラバトラーの聖戦士なら、撃破されるときに、もうすこし厚い抵てい抗こうがあると思えるのだ。かがやく剣けんを手にしていたカットグラは、後続であったのだ。

「……なら、それもいいさ……」

　再度、対決しなければならないとしても、いまの攻こう撃げきのやりかたでなんとかなるのではないか、という思いがしないでもないからだ。

　ハッチの位置を、山の傾けい斜しやに接触させるようにして、トモヨは、コックピットから這はい出てみて、ふかくなった夕ゆう闇やみが、寒気もきびしくしはじめていると知る。

「ヘッ……！」

　ながくすわりこんでいた身体からだに、立ち姿は気持ちを潑はつ剌らつとさせてくれた。

「……まったくさぁ……」

　オーラバトラーの上体半分ほどの距離をのぼると、対艦隊砲戦の火線が、十数キロほど先にパノラマ絵のように遠望された。

　こうして距離をおくと、激しいはずの火線もガッカリするように貧相なものに見えて、しかも、火線がなくなる瞬しゆん間かんもあると知って、なんであんなにも緊張するのか、と思う。

　左手には、ゴラオンらしい巨きよ大だいな戦艦の横長のシルエットが山やま陰かげに現れたが、また、見えなくなった。

　ゲア・ガリングは、右手にゴラオンの高度よりはすこし高く、艦隊を楯たてにするようにして、距離をつめる気配をみせていた。

　トモヨは、革かわ鎧よろいの前をはだけて、汗あせになった下着に風をいれて、冷気に身を震ふるわせたが、しばらく風をいれるつもりになった。

　皮ひ膚ふの表面が、ささくれるような感じが、自身の感度を高くしていくように感じられて、革鎧を脱ぬいでみた。

　汗ばんだ身体に、ゾッと寒気がまといついてきたが、それは、より大気と自分を一体化する媒ばい体たいに感じられて、トモヨは、下着も脱いでそれでゴシゴシと汗を拭ぬぐった。

　乾かん布ぷ摩ま擦さつのつもりである。

　憑つかれたように全身をこすれば、身につけるものは靴くつ下しただけになり、背中から腹、胸、腰こし、大だい腿たい部ぶと寒気に負けまいとこすりにこすった。

　カッと肌はだが踊おどる。

「フッ!!」

　息をつければ、直接的な寒気など感じなくなり、前方の空域から、無数の気が晒さらしだした肌に針のように刺ささる感覚に、尾び骶てい骨から背骨にかけあがって意識として結実していくように感じられた。

「フーン……」

　感じすぎだろう、とは思う。が、その感触は悪くはない。世界を吸っていると感じるからだ。

　寒気にさらした下半身が、トモヨの神経を研ぐように痙けい攣れんさせて、豊かな陰いん毛もうが空気を掃はいた。

　靴下だけで触ふれる岩場の感触は、棘とげをふむようにするどかったが、それでも、トモヨは、足場をたしかめるようにして、傾斜地の岩のひとつにたつと両足を開いて、腰をつきだすと、フンと股こ間かんに力をいれた。

　シャッ！　思っていた以上に、気持ちよく放ほう尿にようでき、飛んでいった飛ひ沫まつが、ジャバジャバと岩場にいきおいよくはねてくれて、下半身がかるくなっていくのがわかった。

「……フッ、ハハハハァー……！」

　正面の夕空には、また艦隊砲撃の火線が左右から飛んで帯になった。まるで、トモヨの放尿を合図にしたようで、おかしかったのだ。

「そうだよ！　あたしのいうことをきけばいいんだよ！　ビショットさんよ！」

　下半身をむきだしにしたトモヨは、両りよう腕うでを開いて、その火線に晒される人々を笑いとばす。

　そのトモヨの哄こう笑しようにこたえるように、火線の右方では、巨きよ大だいな爆ばく光こうが、夕空のオレンジ色を押おしあげるように連続しておこり、その爆光を拡大していった。

　バッ！　ビガッ！

　ドドウンッ!!

　オーラバトラーの空戦が頭上でおこって、その火線が束になって右方に消えていったりした。

「ハッハハハハ………！」

　ひとしきり笑いおわると、トモヨは革鎧の物容れから手て拭ぬぐいをとりだして、股間をていねいに拭ふいてから、その部分が堅かたい蕾つぼみになっていることをたしかめる。手しゆ淫いんの癖くせがでたのではない。自分のすべてがしっかりとしているのか気にしたのだ。

「フン……」

　肌が鳥とり肌はだたつ感じに、下した穿ばきと革鎧をもちあげてから、トモヨは自分の身体が気にいっていることに、嬉うれしくなる。

　これなら、完かん璧ぺきにカットグラに対せると思ったし、ひょっとしたら、撃げき墜ついしたカットグラは、聖戦士のものであったかもしれないとも思えた。

「戦いがおわったら、誰だれかを呼びつけて、ザナドの供養もしてやるさ」

　そういう楽しみがなければ、気分は大きくなるものではない。

「こんどは、押し込んでみせる」

　トモヨのなかに究極的にある気分が、一いつ騎き討ちによる決着でしかないのは、非難されるべきことではない。このコモンの時代は、まだまだ騎士の気風が横おう溢いつするまま、オーラマシンの時代に突とつ入にゆうしてしまったのだから。

　しかし、トモヨが喜んでみせた艦かん艇ていの連続する爆発の意味を、彼女がまったく誤解していたのは、笑いころげていたからとするのは直ちよく截さい的すぎるだろう。

　水平の視覚は、もともと俯ふ瞰かんするほど視覚がひろくないために、直線的な攻こう撃げきがあったとは見えなかったのである。

　それに全ぜん裸らのトモヨが、ザナド・ボジョンたち戦訓をあたえてくれた者たちに感謝する絶ぜつ叫きようを発して、覚かく悟ごを披ひ瀝れきしていたのだから、その気持ちを飾かざるように爆発するものがあれば、それは、トモヨには自分を祝福するものに見えたのは、トモヨのトモヨたる所以ゆえんなのである。

　連続しておこった爆発が、トモヨが上空からみた直線的に連続する爆発のとおなじもので、カットグラのオーラの剣けんによる艦隊撃破とおなじであったと判定するには、視覚が不適切だった。




「四隻せき！　ジョク！　後退して……!!」

　カットグラの背後に密着するようにしていたマーベルは、艦隊にたいする第一の攻撃が、先せん鋒ぽうの艦艇をなぎはらうようにして爆発をしてくれたので、上じよう昇しようをしていた。

　カットグラの剣の発するオーラの閃せん光こうのむこうで、どれだけの艦が損傷しているのか確認しなければならないからだ。

「……了りよう解かい！」

　そのジョクの声はかすれていたが、マーベルの意思をうけとめているということはわかった。

「ソトロウ！　ダッサ！　カットグラを援えん護ご！」

　マーベルは、艦隊同士がまじえる火線のなかに飛びこまないように、気をつけるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「……どうする」

　その声が、ソトロウかダッサのものかは判別がつかなかったが、受信できる声などは、自分の部隊のものでしかないから、マーベルはなにも疑わずに、

「もう一度よ！　そうすれば、全ぜん滅めつでしょ」

　そう言ったときは、マーベルは降下して、ソトロウとダッサが左右から抱かかえこむようにしたカットグラを足元に見ることができた。

「それは無茶だ！　ジョク殿どのが死んでしまう」

　それは、ソトロウの声だとわかった。

「……どこでやればいいんだ……」

　それはジョクの声だ。

　敵に傍ぼう受じゆされようがされまいが、かまっていないのは、この戦せん況きようは圧あつ倒とう的だというジョクの判定があったからだ。

　ジョクの戦せん闘とう小隊の四機の無線は、鉱石無線のレベルなのである。ちょっと距きよ離りをとれば通話などはできなくなるために、逆に、四機は相手の声が範はん囲いにとどまるようにさせて、四人に連れん携けい行動をつづけさせていたのである。

「わかるのね!?」

「上下感覚は正確だ！」

「上への踏ふみこみ一回っ！　左へ十度っ！」

　ジョクの怒ど声せいに、マーベルが操縦の呼吸を指令すれば、左右のドウミーロックをふりはらったカットグラは、マーベルの指示どおりに行動した。

「そこで、斜ななめ下からなぎ払はらうっ！」

　ビュン！　ザバーンッ！

　カットグラの左手にした剣は、その腕の動きにあわせて、青白い閃光をはなちながら、前面の空域に煙えん幕まくをはるようにするクの艦隊の頭上を斬きり裂さいていった。

　光の帯ができた。

　その帯が扇せん状じように走れば、艦隊砲ほうの火線はその扇の面でつぎつぎに爆発をおこしていくのだ。

　そして、そのオーラの閃光の先せん端たんにふれた艦は、五隻目、六隻目と大爆発に巻き込まれていった。

「……!!　よしっ！　退たい避ひ！」

　マーベルの声を聞いて、カットグラが降下すると、それをソトロウとダッサの機体が、左右から援護する位置につける。

「二隻！」

　マーベルがそう言う間に、マーベル自身、三機の後方につけて、左右からゴラオンの移動する方位をす早く観測する。

「……敵の火線が、とまったようだ」

　ダッサの声が、艶つやのある男性の肉体を感じさせたので、マーベルは安心した。

『……ジョクがどういう状態でいるか気になるけど。ジョクの生体オーラ力ちからとオーラの顕けん現げんの関係……今は、目に見えることだけを信じるわ』

　マーベルがそう思うしかないのは、分身の技のようなものをつかったときのカットグラとジョクの関係を知れば、あの技は、ジョクのコントロール下にあるのではないと推測できるからだ。

　ということは、

『……オーラの力は……まったくちがうところでコントロールされていて、ジョクにしろカットグラにしろ、ただの道具なんだ。神がイエス・キリストをつかわしたように……』

　その力が、顕現が、カットグラをとおしてこうあらわれる……。

『その結果は、なに!?　オーラをあやつるものは、なにをしようとしているの!?』

「……どうするつもりなの!!　世界をメチャメチャにするのだけは勘かん弁べんして！」

　最後の思考は、言葉になった。

　性能の悪い無線と受信範囲には、僚りよう機きがいるのだ。マーベルの絶ぜつ叫きようを、三人は聞いた。

「騎き士しマーベル!?　いかがなされた!?」

　ダッサの問いかけ。

「マーベル殿！　世界と申されたか!?　戦場は、我れに利ありですぞ！　悲観なされるな！」

　ソトロウの野太い声が、マーベルの肚はらにズシンと重しを置くようにひびいた。彼は、マーベルの言った意味を了解しても、戦場で討論会はできないと言っているのだ。

「……ご免めんなさい。大だい丈じよう夫ぶです。カットグラ！　観測はできます」

「勝つというだけでも意味はある。そうすれば、調和するはずだ」

　ジョクの喘あえぐような声が、無線の性能の悪さで、とんでもなく遠くからの波になってマーベルに達する。

「調和……!?」

　想像もしない言葉だった。

「そうだ。ドレイクの意思のままにコモン界が蹂じゆう躙りんされることは、偏かたよりすぎているのだ。それのバランスをとるためには、ここでは、ゴラオンにも地歩を築かせるのは、意味があるはずだ」

「そうね……そうだわよ」

「ハンラウゴがきました！　ミィゼナーもグッタム、ヘグタムもまだ健在です」

　ダッサの呼びかけに、カットグラ部隊の四機は、ハンラウゴの前方空域に展開する竜りゆう旗き隊のほうに移動していった。




「……また、カットグラだ。艦かん砲ぽう射しや撃げきでの損害には、時間経過というものがあるが、この六隻せきの撃げき沈ちんはちがう」

「やられ具合の早さからそう考えるのはわかるが、カットグラを撃げき墜ついしたという報告もあるんだぞ？」

　ストラド・スケンソンが、老騎士の風ふう貌ぼうに疲つかれをみせていた。

「その報告のあとの連続撃沈。聖戦士は生きているとしか考えられん」

　艦長のオレッスオだ。

「騎士バーン……」

「…………」

　バーンは、ストラドの期待するような声が、騎士は死しても強敵に対決するものだ、と言ったので背をむけてしまった。

　カットグラは、すでにふつうにいうオーラバトラーではなく、物理的な性能のよさぐらいで対たい抗こうできる相手ではなくなっている現象が確認されたのである。

「ゲア・ガリングをウィル・ウィプスより先にゴラオンにかからせる、というドレイクさまの計画はご破算になった……」

　オレッスオ艦長は、ペロリとドレイクの思おも惑わくを口にしてしまった。

　しかし、戦後、政治的なかけひきでもはじまれば問題になる発言でも、戦せん況きようの結果の一いつ端たんが出てしまった現在、ゼイエガのブリッジでは、つぎの話題になることもなかった。

「……第一連合艦隊に糾きゆう合ごうされていたゼバスが、撃沈です」

　通信室から緊きん張ちようを全身にあらわした下士官が、一枚の電文をオレッスオ艦長にわたした。

「……クの艦隊だけではなかったか……」

　夕方前までは、ゼイエガの麾き下かにいた艦名である。

　ゲア・ガリングを中ちゆう核かくにするクの艦隊が、ゴラオンにかかるときに、支し援えんするかたちをとっていた第一連合艦隊も、いましがた、一いつ瞬しゆんにして撃沈された六隻の艦かん艇ていのなかにいたというのである。

「……艦長、作戦司令……ディーモッシュでもカットグラは討てません。それでも出ろという命令なら出ますが、それでは……」

　バーンはむきなおって、蒼そう白はくの顔をふたりの老人の前に晒さらした。

「……いうなよ……急せかして悪かった。艦長、船足をちょいと遅おくらせられんか？　グラナダスの斜しや地ちにでるのはおもしろくない……。一考しましょうか……？」

　艦長は、ブリッジの前面に位置する士官たちが、三人の内ない緒しよ話を聞いていないことを確かめながら言った。

「ン……ビショットは勝ちを急ぐであろうから、第一連合艦隊を楯たてにして、ゴラオンと砲火をまじえよう」

　ストラドは、急に声を大きくして、作戦の見立てをした。

「第二連合艦隊もこれに呼応する。そうすれば、騎士バーンは我が艦を直援しつつ、敵オーラバトラー部隊にそなえよ」

「そうですな」

　艦長がうなずき、バーンも了りよう解かいの敬礼をみせて、ブリッジを降りていった。ようするに、ゼイエガは戦況を観察しながらも、なにもしないと決したのである。
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　戦せん闘とう食をのせたストレッチャーを押おしてブリッジにはいってきたルーザは、髪かみをアップにまとめて、乗馬用の衣い裳しようで身をかためていた。

　そんな姿は、ドレイクにもはじめてだったし、将官たちも、艦隊戦の渦か中ちゆうにいながらも、それ以上に恐おそろしいものを見るようにした。その将官たちの反応を、ドレイクは見み逃のがしてはいない。

「戦闘食か……ご苦労なことだ」

「籠ろう城じよう戦なら、当然のことであります。当番兵の仕事を取り上げてしまいましたが、なに、兵たちはやることが山ほどございますから」

　ルーザは、ふたりの侍じ女じよを指揮して、自らも竹で編んだ弁当箱をドレイクに手て渡わたし、椅子いすの横にさがっている水すい筒とうを新しいものと交こう換かんしてくれる。

　ドレイクの先妻のアリシアは、城内で漬つけ物ものづくりの指揮もすれば、出しゆつ陣じんの前の糧りよう食しよくの準備などでも陣頭指揮をとっていたものである。その範はんにのっとれば、ルーザがこのようなことをするのは不思議ではないのだが、彼女がやるといかにも付け焼やき刃ばの行こう為いに見えた。

「ショット殿どのには？　おお……ここでありましたか」

　ルーザは、ドレイクの背後の一段高い物見用の席の下にストレッチャーをよせると、

「水筒のほうは？」

「いや、水はまだ大だい丈じよう夫ぶであります」

　ショットは、三さん脚きやくのビデオ・カメラをルーザにむけて恐きよう縮しゆくしてみせながらも、着なれない革かわ鎧よろいの上体をかがめて、ルーザの手から弁当をうけとる。そのとき、ルーザが作り笑いを見せながら耳打ちをしてきた。

「ゲア・ガリングに、トレン殿がおりましたな？」

　ショットはニッコリとして、内心の狼ろう狽ばいを隠かくしたものの、返答はすることはできず咽喉のど仏をゴクリとさせた。

「……ご心配なく……知らないことにしておきます」

　ルーザがそう言って背をむけてくれたので、ショットは、玩具おもちやのようなビデオ・カメラの上に弁当の籠かごをのせて嘆たん息そくをした。

『借りをつくった……』

　ショットは、弁当の籠をシートの尻しりのほうに押しこんでから、ビデオ・カメラのファインダーをのぞいて、いまは傍ぼう観かん者以上になるまいと思うのだ。

「近くなったな……」

　レンズを望遠にすると、無数の火線のむこうに、二隻せきの巨きよ大だい戦せん艦かんの影かげが、爆ばく光こうのなかに浮うき上がって見えるようになっていた。

「時間の問題とは思いたくない……！」

　ショットは、この戦場で観察したことから、新たなオーラマシーンの概がい要ようを考えるヒントは手にいれてみせる、という自分を見つめてはいる。




「……いえ、船の群は、ジョクがいるかぎり心配はいりません」

「…………？」

　作戦司令がもってきた簡略な戦せん況きよう図で、艦隊の配置替がえをやっていたフォイゾンは、エレがミルクのカップを口にしてからそう言ったので、顔をあげた。

「また、なにか感じたか？」

「ずっと歯のあいだに、なにかがはさまっているような感じがしていましたが、それが近づいているようです」

「異物感か……」

「……おやつを口にしたから、はっきりいたしました」

「神経質になりすぎんほうがいい。被ひ弾だんした艦については、ゴラオンを楯たてにして、補修させる時間をあたえよ」

　艦長にそう命じておいて、フォイゾンは、またミルクを口にするエレに歩み寄って、エレがあまりにも長く瞑めい目もくをつづけたことを心配した。

「エレ……下に行って休むか？」

「でも、なんでしょう。よく見えるのです。女の方がひとり、ふたりと……」

「クの国には、高名なパイロットがいるようだが？」

「でも、この人たちは、ひとりのようでいて、そうではないのです。お腹にいっぱい、物ものの怪けをつめた者たちというような感じがして……」

「そうか」

　フォイゾンは、そのエレの言おうとする感覚がわかるような気がした。それが、ゴラオンにとってもっとも脅きよう威いとなるだろう戦力なのだろう。

　しかし、いまは、視界にとらえられたゲア・ガリングにたいして、艦隊を再編成することのほうが先決だった。




　エレに見て取られた女戦士のアイリン・ツーは、主戦場を高々度から遠望して、いまだに前に出る気はなかった。彼女にしたがうパイロットたちも、オーラ・エンジンを最小出力にして、羽根を揺ゆらせては高空に滞たい空くうしていた。

　騎き士しアンジェ・トブロニッツたちも、カットグラらしいものの働きを、艦かん艇ていの連続爆発の光の列を目もく撃げきすることで、その威い力りよくに慄りつ然ぜんとしていたのだが、尻尾しつぽを巻いて逃にげるような騎士たちではなかった。彼らもまた、一騎討ちを旨むねとする騎士たちなのである。

「こうも適格に戦場を俯ふ瞰かんする必要を教えられてはな……」

　髭ひげ面づら騎士アンジェは、生れながらのパイロットの素養を身につけたアイリンの慧けい眼がんに、あらためて敬服するしかないと感じる。

　アイリンの指揮が不満で、かってな行動をとるなら、うしろからでも射うつと申し渡わたしておいたので、左右の若いパイロットたちも、痺しびれをきらせはじめる時間になっても、おとなしく滞空していた。

　しかし、性能の悪い電気ヒーターのニクロム線の一本がきれてしまったので、アンジェには寒さがこたえた。酸素ボンベの残量も、もうなくなる寸前である。

『アイリンは、こちらの状態を知っていてくれるはずだが』

　生きつ粋すいの騎士である彼は、オーラマシンの意義などは考えることはなく、馬にかわるべきものというていどの認識しかない。そのために、カットグラの性能を、バーンのように過大評価をすることはないからこそ、ともかく踏ふみとどまっていられるのである。




「第二艦隊が出るのがおそい……おじけづいているか……？」

　アイリンは、カットグラが彼女にみせた分身の技らしいものが出るまでに、間があったということから、連続した攻こう撃げきは有効であると想像していた。

　それは、トモヨとおなじである。

　しかし、トモヨとちがうことは、その攻撃をかけるときは、カットグラがゴラオンとゲア・ガリングの艦隊戦のまっただなかでなくてはならないと考えていることだ。

「……距きよ離りをつめてくるぞ？」

　アイリンは、一方を注視して、いままでのものとちがう空気の揺ゆれを感じて、巨きよ大だい戦せん艦かんの存在は、周辺の空気の層をゆがめるように作動するらしい、と承知していた。

　ウィル・ウィプスのちかくを飛行した経験から、アイリンの知ったことである。

　彼女は、ゲア・ガリングとゴラオンがおたがいの距離をつめるにつれて、そのあいだの空気圧の揺れから、空気層全体を左右から圧縮しているように感じられるのだ。

　その波動の波のうねりの間合いもいつしか塊かたまりになってきていると感じられれば、アイリンは、ガルガンチュアの手て振ぶりで、僚りよう機きに出力をあげるように命令した。

「動いたか……!?」

　アイリンは、圧縮される空気の層の底に、ビンクの線を感知して、聖戦士がつぎの行動を起こした、と判断した。

　それは、グラナダスの斜しや地ちからグラサイアの山さん列れつにかけて、第二次のオーラバトラー戦が開始されたことをしめした。

　アイリン戦せん闘とう小隊の各機は、ゆったりと出力をあげて降下しながら、戦闘速度にのる。

　アイリンは、ピンクの線がウィル・ウィプスをもとめるように、オーラバトラー部隊の乱らん舞ぶする空域をかいくぐるのを認めて、追つい尾びするコースにはいる。

「聖戦士……！」

　アイリンは、アンジェたちに攻撃をかけるという合図をおくるや、機体をあおって逆落しをかけて、小隊の先頭に出た。アンジェ以下の五機も、羽根をたたんで逆落しになり、竿さおの隊形になる。

　が、アイリンはそのコックピットで、アンジェたちとは、まったくちがうことをしていた。

　最大出力で急降下をかけ、その加速がのったときに、彼女はオーラ・エンジンを最小出力にしぼって、気を落としたのだ。

　瞑めい目もくしたにちかい。

　逆落しをかけて攻撃体勢にはいれば、誰だれでも神経は前方空域に集中する。それをやめるというのは自殺行こう為いである。

　しかし、アイリンが乗るものは、オーラバトラーなのだ。

　この場合、アイリン機に追従するアンジェたちは、もし、アイリンが攻撃を失敗すれば、瞬しゆん時じに、彼女の失敗を埋うめるように行動することになっていた。後続の五機は、アイリン機を追い越こしながらも、散開して、再度、アイリンのうしろについて、アイリンのつぎの挙動を待った。

　彼らの純粋な闘争本能は、アイリンの思おも惑わく通りに運動してくれるので、アイリンは、彼らの尖せん鋭えい的な意思を結界として、そのなかに身をおくという形になった。

　そのために、息もとめ、目も閉じられる。

「…………!!」

　アイリンの額の位置に、ピンクの光点が見えた。

　距離は読めない。いや、そんなものを読む必要も感じない。

　サァーッと、風がアイリンのピンクの光点を感じている部分から、頭ず蓋がい骨こつのなかを吹ふきぬけていく。それは、身体からだの表皮がひっくりかえって、うしろにめくれあがるような感覚に襲おそわれることで、恐きよう怖ふのむこうにある無を見つめなければ、狂くるいそうになった。

　後続の僚機の気配が、アイリンには、鮮せん烈れつな白色光がうしろにながれる彼女の表皮にさからうように走ってくれたことからわかれば、ガルガンチュアは、完全に男たちの戦闘意思のバリアーのなかに位置する。

　ビガン!!

　ピンクの光が拡大し、自分を透とう過かした、と感じた。

「…………!!」

　アイリンは、闇やみを見た。

　ガルガンチュアの羽根が最大に開いて制動をかけ、コックピットがうしろにひかれて、機体全体が鳴った。

「…アアアアッ…!!」

　拡ひろがった光が左右と背後から襲いかかってきたが、つぎにくるピンクの切っ先に、アイリンはフレイ・ボンムを連射させた。機体とアイリンは同化したのだ。

　ドブッ！　バヴン！　バン！

　アイリンの背後で、白色光のアンジェたちの存在が無になっていくのが知覚される。その寸前に、「ガハッ！」「グヘッ！」と、幾いく重えにかアイリンの左右にいた男たちのドロを吐はくような喚わめきを聞いた。

「ケッ！」

　アイリンがアイリンになる。ガルガンチュアから剝はがれたのだ。

「ズグッ！」

　男の唾つばが顔面にかかったと感じる。

　夢か!?　と自問。が、それは、現実らしい。

　じつは、ジョクの精が飛んだのだが、アイリンはジョクを知らない。それが、内臓を抉えぐるように迫せまりながらも、左に抜ぬけ、つぎが来た。

　閃せん光こうの残像のなか、アイリンの手は機体の出力を最大にあげて、足は機体をひねらせるために蹴けりこんでいた。機体との同化はやんでいた。

　ゴウン！

　ザッザッと機体にフレイ・ボンムの直ちよく撃げきをうけたらしい感かん触しよくを感じたのもかまわずに、後退をかける。

「ハンッ！」

　息いき遣づかいが気合になり、剣けんをふるった。

　ガチッ！　という現実的な手ごたえがコックピットを震しん動どうさせ、自機の足を蹴り上げて、一撃をくわえた機体の肩かた口ぐちに擦さつ過か傷しようをおわせながらフレイ・ボンムを一射して、撃退した。

　が、フレイ・ボンムがそれっきりつかえなくなっていた。その前に閃光を迎げい撃げきしたときの連射で、フレイ・ボンムのガスをつかいきっていたのだ。

「…………!?」

　はじめてアイリンは、狼ろう狽ばいしながら、左右上下と見て、カットグラらしいものが発する閃光が、アの国の艦かん隊たいから発した第二波のオーラバトラーの集中攻こう撃げきにたいして、時空をさえも震ふるわせていると認める。

　それは、彼女の後方で、長大な光が振しん動どうしながらある角度をもって、遠とお退のいていた。

　ちかくの空域では、炎えん上じようしながら落下する機体やら、四散する機体が見えた。わずかにのこす夕空のオーラの光のなかに、山並の線を読むのはむずかしくない。

　アイリンは海上に迂う回かいしながら、ウィル・ウィプスが進行するとみえる空域をさがして、戦せん闘とう空域から退たい避ひした。

『……カットグラの攻撃のなかに捕つかまえられたのは確からしい……しかし、できるぞ！　絶対に、あの聖戦士の精気は、吸いとってみせる！』

　アイリンの小さな肉体は、自分の内臓の律動で染み出した脂あぶらで、ジットリと濡ぬれているのがわかった。

『この感覚、男どもが女のなかにはいっているときに感じるようなものかもしれん……これは、おいしいことだ……』

　勝手な推測なのだが、戦闘中であるからこそ、オーラ力は、閃光をともなった破は壊かい力という形でしめされているだけのことで、オーラマシンは究極的に人の生理をカタルシスする道具でしかない、とアイリンには感じられる。

　それがオーラマシンにたいして、底そこ抜ぬけにシンクロできる女の理解だった。




　アイリンが接近戦で一撃にした機体は、ジョクのカットグラにつづいていたドウミーロックで、ソトロウが操るものだった。

　ジョクが、マーベルとダッサ機からそれを聞いたとき、オーラバトラー部隊にたいして、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりをしている最さ中なかだった。

「ソトロウがやられたのかっ!?　マーベル、ミィゼナーにもどれっ！　直ちよく援えんが必要なはずだ！」

「でも、ジョクは……」

「ダッサ、随ずい伴はんしてやってくれ」

「了りよう解かいだが……聖戦士殿どのは？」

「すぐに追いかける。海上に出て少し休ませてもらう……ひどく疲つかれている」

　そのジョクの声に、マーベルはダッサ機に接せつ触しよくすると、

「騎き士しダッサ、ひとりでミィゼナーにもどりますから、ジョクには内ない緒しよで、彼を支援する位置につけて下さい」

「……!?　そういたすしかないようですな」

　騎士ダッサは、マーベル機を艦隊戦のおこなわれている渓けい谷こくに押おしやるようにして、応じた。







　20　チャムとエレの目







　ウィル・ウィプスの前に位置するアとクの国の第二連合艦隊は、ラウのオーラバトラー部隊に激げき烈れつな対空砲ほう火かを展開した。

　そのいっぽう、トモヨ・アッシュは、ゴラオンの正面空域から距きよ離りをつめるオーラバトラー隊とともに、ラウの艦隊のすさまじい火線のなかにいた。

　しかし、カットグラがいないラウの主力艦隊を激減させることは、難しいことではなかったので、トモヨは、オーラバトラーの空くう爆ばくを中止して、ゲア・ガリングに任かせるときがきたと判断した。

　全ぜん裸らでコックピットにすわるトモヨには、深夜になってカットグラと対戦するのが厭いやだったのだ。

　すでに艦隊がゴラオンを叩たたくことはできると感じるのだが、手間はかかるだろう。

「……あとは、ビショットの運次第だ……あたしは、カットグラを追う」

　トモヨは、上空に閃光弾だんをうちあげると、ゴラオンの対空砲火を後しり目めにして、燐光ほしがまばたきはじめた空に舞まった。

「アハハハッーッ!!」

　笑うでもなく息をつくでもないのだが、真上を見上げるつもりで全身を伸のばせば、口こう腔くうから股こ間かんまで、コモン界のオーラが体内を擦さつ過かしてくれると思えた。

　それを体内の器官が呼吸すれば、すべて自分の力になる！　そんな快感は、錯さつ覚かくであっても自信になり力になっていった。




「ゲア・ガリングがくるな……」

　トモヨの閃光弾の特異な光を、ゴラオンの艦長は見み逃のがすことなく、総艦に号令を発してから、エレを見やれば、エレは簡単に令する。

「……ここは火力でささえて下さいませ」

「ハッ……これを切り抜けて、ウィル・ウィプスを視界にいれましょう」

　艦長は、エレに不安を感じさせないように微び笑しようをみせれば、「そういうことだ」と、フォイゾンも応じてくれた。

　エレは、その老人たちのもくろみが完かん遂すいできるものかどうかわからなかったが、それは口にしてはならないのだ。それでは、老人たちの意志は喪そう失しつしよう。

　戦場の気配はあまりにも輻ふく輳そうし錯さく綜そうした。それを暴風のように感知してしまえるエレには、眩暈めまいを感じてしまう。

　イメージするものが、走査線がはしるテレビ画像のようになり、ひとつの目標を見ることができない、といった感覚だ。

『……だめなのでしょうか？　お母さま……お父さま？　お爺じいさまもがんばっていらっしゃるというのに……！』

　そう念じてしまうと、エレは、その願い事の言葉だけが明めい瞭りようになって、自分の思考が個人の思し惟いのなかに閉じ込められることになると気づいて、絶望的なのだと理解してしまう。

　瞑めい想そうして得るものは、このような狭きよう視し的なものではなく、もっと事象を把は握あくする視界と思考でなければならないのである。そう、幼い意識は、世界を大観しようと、事象のなかに舞い踊おどりたがっているのである。




　ゲア・ガリングはトモヨの信号を正確に目もく撃げきして、ビショットも決断する。

「……おじけるなよ！　ここでゲア・ガリングの威い力りよくをみせておけば、わたしは、ドレイクを黙だまらせてることができる！」

「政治向きのことは、お頼たのみいたしますぞ」

　ゲア・ガリングは、ついに、全砲ほう塔とうをゴラオンにむけて斉せい射しやし、加速をかけたのである。

　ゴラオンとゲア・ガリングのあいだに取り残される形になった数隻せきの艦かん艇ていは、その両艦の砲撃に四散した。

　また、ゴラオンも、敵機においこまれた味方機が船体に激げき突とつしてきても、なんの痛みも感じないように直進して、主砲の火線を開いていた。

　チャムが、ゴラオンに追いついたのは、そんなときで、ゴラオンの周囲にオーラバトラーがいないのに気がついて、

「これじゃ、この戦いはまるで駄だ目めじゃないか！　まったくさ！」

　ゴラオンの右う舷げん寄りに位置する一隻が猛もう烈れつな火線をしいて、ゴラオンにむけられた火線に弾幕を張って対たい抗こうしていた。

「こんなことじゃ、エレ！　駄目だよっ!!」

　チャムは、ゴラオンの主砲がおこす爆圧とオーラ・ノズルの排はい気きガス流にまきこまれないように接近するために、艦の後方の斜ななめ下から接近していった。

　舷側の装そう甲こうの鋲びようのディテールがみえるようになったとき、頭上からバラバラと落下するものがあった。雨のようなものだと感じたが、それは、千切れた兵員たちの手足であり、胴どう体たいだった。が、なかには五体そのままのものもあった。

「……死体……!?」

　兵員の肉体の断片が落ちてくるのを左右によけながら、ともかく、ゴラオンのなかほどの甲かん板ぱんに取り付けたのだが、そこにも直撃があった。

　ドヴン!!

　それでも、なにかの陰かげに飛びこめたチャムは、かろうじて助かる。

「デッ……！」

　息とも気合ともわからないものが口から出る。

　めくれあがった装甲の鋸のこぎり状になった端はしには、死体がひっかかっていて、その奥おくのほうからも、外の気流に吸引された死体がすべりでて、まるで飛びこみ台から落ちるようにしていった。

「……エレ！　エレーッ！」

　いまのチャムは、空気が吹ふき抜ける艦内通路でも、逆流するように飛んでいける力があった。

「なんだ!?　フェラリオが!?」

　ねじ曲ったドアを補修する兵たちがたむろしている場所もすりぬけて、チャムはエレを求めて艦内を上に上にと飛んでいった。

　とても悲しい。とても苦しいと泣きたかったが、涙なみだはこれっぽっちも出なかった。




　ドゴオーッ！

　いまや、グラサイアの山列上に、ゴラオンとゲア・ガリングが炸さく裂れつさせる大たい砲ほうとフレイ・ボンムで、戦場が形成されていった。

「駄目です。これは敵ではありません。対空砲火は、使わないようにして下さい」

　エレの悲鳴が、ブリッジの空気をわずかに生気のあるものにした。

　そんな声がなければ、ブリッジは硬こう直ちよくした男たちの怒ど声せいと絶望が渦うず巻まく舞ぶ台たいでしかなく、フォイゾンにしても、そのなかのひとりにしか過ぎない状じよう況きようになっていた。

「艦かん長ちよう、砲塔指揮！　対空砲火はのこしておけっ！」

「ハッ！　火薬倉に火がまわることはないな？」

「第一砲台は、射撃中止！　ウィル・ウィプスの位置にあわせ、その上で、砲撃再開だっ！」

「戦せん闘とうブリッジに移動用意！　各員、順列にしたがって後退しろ！」

　ブリッジには、喧けん騒そうが錯綜していたが、その命令で背後の左右のドアがひらかれて、後部の士官たちが、戦闘ブリッジへの移動を開始をはじめた。

　そのとき、ひとつのタラップから上じよう昇しようしてきたチャムが、下士官たちの頭ごしにブリッジに飛びこんでいた。

「エレ……!!」

「なんだ!?　このフェラリオは！」

　数人の下士官がチャムの革かわ鎧よろいの姿に、自分たちは夢をみているのではないかというような顔をみせた。

「……チャム？　来てくれましたか！」

　疲つかれがみえはじめたエレは、チャムの声にホッとしたような表情をみせた。

　それを隣となりの席で見やったフォイゾンは、ミ・フェラリオの姿に、エレと共感しあえるフェラリオと知っていても、嫌けん悪おの呻うめきを吐はいてしまう。

「フェラリオ奴め、エレさまの気を乱すな！」

　作戦司令が、チャムを蝶ちよう々ちようを追いはらうつもりで、自分の席を飛び出そうとしたので、さすがにフォイゾンはそれを制した。

「……よい！　エレの戦友である」

　作戦司令は、チャムがエレの肩かたにとまって、エレの顔を抱だくようにするのを凝ぎよう視しして、フォイゾンを見やった。

「チャムというそうな。革鎧姿は、なかなか凜り々りしいであろう。指揮にもどれ」

　フォイゾンのその言葉は、自分に言い聞かせるものでもあった。

「チャム、ジョクの動静が見えません。知りませんか？」

「知らないけど、まだ、死んでいないよ。近くにいるから呼びに行ってくるか!?」

　ズズーン！　閃せん光こうが窓まど枠わくをくっきりとさせてから、ブリッジを震しん動どうさせる。

「……いまは無理です」

「え？　わかるのか？」

　チャムは、エレの一方の髪かみを抱くようにして、目を閉じたエレをのぞきこむ。

　フォイゾンはこらえきれずに席を立つと、震動がつたわる床ゆかを用心深く踏ふみながら、エレの前に立った。

　エレが膝ひざの上に合掌するようにしていた手をあげて、チャムの下半身をつつむようにしていけば、チャムもそれにしたがい、その小さな顔が、エレのこめかみあたりに寄せられていく。

　エレとフェラリオが、協調しあって、祈いのりにはいろうとしているのだ。

「ああ……!!」

　エレの小さな唇くちびるから吐と息いきがもれると、チャムは上体全体をエレのこめかみに押おしつけて、目を閉じている。

「こやつ……エレのやっていることがわかるのか？」

　フォイゾンとその左右にいた将官たちは、エレとチャムが瞑めい想そうの姿勢にはいったのを、息をつめて凝視して、指揮をわすれた。

「……見えます……敵とばかり思っていましたが、光の行きかうなかに、聖戦士がいらっしゃいます」

「聖戦士殿どのが……!?」

　将官のひとりの口から、嬉うれしさをおさえかねるといった声がもれる。

「あたしには、見えないよ」

　エレの額に手をあてたチャムが、目を開いて頰ほおをふくらませる。

「……チャム……おねがい。ジッとしていて……ジョクは、これですね……ひどくもつれあった戦いをしていたのです。ですから、見えなかったのです」

「聖戦士殿は近いのか……？」

　フォイゾンは手をのばすと、チャムをささえているエレの手の上に、自分の手を添そえて、できることなら、エレの見ているものを見たいと願う。

　フェラリオに偏へん見けんをもっている王であっても、瞑目するエレに同調しようとしているチャムが何者であるか、いまは痛つう烈れつに知れるのである。

『……ワーラー・カーレンからの遣つかわし者というか……！』

　その理解は、明めい晰せきである。

「……ゴラオンのオーラは闊かつ達たつです。ゲア・ガリングを撃げき破はし、ウィル・ウィプスにせまるのは、夢ではありません……」

「聞いたか!?　あと一押しで、我らはゲア・ガリングもウィル・ウィプスも落せるぞ！」

　フォイゾンは、正面の窓を前にしておびえの見える士官たちに振ふり向いて、そう号令した。




「伝えるだけでいい！」

　トレン・アスベアは、ブリッジのドアの前に立つ当番兵に怒ど鳴なりつけていた。

「ゴラオンと正面対決しては、ゲア・ガリングの火力では不利なのだ！」

「地上人！　不ふ穏おん当とうな言動は、兵をおびえさせる。やめんか！」

　ブリッジから、作戦室づきの士官が、険悪な表情をみせた。

「ここは後退して、ウィル・ウィプスとの連れん携けいをすすめなければならないのだ。その意味がわからないのか!?　ウィル・ウィプスには、ショット・ウェポンもいる。わたしの同士なんだ」

「いったん戦場にはいったら、あたえられた敵を正面から撃破してみせなければ、力をしめすことにはならんのだ。騎き士しの道は、正道しかない。地上人同士が腹をあわせるような手立てを、我が王がなさるものか！」

「伝えろ！　王なら、わかるはずだ！」

「伝言はしたのだ。その上での、王のお言葉である」

　士官は、トレンの腰こしのひけた態度に腹をたてて、胸倉を押しやった。

「ウッ……!?」

　トレンは、なぜか必要以上によろけて、反対の壁かべにひどくぶつかってしまった。

「所定の場所で、緊きん急きゆうにそなえよ。地上人殿!?」

　士官はそういうと左右の当番兵に目配せをして、ブリッジにひっこんでいった。

『ショット……来れんのか!?』

　トレンは、自分だけでも逃にげ出す方策を考えたほうがいいだろうと感じて、痛い腰をさすりながら、タラップを駆かけ下りていった。
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　ウィル・ウィプスの左さ舷げんに閃せん光こうと黒こく煙えんがふくらみ、分厚い甲かん板ぱんがめくれ上がり、弾だん薬やくが誘ゆう爆ばくすれば、機き銃じゆう座の兵員は逃げ場ばもなく窒ちつ息そくするか、つぎの誘爆で粉々になる。

　しかし、船体を横にした構造物であるウィル・ウィプスにすれば、そのていどの被ひ害がいでは、ブリッジにかすかな振しん動どうがくるだけである。

「直撃です。この方位は、ゴラオンからとみてよいでしょう」

「フム……そうなのか？　ショット？」

「でしょうな……操船系統の切り替かえを急がせたほうがいいでしょう。機械的にするのです。艦長！」

「了りよう解かいです！」

　火か砲ほうによる直撃の破は壊かい力はそれほどではないのだが、そのあとにひびく損傷があった。肉体の場合、痛みを感じない部分が、痛みを感じる部分を補完するために、通常とはちがう働きをするために、全体的に不都合な動きをするものだ。それに似た症しよう状じようが起こるのである。

　それで、ショットはオーラ・マッスル系の操船から機械的に切り替えろ、とアドバイスをした。反応は遅おそくなるのだが、やむをえない状じよう況きようではある。

　ドレイクは、ビショットのゲア・ガリングが、積極的にゴラオンと対決する姿勢をみせたので、かすかに狼ろう狽ばいをした。ビショットによほどの自信がある証しよう拠こだとみたからだ。

　そのことが、どのような局面を形成するか想像するのは面おも白しろいことではないのだが、その恐おそれが、あっという間に目の前に現れてしまった。

　ゴラオンが、ゲア・ガリングに押おされて、ウィル・ウィプスの空域に突とつ破ぱ口を求めだしたのである。殲せん滅めつできずに、追い詰つめすぎた結果だった。

「成算は？」

「ハッ、ゴラオンの火力が報告どおりであれば、ゲア・ガリングに匹ひつ敵てきするでしょう」

「そうか……」

　ショットは、ビデオ・カメラを前にして、散発的に見えていたオーラバトラー戦の閃光が、しだいに近くなっているとわかった。

「……ビショットの好きにさせたことが、フォイゾンの意図と合がつ致ちしてしまったようですな。艦かん隊たいを横円えん錘すいの艦形にしたほうがいいでしょう」

「そうだな。第二連合艦隊を逐ちく次じ、ウィル・ウィプスの前に集結させよ」

　ドレイクもショットの提案を道理とよんだのだが、そのとき、ふたりが意識して忘れていることがあった。

　第二連合艦隊に、円錘型に布ふ陣じんするだけの艦かん艇ていが残っているのかどうか、それはいましばらくわからないのである。

　しかし、ドレイクは、その戦況集計を急がせることはしなかった。

　まずい結果が出れば、士気にかかわるからで、そんなことをさせるくらいなら、ゲア・ガリングがささえているあいだに、ウィル・ウィプスを出して、ゴラオンを叩たたくほうが先決とみたのである。

　その戦場でのドレイクの〝気〟のもっていきかたは、騎き士しの時代から醸じよう成せいされた確かなものであった。

　しかし、騎兵戦では有効であったことが、この空中戦で通用するのかどうかは、やってみなければわからないことで、あまりにもリーチが長い戦場が、予定外の要因を導入するのではないか、と不安にはなった。

「…………？」

　いつの間にか、スーツの上にベルトをしたリムルがストレッチャーを押して、各将兵の手元から弁当の籠かごを回収していた。

　ルーザに命じられたのであろうが、どこかの時点でルーザの照会に、リムルの出入りを許きよ諾だくしたように覚えていたが、はっきりと覚えてはいなかった。それが、歳としをとったことになるのか、とも不安になる。

　そんないくつかの不安を振ふり払はらうために、ドレイクは、『リムルは不ふ憫びんな姫ひめだった』と考えるようにした。

　が、またも、

『……過去形の表現をつかった……』

　些さ細さいな思いにとらわれてしまう。神経が立っているのだ。

　これでは、この戦争の敗北まで読んでしまうことになる、という思いを打ち消して、『戦力的には、我が方がいまだ上である』と、現実を肯こう定ていする。

「……アイリン小隊は、なんで応答がないのか？」

　無線封ふう鎖さをしているのだから、通信はないのは承知である。そうではなく、アイリン・ツーの動きを、ゴラオンが把は握あくしていないことを周囲に指し摘てきした。

　その指令は明快で、将兵に不安を喚かん起きさせるものではなく、働きを督とく促そくするものであるから問題はない。

　オーラバトラー戦そのものは拡散してしまって、その趨すう勢せいを判定することも困難になっていたのだが、艦隊の崩くずれ方からみれば、ラウのオーラバトラーの中ちゆう枢すうにカットグラが健在であることは明めい瞭りようなのである。

　ならば、それを落すのが彼女の仕事のはずなのだが、それを、確認できない味方の監かん視し能力には、現実的な苛いら立だちを感じる。

「……あの姫は……!?」

　また、リムルに目がいってしまう。

　ドレイクは、リムルが緊きん張ちようして、注意深くしすぎる挙動は、まるで精神錯さく乱らんでもひきおこしているのではないかと映って、叱しかりたい衝しよう動どうに駆かられるのだが、死に神の精せい霊れいがリムルに姿を変えているのではないか、と思わないでもない。

『儂わしを試すのか……天と地の精霊たちよ……』

「王には、お飲み物でも？」

　リムルの顔が、すぐ目の前にあった。

　その表情には、なにか言上したいというような緊張感はなかった。

　戦場の渦か中ちゆうにある現実にたいしては、勇ゆう敢かんに対処するという少女の顔だけで、それは、先妻のアリシアの姿勢に似ていた。

「……!?　ウム、もらおうか……」

　アリサと寝ね起おきをともにしたせいで、そのようなものを身につけたのかとも思う。

　しかし、連れ娘こがいるのなら、なぜこの場にアリサがいないのかという口くち惜おしさがこみあげてきて、差し出された水すい筒とうをおしのけていた。

「よい。戦いがおわるまでは、なにも口にせんと願がん掛かけをしたことを思い出した。すまない」

「恐おそれ入ります」

　リムルは、そこではじめて緊張をみせて、頭をさげたまま退出していった。

『よくも殴なぐりつけなかった……』




「……誰だれもいなくなったか……」

　海上に出たジョクは、被ひ弾だんした一隻せきの艦艇が、海岸線から海上にすべるように着水してゆく光景を、かすかに漠ばく然ぜんとした気分で見守ってしまった。

「しまった……」

　うかつに気を抜ぬいてしまうことと、対するものを知って瞑めい目もくすることとはちがう。あわててウィル・ウィプスが進行する空域に目を転じて、その周辺の数隻の艦艇が、ゴラオンとゲア・ガリングの弾だん幕まくが交こう錯さくしている空域に接近して、楯たてになろうとしているのを認めた。

『ちょっと距きよ離りがある……』

　ジョクは迷う。

　ウィル・ウィプスに突とつ進しんするにしても、カットグラにオーラの剣けんをつかわせるには、気持ちが平静に近いことを要求されているのがわかってきたからである。

　左右に信しん頼らいできる同どう僚りようがいての突とつ貫かんだと、オーラの剣は、正確に敵空域を掃そう討とうするように作動してくれたことからも、戦せん闘とう意思というものがオーラの発現を邪じや魔まするのだ。

　だから、カットグラのフレイ・ボンムは、ほとんどつかってはいない。

「……ゲア・ガリングの力押しを黙だまらせないと、ゴラオンはもたない」

　カットグラのもつ物理的な力だけで、あの絢けん爛らんたる火線のおどる空域に突入すると覚かく悟ごするのは、丸まる裸はだかで突進することなのだから、それは恐ろしい。歩兵が機き銃じゆうを連射しながら吶とつ喊かんするのは、そうでもしないと走れないからだ。

『アリサ、杏あ耶や子こ、ばあちゃん！』

　決死の覚悟とか、決断というようなもの、それらはみんなその人のその時の我が執しゆう。なにも見られなくなった感性のよりどころ……。だから、外にいる人々に思いをひろげる。

　そして、ミ、イ、ナ。

　すでに過去のなかに埋まい没ぼつしている田た村むら美み井い奈なという、愛したかもしれない人の体温を記き憶おくの底から引き出してみる。

　現世にあるものは、ここの世界のものも向こうの世界のものも、あまりにも我執のなかにいるのかもしれないという仮定……。

『……おなじ世界を共有するものは、ミイナだけかもしれない。助けてくれとはいわないよ。お前のセックスそのものまで両断したギィ・グッガの剣の跡あと……そのお前の肉体の断面を覚えている。背骨だって縦に割られていた。その白い骨にささえられていた日本女性の肉体の気楽な意志が、ロスにいるぼくに会いにきてくれた。あれは軽けい薄はくかもしれないけれど、生きるってそういうことだろうさ。そういうことを、あの肉と血と内臓がないまぜになった塊かたまりがやってみせたというのなら、あれが実在。なら、それに飛び込ませてもらおう』

　それが生への惜せき別べつになる？

　そうか？

　チュン！　ドゴンッ！

　火線をうけて、一機のオーラバトラーが目の前で爆ばく発はつした。

　一団のオーラバトラーが、空の白兵戦を演じながら、グラサイアの山列を越こえるようにして海上に躍おどり出てきたのだ。

　と、

「聖戦士殿どの！」

　マーベルに依い頼らいされて、カットグラに随ずい伴はんしてくれていたダッサ機が接せつ触しよくしてくれた。

「騎き士しダッサ、ゴラオンを直ちよく援えんします」

「そう願いたい！」

　咽喉のどが渇かわいているとわかった。声になったのが不思議なくらいだった。

　ダッサとジョクのふたつの機体は、白兵戦を演じる空域をぬけでると、巨きよ大だいな戦せん艦かんが両艦のあいだをつないでいる闇やみを排はい除じよしようとするかのように、火線で満たす帯へ突進した。




　ミィゼナーはすでに沈ちん没ぼつ状態で、グラナダスの斜しや地ちの北東部の渓けい谷こくに船体をすべりこませていた。

　マーベルは、そのミィゼナーが渓谷にすべりこむ直前に合流することができて、半はん壊かいするブリッジから、ニーがキーン・キッスを運び出そうとするのを見つけられた。

　そうなれば、その知った者たちの存在を知って安心した心が、その者たちの脱だつ出しゆつ路を確保しなければならないと決することができる。

　知っている者たち、ということは、そのような心を人に思い起こさせてくれる。それが、絶望に飛び込まないですむ力になるのだ。

「ニー！　いいわね!?」

「マーベルか!?　助かる！　気をつけてやってくれ」

　こういうときには、オーラバトラーの手は、有力な重機になってくれて、ブリッジの装そう甲こうを外にひしゃげさせていった。

「……ムーランやキムッチたちは!?」

「下のほうの直ちよく撃げきのほうがひどいんだ。駄だ目めだ……キーンは息がなくなった」

　上体を引き上げるようにして喘あえぐニーは、キーンの両りよう脇わきを抱だいていた腕うでをぬいて、自分の上体をブリッジの装甲のあいだから抜ぬこうとした。

「メトーは？」

　マーベルは、機体の照明をブリッジの後方にむけて、無線機の前にすわっているはずのメトー・ライランをさがしたが、彼女のお尻しりらしいものがデスクの下に見えた。上体は無線機につぶされているようだ。

「……駄目だ……」

　ニーの呻うめきに、マーベルは厭いやなものを感じて、自機の足場を確保してから、コックピットから這はい出して、ニーの肩かたに触ふれることはできた。

　風が吹ふきこむ渓谷なのに、血の鮮あざやかな臭においが、マーベルの鼻をついた。

「足がどうかしてしまったようなんだ」

　ニーの脂あぶら汗あせがうきでた顔を眺ながめながら、マーベルは茶色っぽくなったキーンの顔を押おしのけようとした。

「ウッ……」

　ニーの呻きが、キーンのつらさを代弁した。ドウミーロックの目の部分にしこまれたライトが強力すぎた。その光を舞ぶ台たいにして、ニーがキーンの遺体の下から、下半身をずりあげるようにしたとき、マーベルは、膝ひざから下のないニーの足を見てしまった。血がポンプで押しだされるようにして、白い骨を洗っていた。

「……マーベルはもういい。この戦場から抜け出して、どこか暮せるところに逃にげ……！」

　ニーは、口からなにかを吐はき出すようにした。

「ひとりで暮せるわけないでしょう。しっかりしてっ！」

　マーベルはニーの言葉に怒いかりがわいて、それが気力をもち直させるようにしたが、絶望は最後の最後に、このように現れる癖くせをもっているらしかった。




「砲ほう撃げきはどうなった！」

「撃うっても撃っても、直撃にいたらないようであります。敵艦の砲撃にも直撃はありません」

「いやだー、なにさーぁ、エレ、なんとか離れろ！　離れてっ！」

　チャムは、エレの革かわ鎧よろいの肩をひっぱって、なんとしても動こうとしないエレを椅子いすから引き出そうとする。

「ともに殲せん滅めつできるはずです！」

　顔面蒼そう白はくのエレは、瞑めい目もくする姿勢のままでも、声は、開戦前よりも明めい晰せきにブリッジにひびかせることができた。

「でも、こんなんじゃどうしようもないじゃない!?　どうしたらいいの!?」

「ゴラオンは一艦ではないのです。ジョクも来てくれています」

　エレは、強力な敵の存在を語って、将兵をおびえさせたくないので、そこで口をつぐんでしまう。

「本当なのね!?　エレ。ねえ、おじいさま!?」

「エレのいうことは、鉄てつ壁べきの守りである。フェラリオ！」

　フォイゾンは、ざわめく己の胸のうちをおさめるためにも、そう宣言してみせる。

「各員！　順次、戦せん闘とうブリッジへ移動！　無念であるが、このブリッジは放ほう棄きする」

「ハッ……!!」

「管制業務、引き継つぎ方よろし！」

　そんな士官たちの声がブリッジの前ですると、そこの席の何人かがエレベーターのほうに飛び出していった。

「うわー、もう駄目なの!?」

「チャムさんや。そのキンキン声は、エレの苦労になる。聖戦士が守ってくれるのだろうから、堪こらえよ！」

　叱しかるフォイゾンの背後を、つぎの班の士官たちが退たい避ひしていく。

　シュルルル……。

　対たい艦かん砲ほう弾だんがかすめ、ブリッジの前の窓には楯たてになってくれていた艦かん艇ていが、船体のそこここに爆ばく発はつをおこすのが、パノラマ画面のように迫せまっていた。

「おお……!?」

　ブリッジに呻きが、湧わきあがり、

「エレよ。もうよい。戦闘ブリッジにおりろ！」

「はい……」

　エレは瞑想の姿勢をとくと、チャムを肩にしてエレベーターのほうに走り出した。

　ドゴオーン！

　楯になっていた艦が大爆発を起こしたが、それがゴラオンの壁かべになってくれた。

　その爆発が、ゲア・ガリングの斉せい射しやをふせいで、ゴラオンのブリッジを直撃しようとした砲撃を阻そ止ししたのである。

　そんなことは、退避しているエレたちにわかるものではないのだが、事態はそのようにして、エレたちにまだ時間をあたえていた。

　しかし、その大爆発で、さしもの巨きよ大だい戦艦のブリッジも大きく揺ゆれて、エレたちを乗せるエレベーターにも激しいきしみ音が襲おそった。




　しかし、ゴラオンだけが被ひ弾だんしているのではなかった。ゲア・ガリングもおなじか、それ以上だった。

「トモヨとの通信は、どうなったのかっ！」

「トモヨ機、ゴラオンとのあいだにはいってくれます」

「その回線まわせっ！」

「ハッ！」

「トモヨか!?　ビショットである！　この混乱を収しゆう斂れんさせろ！」

「ハッ！　王よ！」

「…………!?」

　ビショットは、そのトモヨの声に冷笑を感じたが、もうひとつのことを思い出して、トモヨを叱しつ責せきすることができなかった。

「トレンだ！　地上人トレン・アスベアはどこにいるか！　トレンを呼べ！」

　その号令は、巨大戦艦のイメージにとらわれすぎた作戦の後こう悔かいの念を表明するものだった。

　ただ、ビショットが形ばかりの王でないという証明は、最後の最後まで、飽あきらめない粘ねばっこさにあった。







　22　トモヨ化身







　追つい尾びするものに本能的に対たい峙じしようとして、地上スレスレから機体をひねりながら、カットグラの剣けんをもった腕うでを手元にひくと、長大にのびていたオーラ光は、ズイッと音をたてるようにして刃はにすいこまれた。

　機体は海側に飛びだしそうになって、ジョクは、舌打ちをする。

「チッ……！」

　戦闘意志とでもいうべきものが高まると、どうしても剣のオーラ光が減げん衰すいするのだ。

　そのとき、ダッサ機がすべりこんで、追尾してきたトモヨ機にたいしてフレイ・ボンムを連射して牽けん制せいしてくれた。

　海に出たら楯になるものはなくなるので、陸に押おしこもうと意識したことが、カットグラの動きを遅おそくしたのだろう。そのことで、ジョクは、騎き士しダッサの絶ぜつ叫きようとトモヨのフレイ・ボンムの雨を同時にうけることになった。

　ピンクの色のフレイ・ボンムのシャワーが、ジョクの目を撃うつ間に、

『聖戦士殿どのっ！　冷静に気を落着けてっ！』

　ダッサの意識が、ジョクの全身をそそけ立たせた。

「……ッ！」

　ジョクは息をつめ、殺気を排はいするつもりになって、海上に後退したのだが、そんなときに気合を滅めつすることなどできるものではない。戦友の死を恬てん淡たんと受け入れて、なにも感じるなというのはムリなことだ。

『人の欲、生きたい欲。勝ちたい欲。そんなものは無用だと思えというのか!?』

　なんにもならないのなら、現実の推移にまかせるしかないのだが、それでは、なにもしないということになる。

『オーラバトラーにすわっている自分を信じるだけだというのかよ!?』

　戦意を喪そう失しつさせず、意識をひろく存在させるように振ふる舞まうのは、死ねということではないのか？　死んでしまったのならなにもできない。無にしかならない。そう思う。

　が、そう思っても、夜を背景にしたピンクのオーラバトラーの影かげは、存在として強大な殺気を放出して、刺とげになるのだ。

　全身が、死を見る前に、死の恐きよう怖ふを想像するだけの針になる。

「テッ……!!」

　息を吐はく。それも戦せん闘とうの意欲のあらわれの〝気〟であるから、殺気という意志の塊かたまりになる。

『……先せん輩ぱいっ……！』

「ミィ、ナッ!?」

　言葉にならなかった。ジョクの視界にビンクの機体であろう影が、燐光ほしをよぎって見えたが、その瞬しゆん間かんは、その感じたかもしれない〝気〟がなくなっていた。

「？」

『殺気を発揮するより、無にむかって自分を突とつ進しんさせるってことは、極度に積極的なアクションなんですよね……それをやれっていっても、先輩にはムリかなぁ？』

　美み井い奈なの現代っ子のイントネーションが懐なつかしい。

　その懐かしさに溺おぼれた。

　それは、まちがいなく彼女のなかにはいっているときのあの感覚だった。それも、エクスタシーにはいるだろう寸前。

　ジョクはそのとき、きちんと美井奈も達することを感じていることに、徹てつ底てい的に合わせようとしていた、と覚えている。

　それは男としての礼れい儀ぎであり身だしなみだと信じていた。ともにおなじ時間のおなじ感覚を共有することが、真実のエクスタシー、いくことだ、と信じていたからだ。

　そうでなければ、誰だれが、他人である女とセックスなどするものか。ひとりでやっているほうが気持ちがいい。

　しかし、他人である女性とおなじことに集中できれば、ひとりでやる以上に、圧あつ倒とう的な快感がある。快感などというものではないから、エクスタシーという。それは、未来への希望を包ほう含がんしているものだから、安息にもなるのだ。

　ひとりだけのものは、快感の放出だけで、そのときだけのもの。しかし、異性との結合は、現在と未来を覗のぞこうとする、まったくちがう次元に飛べるから、圧倒的なのだ。

　生せい殖しよく、子を宿す。子をいただけるということが、自己を未来に託たくすことができることを意味しているから、それは、肉体という機関が構築したタイム・トリップなのだ。

　タイム・マシンである肉体はそれを想像するから、快感を叫さけぶ。

　だから、異性との結合は、肉体が次元トリップを予定して慶よろこび、精神は、その意思を未来に託すことができると雄お叫たけびをあげる。

　どこで覚えたか定かではないのだが、ジョクはセックスをするということを、そのように覚えた。ジョクの肉体が、そう記き憶おくしていたのかもしれない。

　そのようなことを、下世話にいえば、相手がいてやることだから、相手といっしょがいいに決まっている、というような言葉で信じていたのだ。

　それが、ジョクと美井奈との行こう為いだった。アリサとのあいだには、少し冷めた行為だったので、すまないという贖しよく罪ざい感が残留する。だから、アリサに未練がのこり、帳ちよう尻じりをあわせなければならない、と思ってしまう。

　その謝罪感覚をミイナの行為が許してくれた。たしかなエクスタシーがあった、という記憶が、数十万分の一の瞬間であっても、肉体と精神に鼓こ動どうすれば、絶対無の渦か中ちゆうを体験したことになり、肉体と精神と意識域までが、存在したことを肯こう定ていしてくれる。

　だから、今は、〝無〟でありえる。

　その数千万分の一の刻とき。ジョクの存在が、トモヨを感知する。

　ピンクの凶きよう暴ぼうさを発するトモヨ機は、一線のピンクでしかなければ、それは針の穴をとおすだけの線でしかない。その線上から、ちょっとだけズレればいいだけのことだった。

　ジョクのカットグラは、それができた。

　なぜなら、エクスタシーは無限にむかって放散しているのだから、ジョクの泳いだ空間は無限大だったのだ。そんなジョクのオーラ力に支配されたカットグラの動きは、トモヨの予測の裏をかくことになる。

　トモヨ・アッシュは不幸にして、強い戦士だったために、その気力は強きよう靱じんに一本だった。

　避さけられたかもしれないという一瞬に、トモヨ機の剣けんがひらめいて、バガッ！　閃せん光こうと物が引き裂さかれる音が、塊になってジョクに触ふれた。

　それがジョクには、騎士ダッサの命をかけた哀あい願がんに聞こえた。美井奈の肉の律動がドックンと息をつき、ジョクと美井奈が放散しきる。

「…………!!」

　トモヨのピンクの機体が、ダッサ機の爆ばく発はつを飛びこえて迫せまり、カットグラの足が、レンの海の波頭を蹴けり飛びあがる。

「もらったっ！」

　トモヨ機はカットグラの眼前、ふところに飛びこむ寸前になる。

「バカかっ！」

　トモヨは、呆ぼう然ぜんとした。男と女が交合して〝気〟を発していた、と見た。それは、そこにあってはいけないものだ、と、トモヨの細さい胞ぼうの全部が絶ぜつ叫きようした。

　怒いかり、羞しゆう恥ち、唾だ棄き、獣けもの以下！

　そして、あ、た、し、は、そうはできなかった。男をむさぼった！　というしようしか知らなかった!!　という、ことが、わかってしまう。

　そのふたつの人、つまり、男女のまぐわいするものが、語りかけた。

『滅めつしたいものよ！』

　そのふたりの意思は、襲おそいくるものを撃げき破はするという意味ではなく、ともに無になるということを教えようとした。

　現世での強者のありようなどは、そのときだけのものでしかなく、存在の意味を痛つう撃げきするものではないのだから、すべて無に帰きせ、このような姿でと！

　カットグラの後退速度も、トモヨ機のピンクの色が迫るのも、そのジョクとミイナの発する思し惟いのなかでは、静止しているに等しくなったのは、トモヨの意志が膠こう着ちやくしたからだ。

『お婆ばあちゃんともねぇ……お爺じいちゃんたちともねぇ……そのもっとずうっと昔から、みんな、つぎにどうできるかって……いつもいつも、このように気持がいいようにすれば、いいんだよぉ……』

　人すべての母も父も、汗あせ水みずながして、この一時の開放に生命の息い吹ぶきを実感するから、と！

『冗じよう談だんじゃぁない！　そんなにうまくいくものかっ！　あたしは、そういうふうに生んでもらえなかった！』

　そこまで絶叫すれば、ピンクの機体は静止する。

　ビィーンッ！

　カットグラの剣のオーラの光が海面につきささり、それが海水を爆発させ、海水の白い壁かべが層になって膨ぼう張ちようして、それがトモヨ機をもとりこみ、カットグラはその余波で後退できた。

「…………！」

　一度だけカットグラの剣が横に払はらった。

　白い海水の層を四散させるようにして、カットグラを襲った飛ひ沫まつがとおりすぎても、ジョクの視界には、夜目にも白い壁がなだれ落ちる光景しか見えなかった。

　いや、その白壁のなかに、チリチリと稲いな妻ずま状の光がそこここにきらめいて、ジョクの意識がわずかに立ちあがる。

　水柱が落下するなかに、連続する稲妻のかたまりが佇ちよ立りつするように見えて、ジョクは、それも現実だと受容するだけで、ただカットグラを後退させるだけにしたのだが、その運動は、気を滅したときからの直線的な慣性運動でしかなかったと思えた。

　が、それに誘ゆう発はつされて、膨大な層になった海水が、天の雲になるものをよんだのか、その稲妻が、大気そのものを刺し激げきしたのか、燐光ほしをちらしはじめた夜空に、刷毛はけが走るように雲をのばして、塊かたまりに見えていた稲妻が拡散しながら、縦に海と空をつないだ。

　ビガガッ！　ビギューン!!

　連続する稲妻が海上をはしり、カットグラのオーラの剣以上に海水を沸ふつ騰とうさせて、その蒸気がさらにつぎの稲妻をよんだ。

　陸に激げき突とつした稲妻は、山やま肌はだをそぐようにして斜しや面めんをかけあがって、瓦が礫れきを空に吹ふきあげてオーラバトラーと艦かん艇ていをたたいていく。

　その震しん源げん地ともいうべき空域の稲妻のかたまりは、渦うず巻まく雲を背景にして、くっきりとひとつのものを描えがきはじめた。

　笑う女の顔らしいものを形成する稲妻の轟ごう音おんは、嬌きよう声せいを発する女の表情になった。その女の笑いが、稲妻に託たくされて、天変地異をよんでいるのではないかと見えた。

　ビガーンッ!!

　雲が、濁だく流りゆうのように真上と水平線上からたちあがり、ねじれ、重なりあい、稲妻のつくるものを際だたせていく。

「……ミイナ!?　見ろ！　女が泣いている……トモヨというパイロットだ……」

　ジョクは、その顔が敵対するオーラバトラーのパイロットであるとわかった。

　前面からおしよせる意識が連続的で、ひとつのながれを形成しているからだ。

　現実などは、こんなものなのだと情けなくなるのは、その在あり様ようが、あまりに直線的だからである。

　巨きよ大だいな水柱が落下するなか、その中空にあらわれた稲妻の塊は、人を見下して笑う業ごうの塊……ガロウ・ランの凝ぎよう縮しゆくしたもの……？　いや、それは、フェラリオでもなくコモン人でもガロウ・ランでもない、意識が我が執しゆうになったものすべての行こう為いの果て、といったものだろう。

　ビシャーン!!

　カットグラに、トモヨを構成する稲妻の一本が直ちよく撃げきして、カットグラの剣けんもまたおさまってしまった。

「ウッグ！」

　コックピットが躍おどり、ジョクの手足は周囲のものに激突して、再度、カットグラは、トモヨのオーラがつくりだした稲妻に直撃され、翻ほん弄ろうされた。

　強きよう獣じゆうの甲こう羅らにも放電効果があるのだろう。ジョクは、コックピットの激震に身をまかせるだけで、死ぬことはなかった。

「南な無む三さんっ！」

　呻うめいた。

　ドウン！　機体が跳はねた。

「妙みよう法ほうっ！」

　ジョクの口から発するそれは、お婆ちゃんの仏ぶつ壇だんにおいてあったお経の表題でしかなく、小さいときから聞きなれていたから口をついて出ただけだ。

『妙法!?　そんな便利な法のりなどどこにあるものか！』

　これが、最後の思考なのか!?




　ゴラオンの戦隊も、どこからくるとも知れない稲妻にまきこまれていた。

「……兵員には、外装そう甲こうからはなれて、すこしでも艦内に身をおくように」

　艦長はそう命令をして、各区画の損傷を報告させているのを聞きながら、フォイゾン・ゴウは、戦せん闘とうブリッジ全体を下から突つきあげる震しん動どうのなかで、上下巾はばのせまい観測窓から、戦場を凝ぎよう視ししていた。

　そこには、稲妻がつくりだす女の顔が、戦場に生きのこるものを嘲ちよう笑しようしていた。

「……世が歪ゆがむのか……!?」

　フォイゾンは観測窓から目をはなすと、ブリッジの奥おくの壁にはりつくような席にすわるエレを見やる。

　エレは、チャムを抱だいていて、ブリッジの震動も感じていないように見えたが、フォイゾンの視線を感じて、

「オーラが降ります。流れます……右方の船は巻き込まれましょう」

　それは独言のように聞こえたが、エレの言葉に、フォイゾンは、エレは稲妻のつくりだす現象を察知しているのだとわかり、頷うなずいてみせた。

「……あ、ジョク!?」

　エレに抱かれていたチャムが叫さけべば、

「聖戦士殿どの、それは、すでにおわっているのです！」

　目を閉じたエレが、チャムが語りかけているジョクに声をかける。

「そんなの、無視すればいいんだよ！」

　目を閉じたふたりは額を寄せあうようにして、チャムの羽根だけが神経質に震ふるえているのが、暗い戦闘時用の赤い光のなかに、ひどく生々しく見えた。

　フォイゾンは、なんでこのブリッジを揺ゆする衝しよう撃げきが気にならないのだろうと思う。

　エレとチャムのやっていることは、知らないものが見れば、麻ま薬やくがきれて禁断症しよう状じようにおちいっている患かん者じやの姿でしかない。

「お爺じいさま……」

「なんだ!?」

　赤い照明のなかで見ひらかれたエレの瞳ひとみが、とんでもなく青く透すけていた。フォイゾンがギョッとしたのに合わせるように、またブリッジに衝撃がきた。

「海上に出ている敵を殱せん滅めつしませんと、おしまいになりません」

「そうか……そうか……！」

　フォイゾンは、エレが具体的な指示を出してくれたので嬉うれしかったが、現実は進行していた。

「ウオーッ!?」

「光る顔が、ゲア・ガリングにとりつくぞ!!」

　ブリッジの前、観測窓にとりついている士官や下士官たちが湧わいた。

　フォイゾンは、彼らの反応で、エレが言った意味が了りよう解かいできたから、稲妻のつくる顔がどのように変質していったか見る気はなかった。

「艦長、全速前進！　砲ほう門もんのすべてをウィル・ウィプスにあわせろ！」

「進路、索さく敵てきしつつ……」

「それほど神経質にならんでいい」

「ハッ？　はい……!!」

　艦かん長ちようはフォイゾンのその言葉を聞きながら、衝撃によろけついでに観測窓にとりついていく。




「あれは女の顔です！……ゲア・ガリングに走りました」

「あの空域、どうなっているのか！」

「調査させます！」

　ドレイク・ルフトは、伝声管のひとつをかかえこむようにすると、

「気象観測班！　天気図と現実がちがいすぎる！　原因を糾きゆう明めいしろ。艦に打撃をあたえる現象が艦かん艇ていでおこっているようだ。調査せいっ！」

　最後の指令は、別の伝声管にしてから、ドレイクは、ショットの背中がグスグスと動いているのに気づいた。

　ショットは、ビデオ・カメラのテープを、一度ドレイクやルーザたちを録画したテープに交こう換かんしているところだった。

「……？　記録用のテープはあるのか？」

「日常の描びよう写しやは、いつでも撮さつ影えいしなおすことができますが、戦争はそうはまいりますまい」

「この異変、オーラマシンとの関係はどうなのだ？」

「大規模な放電現象でしかありません。稲いな妻ずまが一ヵ所に集中して、人の顔に見えたりするのは、視覚の残像現象のせいでしょう」

　ショットは、ウソを言った。

　バリバリッ！

　ウィル・ウィプスの直前で、天と地をつなぐような稲妻が柱になった。

「雲が湧き、地をえぐる稲妻など、見たこともない」

「そうでしょうか？　コモン界では、気象情報の収集などでは、まだ地上界ほどではありませんからな……」

　ショットは、またカメラのファインダーをのぞいて、ドレイクの質問を無視した。

　しかし、ショットは、オーラ世界であれば、怨おん念ねんが稲妻に顔を描えがかせ、ゲア・ガリングに走らせることもあろうと推測したが、いまは、そんなことを語りあっても、なんの役にもならないのだから、ドレイクに背をむけたのである。

「……ゴラオンが出てくるぞ！　艦隊をとりまとめいっ！」

　そんなショットの気分を推測できるドレイクは、怯おびえの見えるブリッジに号令して、活かつをいれる。

　市し販はんの軽量なビデオ・カメラでは、望遠レンズにしても、そのファインダーに見られる光景は、横にながれた稲妻が、溶よう接せつのスパークのように光の塊かたまりが写るだけで、現象のディテールを撮影することはない。

『もうすこし稲妻が大きくなれば、撮像管が焼ききれるかもしれんしな……』

　ショットは、そんなことを心配するだけにした。




「……化けたな！　ガロウ・ラン奴め！」

　アイリン・ツーは、トモヨそのものが演じているのではないかという狂きよう暴ぼうな形相を描いて乱らん舞ぶする稲妻のすさまじい量を眼前にして、自分の胸が、キリキリと脹ふくらんでいくような感かん触しよくに身を奮わせた。神経の先せん端たんがピリピリとして、はっきりと痺しびれがきた。

「それでカットグラをやったか！」

　アイリンは、錯さく綜そうする稲妻に、それを思いついたときに、トモヨを形成する稲妻の塊が、一方になだれこむように歪ゆがみ出す。渦うず巻まく雲からも稲妻をよびこみ、地と海からもエネルギーをさそいだして、走り出したのだ。

「クッ!?」

　その一部、逆立つ髪かみの毛をえがく部分の稲妻などは、網あみの目にひろがる雪崩なだれになって、アイリンに迫せまった。

「なにーっ！」

　アイリンは、自機を飛び退さがらせようとしたが、その稲妻を回かい避ひすることはできなかった。稲妻とひとつになったと感じたときには、機体は跳はねとばされて、アイリンも躍おどった。

「……これならっ……!!」

　その意思がアイリンの自意識を維い持じさせ、それが、彼女にまだ生きていることを承知させる。

　ガルガンチュアは、山列を跳ねながらも、まだ戦せん闘とう力を喪そう失しつさせるまでにはいたらず、むしろ、そのために、稲妻の奔ほん流りゆうからは避よけることができたのである。

「ムーッフッ！」

　アイリンが吐はく息に、バチバチと線せん香こう花火のようにはじける火花を散らしたのだが、アイリンは、コックピットいっぱいを浮うき立たせる外からの光のなかにいたので、それには気づかない。




「トモヨに通信！」ビショットがそう命令し、

「通信しています！」というひとりの士官の声を聞いたとき、

『カーッ！』

　息い吹ぶきを聞いた。

　というよりも、ビショットの全身を吞のみこむほどの口が、ブリッジの正面に迫って、唾つばが全身に吹ふきかかったと思えた。

「トモヨッ!?」

『オーラマシンとトモヨだっ！』そう聞いた。

　つぎにビショットの視覚にあったのは、稲妻そのものが、ブリッジの正面の窓を割って飛びこんでくる光景だった。

　ゲア・ガリングに直ちよく撃げきした稲妻は、一いつ瞬しゆんにしてブリッジ全体をみたし駆かけめぐる。大たい砲ほうとかフレイ・ボンムの比ではないそれは、まっさきにビショットを直撃してから、ゲア・ガリングの上部構造物内をかけぬけたのである。

　バリッ、ババァーンッ……!!

　その稲妻の塊は、天と地からもそのエネルギーを吸収しているようで、果しなく継けい続ぞくして終息することはなかった。

　ゲア・ガリングの船体は、四方に青白い稲妻を放電して、船体全体をも発光させていったが、原型を崩くずすことがなかったために、飛行をつづけていた。内部爆ばく発はつが起こったからといって、一気に爆発四散するほど船体はモロくもなく、ちいさくもないのだ。

　コモン界の電気とオーラの複合衝しよう撃げきが喚かん起きさせた破は壊かいは、大規模な落らく雷らいというかたちで巨きよ大だい戦せん艦かんをおびやかしながらも、その破壊の衝撃を、よりひろい範はん囲いに拡大するように作動したようだった。

　ゲア・ガリングの大半の将兵は、このときに即そく死しして、部分的に生きのこっている将兵たちは、各個に目の前の敵と攻こう防ぼう戦を展開するだけの状態になっていた。

　ゲア・ガリングからの放電のスパークは、あらたな稲妻になって、地にささる威い力りよくを見せはじめ、そして、つぎに地中からその稲妻を導火線にして、つぎなる稲妻を地から天にむかって放出させた。

　ビガッ！　ドロロロ……!!

　一本、二本とゲア・ガリングと地をつないだ稲妻は、グラサイアの山列をえぐり、そこの地にひめられていたエネルギーを呼び出していったのだ。

　真赤まつかな火柱が、山列の斜しや面めんから噴ふきあがって、ゲア・ガリングの船体を赤く浮き上がらせながら、ゲア・ガリングは稲妻たちの増ぞう幅ふく器になった。

　その飛行直下では、つぎつぎにマグマの柱が立ちあがり出したのは、トモヨの業ゆえではない。この戦場を形成するものたちの雄お叫たけびである。

　赤い柱は、四方に稲妻の華はなを咲さかせて、ガロウ・ランの光がはしゃぎ、炎ほのおが踊る饗きよう宴えんという狂きよう騒そうを呈ていした。

　地の変である。
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「…………？」

　ジョクの眼前から稲いな妻ずまが消えたからといって、なにひとつ終わるものはなかったから、自己滅めつ却きやくはまちがいがない方法だと思っても、目の前の現象が悲しみを呼ぶだけのものであることを知っている。

　美み井い奈なが教えてくれたというのが正確なところだろう。

『……この情こそ、我がが生むものか……』

　こんな思いにとらわれるということでは、とうてい、自己滅却などはできないと絶望する。だからオーラ世界は攪かく乱らんするのだ、その証明が、目の前の光景なのだと認識してしまう。

　地じ獄ごく絵えを彷ほう彿ふつとさせる光景という表現などは、人が日常に背負っているものの一部でしかないと思い知らされる。

『これをわれわれは天変地異というが………』

　ジョクは、つぎにどの我が執しゆうが突とつ出しゆつするのかと思う。そうであるなら、それだけは制圧したいと願うのは、いま、自分が生きていると実感できるからだ。

　しかし、できないかもしれないとも感じるのは、すでに、個の力で収しゆう斂れんするものなどはないとわかるからでもある。

『……やれよ。世界……しめせよ、人に……』

　カットグラの機体は、ジョクのコントロールから放れたようで、波頭は沸わき立つように吹きあがり、そこから沸きあがる雲は渦うずそのものになっていったが、カットグラは、そのなかにフワと漂ただよっていた。

　天に上じよう昇しようするでもなく、地に伏ふすでもなく……。

　その眼前では、コッフロの海岸線一帯の地のエネルギーが、トモヨの稲妻によびだされて、赤い筋を噴ふん出しゆつさせて、それがゲア・ガリングが導いたマグマの柱とも同調するように合流して膨ふくれあがって、山を崩くずす。

　その崩ほう壊かいを洗うのが津つ波なみだ。

　その白波をくだくのは、稲妻だ。

　が、カットグラはまだ毅き然ぜんとして、つぎに討つべきもの、粛しゆく正せいするものを捜さがすかのようにしていた。




「バイストン・ウェルはオーラ世界か……」

　このような光景をみてしまえば、ショットは絶望もしなかった。

　地上界にもどれるかもしれないという望みも、オーラマシンと大地と天が呼応してしまえば、エネルギーの開放がオーラ・ロードをひらくように働くことはない、と想像がついた。

『ジョク、貴様がオーラ力をつかいすぎたとはいわんが、予定外のことを呼びこんだな……貴様が日本人だったからか……？』

　ひとりのアメリカ人にとっては、そのていどの理解で納得するしかないのが日本人である。

　東洋人はミステリアスであるという概がい念ねんは、ショットには楽な解答になったし、黄こう禍かなのだという認識は沈ちん殿でんする。

　ファインダーが、はっきりとマグマの噴出とわかるディテールをとらえはじめて、ウィル・ウィプスの全砲ほう門もんは、ゴラオンをとらえようとしていた。

　ショットは、ドレイクの光る禿とく頭とうを捜さがした。それは、ひろいブリッジの士官たちのあいだを活発に動いて、将兵たちを激げき励れいしていた。

「……ゴラオンを叩たたけば、この異変は終息するのだ。恐おそれるにたらんのだ。砲ほう撃げき手には、冷静に標的をとらえさせよ。味方機が損傷するも、気にするなといえ！」

『そうだ。それは正しい……』

　ショットは、納得する。

　人は、目の前に義務を設定されれば、とりあえず世界の問題は不問に付して、底そこ抜ぬけに闊かつ達たつにしていられる。ドレイクの語る論理になんの脈みやく絡らくがなくとも、聞いたときにつながりがあるように感じられれば、それで安心できるのである。

　それはショットに悲しいまでにわかったから、なにも言う気はなかった。

『できることなら、ビデオを撮さつ影えいすることに専念したいものだ』

　それも自分を納得させるための、かってな義務設定である。ショットは、三さん脚きやくからカメラをはずすと、ドレイクの姿を追うようにしながら、椅子いすからおりていった。

「王よ！」

「おうさ！」

「ウィル・ウィプスの姿を外から撮影いたします。ドーメの一機をお借りいたします」

「いい考えだな。任せる」

「ハッ！」

　ショットはピクニックにでも行くように心嬉うれしくなってブリッジを出ると、もっとも近い整備デッキに行こうと、タラップをすべりおりていった。

「…………!?」

　が、オープン・デッキのある階層につながるタラップを見下したショットは、愕がく然ぜんとした。その通路が、爆ばく風ふうの通り道になっていたのだ。

　被ひ弾だんしたのか、マグマにでもえぐられたのか、ガラガラと吹ふきとぶ木箱や兵員の悲鳴が噴出しているのだ。

　ゴウッ！

　ショットの身体からだにぶつかるような熱風が吹きこんで、おりてきたタラップをもどるしかなくなる。

　グボン！

　熱風がくるのとは反対のほうで衝しよう撃げきがあって、気圧のながれが逆になった。

「……あー!!」

　女性の悲鳴に、ショットは一方をみて、アッとなった。

　部屋の出入り口につかまった少女の身体が壁かべに浮ういて、つぎに、その身体が入口から離はなれて、壁をすべってきたのだ。

　タラップのハンドレールにすがりついていたショットもながされそうになったので、両手でハンドレールにつかまって身体をささえた。カメラの輪にした紐ひもが手首にずれて、カメラは真横にながれて激しくゆれた。

「クッ……」

　ショットは、上体を上にもっていきながらも、通路をすべってきた少女が、リムルであることを認めた。

「…………!?」

　リムルが飛び出した出入口から、ルーザの顔が覗のぞくようにしたのが見えたのだが、その表情には、恐きよう怖ふと怒いかりでひきつっていた。

「そのまま地上に落ちておしまいっ！」

　そう、ルーザの手がなにかをリムルにむけて投げたようだ。

　ショットがすがりついたタラップのハンドレールにリムルがぶつかって、つぎに、リムルはそれにつかまって、身体をささえようとする。

　外でおこる爆発のために、その通路に吹きこむ熱風には、断続的な呼吸があったので、

「お母さまでしょうっ！」

　そんなことをいうリムルの声がしたが、ショットは上のデッキに這はいあがるのがやっとだった。

『……親子喧げん嘩かか？』

　ショットは、下世話なことを思った。

　爆風の吹きこむなか、リムルは、タラップにとりついて登ろうとしたようだった。

　ショットは、通路にロープでもないかと探して、つぎにリムルのほうを見下したときに、タラップの下につかまっていたリムルの顔になにかがぶつかって、リムルの両手がハンドレールから離れていくのを見ていた。

『……斧おの……!?』

　そのようなものがリムルの顔面を割ったらしいと気づいたときは、ショットのいるデッキにも黒こく煙えんがふきこみ、そのあいだに、鮮あざやかな火か炎えんのながれを見ていた。

「……ハッ……!!」

　なにがあり、どういうことであったのか。

　あの斧らしいものが、肉を解体するようなときにつかうものなのか、装そう甲こうを破るためにつかうものであったのか、ショットはそんなことが気になった。

　あのスーツの上にベルトをしたリムルと、乗馬姿のルーザの思おも惑わくとかを考えるのは、わずらわしいことなのだ。




「聖戦士どの。ウィル・ウィプスこそ元げん凶きようです。それをやっつけて下されば、天を裂さく稲いな妻ずまも地の力の狂きよう乱らんもおさまりましょう。世界は、オーラマシンの力をねじまげる作用がきらいなのですから……」

「そうなのか！　そうなんだ！」

　エレは、そんな感かん嘆たんの声をあげるチャムをなだめて、祈いのるように手をあわせた。

　ふたりのあいだには、まちがいなくジョクが浮ふ游ゆうする空間を感じていたのだが、エレは、そこにもうひとつのちがうものも感知していた。

「そう思いましょう。そうなのですから！」

　エレは感知したものを拒きよ否ひするように、チャムの身体を両方の手でつつむと、自分の膝ひざの上においた。

　チャムは、エレの下腹部に羽根をひろげるようにして寄りかかって、エレの体温をいっぱいに感じる。その腹部は、なにかとてもおびえているように、フッフッと前後に運動していた。

「……エレ……」

「大だい丈じよう夫ぶであります。少し混乱しているだけですから、ジョクが浄じよう化かしてくれます」

「浄化だと？」

　フォイゾンは、瞑めい目もくしたままのエレに、はじめて聞きとがめた。

「世界の浄化……悪いことではないと存じます」

「そうだが、それでは、ゴラオンの意味がない」

「ゴラオンがなければ、力は拮きつ抗こうせず、浄化にもいたりませんでした」

　ブブブン……！

　いままでにない揺ゆれがブリッジの赤い光さえ消した。その闇やみのなかに、観測窓からこぼれる外の世界の光が鮮かな筋をつくって、ブリッジの人々をおびえさせた。

　コッフロの海岸線からグラサイア山列までをつつんだ異変は、そこまでにとどまらず、まだまだ拡大をつづけていて、その狂乱は、その細い窓からの光の変化でも推測がつくことだった。




　グラナダスの斜しや地ちからフットラムト盆ぼん地ちをのぞむクグラスの皿でも、地変は活発化していた。

「……誰だれかっ！　どうしたのかっ！」

　地鳴りのなか、アリサがドアを叩たたいても、外の通路にはトロッコの音はなく、兵員たちが右に左に走りまわる音と悲鳴がつづくだけだった。

　地じ震しんは間断なくつづいて、ついには、坑こう道どうをささえている柱がはずれはじめる轟ごう音おんが満たしはじめていた。

「…………!?」

　アリサはドアに身をよせながらも、柱のあいだから懐かい中ちゆう電灯を拾い上げられたので、ドアに体当りをしてみた。ゴボッと砂さ塵じんがあがり、バラバラと天てん井じようの岩くれが落下した。

　ドアがはずれかかったので、もう一度、体当りをして背中から通路に転げ出ていったが、その通路も天井からおちる岩くれと柱がはずれる音が、ドミノ倒たおしのように連続していた。

「…………!?」

　トロッコのレールが飴あめのようにまがっていくのが、懐中電灯の光のなかに見えてしまい、アリサは悲鳴もわすれて、砂塵のなかに見えた兵員の影かげを追おうとした。

　が、横に足をすくわれて転んだ。

「くっ……!!」

　立って走れたが、今度は、レールの枕まく木らぎにつまずいて、胸や脇わき腹ばらに当るものがあったが、立ちあがれた。

「……こんな……！」

　赤い光がよんでいるように見えたので、その方向に走った。

　横の坑道から走り出てきた兵員のグループといっしょになっても、その赤い光のほうに走るしかなかった。

　しかし、外の空気が近いとわかったときに、外から出てくる人々の声に、敵の奇き襲しゆうがせまったのではないかと感じた。

『ひと思いに殺してくれるほうが楽なのに……』

　血相をかえて走る兵員たちに押おされるようにして、アリサは坑道口の外に出ても、そこには、揺れながら咆ほう哮こうする大地と、眼前に真まつ赤かに灼しやく熱ねつした柱があるのだ。

「……なに!?」

　それが噴ふん出しゆつするマグマであることがわかるまで、すこしだけ時間がかかった。

　そして、そのようなものが無数に林立しているのを知ったとき、アリサはこれで死ねると思えて、気が抜ぬけていく自分に拍はく手しゆしていた。

　ジョクの名前も、まして、バーンがなにをしているのかも、考えることはなかったのだ。
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「引っぱられている!?」

　ドレイク・ルフトは、その報告を操そう舵だ手しゆから聞いたときに、はじめて頭から冷水をあびせられたような感覚をうけて、その冷気が尻しりの穴から抜けていく感覚にとらわれる。

「……我がウィル・ウィプスは、ゲア・ガリングを楯たてにしたつもりだったのですが、違ちがいます！　ゲア・ガリングが放してくれないのです」

　双そう眼がん鏡きようから目を放せない観測担当士官は、そう報告する。

「発光したゲア・ガリングの、奴やつの光がこちらとつながっていてっ……！　双方の対たい艦かん砲ほうは沈ちん黙もくしています！　対空砲火は部分的に生きているだけです！」

「それに我が艦の動きも連動している。そうとしか思えません」

　別の操舵手は、自分たちの自由にならない状じよう況きように泣いていた。ドレイクは冷静をよそおって、艦長に低く令した。

「……メイン・エンジンを切ってみろ」

「ハッ……？　が、それで駄だ目めならば……？」

「つぎの手を考えればよい。ゴラオンの砲火も少なくなっている。我が砲ほう塔とうの射しや撃げきが正確であるという証しよう拠こである。見よ！　直撃弾だんが炸さく裂れつしているのが、こうして見えるではないか！」

　そんなことをドレイクは大声で言ってみせ、その間に、艦長はドレイクの命令を機関室につたえる。

「オーラバトラー戦の現げん況きよう概がい況きようを伝えさせろっ！　これから三十秒後に、視認できる戦火を報告させるのだ！」

　このようにある瞬しゆん間かんの時間をきめて、そのときに、艦の各視野から目視される敵味方機の観測報告を報告させれば、戦果は数字で多めに報告される。そうすれば、カットグラがどうしたという言葉が出てくることがなくて、ブリッジにいる将兵の士気を鼓こ舞ぶすることができる。

　そのようにしておいて、ドレイクはかたわらの士官には、実数を把は握あくさせるようにするのである。

「……現況の艦かん艇てい数の概況は!?」

　ブリッジから遠望されている艦が二隻せきいるのだから、ひどいことはないはずだと思えた。が、

「第二連合艦隊は、三隻健在！」

　担当士官は、生き真ま面じ目めに意外にすくない数字を絶ぜつ叫きようしてきたので、ドレイクは、内心舌打ちをしながら、艦長の顔色と羅ら針しん盤ばんの針の動きを遠目ながら見比べて、

『……またアリサの傷口が痛む……』

　ドレイクは、ショットやバーン、それにジョクとも話し合ったことのあるオーラマシンとバイストン・ウェル世界の関連について、思い出してしまった。

「地上人の遊びにのりすぎたのか……？」

　そう口にしたときに、そうだろうな、と納得するものがあった。しかし、ウィル・ウィプスがエンジンを切ったからといって不時着することはないだろう、と予感するのは、恐おそろしいことではあった。

　ブリッジの煤すすで汚よごれた窓の外にみえる光景は、稲いな妻ずまとマグマと、それらのエネルギーの放出によって吹ふき荒あれる嵐あらしのような様相を呈ていしているのである。

　ウィル・ウィプスが、ゴラオンに取り込まれることは、否定できることではない。すべてが異変のなかにあるのだから……。




　アイリンは、右みぎ腕うでの革かわ鎧よろいがバリッと裂さけてゆくのを、不思議なものを見るようにした。が、肩かたから腕にかけてむず痒がゆい感覚がしたので、あわてて左右の腕も見てみた。しかし、腕にはまだ異変は見えなかった。

　胸元は、青白い閃せん光こうが革鎧を下からもちあげるように見えて、革鎧が裂けた。横に十センチというところか……。

　痛みなどはない。が、肌はだも焼けているように見えたが、むず痒さがひろがるだけ、という感覚ではある。

『…………？』

　しかし、胸きよう郭かくそのものが内側から突つき上げられて、膨ふくれあがるような感覚は消えておらず、両方の大だい腿たい部ぶにも、むず痒さがひろがるのではないかと感じた。腕から肘ひじと見てみたが、革鎧だけが痙けい攣れんしていたが、痛みなどはないのだ。

「フン！」

　右腕をあげて、左乳ち房ぶさの上を叩たたいてみた。

　乳首がチリリッと痺しびれを感じたが、月経のときに感じる過か敏びん症しようみたいなものだと思った。乳首の先が、ツンとなにかで刺さされた感かん触しよくもする。

　と、乳房をささえている大地ともいうべき肺はい腑ふと肋あばら骨ぼねあたりが、はっきりとウズく感触があって、つぎに両乳房が盛りあがり、全体に膨らんでいった。

　右手でその両乳房をまさぐってみて、乳房を体内から押おすものをさぐろうとしたとき、

　ビシャンー！

　閃光が乳房の大きさにあうように発光して、胸にあたった手の骨を浮うき上がらせた。

「…………!!」

　同時に、コックピットを形成するマッスルが振しん動どうして、その隙すき間まという隙間から静電気のスパークに似た紫むらさきの光が発光して、それがアイリンの手足と乳房の先せん端たんと頭につながった。

　と、スパークの輝かがやきに染まりながら、革かわ兜かぶと全体が膨ぼう張ちようして四散すると、革兜の下の頭とう髪はつをおおっていた手ぬぐいも千切れ、アイリンの髪かみの毛が、焼けることなく総毛立って、その先端から放電現象がおきた。

　糸のようなスパークが頭部をおおい、それが全身にひろがれば、「…………!!」声などは出ない。

　全身が痙攣し、アイリンの顎あごがはずれるほどにひらかれて、静電気のスパークよりはっきりとした光が全身を鎧のようにつつみ、紫の光に染まった革鎧は膨張して、革兜とおなじように四散した。

「ハアッ!!」

　手足と胴どうをおおっていた衣服も筋になって、コックピットいっぱいに舞まっていけば、それらの破片は、振動するコックピットを形成するマッスルとつながる光の帯の芯しんになった。

　そして、マッスルの痙攣が、アイリンの身体からだにからみつくように律動すれば、アイリンの肉体もそれを求めるように発光して、膨張した。

　ドグッ！　ドドゥッグ！　ドウッ！

　血管と筋肉の筋が全体の律動にのって膨張して、その一本一本が痙攣を拡大していく。

「ウアアアア!!」

　アイリンの肉体がコックピットを満たしたようにも見えるのだが、そうではなく、コックピットが縮小しているのかもしれないとも見える。ともかく、両者が相そう互ごにもとめあい、融ゆう合ごうしようと震ふるえに震える。

　放電現象は、それらの運動を喚かん起きし持続させるエネルギーに見えて、アイリンのオーラバトラー、ガルガンチュアは、機体そのものがアイリンの肉体に呼応して発光をする。

「アハッ!!　アアアアッ……!!」

　ものの軋きしみか、アイリンの悲鳴か!?

　稲妻の柱が、ガルガンチュアの機体を天と地につなげてみせれば、ガルガンチュアはアイリン・ツーになって、巨きよ人じんに変身する。

　ブハーン！　ギャーン!!

　巨きよ大だいな光の柱が、光る巨人に具象し、それは、トモヨのとき以上の実態となって、力を誇こ示じするものになって、天と地がつなげば、あらたな稲妻の先端が、あらたなエネルギーをもとめて世界を走り、世界を睥へい睨げいする。

　ガルガンチュアがアイリンを写し、アイリンがオーラバトラーの化生を写して、稲妻とマグマで彫ほりおこされた虚こ空くうに、共きよう振しんするものをもとめる。




「……っゥ！」

　ジョクは、ただ悲しかった。

　人の我は、ここまで顕けん現げんするのか、と。

　これでは、人の存在が、存在そのものに対して、悪しきものであるということを証明することでしかない。それでも、存在を許すものがあるとするなら、存在を拒きよ否ひするように作動するのが当然かもしれなかった。

『だから、存在を否定に導くためには、その引き金としてオーラマシンが必要であったのか……!?』

　その結論は、消しよう滅めつへの誘いざないでしかない。

「アイリンよ！　散れないのか？　霧む消しようすると楽だぞ！」

　言葉にすればそういう表現になる。ジョクは、その認識だけをきっちりと意識しながら、カットグラに剣けんをあげさせた。

　ズババヴッ!!

　雷らい鳴めいに似た音おん響きようはまちがいなくアイリン・ツーの呼応する意志だった。拒否していると聞こえる。

「なら、アイリンという者！　できないというのなら、おれと一いつ緒しよに飽ほう和わしよう！」

　ジョクは、カットグラの剣から長大なオーラの光の帯が発はつ振しんしているのを捕とらえている。それは、視覚のなかに脳天につながる映像として、ジョクに見えた。

　それを使うのだ。

　それで、この怪かい物ぶつとつながれば、ふたりのオーラで沸ふつ騰とうして、終息すると確信した。だから、カットグラに剣をふるわせる。

　ガルガンチュアの機体を鎧よろいにしてみえるアイリンにむけて一いつ閃せんさせた。

「南無!!」

　ジョクは、自分が犠牲いけにえであることを受容せざるをえない聖戦士なのである。




「そのようなもの、物ものの怪けのたぐいであります！」

　エレが、はじめて子供らしい楽観を口にして、チャムは、エレの膝ひざの上で身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　フォイゾンは、そのふたりの少女たちの反応から、外で行なわれていることを想像することをやめた。ブリッジのそこここには、青白いスパークが這はっているのである。

　この現象は、戦せん艦かん同士の戦いによるものではない。

「お母さま!?」

　エレが目をひらいた。

「どうした？」

　チャムが訊きく。

　フォイゾンは、その緊きん張ちようしたエレが、母のパットフットと感応したとわかる。

『……お爺じいさまが、お前のような者まで呼んだのは、人々を導かなければならないからです。お立ちなさい』

「どうやって……どうやって……？」

『それは、母にはわかりません。お前のほうがよく知っているはずです』

「聖戦士殿どのは、すでに、物の怪にとりつかれています！」

『世界の伝導者にならなければならない者を、見放すのですか!?』

　パットフットの厳しい叱しつ責せきに、

「ゲア・ガリングがぶつかります」

　そういうこともあろうということを、エレは訴うつたえた。

　ゴラオンもウィル・ウィプスとおなじく、エンジンを停止させたのだが、ともに鎖くさりにつながれてひき合うことをやめていないでいるのだ。

　ギャンギャウーン！

　稲いな妻ずまとも巨大構造物が震える音ともちがう音響は、あえていえば、虚空に光になって現われている女のおぞめく悲鳴であろう。

　それに、カットグラのオーラ剣がとどめを刺さしたように見える閃せん光こうは、周囲の稲妻を吸収するようにして、光を拡大させた。

「おじいさま、いっぱい愛して下さってありがとうございます。みなさまもチャムも、死して後にも、また肉であることの喜びに出会えますようにっ！」

「エレ……!!」

　フォイゾンは、ドドッと傾かたむいていく床ゆかの上で倒たおれ、数人の士官たちも床を転がっていく。

「チャムは、お飛び！」

　エレは、両手でチャムを差し上げてやる。

「エレはさ!?」

「わたしも飛びます」

　周囲からスパークを這わせるブリッジの壁かべが手前に膨ふくらんできて、ブリッジに熱風が襲おそいはじめると、ゲア・ガリングの船体が、ゴラオンを追いあげるようにした。

　ゴラオンが傾いていく。

　身を寄せ合うようにした両艦には、四方から放電が集中しているようだったが、その逆であるようにも見えた。

　その艦の周囲の山並は、すでにその原型をとどめることがなく、マグマと海上から押おしよせる膨ぼう大だいな蒸気の嵐あらしのなかに、物の形を消そうとしていた。




　ドレイクは、不様に尻しり餅もちをついて、そのままの姿勢で、その声を聞いていたのだが、その声とは、己れのなかから発する認識の語るものである。

『生命いのちのなかに人があったのに、あなたはそれ以上のものを求めてしまわれた。ギィ・グッガにそそのかされたというのはちがいましょうな。それを口実にした……。そして、己れを破は滅めつさせるだけではすまない人の行こう為いを、身をもってしめしたのです。その意味では偉い大だいな王でありましたが、性急に偉大すぎましたな……』

　わかる言葉であるから自分のものである。

「そういうことは、わかっていたのだ！　アリシアならそれは知っていようがっ！」

　ドレイクは叫さけんだが、そんな絶ぜつ叫きように応こたえてくれるものなどはいない。

「なんで、なんでっ！　おまえは、先に死んだのだ!?　なぜ、儂わしを置いていった!?　お前の死も、儂のせいというか!?」

　上下に躍おどっていたドレイクの顎あごがはずれて、涎よだれがながれるだけになった。そのドレイクに、もうアリシアの声はなかった。

『アリシアよ！　アリシアッ！　わたしはっ……!!』

　見開かれたドレイクの眼まなこから涙なみだが吹ふきでたが、それは前面から吹きつける熱風で吹きとび、蒸発した。あたかも、ドレイクの涙はけがらわしいというかのように……。




　ゴラオンの艦かん橋きよう部は、ゲア・ガリングの巨きよ体たいに押し倒されるようにして爆ばく発はつし、そのゲア・ガリングを押すように、ウィル・ウィプスの左さ舷げんが接せつ触しよくをして、右う舷げんがゴラオンのほうにまわりこむようにしていく。

　ズズ、ズズウーッ……。

　三艦が身を寄せあえば、そこから発する青白い放電現象は、嵐を攪かく乱らんするものになる。

　それを見下すようにしていたアイリンの放電像は、カットグラのオーラ剣けんの光を中心にさらに拡大して、オーラ剣の光は、スィーウィドー以上に、天と地をつないでいくものになっていった。




『お待ちなさい。聖戦士どの！』

　すでに飽ほう和わしているはずのジョクは、実態しているのかどうかさえ不ふ明めい瞭りようなのだが、ジョクの意識は、パットフットの声を聞いていた。

『犠ぎ牲せいが、オーラマシンに代るすべてのものであるのなら、悲しすぎます』

『そうです、が……ぼくは、もう……ご容よう赦しやっ……』

『それでは、終わりませんね？　謝っているうちは……』

『エレさまおひとり、お守りできませんでした！』

『あの娘むすめも、世界が遣つかわせたもの……埒らち外がいだったのです。ご覧なさい。エレは立ちます。チャムも、アリサもリムルさまも……娘たちは健すこやかです』

「健やかなものだと……!?」

　絶叫がジョクをうち、ジョクを打ち消していく。

「シェーッ、シェ、シェ、シェ……!!」

　アイリンの憎ぞう悪おが、ジョクの意識を真綿のような包囲して、意識と意識のあいだに、蛇へびになってすべりこめば、オゾゾゾ……と、ジョクは異なる性に蹂じゆう躙りんされる。

「……貴様は、ぼくがひとりで、ぼくがひとりで、悪いのかぁ……」

「シャエエエ……プロロロゥ……」

　神経を感覚器官の先せん端たんをしゃぶり、舐なめる。

　それが、ジョクの存在を溶とかそうとする。

『なんとみにくい。生命いのちは、ひとつとしてあるから、うつくしいのに……ひとつとしてあるから、毅き然ぜんとして、立派で、雄お々おしく、逞たくましく、愛されるものとして、ありましょうに……』

『ねぇ……』

『そうですよ……そう……』

　それらのものは、エレの肢し体たいをまとったものとして、アリサの肉体をもったものとして、美み井い奈なのものとしても、稲いな妻ずまの荒あれ狂くるう空間に揺ゆらめいた。

「……健やかなもの……？　あなたたち……？」

　ジョクの存在をしゃぶろうとしていたとぐろを巻くような意識のからみは、突とつ然ぜん、ジョクの意識の周囲から拡散する。

　ゴヴーン……ゴウーン！

『……界フイールドの歪ゆがみのなかに生まれた気の毒な者、もう役目はすみましたよ』

　エレの声によって顕けん現げんしたものは、すでにエレの意志ではなく、光でもなく、まして、肉の肢体でもない。それが、ジョクを混こん濁だくする界フイールドのなかから引き出そうとした。

『聖戦士殿どのも、立たねばなりません』

　その意思は、ゴウンーンとした唸うなりのなかに、いろいろな女たちの声音を喚かん起きさせる。

『そんな器うつわではありません。ご容赦を！』

　ジョクの意識は生気をもって呼応するのだが、すでにそれは、コモン界の具象のなかのものではない。

『コモンのユーロ地区をおおう血は、地の底からも吸い出さなければならないのです。そのためには、おなじ血をもつ者が浄じよう化かいたします。けど、それだけでは、界フイールドは消しよう滅めつしてしまいます。聖戦士どの、お立ち下さい。世界のために……』

　そのエレの表示に、ジョクは立たなければならない。




　主戦場にいなかったバーン・バニングスだが、肥大化するアイリンとカットグラのエネルギーの拡散のなかで、ひとり別であることはなかった。

　バーンは、グラサイアの山列上から拡大する光を、ゼイエガのブリッジであびていた。

「騎き士しバーン……！」

　騎士ストラドの驚きよう愕がくの目がバーンにむけられたので、バーンは苦笑をかえした。

　老人の驚愕のしかたが、天変地異とか光の狂きよう乱らんにたいするものではなく、ひどく下世話なものにたいする反応だとわかったからだ。

「なにか？　ご老人……？」

「老けましたな……バーン……」

「老けた？」

　マグマの噴ふん出しゆつ、オーラの光の刺し激げきは、生理をささえている骨格の芯しんまでも震ふるわせているのである。それに耐たえているだけでも神経は飽和して、意思が萎なえていくのだ。それを体験しているなかで、その日常的すぎる表現は、バーンにはよくわからなかった。

「皺しわだらけであります。光のせいではない。髪かみも白くなっている」

「バカな……！」

　言ってみて、バーンは口の周囲の筋肉がもつれるように感じ、全身の筋肉の張りも萎えていっていると感じた。そのつぎには、腰こしがくだけ、ズルズルとしゃがみこんでいた。

「……老けていっている？　老けたか……エ・フェラリオのサラーン奴め、精力を吸い取っていったのか……？」

　バーンは、自分で納得する言葉を吐はきながら、ブリッジの床ゆかの上に横たわってしまった。

　ゼイエガが溶よう解かいするのは、それからたいした間もなかった。




　天を切り裂さくカットグラのオーラ剣けんは、アイリンを貫つらぬいたまま、そのオーラの力は天と地からもエナジーを吸引して、コモン界を満たし、その光のなかに翻ほん弄ろうされて飛ぶチャムを、ジョクの手が、左右から壁かべになるようにして、チャムをおびやかすもののすべてを遮しや断だんしようとした。

『ジャコバのところにもどれるか、モアイのところか、それはチャム次第だよ』

　ジョクは、そう言った。

「そんなの、よくわからないよ！」

　チャムは、ジョクは自分のためになにも手伝ってくれないのが、不満だった。それだけは、ジョクにわかって欲しかった。




　アリサは、ジョクの愛あい撫ぶを全身に感じられたので、マグマがクグラスの皿を崩ほう壊かいさせたときには、恐きよう怖ふさえ感じなかった。

「ちょっとのあいだ、貴方のお名前を忘れていました。ごめんなさい。ジョク！」




　巨きよ大だい戦せん艦かんがもつれあって溶解するなかで、ショットとトレンには、地上人同士のなれあいの快さを思い起させる日本人青年の、あのミステリアスな微び笑しようにまた苦笑していた。

「イエロー・モンキーと卑ひ下げしたいものだな？」

「フランスは、ヨーロッパの中心だと、貴様はわかっていないんだよな？　ショットよ!?」




　そして、ニーの臨終を前にしたマーベルには、ジョクは肩かたをならべて悲しんでやった。

『……助かるわ、来てくれて……』

　マーベルは、ジョクにそれだけ言えた。その直後に、ミィゼナーもマグマの奔ほん流りゆうのなかに焼かれていった。

　オーラの光は、戦場のすべてを飽ほう和わさせ、オーラマシンで遊んだ国々も蒸発させた。







　25　ビョンド・ホリゾン







「杏あ耶やちゃん、東京のほうにおおきな虹にじが出ているわよ。そこのジョクの部屋から見えるでしょ？」

　中なか臣おみ杏耶子は、ジョクが高校時代に使っていたらしい古いパソコンで、インターネットのひとつをのぞいているときに、階下からジョクの祖母の声がした。

　東京自動車工業でバイオ・コンピュータの開発をやっている鈴すず木き俊とし之ゆきが、オーラバトラーについての新しい見解を、日本機械学界の機関紙に掲けい載さいした記事のダイジェストを読んでいるときだった。

　ジョクの祖母の張りのある声に、杏耶子はあわててジョクの椅子いすから立ち上がって、窓をのぞいてみた。

　なるほど、たしかにとても太い虹が立っている、と見えたのだが、寝ねたはずのジョクの祖母のほうが気になって、廊ろう下かに出て、階段の下をのぞいていった。

「いいんですか!?　お起きになって？」

　そのときは、階段から見下ろせる階下の廊下には、祖母の姿はなかった。

「…………!?」

　杏耶子は、胸むな騒さわぎがして階段をおりると、廊下を右手にまわって、曲がり廊下にしたがって祖母の部屋をのぞいてみた。

　スタンドの電気はいつものように灯ともっていて、座ざ敷しきの中央の布団には、ジョクの祖母はきちんとした姿勢で眠ねむっていた。

「……？　気のせいだったのかしら？」

　そうなれば、東京のほうに見えた虹が気になった。

　考えるまでもなく、すでに暗くなっているのだから、虹などは見えないはずなのに、立っているように見えた虹が気になってしまった。

　ガラス戸をひらいて、踏ふみ石のうえにおいてある下げ駄たをつっかけると、杏耶子は、玄げん関かんのほうの庭に出た。

「ほんとだ……！」

　大都会のイルミネーションでもなければ、サーチライトでもない。たしかに、薄うす暗ぐらくくすんだ夜空に、縦になった虹が出ていたのだ。

　アーチ型になっていないのが、不気味といえば不気味だったが、両手をいっぱいに広げたくらいの幅はばの広い虹が、ぼんやりと上空に溶とけ込んでいるのだ。

「おばあちゃんは、あれを見てから、またお布団にはいったのかしら？」

　杏耶子は、十分といわずそれを見上げていただろう。そして、今夜もまたここに泊とまろうと決心をした。

　どうせ、ジョクの両親は帰ってこないのだし、お手伝いさんの榎えの本もとさんは、『ジョクさんのお部屋に電気がついていたんですから、お泊とまりだと思っていましたよ』と言って、朝食の支度だってしてくれるのである。

「そうしよ……」

　杏耶子は、ジョクの祖母が履はいている下駄は小さいと気づいて、鼻はな緒おが伸のびてしまったのではないかと心配した。

　かってにお風ふ呂ろにもはいって、寝しなに深夜のテレビ・ニュースを見ると、世界各地で不思議な虹の現象が観測されたというニュースを報道していた。




　　＊　＊　＊




　ジョクは、自分が閃せん光こうのように走るのを感じていたが、それは快い飛ひ翔しようではなかった。

　なにかがせまり、突とつ然ぜん、わけのわからない障しよう壁へきが現われて、ジョクの意思を凍とう結けつするようにした。

『ジャコバがやらなければならないことを、あなたはきちんとやれなかったわね？』

『ジャコバのやること？』

　反問しながらも、それが、杏耶子の声だったので、嬉うれしくなるだけだった。

　オーラ・ロードの空間のねじれが、光の奔ほん流りゆうとなって知覚された。

　ボウッ！

　杏耶子の肢し体たいが、点から拡大してせまり、杏耶子の肉体が拡大されて、その艶つややかで輝かがやく肌はだが、ジョクを抱ほう擁ようするように両手をひろげてくれた。が、

『地上人は、特異な機械の姿に、脅きよう威いを感じるわ』

『宇宙人がＵＦＯでくれば、みんなは納得する。でも、ジャコバが突然、地上界に姿をあらわして、世界の危機を説いても、誰だれも聞くことはないわよね？』

　杏耶子は、ジャコバ・アオンの命題を語るのだ。

『……そういう話はした……』

『それをジョクが代ってできるのかしら？　世界の危機を語れる聖戦士を、その姿でやらなければならないのに……』

『……力を貸してくれるなら、できる、さ！』

　ジョクは悲しい限界を感じながらも、そういう命題がなければ、こうして意識が持続していることはないだろうと理解するから、虚きよ勢せいを承知で叫さけんでみた。

『強がり屋さんがっ！　フッフフフフ……』

　杏耶子が笑った。彼女の脇わき毛げが、そそとした表情をみせた。彼女の髪かみが、こんなにも長いものだったのか、とジョクは感動する。

『どうやって伝えるの？　聖戦士殿どの!?』

　杏耶子の唇くちびるが言葉を発するのではなく、その唇の動きで、ジョクに杏耶子の言うことの判別がつくのだ。

『……オーラ世界なら、産まれ死に、そして産まれる。その繰くり返しをして、そのなかで教えるしかない』

　ジョクは、杏耶子にとりすがれば、数万倍も巨きよ大だいなはずの杏耶子を抱だけたように思えるのだが、杏耶子の腕うでが、ジョクを包んでくれたのかもしれない。

「聖戦士といわれて調子にのって、おバカさんになったのね？　バイストン・ウェルは、オーラをもつものが、その繰り返しができそうもない刻ときがきたから、世界の陣じん痛つうする姿をみせたのでしょう？　このわたしたちの地上界が、オーラにとって危機的な状態になったから、ジョクのような戦士をつかって、わたしたちに、世界を教えようとしてくれたんでしょう？　それなのに、おバカさんな聖戦士は、自じ滅めつしただけ！」

　ジョクは、杏耶子の説教を聞きながら、杏耶子の肌という肌を這はいずりまわって、甘あまえていく。なめたりしゃぶったり、貼はりついたり……。

「……やったんだけどな……一いつ所しよ懸けん命めいやったんだけどな……」

「聖戦士ごっこに終ってしまって、美み井い奈なさんにかわいそうじゃない？　およしなさい。いまは、そんなことをしているときじゃないでしょう？」

　杏耶子の手が、杏耶子の腰こしにむしゃぶりつくようにパタパタとやるジョクの足首をつかんで、引き上げてしまう。

「いいじゃないか……杏耶さん」

　ジョクは、杏耶子の腰をかざる形のよい毛が遠くなってしまうので、焦あせってしまう。

「いまだけさんづけをしたって駄だ目めよ。聖戦士さん！」

　ジョクの視界のなかに、さかさまになった杏耶子の怒おこってみせる顔がいっぱいになった。

「いまは休みたい……なにもしないで休みたいというのに……！」

「休みたい人が、おいたをするの？」

「杏耶子と寝ねられるなら、なにをやったって休めるさ、だから、なんでもやるんだよ……やらせてくれよ」

「それがジョクで、それを許しちゃうのが、あたしなのよね……」

　杏耶子の唇の奥おくの歯と舌と、鮮あざやかな肉色を見せる咽喉のどが、きれいな照明をうけて、影かげひとつつくることなくジョクに映じる。

『それが人でもある……』

　その音おん響きようは、悶もだえ苦しむものの象しよう徴ちようとして、ジョクと杏耶子の肌に突つき刺ささるようにこだました。

「ジャコバ・アオン!?」

　ジョクは、杏耶子とむつみあう赤せき裸らな姿を見られてしまって、恥はじた。

「神の声なの!?」

　ジョクの足首をつかまえたままの杏耶子は、オロオロと周囲まわりを見回すようにした。杏耶子は、このような時空に意識を滑かつ空くうさせる術すべに、まだ馴なれていない。

「杏耶子……」

　ジョクの両手が杏耶子の脇腹をなで、そよぐ脇毛を愛あい撫ぶしながらも、杏耶子の顔をつつんでいった。

「……人が動物であることを否定し、その実力を行使しながらも、一方では動物であることから離り脱だつできないでいるいびつな存在なんだ……これがバイストン・ウェルがしめしたものだ……この歪ゆがみを修正できないかぎり、人は自らの立ち行く場フイールドを破は壊かいしつくすだけだろう……けど、杏耶子、世界は人の知っているフィールドだけじゃない……そのこともバイストン・ウェルは教えてくれている」

「でも、だからって、このフィールドがなくなったら、人はいられなくなるわ」

　杏耶子が、はじめて不安そうな顔をみせた。

「おかしなことをいう。ぼくらは今、こうしていられるじゃないか。世界そのものを知れば、こうしていられることの幸せというものもあるんだ。そうこういう可能性もあるということを知れば、人類だって絶望しないですむ」

　ジョクは杏耶子の瞳ひとみのなかに、自分の経験のすべてを放り込むように凝ぎよう視しする。

「バイストン・ウェルは、それを語ったということ？」

「そう……地球にとっては、臨終の前の灯、ろうそくが消える前に一いつ瞬しゆん炎ほのおを大きくするようなものかもしれないけど」

「でも、あたしはジョクを感じ……ジョクは、あたしを感じている？」

「ああ、杏耶子が濡ぬれていて、ぼくをうけいれて、摑つかまえて放さないようにしている」

「わたしのなかは、ジョクでいっぱいよ……そう……ジョクが揺ゆれたわ、わたしのなかで！」

「そいつは、ぼくの力だ。バイストン・ウェルが、ぼくに身につけさせてくれたものなんだ」

「アアッ、ツウッ……!!」

　杏耶子をつつむ漆しつ黒こくの髪かみは、杏耶子の周囲で波打ち、それは、あたかもスィーウィドーのそれのように見えた。

『……髪がスィーウィドーだと!?』

　ジョクがそれを知覚し、認識すると、鞭むちのようにしなう髪に触ふれるのは危険だと本能的に感じた。

　しなう髪の毛の全体が、前方から後方に走り、それが閃せん光こうになる。

「ジョ──ゥ……！」

　ジョクの視界に、杏耶子の顔らしい印象を写した大地らしいものがせまり、しなう髪の柱の景観は、背後で霧む消しようしていったとわかった。

　左右のふたつの半球体は、とつぜん、ジョクの視界に屹きつ立りつして、その頂点のピンクに輝かがやく頂上は、空間の歪みにともなって歪わい曲きよくしていく。

　その中央の平地は、なめらかなまでに走り来て、その半球体は左右後方に飛び、左右に落ちこんでいる平原というのは、その左右には世界がないことの証明のように感じられて、まっすぐに飛んだ。ジョクの意思で変えることはできない飛ひ翔しよう！

『ここは杏耶子の上なんだ！』

　ジョクの意思がはじける前に、そう認知した。

『ホラ！　毛だ』

　その林が、傲ごう然ぜんと艶つややかな起き伏ふくを見せた平地にたちあらわれると、風切り音に似た轟ごう音おんが、こだまにもならずに消失していく。

　そして、その体毛であったはずの一本一本が、スィーウィドーのそれを越こえていた。柱という印象もなく、段差になった壁かべになって、それもいつしか巨きよ大だいな粒りゆう子しになっていく。

　それでも、ジョクが杏耶子の胎たい内ないへいたる入口にはいったことを感知できたのは、意志ある生命としては、強欲だったのかも知れない。

　光だけのフィールドは消失した。

　しかし、それは、虚きよ無むではなく、暖かかった。




　世界にとって幸いであったのは、増ぞう殖しよくしすぎた地上界の人々の生体オーラ力ちからが、バイストン・ウェルに逆流して、戦乱によって生じた間かん隙げきを埋うめたらしい、ということである。

　生体オーラ力ちからの交こう換かん作用である。

　そうでなければ、このとき、世界はこのオーラマシーンの戦争によって、拡散していたかもしれない。しかし、わたしたちは、その現象を感じることなく見過してしまったのは、わたしたちが、とうの昔にバイストン・ウェルのような世界を想像することを忘れているからなのだろう。

　思い出そう。

　幾いく重えもの記き憶おくは、ときには辛つらく悲しくはあっても、それは魂たましいのマスカレイド、この世があってこその生命の輪りん廻ねである。

　この世がなくなってしまってから、魂が新たな界フイールドを創造するには、絶望さえ忘れられるだけの刻の量が必要なのである。

　魂は、永遠に耐たえるほど強きよう靱じんでないからこそ、幾重にもその生を繰くり返すのである。
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　じつは、このバイストン・ウェルのコモン界でおこった大戦争で、世界の一部に傷がついたことをしめす虹にじが、わたしたちの地上界にこぼれたのは、あなたがこの最後の一行を読みおえたときぐらいだったのです。

　ですから、いますぐに、窓の外を見て欲しいのです。虹の消えていく瞬しゆん間かんぐらいは、見ることができるかもしれませんから。

　そして、チリリンとはじける音と小さな光を見たら、それはチャム・ファウかもしれませんから、そのときは、手を差し伸べてやって下さい。

　チャムは、冠わた毛ぼうしにのって飛ぶ技ももっていますので、音も光も見せないかもしれませんが。







　『オーラバトラー戦記』あとがき





富野　由悠季　　






　この頁ページを繰くるまでお読みいただいた諸しよ兄けい姉しに、心よりお礼申し上げます。あなたがいらしてくださったおかげで、小生は貴重な勉強をさせていただけたからです。

　そして、過去のノベルスをただ採録するという習い性しようの仕事ではなく、すべてのリライト作業をお認めいただいたスニーカー文庫の編集部の諸氏にも、心よりお礼申し上げます。

　本当に自じ戒かいさせられる仕事をさせていただけたので、糧かてを得たと感じているのです。

　こう申し上げますと、恥はじを記さなければなりませんし、先に上じよう梓しさせていただいた自著の『オーラバトラー戦記』を購こう読どくしてくださった方々からは、厳しいご叱しつ責せきをいただくことになりますが、知らぬ顔ができることではないのです。

　酷ひどいものを読ませてしまった、申し訳がない、という事です。

　むろん、そのようなことは承知の上だから、評価などはしなかったではないか、という言葉が返ってくるのも想像がつきます。ですから、先の新書判のカバーに印刷されている自分の偉えらぶった顔の写真を見るのが、とても苦痛でした。当時は、あのていどのもので、ノベルスを書いていたと信じていたのですから、傲ごう慢まん以前の無知というものは、恐おそろしいものだと身にしみております。

　今回のお話を編集部からいただいたときに、かすかに酷い作品だったのではないか、という記き憶おくはあったのですが、それほど酷いものでもなかろうという楽観もありました。なにしろ、自分が書いたものですから。

　しかし、１巻２巻と巻数をすすめるにつれて、酷さが判わかるようになってしまい、最後の数巻については、まったく新しく書き直すつもりになり、元の原げん稿こうの構造を読めるものにすることに専心しました。ひとつだけ自惚うぬぼれがあったのは、物語の構造には手を入れる必要はないだろうという一点で、それもダメなら、活字になって出版されることもなかったはずだ、という信心はありました。そのようにすがるものがなければ、リライト作業も途中で頓とん挫ざしていたことでしょう。

　リライト作業を放り出さないですんだという点だけは、先の新書判のノベルスをお読みいただいた方々に対して、自分のやったことを全否定しないですんだわけで、ご容よう赦しやいただきたいのですが、あのような文章では最後まで通読はできない、というのが小生の印象でした。

　その部分を改善したつもりですので、自分の書き散らした文章という訳の判らない原石から物語を掘ほり出す作業は、難なん渋じゆうしました。同時に、言葉の怪あやしさと明めい晰せきさというものを自身の体験のなかで実感できたことは、収しゆう穫かくであったと感じています。これが身についてくれると嬉うれしいのですが、そうは参らないでしょう。

　その上で、この物語は、もう一度地上界にあがる物語があったのではないか、という疑問について、再読してみた小生自身も感じた最大の問題でしたので、先の執しつ筆ぴつプランも読み直してみました。

　プランでは、地上界にあがったバイストン・ウェルの３つの艦かん隊たいが、ヨーロッパと日本、アメリカ大陸に現れて、ショット、マーベル、トレンたちの背景を補強し、さらに、世界的な事件として認められる事象を描えがかなければならないので、すべての大陸を舞ぶ台たいにすべきだという書き散らしがかなりありました。しかし、その理想を描こうとすれば、それぞれの土地の気候と文化的風土を調べなければならないという大問題があったために、そのプランは廃はい棄きしなければならないとして、全11巻で終しゆう了りようさせたのです。

　その問題は、今回の10巻と11巻にも顕けん著ちよに現れていて、全体の展開が急転直下という印象が否いなめません。

　これについては、今回、もう１巻増やしてでも書くべきではないかとも考えましたが、それもまた却きやつ下かしました。理由は先とおなじで、今回のリライト作業でも、考証的な問題は残ってしまっているというていたらくですので、現実に接点をおいた物語を書くためには、その文化的考証調査の問題は、小生にはあまりにも加重のかかる仕事で、お恥はずかしながら放棄してしまったのです。小生の経験律の薄うすさが最大の問題でもあると自覚し、無念ではあります。

　しかし、ズルズルと言葉の迷めい宮きゆうを増やすよりは、物語として集約したものにして、読後感の印象にゆだねるほうが正解であるとも再考して、当初のプランのままにしたのです。

　このように愚ぐ考こうしながらも、この物語の終息のさせ方は〝禁じ手〟を使っているのではないかという疑問が彷ほう彿ふつとしたということも告白しておきます。小生のもうひとつの作品、ＴＶシリーズであった『伝説巨きよ神しんイデオン』という作品を二本の映画版『接せつ触しよく編』『発動編』にまとめたときに、登場人物すべてを殺すという手法を使い、今回は、エロスへ突とつ入にゆうするという方法です。これは、ともに物語の構造としては同質です。このようにやれば、どのような作品でもパッケージできてしまうために〝禁じ手〟というのです。

　この感触を記すのは正直すぎるのですが、戯げ作さく者しやに憧あこがれている者であれば、このような視点を看過してはならないと感じますので、あえて記させていただきました。

　しかし、人が文物を創造し、一度だけの人生という旅を、恐れつつも面おも白しろがっているという感かん慨がいは、歳をとるにつれて明快で揺ゆるぎないものになり、そのうえに、時代が大きな変革期にきていると理解すべきだという感慨をかさねあわせたとき、われわれの生物としての衝しよう動どうは、社会に顕在化していくのは必然であろうと想像するのです。

　そうであれば、生物の究極な衝動である世代を重ねるという行こう為いは、社会の表層を覆おおうであろうと考えます。ですから、当初のプランを〝禁じ手〟に感じられないように読ませるものにしたいと意図して、エロスとオーラマシーンを並へい存ぞんさせる世界にしたつもりです。その感触がすべての政治的、地域的、宗教的な問題を解決する糸口になるのではないでしょうか？




　本来的な作家のやり方ではない恥ずかしい書き方をしてしまったのですが、このようにしかできないながらも、ひとつの範はんとして、ご容認いただければ幸いに思います。

　むろん、評価は、厳然として読者諸兄姉にゆだねられたものでありますから、どのように批判してくださっても結構ですし、ご叱責についても甘受いたします。

　歳を経て己おのれの行こう為いについて、若い方からの批判をいただけるということは、死ぬまで宝となりますので、そのようなものを得られるかもしれない機会をいただけましたことに、再度、心より感謝申し上げます。

　そして、屋上屋を重ねることになるのですが、以前に記した物語としてのあとがきに相当する言葉も見つけましたので、それを記させていただいて、感謝の言葉とさせてください。
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　ちかい将来、あなたは、バイストン・ウェルから落ちてきたどなたかと出会うかもしれません。そのときは、ぜひ、彼らの貴重な体験から、自分たちの未来にかかわる問題を洞どう察さつしていただきたいのです。

　そして、また、突然、消息をたった方が身近にいらっしゃるなら、その方は、バイストン・ウェルにいらっしゃったのですから、絶望に陥おちいることは堪たえて下さい。

　彼らは、バイストン・ウェルで、それぞれの生を謳おう歌かする場所を得ているのですから……。





２００１年　酷こく暑しよの折に　　
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